




学

位

請

求

論

文

戦

国

期

武

家

の

起

請

文

に

み

る

誓

約

と

神

仏

仏

教

文

化

専

攻
山

本

春

奈





－ Ⅰ －

目

次序

論

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

･

・

・

１

第

一

節

本

論

文

の

主

題

（

）

1

第

二

節

研

究

史

整

理

（

）

1

（

一

）

戦

国

期

起

請

文

の

形

骸

化

論

を

め

ぐ

っ

て

1

（

二

）

勧

請

神

か

ら

読

み

取

れ

る

こ

と

4

第

三

節

本

論

の

構

成

（

）

7

第

一

章

戦

国

期

武

家

の

起

請

文

と

勧

請

神

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

13

は

じ

め

に

（

）

13

第

一

節

主

要

武

家

の

起

請

文

に

み

る

勧

請

神

（

）

13

第

二

節

戦

国

期

武

家

の

起

請

文

の

機

能

（

）

17

（

一

）

毛

利

当

主

発

給

18

（

二

）

毛

利

一

門

・

家

臣

発

給

20

（

三

）

毛

利

氏

宛

21

第

三

節

越

相

同

盟

に

み

る

起

請

文

の

機

能

（

）

23

お

わ

り

に

（

）

26

第

二

章

上

杉

謙

信

の

領

主

統

合

と

氏

神

春

日

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

31

は

じ

め

に

（

）

31

目次



－ Ⅱ －

第

一

節

謙

信

の

権

力

と

起

請

文

（

）

31

（

一

）

謙

信

起

請

文

を

め

ぐ

る

評

価

31

（

二

）

謙

信

起

請

文

の

勧

請

神

32

第

二

節

越

後

国

内

に

お

け

る

領

主

間

結

集

と

地

域

神

（

）

33

（

一

）

小

泉

荘

内

領

主

間

結

集

33

（

二

）

荘

域

を

越

え

た

領

主

間

結

合

36

第

三

節

謙

信

の

領

主

統

合

と

春

日

社

（

）

38

（

一

）

謙

信

と

国

鎮

守

38

（

二

）

氏

神

春

日

大

明

神

39

お

わ

り

に

（

）

43

第

三

章

毛

利

氏

と

安

芸

一

宮

厳

島

社

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

51

は

じ

め

に

（

）

51

第

一

節

毛

利

氏

関

連

起

請

文

に

み

る

厳

島

社

（

）

51

第

二

節

安

芸

国

外

領

主

と

の

起

請

文

交

換

（

）

55

（

一

）

毛

利

氏

発

給

起

請

文

55

（

二

）

国

外

領

主

発

給

起

請

文

58

第

三

節

防

長

移

転

後

の

毛

利

氏

と

厳

島

社

（

）

59

（

一

）

防

長

移

転

後

の

毛

利

氏

関

連

起

請

文

59

（

二

）

近

世

萩

藩

と

厳

島

社

62

お

わ

り

に

（

）

63

目次



－ Ⅲ －

第

四

章

安

芸

毛

利

氏

の

起

請

文

に

み

る

氏

神

の

機

能

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

69

は

じ

め

に

（

）

69

第

一

節

毛

利

氏

と

祇

園

牛

頭

天

王

（

）

69

（

一

）

毛

利

氏

の

氏

神

69

（

二

）

祇

園

社

の

氏

神

化

70

第

二

節

起

請

文

に

み

る

祇

園

社

（

）

72

（

一

）

毛

利

氏

発

給

起

請

文

72

（

二

）

一

門

・

家

臣

発

給

起

請

文

75

第

三

節

毛

利

「

家

中

」

と

祇

園

社

（

）

77

（

一

）
「

家

中

」

連

署

起

請

文

に

み

る

祇

園

社

の

機

能

78

（

二

）

弘

治

起

請

文

の

性

格

81

お

わ

り

に

（

）

83

結

論

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

89

附

表

目次



- 1 -

序
論

第
一
節

本
論
文
の
主
題

起
請
文
と
は
、
遵
守
す
べ
き
事
項
を
挙
げ
、
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
神
罰
を
受
け
る
旨
を
記
し
た
文
書
様
式
を
指
す
。
基
本

的
に
は
誓
約
内
容
を
記
し
た
「
前
書
」
と
、
罰
を
受
け
る
複
数
の
神
仏
名
（
勧
請
神
）
及
び
罰
文
を
記
し
た
「
神
文
」
と
で
構
成
さ

れ
、
中
世
後
期
以
降
に
は
寺
社
の
発
行
す
る
牛
玉
宝
印
の
裏
に
書
く
こ
と
が
一
般
化
す
る
。

こ
の
文
書
様
式
は
平
安
後
期
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
戦
国
期
は
全
国
各
地
に
お
い
て
、
武
家
同
士
の
主

従
形
成
や
同
盟
な
ど
、
様
々
な
政
治
的
に
重
要
な
場
面
で
頻
繁
に
起
請
文
が
交
わ
さ
れ
た
時
期
に
当
た
り
、
起
請
文
の
最
盛
期
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
記
載
さ
れ
る
神
仏
数
も
増
加
し
て
い
き
、
そ
こ
に
は
梵
天
・
帝
釈
や
日
本
全
国
で
信
仰
を

集
め
る
八
幡
神
や
春
日
神
、
各
国
の
一
宮
や
氏
神
な
ど
の
多
様
な
神
仏
の
名
が
列
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
起
請
文
作
成
者
の
信

仰
に
基
づ
い
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
各
々
が
崇
敬
す
る
神
仏
を
自
由
に
記
載
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
勧
請
神
の
選
択

は
何
ら
か
の
規
則
性
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
規
則
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
起
請
文
作
成
者
の
当
時
の
意
図

や
立
場
、
送
り
先
で
あ
る
相
手
と
の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
重
要
な
事
象
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
戦
国
期
武
家
の
起
請
文
を
素
材
に
、
そ
の
勧
請
神
が
ど
の
よ
う
な
規
則
性
に
基
づ
い
て
選
択
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
彼
等
の
意
識
の
一
端
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節

研
究
史
整
理

（
一
）
戦
国
期
起
請
文
の
形
骸
化
論
を
め
ぐ
っ
て

起
請
文
に
関
す
る
研
究
は
中
田
薫
氏
の
「
起
請
文
雑
考
」
を
嚆
矢
と
し
て
基
礎
的
研
究
が
進
め
ら
れ
た

。
中
田
氏
の
論
考
は
、

1

比
較
法
制
史
の
視
点
か
ら
起
請
文
を
捉
え
た
も
の
で
、
起
請
文
の
本
質
を
神
仏
へ
の
宣
誓
で
あ
り
神
判
の
系
譜
に
位
置
付
け
た
。
古

文
書
学
の
立
場
か
ら
も
、
起
請
文
の
本
質
は
神
仏
へ
の
宣
誓
で
あ
り
天
判
と
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
性
質
上
、
起
請
文
の
形
式

的
な
宛
所
は
神
仏
と
な
る
た
め
、
本
来
宛
所
は
書
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

。
2

一
九
八
〇
年
代
、
中
世
民
衆
の
行
動
様
式
や
生
活
意
識
に
焦
点
を
当
て
た
新
た
な
研
究
動
向
と
し
て
社
会
史
研
究
が
登
場
し
、
そ

序論
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の
解
明
素
材
と
し
て
起
請
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
と
く
に
誓
約
の
場
に
お
け
る
「
一
味
神
水
」
の
儀
礼
や
、
香
を
焚
く
、
鐘
を
鳴
ら

す
な
ど
の
行
為
が
、
神
仏
を
そ
の
場
に
降
臨
さ
せ
る
た
め
の
所
作
で
あ
っ
た
と
し
て
注
目
さ
れ
た

。
千
々
和
到
氏
は
、
そ
う
し
た

3

誓
約
の
場
に
お
い
て
起
請
文
が
焼
か
れ
、
灰
に
し
て
一
揆
構
成
員
等
に
よ
っ
て
飲
ま
れ
る
こ
と
で
、
当
時
は
誓
約
が
成
立
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
起
請
文
は
本
来
残
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
中
世
後
期
以
降
に
作
成
さ
れ
た
多

数
の
起
請
文
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
、
且
つ
そ
の
多
く
に
宛
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
残
ら
な
い
は
ず
の
起
請
文
が
多
数
残
さ

れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
氏
は
そ
の
背
景
に
、
当
時
の
人
々
か
ら
神
仏
に
対
す
る
畏
怖
の
念
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
指
摘
す

る
。
そ
れ
に
よ
り
当
時
の
誓
約
が
神
仏
へ
の
宣
誓
の
み
で
は
不
十
分
と
な
り
、
起
請
文
を
専
ら
証
文
と
し
て
保
管
す
る
必
要
性
が
生

じ
た
と
み
て
い
る

。
さ
ら
に
他
の
論
考
に
お
い
て
も
、
牛
玉
宝
印
使
用
の
一
般
化
や
霊
社
上
巻
起
請
文

に
み
る
様
式
的
完
成
、
起

4

5

請
返
し
の
作
法
の
出
現
を
根
拠
に
、
戦
国
期
以
降
の
起
請
文
が
形
骸
化
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る

。
6

千
々
和
氏
以
外
に
も
、
戦
国
期
起
請
文
の
形
骸
化
や
神
仏
に
対
す
る
崇
敬
心
の
喪
失
を
指
摘
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、

起
請
文
の
様
式
整
備
に
つ
い
て
は
、
勧
請
神
の
増
加
や
血
判
を
据
え
る
な
ど
の
行
為
が
、
起
請
文
の
持
つ
精
神
的
呪
縛
が
重
み
を
失

い
つ
つ
あ
る
状
況
を
回
復
す
る
た
め
の
作
法
で
あ
っ
た
と
の
見
方
が
あ
る

。
ま
た
、
当
時
の
起
請
文
で
交
わ
さ
れ
た
誓
約
の
多
く

7

が
破
ら
れ
た
状
況
も
ひ
と
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

。
8

さ
ら
に
従
来
の
戦
国
期
の
位
置
付
け
方
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
人
の
宗
教
観
の
変
遷
を
論
じ
る
上
で
、

戦
国
期
は
、
宗
教
や
呪
術
が
人
々
の
価
値
観
を
大
き
く
規
定
す
る
中
世
か
ら
、
合
理
的
価
値
観
に
基
づ
く
人
間
中
心
主
義
の
近
世
へ

と
転
換
し
て
い
く
ま
さ
に
過
渡
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た

。
こ
の
よ
う
な
見
方
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
戦
国
期
起
請
文

9

が
形
骸
化
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

し
か
し
一
方
で
、
戦
国
期
に
至
っ
て
も
未
だ
多
く
の
起
請
文
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
点
は
事
実
で
あ
る
。
当
時
の
起
請
文
の
利
用
実

態
に
つ
い
て
は
、
主
に
大
名
権
力
構
造
解
明
な
ど
を
主
題
と
す
る
政
治
史
の
分
野
に
お
い
て
以
前
か
ら
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
戦
国
大
名
が
周
辺
国
人
を
傘
下
に
引
き
入
れ
る
際
、
他
大
名
と
の
養
子
縁
組
や
婚
姻
、
人
質
交
換
な
ど
の
手
段
と
と
も
に
起
請

文
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る

。
な
お
、
起
請
文
を
介
し
て
成
り
立
つ
大
名
・
国
人
間
の
関
係
に
つ
い

10

て
は
、
戦
国
大
名
が
独
立
性
の
高
い
国
人
と
強
固
な
主
従
関
係
を
形
成
す
る
に
は
至
ら
ず
、
起
請
文
交
換
に
よ
り
一
応
そ
の
傘
下
に

組
み
込
む
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
っ
た
、
大
名
権
力
の
限
界
性
に
結
び
付
け
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
起
請
文
の
観
点
か
ら
こ
の
状

況
を
捉
え
れ
ば
、
む
し
ろ
傘
下
に
組
み
込
む
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
相
手
と
の
関
係
構
築
に
起
請
文
が
有
効
的
に
機
能
し
て
い
た
こ

序論
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序論

と
に
も
な
る
。

各
大
名
権
力
研
究
に
お
い
て
同
様
の
見
方
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
場
面
に
お
い
て
起
請
文
が
用
い
ら
れ
た
の

か
、
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
な
ど
、
起
請
文
そ
れ
自
体
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
勿
論
、
こ

う
し
た
問
題
は
同
分
野
と
し
て
は
対
象
外
の
事
案
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
先
の
社
会
史
研
究
等
に
お
け
る
見
解
と
重
ね
合
わ
せ
た
場

合
、
彼
等
は
主
従
形
成
や
同
盟
・
和
睦
な
ど
の
政
治
的
に
重
要
な
場
面
に
形
骸
化
し
た
起
請
文
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。な

お
近
年
で
は
、
起
請
文
に
主
眼
を
置
い
た
研
究
に
お
い
て
、
従
来
の
評
価
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
起
請
文
に
宛
所
が

書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
点
に
つ
い
て
、
鶴
巻
薫
氏
は
、
戦
国
期
起
請
文
の
性
格
が
神
仏
へ
の
宣
誓
文
書
か
ら
人
と
人
の
間
で
交
わ
さ

れ
る
契
約
文
書
へ
と
変
化
し
た
と
み
る

。
呉
座
勇
一
氏
は
、
そ
も
そ
も
焼
く
た
め
に
起
請
文
を
作
成
す
る
こ
と
自
体
が
不
自
然
で

11

あ
り
、
起
請
文
は
元
々
文
書
と
し
て
残
す
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
と
し
て
千
々
和
氏
の
見
解
を
否
定
す
る
。
さ
ら
に
宛
所
を
記

載
し
た
起
請
文
と
記
載
し
な
い
起
請
文
と
が
同
時
期
に
併
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宛
所
の
な
い
起
請
文
か
ら
宛
所
の
あ
る
起
請
文

へ
と
い
う
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
宛
所
の
あ
る
起
請
文
が
戦
国
期
に
隆
盛
し
て
く
る
基
盤
に
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南

北
朝
期
の
「
契
約
状
」
に
起
請
文
言
を
付
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
変
化
が
あ
り
、
そ
も
そ
も
の
捉
え
方
と
し
て
、
「
宛
所
の
あ
る

起
請
文
」
で
は
な
く
「
神
文
の
あ
る
契
約
状
」
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

。
12

こ
の
よ
う
に
当
時
の
起
請
文
を
契
約
文
書
と
し
て
捉
え
る
ほ
か
、
近
世
史
か
ら
も
新
た
な
視
角
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
大
河
内
千

恵
氏
は
、
起
請
文
の
様
式
的
整
備
が
そ
の
形
式
化
に
繋
が
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
な
い
が
、
幕
府
に
と
っ
て
は
神
罰
の
如
何
に
関
わ

ら
ず
、
諸
大
名
に
起
請
文
を
書
か
せ
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

。
深
谷
克
己
氏
も
、
岡
山
藩
主
池
田

13

光
政
は
起
請
文
を
単
な
る
形
式
と
も
、
本
気
で
神
罰
が
下
る
と
も
考
え
て
お
ら
ず
、
主
従
間
の
約
定
に
つ
い
て
責
任
を
持
た
せ
る
政

治
方
式
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
視
し
て
い
た
と
み
て
い
る

。
両
者
の
見
解
は
、
起
請
文
が
持
つ
形
式
性
・
儀
礼
性
の
重
要
性
を
新
た

14

に
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
会
史
を
中
心
に
起
請
文
研
究
の
動
向
を
ま
と
め
た
佐
藤
雄
基
氏
も
、
こ
う
し
た
視
角
を
積

極
的
に
評
価
し
、
さ
ら
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
「
神
仏
へ
の
誓
約
の
儀
式
の
意
味
を
、
神
仏
へ
の
信
仰
心
と
い
う
説
明
を
一
旦

保
留
に
し
て
追
及
す
べ
き
」
と
し
て
い
る

。
15

以
上
の
よ
う
に
戦
国
期
起
請
文
を
め
ぐ
る
研
究
は
整
理
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
今
後
求
め
ら
れ
る
課
題
は
、
権
力

研
究
な
ど
政
治
史
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
起
請
文
を
主
眼
に
据
え
た
立
場
か
ら
当
時
の
起
請
文
を
追
及
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
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点
に
お
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
近
年
の
研
究
方
法
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
神
仏
へ
の
信
仰
を
保
留
と
し
た
議
論
展
開
に
は
賛

同
し
兼
ね
る
。
当
時
の
人
々
が
ど
れ
ほ
ど
神
罰
を
恐
れ
て
い
た
か
に
は
個
人
差
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
誓
約
違
反
の
最
大
の
抑

止
力
と
な
っ
て
い
た
と
は
筆
者
も
想
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
起
請
文
は
、
具
体
的
な
神
仏
名
及
び
罰
文
を
記
し
た
神
文
部
分
に
こ

そ
、
他
の
誓
約
書
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
起
請
文
を
起
請
文
た
ら
し
め
て
い
る
重
要
な
箇
所
で
あ
る
と

言
え
る

。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
神
仏
の
問
題
を
取
り
除
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
、
当
時
の
誓
約
の
あ
り
方
を
捉

16

え
よ
う
と
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

実
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
起
請
文
の
神
文
部
分
に
着
目
す
る
と
、
記
載
さ
れ
た
神
仏
名
が
起
請
文
ご
と
に
細
か
く
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
個
人
や
地
域
差
が
み
ら
れ
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
同
一
人
物
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
起
請
文
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
勧
請

神
が
毎
回
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
同
じ
勧
請
神
を
用
い
て
い
る
事
例
の
方
が
少
な
い
。
仮
に
、
当
時
神
仏
に
対
す
る
意

識
が
低
下
し
て
い
た
な
ら
ば
、
勧
請
神
を
毎
回
変
え
る
必
要
は
な
く
、
極
端
に
言
え
ば
「
日
本
神
祇
」
と
で
も
記
し
て
お
け
ば
事
足

り
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て
か
な
り
細
か
く
神
仏
を
選
別
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
国
期
に
も
起
請
文
を
交
わ
す
事
柄
に
は
神
仏
が
深
く
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
神
仏
が
ど
の
よ
う
な

基
準
で
選
択
さ
れ
て
い
た
の
か
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
神
仏
か
ら
起
請
文
作
成
者
等
の
ど
の
よ
う
な
意
識
が
読
み
取

れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る

。
17

（
二
）
勧
請
神
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

起
請
文
の
勧
請
神
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
中
世
民
衆
の
意
識
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た
の
は
佐
藤
弘
夫
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
勧
請
神

と
し
て
記
載
さ
れ
る
神
仏
は
仏
教
的
世
界
観
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
、
当
時
の
人
々
が
共
有
し
て
い
た
神
仏
世

界
観
を
「
中
世
神
仏
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
勧
請
神
と
し
て
記
載
さ
れ
る
に
は
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
は
彼
岸
に
い

る
仏
に
対
し
、
此
岸
に
あ
っ
て
実
際
に
視
覚
可
能
な
寺
社
に
安
置
さ
れ
た
神
仏
像
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
神
仏
は
人
々
に
罰
を

与
え
る
〈
怒
る
神
〉
で
あ
る
と
し
た

。
氏
の
議
論
は
、
勧
請
神
か
ら
中
世
人
の
持
つ
神
仏
世
界
観
を
大
き
な
枠
組
み
で
捉
え
た
点

18

が
重
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
た
め
に
は
、
個
々
の
事
例
に
則
し
た
、
詳
細
な
分
析
の
積
み
重
ね
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
よ
う
な
研
究
は
戦
国
期
に
集
中
し
て
お
り
、
個
人
が
崇
敬
す
る
神
仏
や
地
域
信
仰
圏
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
の
ほ
か

、
大
き
く

19
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わ
け
て
以
下
二
つ
の
動
向
が
み
ら
れ
る

。
20

ま
ず
一
つ
目
の
動
向
は
、
当
該
期
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
変
質
と
勧
請
神
を
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

戦
国
期
島
津
氏
の
起
請
文
に
、
「
当
国
」
と
し
て
複
数
国
の
国
鎮
守
を
、
「
当
所
」
で
守
護
所
の
鎮
守
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
か
ら
、
島
津
氏
が
領
国
主
と
し
て
の
地
位
を
鮮
明
に
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
す
る
福
島
金
治
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
、
新
田
一
郎

氏
は
戦
国
期
以
降
の
起
請
文
に
国
鎮
守
や
荘
鎮
守
な
ど
の
「
地
域
神
」
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
室
町
幕
府
を
中
心
と

し
た
全
国
的
な
秩
序
構
造
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
室
町
期
守
護
と
、
地
域
的
に
高
い
完
結
性
を
有
す
る
秩
序
構
造
に
君
臨

す
る
戦
国
期
守
護
と
の
差
異
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
地
域
秩
序
維
持
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
機
能
し
た
「
地
域

神
」
は
、
中
世
的
仏
教
世
界
観
の
中
で
神
の
序
列
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
広
い
地
域
、
す
な
わ
ち
荘
・
郷
か
ら
国

へ
、
さ
ら
に
は
日
本
国
へ
と
統
合
し
て
い
く
原
理
を
内
包
し
て
お
り
、
そ
れ
は
大
名
領
国
制
成
立
に
も
繋
が
る
と
の
見
通
し
が
持
た

れ
て
い
る

。
21

二
つ
目
の
動
向
は
、
戦
国
大
名
権
力
と
勧
請
神
と
を
結
び
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
徳
川
氏
・
上
杉
氏
・
龍
造
寺
氏
の
起

請
文
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
徳
川
家
康
起
請
文
の
勧
請
神
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
神
仏
に
注
目
し
、
中
央
的
な
神
仏
（
天
満
・
八
幡
な
ど
）
と
地
域
的
な

神
仏
（
富
士
・
伊
豆
・
箱
根
な
ど
）
を
中
心
に
、
そ
こ
に
相
手
側
の
神
仏
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
平
野
明
夫
氏
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
千
々
和
氏
は
神
仏
の
セ
ッ
ト
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
画
期
を
見
出
し
て
い
る
。

し
か
し
平
野
氏
は
千
々
和
氏
が
検
出
し
た
画
期
は
み
ら
れ
な
い
と
し
て
お
り
、
同
氏
の
指
摘
で
重
要
な
の
は
、
勧
請
神
が
起
請
文
の

発
給
・
受
給
者
双
方
の
間
で
協
議
の
上
決
定
さ
れ
る
と
す
る
点
で
あ
る

。
22

上
杉
謙
信
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
相
澤
秀
生
氏
が
謙
信
起
請
文
の
全
て
に
春
日
大
明
神
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
こ
か

ら
謙
信
の
越
後
国
主
と
し
て
の
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
る

。
23

九
州
地
方
で
は
龍
造
寺
氏
の
起
請
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
宮
島
敬
一
氏
が
、
龍
造
寺
氏
が
本
拠
地
で
あ
る
肥
前
佐
賀

地
域
の
前
領
主
千
葉
氏
が
有
し
て
い
た
河
上
社
の
支
配
権
を
掌
握
し
、
同
社
の
肥
前
鎮
守
・
一
宮
と
し
て
の
地
位
を
再
生
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
肥
前
国
内
の
国
人
が
家
臣
団
編
成
の
た
め
に
領
内
の
有
力
鎮
守
を
設
置
・
掌

握
し
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
、
龍
造
寺
氏
が
そ
う
し
た
国
人
側
の
神
を
序
列
化
・
統
合
す
る
存
在
と
し
て
河
上
社
を
位
置
付
け
る
こ

と
で
領
主
統
合
を
可
能
と
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
松
田
博
光
氏
は
、
龍
造
寺
氏
は
自
身
が
保
護
す
る
河
上
社
を
相
手
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側
の
起
請
文
に
記
載
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
領
主
支
配
を
目
指
す
も
の
の
、
そ
の
範
囲
は
肥
前
国
内
の
一
部
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
河
上
社
の
上
位
に
位
置
す
る
千
栗
八
幡
を
同
時
に
利
用
す
る
こ
と
で
肥
前
全
体
を
掌
握
可
能
と
し
た
。
さ
ら
に
両
神
を
起
請
文

に
記
載
し
な
い
国
人
の
存
在
か
ら
、
龍
造
寺
氏
の
宗
教
的
側
面
か
ら
の
支
配
が
国
人
全
体
に
は
貫
徹
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
堀
本
一
繁
氏
は
、
河
上
社
の
事
例
か
ら
、
起
請
文
に
お
け
る
地
域
神
の
選
択
は
、
あ
く
ま
で
発
給
者
が
ど
の

地
域
に
属
し
て
い
る
か
と
い
う
帰
属
意
識
の
反
映
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
名
に
よ
る
領
主
統
合
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
先

の
論
を
批
判
し
て
い
る

。
24

以
上
の
よ
う
に
、
大
名
ご
と
に
そ
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
権
力
形
成
の
鍵
と
な
る
特
定
の
神
の
存
在
を
想
定
し
て

い
る
。
問
題
は
、
全
国
的
に
起
請
文
は
同
様
の
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
勧
請
神
の
問
題
が
個
別
事
例
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
点
で
、
そ
れ
ら
を
総
括
的
に
み
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
全
体
の
傾
向
を
み
る
と
、
大
名
が
本
拠
と
す
る
国
の
一
宮
な
ど
国
鎮
守
へ
の
注
目
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
こ
れ
ま

で
戦
国
大
名
と
国
鎮
守
と
の
関
係
に
着
目
し
た
研
究
に
お
け
る
視
角
が
基
盤
と
し
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
国
大
名
と
国
鎮
守
を

め
ぐ
っ
て
は
、
大
名
権
力
形
成
に
お
け
る
宗
教
の
政
治
的
手
段
化
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、
大
名
が
領
国
内
の
有
力
社
の
修
繕
や
祭

礼
を
主
体
的
に
行
う
こ
と
で
、
自
身
が
同
社
の
外
護
者
で
あ
る
こ
と
を
国
内
に
知
ら
し
め
、
そ
の
神
社
の
信
仰
圏
内
の
民
衆
等
を
精

神
的
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
と
の
見
方
が
な
さ
れ
て
き
た

。
本
論
文
に
お
い
て
、
大
名
が
領
国
内
の
民
衆
の
精
神
的
統
合
に
国
鎮

25

守
を
用
い
よ
う
と
し
た
こ
と
自
体
は
否
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
大
名
が
あ
る
神
社
の
外
護
者
と
な
る
こ
と
で
民
衆
を
精
神
的
に
統
合

し
よ
う
と
し
た
と
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
そ
の
神
社
の
信
仰
圏
内
の
み
（
一
宮
の
場
合
そ
の
国
内
）
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
複
数
国
を
支
配
す
る
大
名
が
、
本
拠
と
す
る
国
の
鎮
守
を
介
し
て
国
内
領
主
を
支
配
下
に
置
く
こ
と
は
可

能
で
あ
っ
て
も
、
他
国
領
主
に
ま
で
そ
れ
を
強
制
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
名
が
国
内
領
主
の
み
な
ら
ず
国
外
領
主

と
の
関
係
構
築
に
も
起
請
文
を
用
い
て
い
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
国
の
枠
組
み
に
規
定
さ
れ
た
国
鎮
守
が
適
当
と
は
考
え
難
い
の
で

あ
る
。

そ
も
そ
も
戦
国
大
名
は
大
名
の
「
家
」
を
内
包
し
た
権
力
体
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
国
内
外
の
領
主
等
が
取
り
込
ま
れ
、
家
臣
団
と

し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
「
家
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
家
」
と
し
て
の
性
格
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る

。
そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
大
名
が
周
辺
領
主
を
取
り
込
む
た
め
に
は
、
国
の
枠
組
み
に
規
定
さ
れ
た
国
鎮
守
で
は
な
く
大

26

名
家
の
氏
神
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
実
際
、
当
時
多
く
が
武
家
が
自
身
の
氏
神
を
定
め
て
お
り

、
一

27
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部
の
大
名
で
は
氏
神
に
よ
る
領
主
統
合
の
実
態
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
勧
請
神
の
中

28

で
も
国
鎮
守
な
ど
の
地
域
神
ば
か
り
に
議
論
が
集
中
し
て
き
た
状
況
に
対
し
、
氏
神
に
注
目
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
記
載

さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
節

本
論
の
構
成

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
論
文
で
は
以
下
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
章
で
は
、
全
国
の
主
要
な
大
名
家
の
起
請
文
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
主
起
請
文
の
勧
請
神
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
特
徴

を
検
出
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
起
請
文
が
彼
等
の
間
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
多
数
の
起
請
文
が
残
る
安
芸

毛
利
氏
関
係
の
起
請
文
を
中
心
に
、
そ
の
発
給
契
機
や
内
容
を
み
て
い
く
。
ま
た
越
相
同
盟
を
事
例
に
、
一
度
の
同
盟
で
複
数
の
起

請
文
が
交
わ
さ
れ
た
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
当
時
の
起
請
文
の
機
能
を
検
討
す
る
。

第
二
章
で
は
、
越
後
の
上
杉
謙
信
の
起
請
文
に
つ
い
て
、
彼
の
起
請
文
に
は
越
後
国
内
の
鎮
守
が
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
一
方
で
そ
の
全
て
に
春
日
大
明
神
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
謙
信
が
そ
の
よ
う
な
発
想
を
持
っ
た
背
景
及
び
理
由
を
明

ら
か
に
す
る
。

こ
こ
で
は
東
国
の
上
杉
氏
を
事
例
と
す
る
が
、
続
く
第
三
・
四
章
で
は
西
国
の
毛
利
氏
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
勧
請
神
の
選

択
の
問
題
を
個
別
事
例
に
帰
結
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
東
西
の
事
例
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
勧
請
神
の
選
択
に
つ
い
て
総
体
的
な
見

解
を
示
し
得
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
も
同
時
に
明
ら
か
と
な
る
。

第
三
章
で
は
、
安
芸
毛
利
氏
関
連
の
起
請
文
に
記
載
さ
れ
た
安
芸
一
宮
の
厳
島
大
明
神
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で

選
択
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。
戦
国
大
名
と
国
鎮
守
を
め
ぐ
っ
て
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
大
名
の
支
配
構

造
の
宗
教
的
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
と
、
あ
く
ま
で
起
請
文
に
お
け
る
国
鎮
守
の
選
択
は
起
請
文
発
給
者
の
所
属
に
基
づ
く
も

の
と
み
る
研
究
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
戦
国
期
の
毛
利
氏
は
本
拠
安
芸
国
の
ほ
か
、
周
辺
の
備
後
・
備
中
・
周
防
・
長
門
・
出
雲
国

な
ど
、
最
大
七
ヶ
国
を
領
国
と
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
安
芸
国
外
の
領
主
と
も
頻
繁
に
起
請
文
を
交
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

複
数
国
を
有
し
国
外
領
主
と
の
関
係
も
深
い
大
名
を
事
例
と
す
る
こ
と
で
、
国
鎮
守
が
ど
の
よ
う
に
選
択
さ
れ
て
い
た
か
が
明
確
に

な
る
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
毛
利
氏
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
敗
戦
に
よ
り
安
芸
国
か
ら
周
防
・
長
門
に
転
封
さ
れ

る
。
こ
の
時
期
に
発
給
さ
れ
た
起
請
文
も
多
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
起
請
文
に
は
ど
の
国
の
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
て



中
田
薫
「
起
請
文
雑
考
」
（
同
著
『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
）
、
相
田
二
郎
「
起
請
文
の
料
紙
牛

1
玉
宝
印
に
つ
い
て
」
（
『
相
田
二
郎
著
作
集
１
』
名
著
出
版
、
一
九
七
六
年
、
初
出
一
九
四
〇
年
）
、
荻
野
三
七
彦
「
古
文
書
に
現

れ
た
血
の
習
慣
」
（
『
日
本
古
文
書
学
と
中
世
文
化
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
三
八
年
）
。
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い
る
か
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。

第
四
章
で
も
同
じ
く
安
芸
毛
利
氏
を
事
例
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
同
氏
の
氏
神
祇
園
牛
頭
天
王
に
注
目
し
、
そ
れ
が
起
請
文
に
ど

の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。
毛
利
氏
関
連
起
請
文
の
中
に
は
、
「
家
中
」
構
成
員
が
「
家
中
」
内
で
遵
守
す
べ
き

事
項
を
挙
げ
、
一
同
に
署
判
し
た
起
請
文
が
四
通
残
さ
れ
て
い
る
。
同
起
請
文
は
、
こ
れ
ま
で
毛
利
「
家
中
」
の
み
な
ら
ず
戦
国
大

名
「
家
中
」
の
構
造
・
特
質
を
論
じ
る
上
で
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
勧
請
神
に
言
及
し
た
論
考
は
未
だ
み
ら
れ

な
い
。
さ
ら
に
同
起
請
文
に
も
祇
園
牛
頭
天
王
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
家
中
」
と
毛
利
氏
神
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

本
論
文
に
お
け
る
「
起
請
文
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
前
書
と
神
文
及
び
牛
玉
宝
印
で
構
成
さ
れ
る
正
式
な
起
請

文
形
式
や
、
近
年
月
井
剛
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
書
状
形
式
の
起
請
文
」

な
ど
、
厳
密
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
本

29

論
文
で
は
、
起
請
文
の
様
式
で
は
な
く
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
神
仏
が
問
題
と
な
る
た
め
、
と
く
に
断
る
必
要
が
な
い
限
り
、
何
ら
か

の
誓
約
的
事
項
及
び
神
仏
名
と
罰
文
（
「
照
覧
」
も
含
む
）
が
記
さ
れ
て
い
る
文
書
全
般
を
広
義
の
「
起
請
文
」
と
し
て
扱
う
こ
と

と
す
る
。

ま
た
本
論
文
で
使
用
す
る
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
表
を
用
い
て
引
用
す
る
。
表
は
ま
と
め
て
論
文
末
に
載
せ
、
勧
請
神

の
表
記
に
つ
い
て
は
神
仏
名
の
「
大
明
神
」
や
「
菩
薩
」
部
分
は
省
略
し
た
。
起
請
文
を
参
照
す
る
場
合
は
、
そ
の
表
番
号
と
そ
れ

ぞ
れ
の
起
請
文
の
番
号
を
記
載
し
た
（
例
：
【
表
①
５
】
は
【
表
①
】
越
後
上
杉
（
長
尾
）
氏
発
給
起
請
文
一
覧
の

５
の
起
請
文

No.

を
示
す
）
。
な
お
、
同
じ
表
の
中
の
起
請
文
を
連
続
し
て
参
照
す
る
場
合
は
表
番
号
を
省
略
し
起
請
文
の
番
号
の
み
を
記
載
し
た
（
例

：
【
５
】
）
。
各
表
の
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
示
し
た
。

註
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佐
藤
進
一
「
起
請
文
」
（
『
新
版

古
文
書
学
入
門
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）
。

2
勝
俣
鎮
夫
『
一
揆
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
、
千
々
和
到
「
中
世
民
衆
の
意
識
と
思
想
」
（
青
木
美
智
男
編
『
一
揆
４

生

3
活
・
文
化
・
思
想
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
、
峰
岸
純
夫
「
誓
約
の
鐘
―
中
世
一
揆
史
研
究
の
前
提
と
し
て
―
」

（
同
著
『
中
世
社
会
の
一
揆
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）
。

前
掲
註
３
千
々
和
論
文
。

4
同
起
請
文
形
式
に
つ
い
て
は
こ
の
ほ
か
千
々
和
到
「
霊
社
上
巻
起
請
文
―
秀
吉
晩
年
の
諸
大
名
起
請
文
か
ら
琉
球
中
山
王
起
請

5

文
へ
―
」
（
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
八
八
、
二
〇
〇
一
年
）
、
倉
知
克
直
「
『
三
河
物
語
』
に
お
け
る
二
つ
の

「
起
請
破
り
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
著
『
近
世
の
民
衆
と
支
配
思
想
』
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
）
。

千
々
和
到
「
「
誓
約
の
場
」
の
再
発
見
―
中
世
民
衆
意
識
の
一
断
面
―
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
二
二
、
一
九
八
三
年
）
。

6
前
掲
註
１
荻
野
論
文
、
黒
川
直
則
「
起
請
の
詞
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
一
九
、
一
九
七
一
年
）
。

7
前
掲
註
１
中
田
論
文
な
ど
。

8
勝
俣
鎮
夫
『
戦
国
時
代
論
』
（
岩
波
書
店
一
九
九
六
年
）
、
清
水
克
行
『
日
本
神
判
史
―
盟
神
探
湯
・
湯
起
請
・
鉄
火
起
請
―
』

9
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

上
杉
氏
で
は
池
上
裕
子
『
日
本
の
歴
史
⑩

戦
国
の
群
像
』
（
集
英
社
、
一
九
九
二
年
）
、
龍
造
寺
氏
で
は
藤
野
保
「
龍
造
寺
領

10
国
の
成
立
と
終
焉
」
（
同
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
―
藩
制
の
成
立
と
構
造
―
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
、
加
藤
章
「
龍

造
寺
体
制
の
展
開
と
知
行
構
造
の
変
質
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
六
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
。

鶴
巻
薫
「
中
世
戦
国
期
武
家
に
お
け
る
起
請
文
の
機
能
に
つ
い
て
―
越
後
国
と
安
芸
国
を
中
心
に
―
」
（
『
新
潟
史
学
』
五
九
号
、

11
二
〇
〇
八
年
）
。

呉
座
勇
一
『
日
本
中
世
の
領
主
一
揆
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
。

12
大
河
内
千
恵
『
近
世
起
請
文
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
。

13
深
谷
克
己
「
近
世
政
治
と
誓
詞
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
―
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
。

14

佐
藤
雄
基
「
起
請
文
と
誓
約
―
社
会
史
と
史
料
論
に
関
す
る
覚
書
―
」
（
『
歴
史
評
論
』
七
七
九
、
二
〇
一
五
年
）
。

15
鶴
巻
氏
も
起
請
文
の
本
質
は
前
書
で
は
な
く
神
文
に
あ
る
と
み
て
い
る
（
前
掲
註

鶴
巻
論
文
）
。

16

11

戦
国
期
が
神
仏
に
支
配
さ
れ
て
い
た
世
界
で
あ
る
と
か
、
当
時
の
誓
約
が
神
罰
に
対
す
る
畏
怖
に
よ
り
成
立
し
て
い
た
と
主
張

17

序論



佐
藤
弘
夫
『
神
・
仏
・
王
権
の
中
世
』
（
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
）
、
同
著
『
起
請
文
の
精
神
史

―

中
世
世
界
の
神
と
仏
』
（
講

18
談
社
、
二
〇
〇
六
年
）
。

竹
田
和
夫
「
謙
信
の
起
請
・
祈
願
・
呪
法

―

戦
国
期
越
後
に
お
け
る
仏
神
へ
の
祈
り

―

」
（
池
享
・
矢
田
俊
文
編
『
定
本
上
杉

19
謙
信
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
日
隈
正
守
「
中
世
の
宗
教
文
書
の
分
析

―

起
請
文
を
素
材
と
し
て

―

」
（
『
九
州
史
学
』

八
八
・
八
九
・
九
〇
、
一
九
八
七
年
）
、
伊
藤
清
郎
『
霊
山
と
信
仰
の
世
界
―
奥
羽
の
民
衆
と
信
仰
―
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
七
年
）
。

中
世
前
期
に
つ
い
て
は
小
川
弘
和
「
起
請
文
の
神
仏
と
荘
園
制
」
（
熊
本
学
園
大
学
論
集
『
総
合
科
学
』
一
七
―
二
、
二
〇
一
一

20

年
）
が
あ
る
。

福
島
金
治
『
戦
国
大
名
島
津
氏
の
領
国
形
成
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
、
新
田
一
郎
「
虚
言
ヲ
仰
ラ
ル
ヽ
神
」
（
網
野
善

21
彦
ほ
か
編
『
列
島
の
文
化
史
』
六
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）
、
栗
原
修
「
起
請
文
に
み
る
「
地
域

神
」
と
地
域
社
会
―
越
後
国
小
泉
荘
の
場
合
―
」
（
廣
瀬
良
弘
編
『
禅
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
。

平
野
明
夫
「
徳
川
家
康
起
請
文
に
み
え
る
神
仏
名
」
（
『
雲
母
』
五
、
一
九
九
一
年
）
、
千
々
和
到
「
徳
川
家
康
の
起
請
文
」

22

(

『
史
料
館
研
究
紀
要
』
三
一
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
平
野
明
夫
「
徳
川
氏
の
起
請
文
」
（
同
著
『
徳
川
権
力
の
形
成
と
発
展
』
岩
田

書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
。

相
澤
秀
生
「
上
杉
謙
信
の
誓
い
と
祈
り
」
（
『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
三
八
、
二
〇
〇
八
年
）
。

23
宮
島
敬
一
「
戦
国
期
権
力
の
形
成
と
地
方
寺
社
」
（
本
多
隆
成
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
権
力
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九

24
年
）
、
松
田
博
光
「
戦
国
末
期
の
起
請
文
に
関
す
る
一
考
察
―
「
龍
造
寺
家
文
書
」
の
事
例
を
中
心
に
―
」
（
『
黎
明
館
調
査
研

究
報
告
』
一
五
、
二
〇
〇
二
年
）
、
堀
本
一
繁
「
戦
国
期
に
お
け
る
肥
前
河
上
社
と
地
域
権
力
」
（
一
宮
研
究
会
編
『
中
世
一
宮

制
の
歴
史
的
展
開

上
：
個
別
研
究
編
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
。

- 10 -

す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
当
時
の
状
況
に
応
じ
た
形
で
神
仏
は
機
能
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
一
端
が
起
請
文
の

勧
請
神
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。
な
お
、
千
々
和
氏
も
勧
請
神
に
注
目
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
「
中
世
の
起
請
文
に
み

る
神
仏
―
起
請
文
神
文
か
ら
前
近
代
の
人
々
の
神
観
念
を
探
る
試
み
―
」
（
『
日
本
文
化
と
神
道
』
二
、
二
〇
〇
六
年
）
で
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
前
掲
註
７
黒
川
論
文
、
中
村
直
勝
「
起
請
の
心
」
（
同
著
『
中
村
直
勝
著
作
集

第
五
巻

古
文
書
の
心
』
淡

交
社
、
一
九
七
八
年)

な
ど
。

序論
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横
田
光
雄
『
戦
国
大
名
の
政
治
と
宗
教
』
（
國
學
院
大
學
大
学
院
、
一
九
九
九
年
）
、
平
井
優
「
戦
国
期
甲
斐
国
一
・
二
・
三
宮

25
祭
礼
と
地
域
社
会
」
（
同
著
『
戦
国
大
名
領
国
の
基
礎
構
造
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

池
享
「
大
名
領
国
制
研
究
の
視
角
」
（
同
著
『
大
名
領
国
制
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

26
河
合
正
治
「
中
世
武
士
の
氏
神
氏
寺
」
（
小
倉
豊
文
編
『
地
域
社
会
と
宗
教
の
史
的
研
究
』
柳
原
書
店
、
一
九
六
三
年
）
、
奥
田

27
真
啓
『
中
世
武
士
団
と
信
仰
』
（
柏
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
論
考
に
お
い
て
も
、
戦
国
大
名
等
が
国
鎮
守
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
て
い
る
。

武
田
氏
の
事
例
で
は
奥
田
真
啓
「
甲
斐
府
中
八
幡
宮
の
研
究
」
（
前
掲
註

奥
田
著
書
）
、
西
田
か
ほ
る
「
武
田
氏
の
神
社
政

28

27

策
」
（
萩
原
三
雄
・
笹
本
正
知
編
『
定
本
・
武
田
信
玄

世
紀
の
戦
国
大
名
論
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
、
大
内
氏
の
事

21

例
で
は
金
谷
匡
人
「
大
内
氏
に
お
け
る
妙
見
信
仰
の
断
片
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
九
、
一
九
九
二
年
）
、
平
瀬
直
樹

「
大
内
氏
の
妙
見
信
仰
と
興
隆
寺
二
月
会
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
七
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
。

月
井
剛
「
戦
国
期
佐
竹
氏
の
起
請
文
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
七
、
二
〇
一
三
年
）
。

29

序論
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第
一
章

戦
国
期
武
家
の
起
請
文
と
勧
請
神

は
じ
め
に

序
論
に
お
い
て
、
起
請
文
に
記
載
さ
れ
る
神
仏
は
個
別
事
例
ご
と
に
細
か
く
選
択
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
た
が
、
本
章
で
は
、
そ
の

実
際
の
状
況
に
つ
い
て
、
戦
国
期
武
家
の
起
請
文
を
事
例
に
確
認
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
起
請
文
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
用
い
ら

れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

第
一
節

主
要
武
家
の
起
請
文
に
み
る
勧
請
神

こ
こ
で
は
全
国
の
主
要
な
武
家
を
対
象
に
、
そ
の
当
主
の
起
請
文
に
ど
の
よ
う
な
神
仏
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
大

ま
か
な
特
徴
を
整
理
す
る
。
そ
の
一
覧
（
【
表
①
～
⑭
・
⑮
】
）
は
論
文
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

（
一
）
越
後
上
杉
（
長
尾
）
氏
【
表
①
】

上
杉
氏
の
起
請
文
は
為
景
・
謙
信
・
景
勝
の
三
代
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
八
幡
と
春
日
が
ほ
ぼ
全
て
に
確
認

さ
れ
る
。

個
々
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
【
①
１
】
の
為
景
起
請
文
に
は
「
氏
神
御
霊
」
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
長
尾
氏
な
ど
関
東
平
氏
の

氏
神
で
、
鎌
倉
に
あ
る
御
霊
神
社
に
比
定
さ
れ
る
。
【
①
２
～
６
】
の
謙
信
起
請
文
で
は
こ
の
う
ち
三
通
に
「
氏
神
春
日
」
と
あ
り
、

父
為
景
の
代
か
ら
同
家
の
氏
神
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
彼
の
起
請
文
か
ら
愛
宕
や
摩
利
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

続
く
【
①
７
・
８
】
の
景
勝
起
請
文
に
は
氏
神
は
確
認
さ
れ
な
い
一
方
、
【
①
７
】
に
は
為
景
・
謙
信
期
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
当

国
（
越
後
国
）
鎮
守
」
の
「
弥
彦
」
「
二
田
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
上
杉
氏
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
考
察
す

る
。

（
二
）
甲
斐
武
田
氏
【
表
②
】

武
田
氏
は
信
玄
・
勝
頼
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
両
者
の
起
請
文
に
は
「
甲
州
（
当
国
）
一
二
三
」
で
武
田
氏
の
本
拠
で
あ
る
甲

斐
国
の
一
宮
・
浅
間
神
社
、
二
宮
・
美
和
神
社
、
三
宮
・
玉
諸
神
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
通
に
み
ら
れ
る
「
諏
訪
」
は
信

濃
国
の
諏
訪
社
を
指
し
、
軍
神
と
し
て
武
士
の
信
仰
を
集
め
、
武
田
氏
も
早
く
か
ら
同
神
を
崇
敬
し
て
い
た

。
1
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武
田
氏
の
場
合
、
氏
神
は
「
新
羅
」
が
【
②
３
】
に
の
み
確
認
さ
れ
る
。
同
神
は
甲
斐
武
田
氏
の
祖
・
新
羅
三
郎
義
光
が
近
江
園

城
寺
の
新
羅
明
神
の
社
前
で
元
服
し
た
こ
と
に
由
来
し
、
同
氏
の
氏
神
と
さ
れ
て
き
た
。
な
お
武
田
氏
の
氏
神
と
し
て
は
府
中
八
幡

が
よ
く
知
ら
れ
、
甲
斐
国
中
の
主
要
神
社
の
禰
宜
衆
に
同
社
へ
の
参
勤
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
れ
を
通
じ
た
国
内
支
配
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る

。
し
か
し
起
請
文
上
に
表
れ
る
武
田
氏
の
氏
神
は
「
新
羅
」
で
あ
っ
た
。

2

（
三
）
駿
河
今
川
氏
【
表
③
】

今
川
氏
は
氏
真
の
二
通
の
み
で
あ
る
。
両
方
に
今
川
氏
の
本
拠
駿
河
国
の
一
宮
で
あ
る
「
浅
間
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
三
河
徳
川
氏
【
表
④
】

徳
川
氏
の
起
請
文
の
勧
請
神
に
つ
い
て
は
平
野
明
夫
・
千
々
和
到
両
氏
に
よ
り
特
徴
が
検
出
さ
れ
て
い
る

。
平
野
氏
は
同
氏
の

3

起
請
文
に
は
八
幡
な
ど
の
中
央
的
な
神
々
と
富
士
・
白
山
、
伊
豆
・
箱
根
と
い
っ
た
地
域
的
な
神
々
を
中
心
に
、
相
手
側
の
神
仏
も

記
載
さ
れ
る
と
す
る
。
千
々
和
氏
は
個
々
の
神
仏
で
は
な
く
「
富
士
・
白
山
」
「
霊
社
上
巻
起
請
文
」
「
伊
豆
・
箱
根
・
三
島
・
八

幡
・
天
満
」
と
い
っ
た
神
仏
の
セ
ッ
ト
に
注
目
し
、
そ
の
変
遷
と
徳
川
氏
の
立
場
の
変
化
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
る
。

な
お
、
先
の
三
氏
の
よ
う
に
徳
川
氏
が
本
拠
と
す
る
三
河
国
の
鎮
守
（
一
宮
の
砥
鹿
社
な
ど
）
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
氏
神
」

は
【
④

・

】
に
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
神
名
は
不
明
で
あ
る
。
少
数
例
と
し
て
は
【
④

】
の
「
秋
葉
」
や
【
④

】

15

20

13

22

の
「
天
道
」
が
あ
る
。

（
五
）
相
模
後
北
条
氏
【
表
⑤
】

後
北
条
氏
の
場
合
は
氏
綱
・
氏
康
・
氏
政
（
連
名
も
含
む
）
の
三
代
の
起
請
文
が
残
る
。
同
氏
起
請
文
で
は
伊
豆
・
箱
根
・
三
島

が
多
数
確
認
さ
れ
る
。

鶴
岡
八
幡
・
武
州
（
当
国
）
六
所

は
同
氏
起
請
文
に
の
み
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
相
模
国
の
一
宮
（
寒
川
神
社
）
は
記
載
さ
れ

4

て
い
な
い
。
ま
た
同
氏
起
請
文
に
は
氏
神
は
確
認
さ
れ
な
い
。

（
六
）
常
陸
佐
竹
氏
【
表
⑥
】

佐
竹
氏
は
義
舜
・
義
昭
・
義
篤
・
義
重
・
義
宣
の
五
代
に
わ
た
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
佐
竹
氏
も
後
北
条
氏
同
様
氏
神
は
確
認
さ
れ

な
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
本
拠
常
陸
国
の
一
宮
で
あ
る
鹿
島
神
宮
が
多
数
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
日
光
・
熊
野
・
飯
縄
も
多
く
に

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
神
も
同
氏
の
起
請
文
特
有
の
神
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
七
）
奥
羽
伊
達
氏
【
表
⑦
】

第一章 戦国期武家の起請文と勧請神
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伊
達
氏
は
宗
遠
・
政
宗
（
九
代
目
）
及
び
政
宗
（
一
七
代
目
）
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
【
⑦
１
・
２
】
の
時
期
に
は
八
幡
し
か

記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
【
⑦
３
・
４
】
で
は
神
数
が
増
加
し
、
ま
た
【
⑦
３
】
に
は
陸
奥
一
宮
の
鹽
竈
社
が
み
ら
れ
る
。

（
八
）
阿
波
三
好
氏
【
表
⑧
】

三
好
氏
は
長
慶
発
給
の
も
の
が
二
通
確
認
さ
れ
る
。

【
⑧
１
】
に
は
東
大
寺
の
「
大
仏
」
「
二
月
堂
執
金
剛
神
」
、
さ
ら
に
「
連
盛
・
熊
法
師
之
明
神
」
と
特
徴
的
な
神
仏
が
並
ぶ
。

こ
の
「
熊
法
師
」
は
長
慶
の
幼
名
千
熊
丸
を
指
す
と
み
ら
れ
て
お
り

、
つ
ま
り
こ
れ
は
起
請
文
発
給
者
で
あ
る
連
盛
（
連
盛
は
三

5

好
家
臣
）
と
長
慶
の
明
神
と
な
る
。
同
神
は
氏
神
的
な
神
の
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
【
⑧
２
】
に
「
氏
神
八
幡
」
を
挙
げ
て
お

り
、
今
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
九
）
周
防
大
内
氏
【
表
⑨
】

大
内
氏
は
義
弘
・
義
興
・
義
隆
の
各
一
通
が
確
認
で
き
る
。
同
氏
の
勧
請
神
は
他
大
名
に
比
し
て
少
な
く
、
本
拠
地
で
あ
る
周
防

鎮
守
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
一
通
目
に
氏
神
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
妙
見
」
で
あ
る
。
大
内
氏
に
よ

る
記
載
は
こ
の
一
通
の
み
で
あ
る
が
、
同
氏
宛
の
起
請
文
や
そ
の
配
下
に
あ
る
領
主
の
起
請
文
に
は
同
神
が
散
見
さ
れ
る
（
【
表
⑮

】
な
ど
）
。

27
こ
の
神
は
大
内
氏
の
氏
寺
氷
上
山
興
隆
寺
の
上
宮
に
天
長
四
年
（
八
二
七
）
頃
造
立
さ
れ
た
神
社
を
指
す
。
大
内
氏
が
こ
の
神
を

氏
神
と
し
た
の
は
、
同
氏
の
祖
と
伝
え
る
百
済
聖
明
王
第
三
子
の
琳
聖
太
子
が
来
朝
す
る
際
、
そ
の
鎮
護
と
し
て
妙
見
菩
薩
が
下
臨

し
た
と
の
伝
説
に
由
来
す
る
。
大
内
氏
は
神
社
の
あ
る
上
宮
と
そ
の
周
辺
で
毎
年
二
月
会
を
開
催
し
、
同
行
事
は
寺
内
に
お
い
て
、

領
国
支
配
安
定
の
た
め
の
最
も
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

。
6

（
一
〇
）
安
芸
毛
利
氏
【
表
⑮
】

毛
利
氏
の
起
請
文
は
、
光
房
以
降
長
期
に
わ
た
っ
て
歴
代
当
主
の
起
請
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
氏
起
請
文
は
、
そ
の
内
容

等
に
つ
い
て
次
節
で
扱
う
た
め
【
表
⑮
】
に
示
し
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
同
氏
が
本
拠
と
す
る
安
芸
国
の
一
宮
で
あ
る
厳
島
社
が
全
体
を
通
し
て
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
「
祇
園
」
も

散
見
さ
れ
る
が
、
同
神
は
毛
利
氏
の
氏
神
で
あ
り
、
同
氏
の
氏
神
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
、
ま
た
厳
島
社
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳

し
く
述
べ
る
。

全
国
的
な
神
と
し
て
は
八
幡
・
天
満
が
と
も
に
多
く
、
そ
の
ほ
か
の
特
徴
と
し
て
は
、
光
房
期
の
み
「
伊
勢
」
が
挙
げ
ら
れ
、
輝

第一章 戦国期武家の起請文と勧請神
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元
期
に
は
「
摩
利
」
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
一
一
）
土
佐
長
宗
我
部
氏
【
表
⑩
】

長
宗
我
部
氏
も
大
内
氏
同
様
、
本
拠
地
で
あ
る
土
佐
国
や
四
国
地
方
の
鎮
守
は
み
ら
れ
な
い
。

注
目
す
べ
き
は
「
八
幡
」
で
、
【
⑩
２
】
に
「
氏
神
八
幡
」
が
確
認
さ
れ
る
が
、
【
⑩
３
】
で
は
「
八
幡
」
と
「
氏
神
」
が
別
々

に
記
さ
れ
て
い
る
。
【
⑩
２
】
の
「
氏
神
八
幡
」
も
「
氏
神
」
と
「
八
幡
」
で
切
り
離
す
べ
き
か
否
か
慎
重
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。

な
お
「
氏
神
八
幡
」
と
捉
え
た
場
合
、
同
氏
の
居
城
岡
豊
城
の
鬼
門
鎮
守
と
し
て
同
氏
の
崇
敬
が
厚
か
っ
た
別
宮
八
幡
宮

が
あ
り
、

7

同
社
に
比
定
可
能
と
考
え
る

。
8

（
一
二
）
豊
後
大
友
氏
【
表
⑪
】

大
友
氏
の
起
請
文
に
は
氏
神
と
し
て
「
由
原
八
幡
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
豊
後
一
宮
の
柞
原
八
幡
宮
を
指
す
。
こ
の

よ
う
に
、
大
名
が
一
宮
を
自
身
の
氏
神
と
認
識
し
て
い
る
点
は
、
他
大
名
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
と
い
え
る

。
9

こ
の
ほ
か
「
祇
園
」
及
び
「
関
六
所
」
は
そ
れ
ぞ
れ
大
内
氏
の
本
拠
近
く
に
あ
り
、
大
友
氏
の
崇
敬
を
受
け
た
神
社
で
あ
る

。
10

（
一
三
）
肥
前
龍
造
寺
氏
【
表
⑫
】

龍
造
寺
氏
の
起
請
文
は
後
藤
・
田
尻
氏
宛
の
み
で
あ
り
、
残
存
状
況
に
偏
り
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
の
領
主
と
の
間
で
も
起

請
文
を
交
わ
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
他
大
名
と
比
べ
て
神
数
の
多
い
大
名
と
い
え
る
。

肥
前
国
鎮
守
と
し
て
「
千
栗
」
「
河
上
」
「
与
賀
」
「
金
立
」
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
う
ち
「
千
栗
」
「
河
上
」
は
近
世
に
一
宮
の
地

位
を
争
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
氏
は
、
氏
神
と
し
て
い
る
「
春
日
」
と
「
龍
造
寺
八
幡
」
を
併
記
し
て
い
る
点
に
お
い
て
ほ
か
に
は

な
い
特
徴
を
持
つ
。
一
つ
の
武
家
が
複
数
の
氏
神
を
持
つ
こ
と
自
体
は
珍
し
く
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
併
記
す
る
こ
と
は
珍
し
い
。

両
神
に
つ
い
て
、
春
日
は
龍
造
寺
氏
が
藤
原
氏
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
龍
造
寺
八
幡
は
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
に
鶴
岡
八

幡
を
自
身
の
本
拠
龍
造
寺
村
に
分
祀
し
た
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
両
氏
神
を
常
に
併
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
片
方
の
み
の
場

合
も
確
認
さ
れ
、
龍
造
寺
氏
が
両
氏
神
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
た
か
が
問
題
と
な
る
。

（
一
四
）
肥
後
相
良
氏
【
表
⑬
】

相
良
氏
の
も
の
で
は
ま
ず
、
全
て
に
「
市
房
」
「
青
井
」
が
確
認
さ
れ
る
。
前
者
は
【
⑬
４
】
に
「
求
（
球
）
磨
郡
内
守
護
」
と

あ
り
、
同
郡
の
守
護
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
者
は
青
井
阿
蘇
神
社
（
熊
本
県
人
吉
市
）
を
指
し
、
相
良
氏
の
保
護
の
も
と

人
吉
荘
鎮
守
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
三
通
に
み
ら
れ
る
「
妙
見
（
白
木
社
）
」
は
八
代
神
社
（
熊
本
県
八
代
市
）
を
指

第一章 戦国期武家の起請文と勧請神
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す
。
相
良
氏
は
球
磨
衆
・
八
代
衆
と
い
っ
た
家
臣
団
を
有
し
、
球
磨
衆
は
青
井
社
に
、
八
代
衆
は
妙
見
社
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
て
神

裁
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
両
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
衆
の
統
制
に
機
能
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る

。
11

そ
の
ほ
か
肥
後
一
宮
の
阿
蘇
社
や
藤
崎
八
幡
と
い
っ
た
国
鎮
守
ク
ラ
ス
の
神
も
確
認
さ
れ
る
。

（
一
五
）
薩
摩
島
津
氏
【
表
⑭
】

最
後
の
島
津
氏
に
つ
い
て
は
福
島
金
治
氏
に
よ
っ
て
、
室
町
期
守
護
と
戦
国
期
守
護
と
の
間
に
勧
請
神
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
そ
れ
は
表
に
も
明
ら
か
で
、
貴
久
以
降
は
勧
請
神
が
増
加
し
、
複
数
国
の
鎮
守
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

12

が
見
て
取
れ
る
。

以
上
、
大
名
ご
と
に
勧
請
神
の
特
徴
を
挙
げ
て
き
た
。
全
国
的
な
神
か
ら
国
鎮
守
、
氏
神
に
至
る
ま
で
、
記
載
さ
れ
て
い
る
神
仏

は
各
家
に
よ
り
異
な
り
、
神
数
の
多
少
、
国
鎮
守
や
氏
神
を
記
載
す
る
大
名
・
記
載
し
な
い
大
名
な
ど
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
れ
が
単
に
個
人
の
信
仰
の
み
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
に
よ
り
勧
請
神
は
統
一
さ
れ
て
い
て
も
良
い
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
一
大
名
家
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
勧
請
神
は
一
様
で
は
な
く
、
事
例
ご
と
に
か
な
り
細
か
く
神
仏
を
選
択
し
て
い

た
こ
と
は
、
各
表
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
選
択
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
第
二
章
以
降
で

詳
し
く
み
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
こ
れ
ら
の
起
請
文
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
み
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

戦
国
期
武
家
の
起
請
文
の
機
能

戦
国
期
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
大
名
権
力
研
究
を
中
心
に
政
治
史
の
分
野
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
名
・
国
人
間
の
主
従
形
成
や

大
名
間
の
同
盟
・
和
睦
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
序
論
で
み
た
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
起
請
文
全
体
に
注
目
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
当
時
の
起
請
文
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
起
請
文
を
網
羅
的
に
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
。
近
年
、
東
国
の
徳
川
・
後
北
条
・
佐
竹
氏
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
給
契
機
や
内
容
等
が
整
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
点
を
以
下
に
示
す
。

ま
ず
徳
川
家
康
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
主
従
関
係
の
確
認
、
大
名
間
の
盟
約
確
認
、
織
豊
政
権
へ
の
臣
従
・
忠
誠
、
個
人
的
事

案
の
四
つ
の
契
機
に
よ
り
発
給
さ
れ
、
各
内
容
は
、
主
従
関
係
確
認
が
相
手
の
身
体
保
証
・
知
行
安
堵
・
知
行
宛
行
・
宛
行
約
束
、
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大
名
間
の
盟
約
確
認
は
盟
約
内
容
の
再
確
認
、
織
豊
政
権
へ
は
そ
の
忠
誠
を
誓
う
も
の
、
個
人
的
な
起
請
文
は
兵
法
相
伝
・
身
体
保

証
と
な
る
。
さ
ら
に
、
家
康
の
起
請
文
は
そ
れ
単
体
で
は
機
能
せ
ず
、
安
堵
状
な
ど
と
セ
ッ
ト
で
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
起
請
文

に
よ
っ
て
主
従
が
結
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
く
起
請
文
は
相
手
の
見
参
を
促
す
装
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た

。
13

次
に
佐
竹
氏
に
つ
い
て
は
、
軍
事
的
進
攻
・
勢
力
関
係
変
化
に
伴
う
領
主
間
の
緊
張
関
係
、
内
訌
等
に
よ
る
「
洞
中
」
支
配
の
動

揺
を
契
機
と
し
て
発
給
さ
れ
、
内
容
は
、
当
主
発
給
で
は
服
属
領
主
の
進
退
保
証
関
係
が
多
く
、
一
族
・
側
近
・
奉
公
人
発
給
も
佐

竹
氏
権
力
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
ほ
か
兵
法
契
約
・
和
歌
門
弟
契
約
に
関
す
る
も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
る

。
14

後
北
条
氏
の
起
請
文
は
、
古
河
公
方
家
と
の
婚
姻
、
公
方
交
替
・
当
主
代
替
わ
り
、
公
方
の
関
宿
移
座
、
領
主
層
の
後
北
条
氏
へ

の
従
属
、
領
主
間
和
睦
・
同
盟
等
を
契
機
に
発
給
さ
れ
、
内
容
は
白
河
氏
宛
の
申
し
合
わ
せ
、
上
杉
氏
宛
の
領
土
割
譲
・
養
子
入
嗣

な
ど
の
政
治
的
交
渉
に
つ
い
て
で
あ
り
、
簗
田
・
由
良
・
野
田
・
瀬
上
氏
宛
は
彼
等
の
進
退
・
知
行
保
証
と
な
る

。
15

以
上
の
よ
う
に
、
大
名
が
発
給
す
る
起
請
文
に
つ
い
て
、
発
給
契
機
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
よ
り
異
な
る
も
の
の
、
内
容
は
従
属

領
主
に
対
す
る
進
退
・
知
行
保
証
、
自
身
と
対
等
な
相
手
と
の
同
盟
・
和
睦
に
関
す
る
も
の
が
、
三
氏
間
で
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
大
名
の
起
請
文
の
内
容
等
を
整
理
し
た
よ
う
な
研
究
は
今
の
と
こ
ろ
東
国
に
集
中
し
て
い
る
。
先
の
三

氏
の
見
解
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
西
国
の
事
例
と
し
て
安
芸
毛
利
氏
の
起
請
文
を
整
理
す
る
。
残
存
す
る

毛
利
氏
関
連
起
請
文
は
他
国
に
比
し
て
も
多
く

、
こ
れ
ま
で
も
毛
利
権
力
研
究
に
お
い
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

16

こ
れ
ら
を
網
羅
的
に
み
た
研
究
は
未
だ
み
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
毛
利
氏
関
連
起
請
文
を
（
一
）
毛
利
氏
発
給
、
（
二
）
一

門
・
家
臣
発
給
、
（
三
）
毛
利
氏
宛
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
や
発
給
契
機
な
ど
を
み
て
い
く
。

（
一
）
毛
利
当
主
発
給
【
表
⑮
】

毛
利
当
主
の
起
請
文
は
五
八
通
確
認
さ
れ
る
。
な
お
こ
こ
に
は
当
主
と
と
も
に
元
就
の
二
男
・
元
春
と
三
男
・
隆
景
が
と
も
に
署

判
し
て
い
る
事
例
も
含
め
る
。
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
は
先
の
三
氏
同
様
、
従
属
を
誓
っ
て
き
た
領
主
や
従
属
下
に
あ
る
領
主
に

対
し
「
疎
略
な
し
」
や
「
見
放
さ
な
い
」
な
ど
相
手
の
進
退
を
保
証
し
た
も
の
が
多
数
み
ら
れ
る
。
ま
た
他
の
国
人
と
の
一
揆
や
兄

弟
契
約
【
⑮
１
・
５
・

・

・

】
、
双
方
の
子
の
婚
約
【

・

】
な
ど
ヨ
コ
の
関
係
を
結
ん
だ
も
の
、
豊
臣
政
権
下
で
は
同

10

15

18

32

58

権
力
へ
の
従
属
を
誓
う
も
の
【

・

】
も
そ
れ
ぞ
れ
複
数
確
認
さ
れ
る
。
逆
に
一
通
ず
つ
し
か
確
認
さ
れ
な
い
例
は
、
土
地
寄
進

55

56

【
２
】
、
兵
法
相
伝
【

】
・
軍
配
日
取
【

】
に
つ
い
て
他
言
し
な
い
、
雑
説
の
否
定
【

】
、
他
国
領
主
を
味
方
に
勧
誘
す
る
も

37

53

27

の
【

】
が
挙
げ
ら
れ
る
。

19
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多
数
み
ら
れ
る
従
属
領
主
へ
の
進
退
保
証
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
み
て
い
く
と
、
一
概
に
進
退
保
証
に
関
す
る
も
の
と
は
言

っ
て
も
、
そ
の
発
給
契
機
は
大
き
く
（
１
）
領
主
の
従
属
誓
約
へ
の
返
答
、
（
２
）
他
大
名
と
の
和
議
等
に
よ
る
領
主
へ
の
影
響
、

（
３
）
協
力
者
へ
の
感
謝
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
て
い
く
。

ま
ず
（
１
）
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
【

】
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
石
見
国
人
の
出
羽
祐
盛
が
毛
利
氏
の
与
力
と
し
て
馳
走
す
る

11

と
誓
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
毛
利
氏
も
今
後
出
羽
氏
を
見
放
さ
な
い
と
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
五
月
、

毛
利
氏
が
安
芸
・
石
見
両
国
に
跨
る
地
を
有
す
る
有
力
領
主
高
橋
氏
を
滅
ぼ
し
、
同
氏
に
よ
り
押
領
さ
れ
て
い
た
出
羽
氏
の
本
領
を

同
氏
に
還
付
し
、
さ
ら
に
高
橋
一
門
の
本
城
常
光
の
拠
城
で
あ
る
本
城
要
害
を
毛
利
氏
が
攻
略
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
出
羽
氏
が
毛
利

氏
へ
の
従
属
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
毛
利
氏
に
従
属
的
な
立
場
に
あ
る
国
人
が
再
度
忠
誠
を
誓
っ
て
き
た
例
も
複
数
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
【

】
33

で
、
石
見
国
人
の
益
田
藤
兼
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
長
門
且
山
城
攻
防
戦
中
、
吉
川
元
春
の
誘
い
に
よ
り
す
で
に
毛
利
方
に
転

じ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
藤
兼
が
同
家
の
重
刀
を
贈
り
毛
利
氏
へ
の
従
属
の
姿
勢
を
示
し
て
き
た
こ
と
で
、

返
書
と
し
て
送
ら
れ
た
の
が
【

】
で
あ
る
。
こ
の
時
毛
利
氏
か
ら
も
刀
を
贈
り

、
吉
川
家
と
も
盟
約
を
結
ば
せ
た
（
【
表
⑯

】
。

33

17

10

そ
し
て
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
藤
兼
父
子
は
毛
利
氏
の
本
拠
吉
田
に
初
め
て
出
頭
し
、
藤
兼
の
子
次
郎
は
輝
元
か
ら
加
冠
状
を

与
え
ら
れ
て
元
服
し
、
元
就
か
ら
一
字
を
与
え
ら
れ
て
以
後
「
元
祥
」
と
称
す
る
。
こ
の
元
服
式
は
益
田
氏
の
毛
利
氏
へ
の
服
属
儀

礼
と
み
ら
れ
て
い
る

。
18

続
い
て
（
２
）
に
該
当
す
る
事
例
は
【
⑮

】
で
、
受
給
者
の
高
橋
鑑
種
は
豊
後
大
友
氏
の
庶
流
一
萬
田
氏
の
一
族
で
あ
る
。
同

38

氏
は
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
大
友
氏
か
ら
毛
利
方
に
転
じ
た
が
、
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
九
州
に
お
い
て
大
友
軍
と
毛
利
軍

が
衝
突
中
、
尼
子
勝
久
が
出
雲
国
に
侵
入
し
た
こ
と
で
毛
利
軍
は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
友
氏
と
の
間
で
和
議
を
結
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。
毛
利
軍
が
撤
退
す
れ
ば
残
さ
れ
た
高
橋
氏
の
立
場
が
危
う
く
な
る
が
、
そ
の
際
に
毛
利
氏
か
ら
、
大
友
氏
と
の
和
議
が
成

立
し
て
も
高
橋
氏
を
見
放
さ
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
【

】
で
も
確
認
で
き
る
。
事
前
に
相
手
側
か
ら
何
ら
か
の
要

50

請
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
毛
利
・
他
大
名
間
の
関
係
変
化
に
伴
い
立
場
が
危
う
く
な
る
領
主
に
対
し
、
毛
利

氏
側
か
ら
積
極
的
に
相
手
の
進
退
を
保
証
す
る
起
請
文
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）
に
該
当
す
る
の
は
【

・

・

】
で
あ
る
。
【

・

】
に
つ
い
て
、
元
就
は
二
男
元
春
を
安
芸
国
人
吉
川
家
へ
、
三

14

17

29

14

17

男
隆
景
を
同
じ
く
国
人
の
小
早
川
家
へ
送
り
込
み
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
家
督
を
相
続
さ
せ
る
が
、
そ
の
時
の
協
力
者
に
対
し
て
送
ら
れ
て
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い
る
点
で
こ
の
二
通
は
共
通
す
る
。
ま
ず
元
春
側
の
【

】
の
受
給
者
は
当
時
の
吉
川
当
主
興
経
の
叔
父
と
そ
の
嫡
子
で
、
彼
等
は

14

大
内
・
尼
子
間
で
離
反
を
繰
り
返
す
興
経
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
。
そ
こ
で
元
就
は
彼
等
と
共
謀
し
て
興
経
を
隠
居
さ
せ
る
と
と

も
に
元
春
を
そ
の
養
子
と
し
て
迎
え
さ
せ
た
。
そ
の
時
の
尽
力
を
称
し
て
彼
等
に
起
請
文
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
隆
景
側
の
【

】
17

は
、
そ
れ
ま
で
沼
田
・
竹
原
に
分
か
れ
て
い
た
小
早
川
家
の
う
ち
、
す
で
に
竹
原
小
早
川
家
の
家
督
を
隆
景
に
継
が
せ
て
い
た
元
就

が
、
受
給
者
の
乃
美
隆
興
等
の
協
力
に
よ
り
、
今
度
は
沼
田
小
早
川
家
の
家
督
も
隆
景
に
継
が
せ
、
こ
れ
に
よ
り
両
小
早
川
家
が
統

合
さ
れ
る
。
そ
の
協
力
を
称
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【

】
の
出
羽
氏
に
つ
い
て
は
、
享
禄
四
年
に
毛
利
氏
へ
の
従
属
を
誓
っ
て
い
る
こ
と
は
【

】
で
確
認
し
た
。
そ
の
出
羽
氏
に

29

11

対
し
毛
利
氏
が
再
度
起
請
文
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
毛
利
氏
が
石
見
銀
山
掌
握
の
た
め
に
銀
山
防
衛
の
た
め
の
城
で
あ
る
山

吹
城
攻
略
へ
乗
り
出
す
。
尼
子
氏
か
ら
同
城
番
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
本
城
常
光
は
こ
れ
に
よ
り
降
伏
す
る
が
、
そ
の
際
、
事
前
に
常

光
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
出
羽
氏
の
了
承
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
了
承
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
出
羽
氏
に
対
し
長
久

疎
略
無
い
こ
と
を
起
請
文
で
伝
え
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
で
挙
げ
た
事
例
は
相
手
の
進
退
保
証
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
と
は
い
え
、
直
接
互
い
の
関
係
を
結
ん
で
い
る
（
１
）
や
（
２
）

と
は
少
々
意
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
領
主
の
進
退
保
証
と
い
っ
て
も
そ
の
契
機
は
、
必
ず
し
も
直
接
大
名
・
領
主
間
の

主
従
契
約
に
関
わ
る
も
の
ば
か
り
と
は
限
ら
ず
、
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
毛
利
一
門
・
家
臣
発
給
【
表
⑯
】

【
表
⑯
】
を
み
る
と
吉
川
元
春
・
小
早
川
隆
景
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
も
の
が
多
数
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
両
者
が
吉
川
家
・
小
早

川
家
の
家
督
相
続
後
も
毛
利
家
の
運
営
に
参
画
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
名
が
毛
利
当
主
代
理
と
し
て
発
給
し
た
起

請
文
が
表
中
に
複
数
確
認
さ
れ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
【

～

】
は
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
出
雲
進
攻
中
、
元
就
が
病
に

11

13

倒
れ
一
時
危
篤
状
態
と
な
る
。
そ
こ
へ
益
田
藤
兼
・
佐
波
隆
秀
・
平
賀
広
相
が
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
変
わ
ら
ず
毛
利
へ
の
従
属
を

誓
っ
て
き
た
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
を
称
し
て
元
春
・
隆
景
か
ら
三
氏
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
名
の
ほ
か
に
も
、
当
主
の
意
思

を
家
臣
か
ら
伝
え
て
い
る
事
例
が
確
認
さ
れ
（
【
２
・
４
・
９
】
な
ど
）
、
彼
等
を
通
し
て
相
手
領
主
の
進
退
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

当
主
か
ら
起
請
文
を
発
給
す
る
と
と
も
に
、
一
門
・
家
臣
か
ら
も
同
時
に
起
請
文
を
発
給
し
た
例
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
【

】
14

と
【

】
で
、
こ
れ
ら
の
起
請
文
と
同
日
あ
る
い
は
近
日
に
、
毛
利
氏
か
ら
も
起
請
文
が
相
手
に
送
ら
れ
て
い
る
（
【
⑮

・

】
）
。

33

34

49
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こ
の
よ
う
に
当
主
と
家
臣
の
起
請
文
が
セ
ッ
ト
で
発
給
さ
れ
た
例
は
他
の
地
域
で
も
確
認
さ
れ
、
大
名
間
の
和
睦
・
同
盟
時
の
手
続

き
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

。
19

元
春
・
隆
景
が
他
の
国
人
と
兄
弟
契
約
を
交
わ
し
た
例
も
複
数
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
【
⑯

】
は
、
こ
の
二
年
前
に
藤
兼
か
ら

10

毛
利
氏
に
重
刀
を
差
し
出
し
て
従
属
を
誓
い
、
毛
利
氏
も
起
請
文
と
刀
を
送
っ
て
こ
れ
に
応
え
た
こ
と
は
先
に
み
た
（
【
⑮

】
）
。

33

藤
兼
と
の
間
に
タ
テ
の
関
係
を
築
い
た
毛
利
氏
は
さ
ら
に
、
元
春
と
藤
兼
と
の
間
に
兄
弟
契
約
と
い
う
ヨ
コ
の
関
係
を
結
ば
せ
る
こ

と
で
、
国
人
と
の
関
係
を
よ
り
強
固
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る

。
こ
の
ほ
か
一
門
・
家
臣
と
国
人
と
の
間
で
兄
弟
契
約
を
交
わ

20

し
た
例
は
、
ど
れ
も
毛
利
氏
の
下
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

（
三
）
毛
利
氏
宛
【
表
⑰
】

こ
こ
で
は
領
主
か
ら
直
接
毛
利
当
主
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
及
び
毛
利
家
臣
な
ど
を
通
し
て
間
接
的
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
を
扱

う
。
こ
の
う
ち
最
も
多
い
内
容
は
毛
利
氏
へ
の
従
属
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
起
請
文
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
も
多
様

で
あ
る
。
例
え
ば
【
⑰
２
】
は
井
上
元
兼
が
行
永
名
と
い
う
所
領
を
毛
利
弘
元
か
ら
拝
領
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
弘
元
へ
の
奉
公
を

誓
っ
て
い
る
。
ま
た
輝
元
が
家
督
を
相
続
し
て
間
も
な
い
時
期
に
は
、
輝
元
か
ら
元
春
に
対
し
父
隆
元
同
等
の
協
力
を
依
頼
し
て
お

り
、
元
春
側
も
そ
れ
に
応
え
て
起
請
文
を
提
出
し
て
い
る
【

】

。
【

】
は
隆
元
室
の
尾
崎
局
が
死
去
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ

27

21

34

の
姉
弟
に
あ
た
る
内
藤
隆
春
か
ら
夫
人
逝
去
を
悲
し
む
旨
を
記
し
た
上
で
、
以
後
も
毛
利
氏
へ
の
無
二
の
覚
悟
を
誓
っ
て
い
る
。

ま
た
毛
利
氏
と
の
間
で
一
揆
や
兄
弟
契
約
を
結
ん
だ
も
の
や
（
【

・

】
な
ど
）
、
大
名
間
の
和
議
（
【

・

・

】
な
ど
）

10

11

25

26

38

な
ど
ヨ
コ
の
関
係
を
結
ん
だ
例
も
複
数
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
複
数
確
認
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
興
元
の
在
京
・
山
口
時
に
賦
課
さ
れ
る
役
銭
の
負
担
と
興
元
へ
の
忠
節
を
誓
っ
た

起
請
文
【
５
～
９
】
、
自
身
の
知
行
報
告

【

・

・

～

】
、
毛
利
「
家
中
」
内
の
規
約
に
つ
い
て
そ
の
遵
守
を
署
判
者
一
同

22

45

46

49

54

で
誓
約
し
た
も
の
【

・

・

】
、
豊
臣
政
権
下
で
の
取
り
交
わ
し
【

～

】
、
毛
利
氏
よ
り
上
位
の
相
手
か
ら
毛
利
氏
の
進

12

18

23

59

61

退
を
保
証
し
た
も
の
【
３
・

・

】
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

41

71

一
通
の
み
の
例
で
は
、
安
芸
国
人
平
賀
家
が
毛
利
氏
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
恩
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
た
も
【

】
、

19

出
雲
尼
子
氏
と
毛
利
氏
の
和
議
に
際
し
、
そ
の
仲
介
者
が
中
立
的
立
場
で
あ
る
こ
と
を
誓
っ
た
も
の
【

】
、
九
州
に
向
か
う
途
中

24

で
広
島
城
に
立
ち
寄
っ
た
豊
臣
秀
吉
が
毛
利
秀
元
を
輝
元
後
継
者
と
し
て
承
認
し
た
際
の
様
子
を
報
告
し
た
も
の
【

】
な
ど
が
み

48
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ら
れ
る
。
少
数
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
当
時
の
起
請
文
が
様
々
な
場
面
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
見
て
取
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
毛
利
氏
関
連
起
請
文
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
先
に
挙
げ
た
東
国
の
三
氏
同
様
、
領
主
か
ら
の
従
属
誓
約
と
そ
れ

に
対
す
る
毛
利
氏
か
ら
の
進
退
保
証
に
関
す
る
も
の
、
兄
弟
契
約
や
和
議
・
同
盟
な
ど
ヨ
コ
の
関
係
に
関
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
起
請
文
の
発
給
契
機
は
多
様
で
あ
り
、
ま
た
内
容
に
つ
い
て
も
少
数
の
例
も
加
え
る
と
、
当
時
の
起
請

文
が
用
い
ら
れ
た
状
況
は
多
岐
に
わ
た
る
。

当
時
の
起
請
文
に
つ
い
て
、
人
と
人
と
の
間
で
交
換
さ
れ
る
こ
と
か
ら
契
約
文
書
と
し
て
機
能
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

。
し

23

か
し
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
毛
利
氏
関
連
起
請
文
に
お
い
て
、
そ
の
全
て
を
「
契
約
文
書
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
果
た
し
て
妥
当
で

あ
ろ
う
か
。
確
か
に
大
名
・
領
主
間
の
主
従
形
成
や
大
名
間
の
同
盟
・
和
議
は
契
約
と
し
て
括
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

中
に
は
、
明
ら
か
に
互
い
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
と
は
捉
え
難
い
例
も
含
ま
れ
る
（
【
⑰

・

】
な
ど
）
。
そ
う
し
た
例
を
抜
き
に

13

24

「
契
約
文
書
」
と
し
て
一
括
し
て
し
ま
っ
て
は
、
当
時
の
起
請
文
の
本
質
的
な
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

ま
た
、
起
請
文
を
契
約
文
書
と
捉
え
た
と
し
て
、
当
時
の
契
約
的
事
柄
全
て
に
起
請
文
が
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
の

契
約
的
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
の
中
で
文
書
形
式
を
特
定
可
能
な
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
起
請
文
以
外
に
は
以
下
の
よ
う
な
形
式
が

挙
げ
ら
れ
る

。
24

寄
進
状
、
譲
状
（
処
分
状
）
、
請
文
、
請
取
状
、
借
用
状
、
去
渡
状
、
安
堵
状
、
宛
行
状
、
打
渡
状
、
売
券
、
詫
状
、
軍
忠
状
、

感
状
、
免
状
、
置
文
、
預
け
状
、
証
文
、
契
約
状
、
和
与
状

内
容
で
い
え
ば
、
土
地
・
財
産
の
寄
進
・
譲
与
・
宛
行
・
借
用
・
売
買
や
軍
功
の
報
告
・
褒
美
、
後
代
へ
の
譲
与
・
書
き
置
き
な
ど

と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
形
式
を
用
い
た
契
約
も
多
数
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
文
書
に
起
請
文
言
は

付
記
さ
れ
な
い

。
対
し
て
、
先
に
み
て
き
た
よ
う
な
事
柄
で
は
起
請
文
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
起
請
文
を
用
い
る
か
他

25

の
文
書
様
式
を
用
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
使
い
分
け
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
場
合
に
起
請
文
を
用
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
法
制
史
の
視
点
か
ら
公
の
保
証
が
な
い
私
法
的
行
為
確
保
の
た
め
に
各

種
契
約
状
に
起
請
文
言
を
付
記
し
た
と
い
っ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

。
具
体
的
に
追
求
し
た
例
で
は
、
鎌
倉
幕
府
訴
訟
に
お
い

26

て
、
人
事
を
尽
く
し
て
も
な
お
白
黒
を
決
し
難
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
に
限
定
し
て

利
用
さ
れ
た
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

。
ま
た
近
世
に
は
、
依
怙
贔
屓
の
出
そ
う
な
役
職
の
み
起
請
文
を
提
出
さ
せ
て
い
た

27
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と
さ
れ
る

。
こ
の
よ
う
に
起
請
文
は
各
時
代
に
お
い
て
、
状
況
に
応
じ
た
使
い
方
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
国
期
に
も
戦

28

国
期
の
状
況
に
対
応
し
た
起
請
文
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
際
、
当
時
の
起
請
文
の

機
能
を
「
契
約
文
書
」
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
齟
齬
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
で
は
戦
国
期
の
起
請
文
の
機
能
と
は
何
で
あ
っ
た

の
か
。
そ
の
手
掛
り
と
し
て
、
次
節
で
は
越
相
同
盟
締
結
時
に
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
を
例
に
取
り
上
げ
る
。

第
三
節

越
相
同
盟
に
お
け
る
起
請
文
の
機
能

戦
国
大
名
や
領
主
間
で
主
従
関
係
を
結
ぶ
時
や
同
盟
締
結
の
際
の
起
請
文
を
み
て
い
く
と
、
一
人
ま
た
は
一
度
の
関
係
形
成
に
お

い
て
複
数
回
に
わ
た
っ
て
起
請
文
を
交
わ
し
て
い
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。
な
ぜ
何
度
も
起
請
文
を
交
わ
す
必
要
が
あ
る
の
か
。
本

節
で
取
り
上
げ
る
上
杉
・
後
北
条
間
で
結
ば
れ
た
越
相
同
盟
は
、
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
六
月
の
起
請
文
交
換
に
よ
っ
て
成
立

し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
両
者
が
起
請
文
を
交
わ
し
た
の
は
こ
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
合
わ
せ
て
計
四
回
に

わ
た
っ
て
交
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
。
ま
た
、
こ
の
同
盟
を
含
め
、
当
時
の
主
従
・
同
盟
は
起
請
文
交
換
に
よ

っ
て
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
一
方

、
起
請
文
交
換
は
あ
く
ま
で
相
手
の
見
参
を
促
す
た
め
の
装
置
で
あ
り
、
見
参
の
実
現
に
よ
っ

29

て
主
従
関
係
が
成
立
す
る
と
の
見
方
も
あ
る

。
こ
こ
で
は
、
一
度
の
同
盟
に
お
い
て
な
ぜ
何
度
も
起
請
文
を
交
わ
し
た
の
か
を
明

30

ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
起
請
文
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
一
二
月
、
武
田
信
玄
が
今
川
氏
の
本
拠
駿
河
に
侵
攻
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
今
川
・
武
田
・
後
北
条

の
三
氏
間
で
結
ば
れ
て
い
た
三
国
同
盟
は
崩
壊
す
る
。
こ
の
事
態
を
受
け
て
後
北
条
氏
は
、
今
度
は
越
後
上
杉
氏
と
同
盟
を
結
び
、

信
玄
を
共
通
の
敵
と
し
て
対
処
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
上
杉
氏
も
そ
れ
に
同
意
し
た
。
こ
う
し
て
両
者
間
で
締
結
さ
れ
た
の
が
越
相

同
盟

で
あ
る
。

31
永
禄
一
二
年
一
月
、
後
北
条
氏
か
ら
「
越
相
一
和
」
の
正
式
な
申
し
込
み
が
あ
り

、
同
月
中
に
上
杉
氏
か
ら
も
同
意
の
意
思
を

32

示
す
と

具
体
的
な
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
同
盟
成
立
の
た
め
の
主
な
条
件
は
国
分
と
謙
信
の
信
濃
・
西
上
州
へ
の
侵
攻
、
公
方
・

33

関
東
管
領
職
合
一
、
養
子
交
換
で
、
以
上
の
諸
条
件
に
つ
い
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
後
、
六
月
頃
に
双
方
が
相
手
使
者
の
眼
前
で
起
請

文
に
署
名
・
血
判
し
た
こ
と
で
同
盟
成
立
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

。
た
だ
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
同
盟
に
お
い
て
は

34

六
月
の
起
請
文
交
換
の
以
前
に
一
回
、
以
後
に
二
回
の
計
四
回
に
わ
た
っ
て
起
請
文
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
越
相
同
盟
を
含
め
た
戦
国
大
名
間
の
同
盟
と
起
請
文
の
関
係
に
つ
い
て
、
諸
先
学
の
見
解
を
み
て
お
く
。
ま
ず
藤
木
久
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志
氏
は
、
戦
国
大
名
た
ち
の
同
盟
が
「
攻
守
軍
事
協
定
・
相
互
不
可
侵
協
定
・
領
土
協
定
・
縁
組
」
の
四
要
素
で
成
り
立
ち
、
双
方

の
大
名
が
相
手
方
の
使
者
の
面
前
で
誓
約
書
（
起
請
文
）
に
署
名
・
血
判
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
と
み
て
い
る

。
粟
野
俊
之
氏
は

35

さ
ら
に
、
双
方
の
大
名
の
署
名
・
血
判
に
加
え
、
一
味
神
水
等
の
儀
式
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

。
黒
田
基
樹

36

氏
も
六
月
の
起
請
文
交
換
に
よ
っ
て
越
相
同
盟
が
成
立
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
前
後
の
起
請
文
に
も
触
れ
、

そ
れ
は
そ
の
都
度
互
い
の
関
係
を
確
認
し
合
い
、
今
後
に
お
け
る
関
係
継
続
を
明
確
に
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る

。
以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
研
究
に
お
い
て
大
名
同
士
の
同
盟
は
起
請
文
交
換
に
よ
り
成
立
し
た
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

37の
起
請
文
の
機
能
を
契
約
書
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
同
盟
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
の
う
ち
、
直
接
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
は
、
残
念
な
が
ら
四
回
目
に
後
北
条
氏

か
ら
発
給
さ
れ
た
起
請
文
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
ほ
か
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
関
連
文
書
か
ら
推
測
し
て
い
く
。

（
１
）
最
初
の
起
請
文
は
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
の
は
じ
め
に
後
北
条
氏
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
内
容
は
沼
田
在
番
衆
の
一
人
松

本
景
繁
を
通
し
て
上
杉
氏
か
ら
提
示
さ
れ
た
条
目
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ

、
羽
下
徳
彦
氏
は
こ
の
条
目
が
、
こ
れ

38

以
降
交
渉
に
入
る
同
盟
の
具
体
的
条
件
と
み
て
い
る

。
そ
し
て
三
月
一
八
日
に
は
上
杉
氏
か
ら
の
返
書
が
到
来
し
た
こ
と
が

39

報
告
さ
れ
て
い
る

。
40

（
２
）
同
年
閏
五
月
に
上
杉
氏
か
ら
の
起
請
文
が
後
北
条
氏
の
使
僧
天
用
院
に
預
け
ら
れ

、
六
月
九
日
に
は
そ
の
起
請
文
が
後
北

41

条
氏
の
も
と
に
届
き
、
後
北
条
氏
も
相
手
の
使
者
の
眼
前
で
起
請
文
に
血
判
を
据
え
て
い
る

。
こ
の
時
の
起
請
文
が
同
盟
成

42

立
を
示
す
と
み
ら
れ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
他
の
文
書
か
ら
も
読
み
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
他
の
場
合
に
比
較
し
て

使
者
の
往
来
等
、
互
い
に
血
判
を
据
え
る
ま
で
の
過
程
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
度
の
高
さ
が
窺
い
知
れ
る
。
よ

っ
て
こ
の
時
の
起
請
文
が
こ
の
同
盟
に
お
い
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。

（
３
）
永
禄
一
二
年
秋
に
交
わ
さ
れ
た
三
度
目
の
起
請
文
は
、
直
接
同
盟
交
渉
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
臨
時
的
に
出
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
と
推
測
す
る
。
（
１
）
の
交
換
の
後
、
後
北
条
氏
か
ら
は
度
々
上
杉
氏
に
信
濃
へ
の
出
陣
を
要
請
し
て
い
る
。
し

か
し
上
杉
氏
は
信
濃
出
陣
に
は
慎
重
で
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
未
だ
実
現
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
越
中
へ
進
出
す
る
。
対

す
る
後
北
条
氏
も
上
杉
側
の
求
め
る
西
上
州
攻
め
に
同
陣
で
き
ず
、
両
者
の
間
に
不
信
感
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
〇
月
に
は
後
北
条
氏
か
ら
そ
の
件
に
つ
い
て
、
同
陣
で
き
な
い
の
は
駿
河
・
伊
豆
の
諸
城
に
「
同
名
家
老
之
者
共
数
千
人
楯

籠
」
っ
て
い
る
た
め
で
、
虚
言
で
は
な
い
こ
と
を
「
身
血
を
可
進
」
、
つ
ま
り
起
請
文
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
伝
え
て
い
る

。
43



- 25 -

翌
月
に
は
上
杉
氏
か
ら
も
起
請
文
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
同
月
一
三
日
付
の
北
条
氏
康
書
状
か
ら
読
み
取
れ
る

。
そ
の
内
容

44

に
つ
い
て
は
同
書
状
に
「
今
度
越
中
御
出
張
、
御
表
裏
無
之
段
、
預
御
誓
詞
候
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
越
中
出
陣
に
つ
い
て
上

杉
側
も
同
じ
く
弁
解
す
る
た
め
に
発
給
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
三
度
目
の
起
請
文
は
、
双
方
の
軍
事

要
請
が
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
弁
解
す
る
た
め
に
急
遽
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
４
）
最
後
の
起
請
文
は
、
年
が
明
け
て
永
禄
一
三
年
二
月
一
八
日
付
で
後
北
条
氏
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
が
以
下
の
も
の
で
あ

る
。

【
表
⑤

】
13

敬
白
起
請
文

一
、
今
度
以
篠
窪
治
部
、
自
山
吉
方
条
々
承
、
重
而
進
藤
・
須
田
方
来
着
、
因
茲
、
愚
意
無
為
所
、
翻
宝
印
以
誓
詞
申
候
、

有
御
分
別
、
弥
御
入
魂
可
為
本
望
事
、

一
、
岩
付
之
儀
、
於
佐
陳
可
渡
進
由
候
、
去
秋
以
来
如
申
定
、
信
州
歟
、
至
于
西
上
州
、
一
途
御
調
儀
候
上
与
申
候
得
共
、

強
而
、
御
陳
中
に
而
与
承
候
者
、
可
任
其
儀
候
、
仍
御
行
不
可
有
相
違
旨
、
如
案
書
御
誓
詞
可
給
事
、

付
、
太
美
事
、
如
度
々
申
入
、
当
敵
之
様
ニ
有
之
而
、
敵
方
之
儀
取
持
所
、
淵
底
御
存
知
之
前
候
時
者
、
岩
城
渡
置
可

申
上
、
氏
政
与
太
美
疑
心
晴
候
様
之
御
扱
、
専
一
候
、
同
者
梶
原
源
太
方
、
当
地
ニ
暫
被
指
置
専
要
ニ
存
候
、
抑
越

・
相
一
和
之
上
者
、
両
国
吉
凶
、
同
前
ニ
候
哉
、
御
啐
啄
可
為
喜
悦
事
、

一
、
御
養
子
之
事
承
候
、
自
最
前
如
申
候
、
柿
崎
方
不
然
者
、
彼
息
左
衛
門
尉
方
可
被
差
越
候
、
至
于
其
儀
者
、
御
養
子
於

西
上
州
渡
可
申
候
事
、

右
条
々
、
若
於
偽
者
、
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
殊
伊
豆
・
箱
根
両
所
権
現
、
三
島
大
明
神
、
別
而
八
幡
大
菩
薩
・
摩
利
支
尊

天
御
罰
可
罷
蒙
者
也
、
仍
如
件
、

庚
午二

月
十
八
日

氏
政
（
花
押
）

氏
康
（
花
押
）

山
内
殿

一
条
目
で
は
上
杉
側
の
使
者
等
の
到
来
に
よ
り
、
北
条
側
で
起
請
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
二
条
目
で
は
岩
付
城
の
譲
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渡
に
つ
い
て
上
杉
の
意
に
従
う
こ
と
、
三
条
目
で
は
養
子
を
渡
す
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
三
月
二
六
日
付
の

氏
康
・
氏
政
条
書
か
ら
、
後
北
条
氏
側
か
ら
も
上
杉
氏
に
対
し
、
案
文
に
従
っ
て
起
請
文
を
提
出
す
る
よ
う
要
求
し
て
お
り
、

そ
れ
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

。
45

以
上
、
越
相
同
盟
に
お
い
て
四
回
に
わ
た
っ
て
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
数
回
に
わ
た
る
起
請
文

交
換
は
三
国
同
盟
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り

、
こ
の
同
盟
に
の
み
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
交
わ
さ
れ
た
そ
れ

46

ぞ
れ
の
起
請
文
が
、
直
接
組
み
合
わ
さ
っ
て
一
つ
の
機
能
を
有
す
る
わ
け
で
も
、
条
件
が
更
新
さ
れ
る
ご
と
に
改
め
て
起
請
文
を
交

換
し
直
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
は
、
と
く
に
（
３
）
の
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
に
つ
い
て
は
従
来
の
見
解
通

り
、
こ
の
同
盟
の
契
約
書
的
機
能
を
果
た
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
で
は
、
（
２
）
と
同
じ
く
起
請
文
形
式
で
も
っ
て
、
そ

の
前
後
に
も
発
給
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
（
２
）
と
そ
の
ほ
か
と
で
は
そ
の
内
容
や
発
給
契
機
か
ら
し
て
、
明
ら

か
に
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
（
１
）
か
ら
（
４
）
は
全
て
同
盟
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
が
、
（
２
）
の

よ
う
に
、
直
接
契
約
を
結
ぶ
た
め
に
ほ
か
の
三
事
例
も
同
様
に
機
能
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
起
請

文
を
捉
え
て
み
る
と
、
戦
国
期
起
請
文
を
契
約
文
書
と
の
み
捉
え
る
に
は
説
明
の
付
か
な
い
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
指

摘
で
き
る
。
で
は
全
て
に
共
通
す
る
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
内
容
に
「
偽
り
な
し
」
と
の
宣
誓
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
こ
の
事
例
を
含
め
た
当
時
の
起
請
文
を
、
単
に
人
と
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
契
約
文
書
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
全
体
を
通
し
て
み
ら
れ
る
共
通
点
は
偽
り
な
し
と
の
宣
誓
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
部
分
を
追
及
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
章
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
第
一
節
で
、
越
後
上
杉
氏
を
は
じ
め
と
す
る
一
五
の
大
名
家
を
対
象
に
、
そ
の
当
主
の
起
請

文
に
ど
の
よ
う
な
神
仏
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
を
み
て
い
っ
た
。
そ
し
て
多
数
の
神
仏
を
記
載
す
る
大
名
か
ら
ほ
と
ん
ど
記
載
し

な
い
大
名
、
自
国
の
国
鎮
守
を
記
載
す
る
大
名
か
ら
記
載
し
な
い
大
名
な
ど
、
大
名
ご
と
に
そ
の
勧
請
神
に
特
徴
が
表
れ
た
。

第
二
節
で
は
安
芸
毛
利
氏
関
連
の
起
請
文
を
対
象
に
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
を
み
て
い
っ
た
。
そ

の
多
く
が
、
大
名
・
領
主
間
に
お
け
る
従
属
誓
約
と
進
退
保
証
で
あ
り
、
大
名
や
そ
の
ほ
か
領
主
と
の
同
盟
や
和
議
・
兄
弟
契
約
と

い
っ
た
事
例
も
複
数
確
認
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
ら
が
発
給
さ
れ
た
契
機
や
少
数
事
例
か
ら
、
そ
の
用
い
ら
れ
方
の
多
様
性
も
明
ら
か
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笹
本
正
治
『
武
田
氏
三
代
と
信
濃
―
信
仰
と
統
治
の
狭
間
で
―
』
（
郷
土
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
。
こ
こ
で
は
同
神
を
介
し
た

1
信
濃
支
配
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

奥
田
真
啓
「
甲
斐
府
中
八
幡
宮
の
研
究
」
（
同
著
『
中
世
武
士
団
と
信
仰
』
柏
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
、
西
田
か
ほ
る
「
武
田
氏

2
の
神
社
政
策
」
（
萩
原
三
雄
・
笹
本
正
治
編
『
定
本
・
武
田
信
玄

世
紀
の
戦
国
大
名
論
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

21

平
野
明
夫
「
徳
川
家
康
起
請
文
に
み
え
る
神
仏
名
」
（
『
雲
母
』
五
、
一
九
九
一
年
）
、
千
々
和
到
「
徳
川
家
康
の
起
請
文
」

3
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
平
野
明
夫
「
徳
川
氏
の
起
請
文
」
（
同
著
『
徳
川
権
力
の
形
成
と
発
展
』

岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
。
な
お
、
勧
請
神
が
両
者
間
で
協
議
さ
れ
た
点
や
相
手
の
神
仏
が
反
映
さ
れ
る
点
は
否
定
し
な
い
が
、

家
康
起
請
文
に
お
い
て
は
、
相
手
の
神
仏
は
そ
れ
ほ
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
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と
な
っ
た
。
そ
し
て
当
時
の
起
請
文
の
機
能
が
、
人
と
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
契
約
文
書
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
、
起
請
文
の
利
用
状
況
か
ら
み
て
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
契
約
文
書
と
捉
え
る
こ
と
難
し
く
、
改
め
て
当
時
の
起
請
文
の
機

能
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
一
端
と
し
て
三
節
で
は
、
大
名
間
の
同
盟
締
結
に
際
し
、
起
請
文
が
数
回
に
わ
た
っ
て
交
わ
さ
れ
て

い
る
理
由
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
共
通
点
は
、
起
請
文
の
本
質
で
も
あ
る
自
身
に
偽
り
な
し
と
宣
誓
し
て
い
る
点
に
あ
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
や
は
り
、
当
時
の
起
請
文
を
契
約
文
書
と
す
る
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
ず
、
偽
り
な
し
と
の
宣
誓
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。

戦
国
期
の
起
請
文
が
宣
誓
書
か
ら
契
約
文
書
に
変
質
し
た
と
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
当
時
の
起
請
文
が
誓
約
者
と
神
仏

と
の
間
で
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
が
、
自
身
に
偽
り
な
し
と
宣
誓
す
る
と
い
う
起
請
文
の
本
質
的
機
能
に
変
化
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
性
格
自
体
が
変
化
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
性
格
の
起
請
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
応
じ
て
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
た
の
か
、
そ
こ
に
違
い
が
表
れ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
改
め
て
戦
国
期
の
起

請
文
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

註
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大
国
魂
神
社
（
東
京
都
府
中
市
）
か
。
武
蔵
国
総
社
で
、
武
蔵
大
国
魂
大
神
の
ほ
か
国
内
の
一
宮
か
ら
六
宮
を
合
わ
せ
て
祀
る

4
こ
と
か
ら
「
六
所
宮
」
「
六
所
明
神
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

天
野
忠
幸
「
三
好
氏
と
長
洲
荘
」
（
『
地
域
史
研
究

尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
紀
要
』
一
一
三
、
二
〇
一
三
年
）
。

5
氏
神
妙
見
に
つ
い
て
は
平
瀬
直
樹
「
大
内
氏
の
妙
見
信
仰
と
興
隆
寺
二
月
会
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
七
、
一
九
九

6
〇
年
）
、
金
谷
匡
人
「
大
内
氏
に
お
け
る
妙
見
信
仰
の
断
片
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
九
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
。

高
知
県
南
国
市
岡
豊
町
。
長
宗
我
部
氏
の
同
社
へ
の
崇
敬
は
『
元
親
記
』
の
「
阿
波
入
最
初
之
事
付
岡
豊
ノ
八
幡
神
変
之
事
」

7
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

武
家
が
自
身
の
本
拠
地
近
辺
の
神
社
を
氏
神
と
し
た
例
が
複
数
確
認
さ
れ
て
お
り
（
前
掲
註
２
奥
田
著
書
な
ど
）
、
長
宗
我
部
氏

8
が
同
社
を
氏
神
と
定
め
て
い
た
可
能
性
も
考
え
得
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
外
山
幹
夫
「
大
友
氏
の
八
幡
信
仰
」
（
『
神
道
学
』
四
七
、
一
九
六
五
年
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

9
祇
園
は
弥
栄
神
社
（
大
分
市
上
野
）
、
関
六
所
は
早
吸
日
女
神
社
（
大
分
市
佐
賀
関
）
か
。

10
『
日
本
歴
史
地
名
大
系

熊
本
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
。

11

44

福
島
金
治
『
戦
国
大
名
島
津
氏
の
領
国
形
成
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
。

12
前
掲
註
３
平
野
明
夫
「
徳
川
氏
の
起
請
文
」
。

13
月
井
剛
「
後
北
条
氏
の
起
請
文
発
給
・
受
給
形
態
」
（
同
著
『
戦
国
期
地
域
権
力
と
起
請
文
』
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
。

14
月
井
剛
「
佐
竹
氏
の
起
請
文
発
給
・
受
給
形
態
」
（
前
掲
註

月
井
著
書
、
初
出
二
〇
一
三
年
）
。

15

14

対
象
と
な
る
起
請
文
は
『
毛
利
家
文
書
』
、
『
吉
川
家
文
書
』
、
『
小
早
川
家
文
書
』
、
『
平
賀
家
文
書
』
、
『
益
田
家
文
書
』
、
『
山
内

16
首
藤
家
文
書
』
（
以
上
、
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
』
シ
リ
ー
ズ
）
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
、
『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
～

Ⅳ
（
一
九
七
八
年
～
一
九
八
〇
年
）
、
『
山
口
県
史
』
史
料
編
中
世
二
～
四
（
二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
八
年
）
か
ら
蒐
集
し
た
。

『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
七
―
五
・
七
。

17
岸
田
裕
之
『
毛
利
元
就
―
武
威
天
下
無
双
、
下
民
憐
愍
の
文
徳
は
未
だ
―
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
。

18
前
掲
註
３
平
野
明
夫
「
徳
川
氏
の
起
請
文
」
な
ど
。

19
前
掲
註

岸
田
著
書
。

20

18

同
様
の
や
り
取
り
は
小
早
川
隆
景
と
の
間
で
も
な
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。

21
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こ
の
よ
う
に
領
主
が
給
地
付
立
を
起
請
文
形
式
で
提
出
す
る
の
は
、
守
護
大
名
の
知
行
高
調
査
の
形
式
を
継
承
し
た
こ
と
に
よ

22
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
田
沼
睦
「
室
町
幕
府
・
守
護
・
国
人
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
７
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
お

よ
び
秋
山
伸
隆
「
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
軍
事
力
編
成
の
展
開
」
（
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、

初
出
一
九
八
〇
年
）
。

鶴
巻
薫
「
中
世
戦
国
期
武
家
に
お
け
る
起
請
文
の
機
能
に
つ
い
て
―
越
後
国
と
安
芸
国
を
中
心
に
―
」
（
『
新
潟
史
学
』
五
九
、

23
二
〇
〇
八
年
）
、
呉
座
勇
一
『
日
本
中
世
の
領
主
一
揆
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
。

村
石
正
行
『
中
世
の
契
約
社
会
と
文
書
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
、
酒
井
紀
美
編
『
契
約
・
誓
約
・
盟
約
』
（
竹
林
舎
、

24
二
〇
一
五
年
）
な
ど
に
挙
げ
ら
れ
た
事
例
を
参
考
に
し
た
。

上
記
の
文
書
様
式
全
て
に
起
請
文
言
が
付
さ
れ
な
い
と
断
言
は
で
き
ず
、
例
外
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
「
契
約
状
」
で
あ
る
こ

25
と
が
明
確
に
わ
か
る
例
に
絞
っ
て
み
て
も
、
起
請
文
言
を
付
し
た
も
の
・
付
し
て
い
な
い
も
の
が
半
数
ず
つ
み
ら
れ
た
。
請
文

も
起
請
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
割
合
は
ほ
か
に
文
書
形
式
に
比
べ
て
高
い
。
こ
う
し
た
同
一
様
式
で
の
起
請
文
言
の
有
無
に
相

違
が
出
る
理
由
に
つ
い
て
、
今
後
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
田
薫
「
起
請
文
雑
考
」
（
同
著
『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
）
。

26
佐
藤
雄
基
「
鎌
倉
幕
府
の
起
請
文
と
裁
許
―
神
仏
と
理
非
」
（
同
著
『
日
本
中
世
初
期
の
文
書
と
訴
訟
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一

27
二
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）
。
同
時
に
借
銭
関
係
で
は
起
請
文
を
用
い
な
い
と
い
う
原
則
が
存
在
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

深
谷
克
己
「
近
世
政
治
と
誓
詞
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
―
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
。

28
黒
田
基
樹
「
宣
戦
と
和
与
」
（
同
著
『
中
近
世
移
行
期
の
大
名
権
力
と
村
落
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
。

29
前
掲
註
３
平
野
論
文
。

30
越
相
同
盟
に
注
目
し
た
研
究
は
、
市
村
高
男
「
越
相
同
盟
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」
（
戦
国
史
研
究
会
編
『
戦
国
期
東
国
社

31
会
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
、
大
河
内
千
恵
「
越
相
一
和
に
お
け
る
使
節
の
往
還
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
研
究
集
録
』
二

〇
、
一
九
九
五
年
）
、
羽
下
徳
彦
「
戦
国
通
交
文
書
の
一
側
面
」
（
同
著
『
中
世
日
本
の
政
治
と
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

五
年
）
、
遠
藤
ゆ
り
子
「
越
相
同
盟
に
み
る
平
和
の
創
造
と
維
持
―
戦
国
大
名
の
有
縁
性
と
無
縁
性
―
」
（
藤
木
久
志
・
黒
田
基

樹
編
『
定
本
・
北
条
氏
康
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
、
千
葉
篤
志
「
戦
国
大
名
間
の
同
盟
に
関
す
る
一
考
察
―
越
相
同
盟
に

お
け
る
上
杉
氏
側
の
同
盟
認
識
に
つ
い
て
―
」
（
『
史
叢
』
七
七
、
二
〇
〇
七
年
）
、
儘
田
め
ぐ
み
「
越
相
同
盟
交
渉
に
お
け
る
北
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『
上
越
市
史
』
（
別
編
Ⅰ
、
以
下
同
）
六
三
六
、
六
三
七
。

32
『
上
越
市
史
』
六
四
〇
。

33
前
掲
註

黒
田
論
文
。

34

29

藤
木
久
志
「
戦
国
大
名
の
和
与
と
国
分
」
（
同
著
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
初
出
一
九

35
八
三
年
）
。

粟
野
俊
之
「
戦
国
期
に
お
け
る
合
戦
と
和
与
」
（
中
世
東
国
史
研
究
会
編
『
中
世
東
国
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

36
八
年
）
。

前
掲
註

黒
田
論
文
。

37

29

『
上
越
市
史
』
六
五
二
、
六
五
三
。

38
前
掲
註

羽
下
論
文
。

39

31

『
上
越
市
史
』
六
九
〇
。
た
だ
し
、
上
杉
氏
か
ら
の
返
書
が
同
様
に
起
請
文
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
他
の
文
書
か
ら
だ
け
で
は

40
断
定
で
き
な
い
。

二
度
目
の
起
請
文
交
換
の
前
に
、
四
月
二
七
日
付
で
北
条
氏
康
か
ら
松
本
景
繁
に
送
ら
れ
た
書
状
に
「
八
幡
大
菩
薩
・
三
島
大

41
明
神
可
蒙
御
罰
」
と
の
一
文
が
あ
る
（
『
上
越
市
史
』
七
二
一
）
。
内
容
は
謙
信
越
山
に
つ
い
て
強
い
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
書
状
に
の
み
起
請
文
言
が
付
さ
れ
た
の
か
は
今
後
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
れ
と
は
別
に
、
北
条
氏
照
も
上
杉
使
者
の
前
で
起
請
文
に
血
判
を
据
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
『
上
越
市
史
』
七
六

42
〇
）
。

『
上
越
市
史
』
八
一
七
。

43
『
上
越
市
史
』
八
二
八
。

44
『
上
越
市
史
』
九
〇
〇
。

45
永
禄
一
二
年
一
月
二
日
付
北
条
氏
康
書
状
（
『
上
越
市
史
』
六
三
九
）
に
は
信
玄
と
「
数
枚
之
誓
句
取
替
」
た
と
あ
る
。

46
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条
氏
照
の
役
割
の
再
検
討
―
第
二
次
関
宿
合
戦
と
の
関
係
か
ら
―
」
（
『
戦
国
史
研
究
』
六
五
、
二
〇
一
三
年
）
、
井
上
恵
一
「
上

杉
謙
信
の
関
東
進
出
と
越
相
同
盟
」
（
同
著
『
後
北
条
氏
の
武
蔵
支
配
と
地
域
領
主
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
一
九
八

八
年
）
な
ど
。
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第
二
章

上
杉
謙
信
の
領
主
統
合
と
氏
神
春
日

は
じ
め
に

戦
国
期
起
請
文
の
勧
請
神
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
登
場
す
る
国
鎮
守
へ
の
注
目
が
顕
著
で
あ
り
、
一
国
規
模
で
の
権
力
確
立
の
た
め
に
、
そ

の
国
鎮
守
を
介
し
て
周
辺
領
主
を
ま
と
め
上
げ
よ
う
と
す
る
戦
国
大
名
の
姿
が
描
か
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
序
論
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
章
で
扱
う
越
後
国
の
戦
国
大
名
上
杉
謙
信

の
起
請
文
に
は
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
謙
信
の
場
合
は
、
国
鎮

1

守
を
介
し
て
周
辺
領
主
を
ま
と
め
上
げ
る
と
い
う
構
図
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
で
は
謙
信
は
ど
の
よ
う
に
領
主
を
統
合
し
よ

う
と
し
、
そ
れ
は
起
請
文
に
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
く
る
の
か
。
本
章
で
は
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

第
一
節

謙
信
の
権
力
と
起
請
文

（
一
）
謙
信
起
請
文
を
め
ぐ
る
評
価

こ
こ
で
は
謙
信
や
越
後
国
内
の
起
請
文
に
関
す
る
研
究
動
向
を
確
認
す
る
。

ま
ず
池
上
裕
子
氏
は
、
長
尾
為
景
（
謙
信
父
）
・
謙
信
政
権
と
起
請
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
者
は
共
に
国
内
国
人
と
起
請
文

を
介
し
て
同
盟
関
係
を
形
成
し
、
そ
の
盟
主
と
し
て
政
権
を
維
持
し
得
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
の
力
な
し
に
は
存
在
し
得
な
い
も

の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る

。
相
澤
秀
生
氏
も
、
謙
信
は
起
請
文
を
国
人
等
の
力
を
結
集
さ
せ
る
牽
引
装
置
と
し
て
利
用
し
、
神

2

の
力
に
よ
っ
て
苦
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
し
て
、
池
上
氏
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
い
る

。
鶴
巻
薫
氏
は
、
戦
国
期
武

3

家
の
起
請
文
の
機
能
を
検
討
す
る
上
で
越
後
国
を
事
例
に
取
り
上
げ
、
国
人
等
は
領
主
間
協
約
や
相
論
解
決
と
い
っ
た
国
人
相
互
の

関
係
構
築
に
起
請
文
を
用
い
、
対
す
る
為
景
・
謙
信
は
国
人
の
味
方
へ
の
勧
誘
や
抵
抗
勢
力
に
成
り
得
る
存
在
へ
の
牽
制
な
ど
に
起

請
文
を
用
い
て
い
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る

。
こ
の
よ
う
に
、
国
人
等
の
起
請
文
は
相
互
連
携
に
機
能
し
、
彼
等
の
上
に
立
つ

4

為
景
・
謙
信
は
自
己
権
力
維
持
の
た
め
に
起
請
文
を
用
い
た
と
み
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
勧
請
神
に
注
目
し
た
研
究
で
は
、
竹
田
和
夫
氏
が
越
後
国
内
の
起
請
文
を
謙
信
政
権
期
以
前
と
以
後
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
検
出
し
、
謙
信
起
請
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
「
氏
神
春
日
大
明
神
」
が
頻
出
す
る
ほ
か
、
摩
利
支
尊
天
と
い
っ
た
軍
神
や

自
身
の
政
治
拠
点
で
も
あ
る
「
府
内
六
所
」
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
特
徴
を
挙
げ
て
い
る

。
相
澤
氏
は
謙
信
起
請
文
全
て
に
記
載

5

第二章 上杉謙信の領主統合と氏神春日
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さ
れ
て
い
る
「
春
日
大
明
神
」
に
注
目
し
、
守
護
代
長
尾
家
の
出
身
で
あ
る
謙
信
が
、
越
後
守
護
上
杉
氏
の
氏
神
春
日
大
明
神
を
自

身
の
氏
神
と
す
る
こ
と
で
守
護
職
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
、
外
部
勢
力
か
ら
越
後
国
を
守
ろ
う
と
し
た
と
み
て
い
る

。
6

つ
ま
り
、
謙
信
に
よ
る
氏
神
春
日
の
記
載
を
、
越
後
守
護
と
し
て
の
意
識
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
謙
信
が
起
請
文
で
結
ば
れ

る
国
人
等
を
背
景
に
自
己
権
力
を
樹
立
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
彼
の
起
請
文
は
国
人
等
の
起
請
文
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
て
い
た

も
の
と
想
定
さ
れ
、
彼
等
側
の
状
況
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
国
人
等
が
記
載
す
る
「
地
域
神
」
に
つ
い
て
栗
原
修
氏
が
、
小
泉
荘
内
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
を
事
例
に
、
そ
こ
か
ら
地
域

社
会
の
変
質
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
氏
は
、
「
地
域
神
」
は
荘
・
郷
か
ら
国
へ
、
さ
ら
に
日
本
国
へ
と
統
合
し
て
い
く
原
理
を
内
包

し
、
そ
れ
は
大
名
領
国
制
成
立
に
も
繋
が
る
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
お
り

、
重
要
な
視
点
と
言
え
る
。
そ
の
見
通
し
に
従
え
ば
、

7

謙
信
起
請
文
に
も
越
後
国
の
鎮
守
が
記
載
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
際
の
状
況
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
次
に
み

て
い
く
。

（
二
）
謙
信
起
請
文
の
勧
請
神

越
後
国
内
で
発
給
さ
れ
た
起
請
文
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
【
表
⑱
】
で
あ
る
。
そ
の
中
で
謙
信
の
起
請
文
は
五
通
あ
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
【
表
⑱
】
に
網
掛
け
で
示
し
た
。
起
請
文
の
具
体
的
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
三
節
で
取
り
上
げ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
勧
請

神
の
み
に
着
目
す
る
。

先
行
研
究
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
五
通
全
て
に
春
日
大
明
神
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
注
目
さ
れ
る
の
は
【

】
の

48

「
伊
豆
・
箱
根
・
三
島
」
で
、
こ
れ
は
関
東
鎮
守
と
し
て
武
家
の
崇
拝
を
集
め
た
神
々
で
あ
り
、
謙
信
が
関
東
管
領
就
任
を
意
識
し

た
た
め
と
み
ら
れ
て
い
る

。
彼
の
起
請
文
の
特
徴
は
、
そ
れ
以
外
の
越
後
国
内
で
発
給
さ
れ
た
起
請
文
と
の
対
比
を
通
し
て
明
ら

8

か
と
な
る
。

こ
こ
で
は
具
体
的
に
、
国
内
領
主
か
ら
謙
信
宛
に
出
さ
れ
た
三
通
【

・

・

】
の
起
請
文
を
取
り
上
げ
る

。
ま
ず
【

】

49

53

54

9

49

は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
以
降
度
々
行
わ
れ
た
関
東
進
出
に
際
し
、
謙
信
が
長
尾
政
景
に
そ
の
間
の
越
後
の
留
守
を
任
せ
、
留

守
中
の
責
務
厳
守
を
誓
わ
せ
た
も
の
で
あ
る

。
次
に
【

】
は
、
安
田
頼
家
と
三
好
慶
家
が
作
事
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
誓
約

10

53

し
た
も
の
、
【

】
は
能
登
七
尾
城
・
石
動
山
城
攻
略
時
に
署
判
者
等
に
提
出
さ
せ
た
も
の
で
、
陣
中
に
お
い
て
尽
力
す
る
こ
と
を

54

誓
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
起
請
文
に
記
載
さ
れ
た
勧
請
神
は
謙
信
起
請
文
に
比
べ
て
多
く
、
そ
の
違
い
は
「
弥
彦
」
や
「
二
田
」
「
居
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多
」
「
関
三
所
」
「
蔵
王
」
「
府
中
六
所
」
と
い
っ
た
神
々
の
存
在
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
越
後
国
内
全
体
か
ら
信
仰
を
集
め
る
国
鎮
守

ク
ラ
ス
の
神
々
で
あ
り

、
上
記
三
通
以
外
に
も
、
多
く
の
越
後
国
内
の
起
請
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

11

そ
の
一
方
で
、
謙
信
起
請
文
に
は
【

】
の
「
府
中
六
所
」
以
外
に
は
こ
れ
ら
の
神
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
特
徴
に
つ
い
て
は

51

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
謙
信
が
彼
等
を
自
身
の
下
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
が
共
通
し
て
信
仰
す
る
神
々

を
、
謙
信
も
同
様
に
崇
敬
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
謙
信
は
自
身
の
起
請
文
に
そ
の
神
々
を
記
載
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
謙
信
が
領
主
側
の
起
請
文
を
前
提
に
自
身
も
起
請
文
を
用
い
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の

理
由
は
領
主
側
の
起
請
文
の
状
況
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
次
節
で
は
彼
等
の
起
請
文
を
み
て
い
く
。

第
二
節

越
後
国
内
に
お
け
る
領
主
間
結
集
と
地
域
神

（
一
）
小
泉
荘
内
領
主
間
結
集

【
表
⑱
】
を
み
る
と
、
小
泉
荘
内
で
発
給
さ
れ
た
も
の
が
複
数
確
認
さ
れ
る
【

～

・

～

・

】
。
そ
こ
に
は
他
の
起
請

21

32

36

43

46

文
に
は
な
い
「
貴
船
大
明
神
」
「
鷲
巣
権
現
」
「
河
内
大
明
神
」

の
三
神
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
神
は
小
泉
荘
内
に
あ
っ
た

12

鎮
守
で
、
そ
の
記
載
方
法
に
変
化
が
生
じ
て
い
く
点
が
注
目
さ
れ
る

。
13

小
泉
荘

は
、
出
羽
国
に
隣
接
す
る
荘
園
で
、
一
一
世
紀
後
半
に
中
御
門
家
領
で
あ
っ
た
免
田
に
国
衙
領
を
付
加
す
る
形
で
、
仁

14

平
三
年
（
一
一
五
三
）
鳥
羽
院
御
願
寺
の
金
剛
心
院
領
と
し
て
立
荘
さ
れ
た
荘
園
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
異
を
唱
え
る
国
衙
と
の

関
係
か
ら
荘
域
全
て
を
荘
園
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
旧
中
御
門
家
領
免
田
を
中
心
と
し
た
地
が
「
本
庄
」
、
岩
船
潟
と
そ

の
南
方
に
広
が
る
平
野
部
の
国
衙
領
及
び
日
本
海
の
粟
島
が
「
加
納
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
加
納
の
停
止
・
立
荘
が
繰
り
返
さ
れ
た

も
の
の
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
以
降
は
加
納
を
加
え
た
荘
域
が
固
定
さ
れ
た
。

同
荘
地
頭
に
は
武
蔵
国
に
本
貫
地
を
持
つ
秩
父
氏
の
秩
父
季
長
が
任
じ
ら
れ
た
。
ほ
ど
な
く
そ
の
子
息
に
分
割
譲
与
さ
れ
、
本
庄

を
有
す
る
惣
領
家
が
本
庄
姓
を
、
加
納
を
有
す
る
庶
子
家
が
色
部
姓
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
本
庄
側
で
は
そ
の
庶
子
小

河
氏
や
会
津
蘆
名
氏
の
一
族
鮎
川
氏
が
台
頭
し
、
本
庄
氏
と
並
ん
で
分
割
支
配
を
行
う
ま
で
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

こ
の
色
部
・
本
庄
・
小
河
・
鮎
川
の
四
氏
間
で
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
、
天
文
一
〇
～
一
一
年
（
一
五
四
一
～
四
二
）
、
同

二
〇
年
（
一
五
五
一
）
、
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
の
四
度
に
渡
っ
て
起
請
文
が
交
わ
さ
れ
た
。
該
当
す
る
起
請
文
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
【
表
⑱
】
に
太
枠
で
「
Ⅰ
～
Ⅳ
」
で
示
し
た
。
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ま
ず
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
の
【
⑱
Ⅰ
】
は
、
鮎
川
清
長
・
小
河
長
基
・
本
庄
房
長
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
色
部
憲
長
に
提
出
し
た
も

の
で
、
全
て
同
日
付
で
四
氏
間
で
の
取
り
決
め
に
関
す
る
内
容
と
な
る

。
こ
の
起
請
文
作
成
の
背
景
に
は
、
当
時
、
事
実
上
越
後

15

国
主
と
し
て
国
内
全
体
を
統
治
し
つ
つ
あ
っ
た
守
護
代
長
尾
為
景
の
存
在
が
あ
っ
た
。
自
領
の
自
力
支
配
を
望
む
領
主
等
に
と
っ
て

為
景
の
介
入
は
脅
威
で
あ
り
、
近
隣
領
主
間
で
結
束
す
る
こ
と
で
為
景
の
干
渉
を
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
享
禄
四
年
の
起
請
文

は
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る

。
16

そ
こ
で
は
五
箇
条
に
渡
っ
て
、
四
氏
間
に
お
い
て
等
閑
無
い
こ
と
や
（
「
於
御
間
至
于
何
事
も
不
可
等
閑
事
」
）
、
他
荘
の
領
主
と

の
対
立
（
「
自
他
庄
可
被
止
綺
」
）
、
為
景
の
要
求
へ
の
対
処
や
相
互
の
家
中
へ
の
対
応
（
「
此
御
間
江
何
事
成
共
、
従
府
内
被
仰
事

候
共
、
以
御
同
意
吉
凶
共
末
代
迄
可
被
仰
断
事
、
并
相
互
之
家
中
に
逆
意

□

者
候
者
、
以
御
同
心
可
被
成
成
敗
事
」
）
と
い
っ
た

（
之
カ
）

取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
彼
等
が
最
も
問
題
と
し
た
の
は
、
実
は
為
景
で
は
な
く
相
互
の
家
中
へ
の
対
応
で
あ
り

、
為
景
の
干
渉
を
契
機
に
、
各
領
内
に
お
け
る
自
領
支
配
貫
徹
と
い
っ
た
問
題
に
相
互
で
対
処
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
の
で
あ
る
。

17

勧
請
神
は
三
通
と
も
「
両
庄
鎮
守
」
で
貴
船
・
鷲
巣
・
河
内
を
記
載
し
て
い
る

。
三
神
の
登
場
は
こ
の
時
の
起
請
文
が
初
め
て

18

で
あ
り
、
他
荘
の
起
請
文
に
み
ら
れ
な
い
の
は
勿
論
、
こ
の
前
年
に
本
庄
房
長
が
色
部
憲
長
に
宛
て
た
起
請
文
【

】
に
も
記
載
さ

19

れ
て
い
な
い

。
よ
っ
て
三
神
は
こ
の
四
氏
間
協
約
を
結
ぶ
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
持
ち
出
さ
れ
た
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し

19

て
こ
の
協
約
を
も
と
に
、
こ
れ
以
降
、
彼
等
の
間
で
起
き
た
問
題
に
相
互
に
対
処
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
み

ら
れ
る
「
両
庄
」
は
小
泉
荘
の
本
庄
・
加
納
の
系
譜
を
引
く
、
戦
国
期
の
本
庄
氏
・
色
部
氏
領
を
指
す
と
さ
れ
る

。
こ
こ
に
三
神

20

が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
等
の
領
域
全
体
（
地
理
的
区
分
で
は
小
泉
荘
）
を
包
括
す
る
神
を
そ
れ
ぞ
れ
の
領
内
か
ら
選
出
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
小
泉
荘
に
は
荘
域
全
体
を
包
括
す
る
特
定
の
神
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

で
は
そ
の
三
神
は
そ
れ
ぞ
れ
各
領
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
は
詳
細
が
わ
か
る
貴
船
を
例

に
み
て
い
く

。
貴
船
は
「
延
喜
式
」
神
名
帳
磐
船
郡
八
座
の
「
石
船
神
社
」
（
村
上
市
岩
船
三
日
市
）
に
比
定
さ
れ
、
古
代
に
は

21

他
の
七
神
と
共
に
岩
船
郡
の
守
護
神
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
貴
船
明
神
が
合
祀
さ
れ
、
戦
国
期
に
神
社
の
位
置
す
る
地
域
を
領
有
す
る

色
部
氏
に
よ
っ
て
領
内
鎮
守
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
色
部
氏
館
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
行
事
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
『
色

部
氏
年
中
行
事
』

か
ら
は
、
領
主
・
領
民
双
方
が
貴
船
の
秋
の
大
祭
で
あ
る
流
鏑
馬
の
神
事
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

22

る
。
こ
の
記
録
か
ら
は
、
神
事
へ
の
双
方
の
参
加
が
領
民
支
配
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
領
主
は
領
民
と
共
通
し
た
信
仰
基
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盤
を
持
ち
、
領
民
を
代
表
し
て
神
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
領
民
の
心
を
支
配
（
心
意
統
治
）
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

。
こ
の
よ
う
に
、
貴
船
は
色
部
領
内
に
お
い
て
最
も
重
要
な
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
庄
領
側
の
二

23

神
も
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
に
な
る
と
、
本
庄
領
に
お
い
て
、
本
庄
当
主
房
長
の
死
に
よ
り
、
本
庄
孫
五
郎
・
矢
羽
幾
長
南
・
小

河
長
資
の
三
者
が
対
立
し
、
さ
ら
に
本
庄
氏
に
所
領
を
押
領
さ
れ
て
い
た
た
め
に
当
時
対
立
関
係
に
あ
っ
た
鮎
川
清
長
が
長
資
と
協

力
し
て
長
南
を
殺
害
、
そ
の
居
城
（
下
渡
島
城
）
を
奪
い
、
村
上
城
に
拠
る
孫
五
郎
に
対
し
房
長
の
遺
児
千
代
猪
丸
（
の
ち
の
繁
長
）

を
擁
立
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
そ
こ
に
、
協
約
に
基
づ
い
て
憲
長
の
跡
を
継
い
だ
色
部
勝
長
が
仲
裁
に
入
り
、
そ
の
主
導
の

も
と
で
和
解
に
向
け
た
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
で
交
わ
さ
れ
た
の
が
【
⑱
Ⅱ
】
と
な
る
。

こ
の
時
期
の
勧
請
神
は
享
禄
期
の
も
の
と
は
異
な
り
、
鮎
川
清
長
【

】
及
び
そ
の
家
中
【

・

】
が
「
当
庄
鎮
守
」
で
鷲
巣

25

26

27

と
河
内
を
、
小
河
長
資
【

】
は
「
当
庄
」
で
河
内
・
鷲
巣
を
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
色
部
勝
長
【

】
は
「
当
庄
鎮
守
」
で

30

28

貴
船
と
若
宮
・
白
山
を
記
載
し
て
い
る
。
若
宮
は
領
内
の
「
牧
目
の
若
宮
」

と
推
測
さ
れ
、
白
山
も
領
内
に
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

24

よ
っ
て
こ
の
時
の
起
請
文
に
は
各
々
の
自
領
の
神
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）
に
な
る
と
そ
の
記
載
方
法
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
頃
本
庄
領
で
は
、
小
河
長
資
が
本

庄
繁
長
に
自
害
さ
せ
ら
れ
、
長
資
と
協
調
関
係
に
あ
っ
た
鮎
川
清
長
と
繁
長
の
関
係
が
悪
化
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
再
び
色
部
勝
長

が
仲
裁
役
と
し
て
介
入
し
て
い
く
。

こ
の
時
期
の
起
請
文
群
と
な
る
【
⑱
Ⅲ
】
に
は
案
文
が
多
く
、
勧
請
神
を
確
認
で
き
る
の
は
二
通
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
鮎
川

元
張
起
請
文
【

】
は
「
此
庄
守
神
鷲
巣
・
河
内
両
社
、
殊
木
船
大
明
神
」
と
あ
り
、
従
来
の
鷲
巣
・
河
内
に
続
い
て
「
殊
」
で
貴

41

船
を
記
載
し
て
い
る
。
本
庄
繁
長
【

】
も
「
殊
」
で
貴
船
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
辛
う
じ
て
確
認
さ
れ
、
本
庄
領
側
の
領
主
の

43

間
に
、
貴
船
に
対
す
る
何
ら
か
の
意
識
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
段
階
で
は
仲
裁
者
で
あ
る
勝
長
を
意
識
し

た
に
過
ぎ
な
い
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
七
年
後
の
弘
治
四
年
の
起
請
文
に
も
さ
ら
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
の
起
請
文
は
、
彼
等
の
起
請
文
と
し
て
は
最
後
と
な
る
。
そ
れ
が
以
下
の
起
請
文
で
あ
る
。

【
⑱
Ⅳ
】起

請
文

右
之
意
趣
者
、
今
度
当
郡
申
合
、
依
令
出
張
之
旨
、
従
世
間
如
何
様
之
儀
申
成
、
殊
於
陣
中
横
合
之
旨
候
共
、
御
間
相
互
毛
頭
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不
可
有
見
除
候
、
惣
別
於
向
後
裳
侫
仁
之
族
有
之
、
表
裏
等
候
共
、
互
被
露
顕
、
弥
以
甚
深
肝
要
候
、
若
於
至
于
此
旨
偽
者
、

梵
天
・
帝
尺
・
四
大
天
王
・
閻
魔
法
王
・
五
道
冥
潅
、
堅
牢
地
神
、
下
海
竜
神
、
別
而
王
場
鎮
所
稲
荷
・
祇
園
・
賀
茂
・
春
日

殊
当
国
惣
社
弥
彦
大
明
神
并
二
田
大
菩
薩
、
当
庄
鎮
所
貴
船
大
明
神
、
鷲
巣
・
河
内
両
権
現
、
諏
訪
上
下
・
八
幡
大
菩
薩
・
天

満
大
自
在
天
神
、
惣
而
日
本
六
十
余
州
大
小
之
神
祇
冥
道
各
可
罷
蒙
神
罰
冥
罰
者
也
、
仍
起
請
文
如
件
、

弘
治
四
年
戌

午

本
庄
弥
次
郎

潤
陸
月
十
四
日

繁
長
（
花
押
・
血
判
）

色
部
弥
三
郎
殿

参

（
傍
線
は
筆
者
）

こ
れ
は
本
庄
繁
長
が
、
「
当
郡
」
の
領
主
等
が
出
陣
す
る
の
に
際
し
、
陣
中
で
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
当
庄
」
と
し
て
貴
船
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
本
庄
氏
が
貴
船
を
自
身
側
の
神
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
が
わ
か
る
。
こ

の
変
化
に
つ
い
て
栗
原
氏
は
、
文
書
中
の
「
当
郡
」
（
傍
線
部
）
を
一
五
世
紀
以
降
新
た
に
登
場
す
る
「
瀬
波
郡
」
（
戦
国
期
の
本

庄
・
色
部
領
の
総
称
）
と
想
定
し
、
そ
の
「
瀬
波
郡
」
と
い
う
新
た
な
地
域
社
会
を
統
合
す
る
神
と
し
て
貴
船
が
位
置
付
け
ら
れ
た

と
み
て
い
る

。
し
か
し
こ
の
起
請
文
か
ら
だ
け
で
は
、
「
当
庄
鎮
所
」
が
貴
船
社
の
み
に
か
か
る
の
か
、
そ
れ
以
下
の
鷲
巣
・
河

25

内
ま
で
か
か
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

。
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
の
流
れ
か
ら
み
て
「
当
庄
」
は
三
神
全
て
に
か
か
る
と

26

み
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
本
庄
領
・
色
部
領
で
別
個
に
記
載
さ
れ
て
い
た
貴
船
・
鷲
巣
・
河
内
の

三
神
に
、
「
当
庄
」
＝
「
小
泉
荘
」
の
三
鎮
守
と
い
う
共
通
の
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
貴
船
の
み
を
特
別
視
す
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

以
上
、
小
泉
荘
内
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
か
ら
、
元
々
色
部
・
本
庄
そ
れ
ぞ
れ
の
領
内
で
最
も
崇
敬
を
集
め
た
貴
船
・
鷲
巣
・
河

内
の
三
神
が
、
荘
内
領
主
間
協
約
に
持
ち
出
さ
れ
、
各
領
の
鎮
守
か
ら
小
泉
荘
全
体
を
守
護
す
る
三
神
へ
と
新
た
な
位
置
付
け
を
与

え
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
二
）
荘
域
を
越
え
た
領
主
間
結
合

こ
こ
で
は
荘
域
を
越
え
て
遠
方
の
領
主
と
交
わ
し
た
起
請
文
や
、
領
主
側
か
ら
越
後
国
主
に
出
さ
れ
た
起
請
文
と
い
っ
た
、
越
後

国
内
全
体
を
範
囲
と
す
る
よ
う
な
起
請
文
の
勧
請
神
に
つ
い
て
み
て
い
く
（
【
表
⑱
】
を
参
照
）
。
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一
通
目
は
永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
に
白
河
荘
の
安
田
実
秀
が
奥
山
荘
の
中
条
藤
資
に
提
出
し
た
も
の
で
、
実
秀
が
長
尾
為
景

に
別
心
無
し
と
誓
っ
て
い
る
【

】
。
当
時
、
為
景
の
傀
儡
と
化
し
て
い
た
越
後
守
護
上
杉
定
実
が
為
景
の
排
除
を
目
論
ん
だ
が
、

11

事
前
に
そ
れ
を
察
知
し
た
為
景
は
、
自
身
と
争
う
意
志
の
な
い
こ
と
を
定
実
に
誓
わ
せ
る
と
共
に

、
信
頼
し
て
い
た
藤
資
と
も
起

27

請
文
を
交
換
し
【

・

】
、
さ
ら
に
藤
資
を
介
し
て
実
秀
か
ら
も
起
請
文
を
徴
収
し
た
。
そ
こ
に
は
「
当
国
鎮
守
」
で
弥
彦
・
二

10

12

田
の
二
神
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
通
目
は
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
に
蒲
原
郡
代
の
山
吉
政
久
が
守
護
方
の
大
熊
政
秀
に
、
守
護
上
杉
定
実
の
勘
気
を
蒙
る
よ
う

な
者
の
援
助
は
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
た
も
の
で
【

】
、
こ
れ
は
山
吉
氏
の
守
護
方
へ
の
服
属
と
み
ら
れ
て
い
る

。
勧
請
神
は

18

28

こ
こ
で
は
「
当
国
鎮
守
」
で
関
山
・
弥
彦
・
二
田
の
三
神
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
為
景
や
定
実
の
関
与
が
大
き
く
、
純
粋
な
領
主
間
の
交
換
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
荘
域
な
ど
を
越
え
た
領

主
間
の
取
り
交
わ
し
で
は
自
領
の
荘
鎮
守
な
ど
は
記
載
せ
ず
、
そ
の
上
位
に
位
置
し
双
方
に
共
通
す
る
国
鎮
守
が
彼
等
の
関
係
を
結

ぶ
上
で
有
効
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
直
接
為
景
・
謙
信
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
で
も
同
じ
で
あ
る
。
謙
信
宛
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
た
め
、
こ
こ
で
は
大
永
六

年
（
一
五
二
六
）
に
領
主
等
か
ら
為
景
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
群
を
取
り
上
げ
る
【
⑱
Ⅴ
】
。
当
時
の
為
景
は
越
後
国
主
と
し
て
、

国
内
に
対
し
て
支
配
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
時
期
に
あ
た
る
が
、
そ
の
最
中
に
下
郡
の
諸
将
と
抗
争
が
起
き

、
彼
等
と
の
和
睦
に
際

29

し
て
発
給
さ
れ
た
の
が
こ
の
時
の
起
請
文
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
為
長
に
従
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。

五
通
の
う
ち
【

・

】
【

・

】
の
勧
請
神
が
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
。
黒
川
盛
重
の
み
国
鎮
守
を
記
載
し
て
い
な
い
点

13

14

15

17

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
直
前
ま
で
の
神
は
【

・

】
と
一
致
す
る

。
ま
た
中
条
氏
は
【
９
】
で
は
国
鎮
守
を

15

17

30

記
載
し
て
い
な
い
が
、
為
景
宛
の
【

・

】
に
は
国
鎮
守
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
神
仏
が
領
主
等
に

12

17

と
っ
て
共
通
の
神
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
為
景
の
側
か
ら
も
そ
の
記
載
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
越
後
国
内
の
領
主
等
は
荘
鎮
守
や
国
鎮
守
と
い
っ
た
国
内
鎮
守
を
介
し
て
相
互
に
関
係
を
結
ぶ
存
在
で
あ
り
、
荘
内
領
主

間
協
約
の
よ
う
な
小
領
域
の
場
合
に
は
荘
鎮
守
レ
ベ
ル
の
神
を
、
そ
れ
を
越
え
て
遠
方
領
主
間
で
起
請
文
を
取
り
交
わ
す
場
合
に
は

双
方
の
領
域
を
包
括
可
能
な
国
鎮
守
を
そ
の
中
心
に
据
え
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
国
内
の
諸
鎮
守
を
介
し
た
領
主
間
結
集
が
重

層
的
に
国
内
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
領
主
等
の
上
に
立
つ
謙
信
が
な
ぜ
国
鎮
守
を
記
載
し
な
い
の
か
、
そ
し
て

春
日
社
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
た
の
か
。
節
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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第
三
節

謙
信
の
領
主
統
合
と
春
日
社

（
一
）
謙
信
と
国
鎮
守

な
ぜ
謙
信
は
自
身
の
起
請
文
に
国
鎮
守
を
記
載
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
謙
信
が
越
後
国
鎮
守
を
崇
敬
し
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
彼
が
国
鎮
守
へ
の
崇
敬
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
願
文
の
存
在
か
ら
指
摘
で
き
る
。
謙
信
の
願

文
は
写
し
を
含
め
一
八
通
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
一
覧
は
【
表
⑲
】
で
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
彼
の
願
文
を
取
り
上
げ
た
研
究
に
お
い
て

は
、
彼
の
信
仰
の
深
さ
や
宗
教
の
政
治
的
利
用
、
さ
ら
に
は
神
仏
を
超
え
た
意
識
ま
で
も
が
読
み
取
ら
れ
て
い
る

。
こ
こ
で
は
と

31

く
に
願
文
の
提
出
先
の
寺
社
に
注
目
す
る
。

願
文
の
【
１
・
２
・

】
は
甲
斐
の
武
田
氏
と
の
川
中
島
合
戦
前
か
、
そ
の
最
中
に
信
濃
国
内
の
寺
社
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

11

る
。
【
１
・

】
の
更
級
八
幡
宮
は
川
中
島
の
重
要
な
神
社
と
さ
れ
て
い
た
が

、
当
時
は
敵
地
に
あ
た
る
。
な
お
両
願
文
は
同
社

11

32

に
原
本
が
存
在
せ
ず
、
実
際
に
捧
げ
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
神
社
に
捧
げ
る
た
め
で
は
な
く
、
世
間
に
公
示
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

。【
２
】
の
小
菅
山
元
隆
寺
は
戸
隠
・
飯
縄
と
と
も
に
北
信
濃
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ

、【
３
】

33

34

も
国
外
遠
征
に
関
わ
る
も
の
で
、
謙
信
は
前
年
よ
り
関
東
管
領
上
杉
憲
政
の
依
頼
に
よ
り
関
東
へ
出
兵
し
、
北
条
氏
の
拠
点
で
あ
る

小
田
原
包
囲
前
に
同
国
の
鶴
岡
八
幡
宮
に
捧
げ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
【
７
・
８
・
（

）
】

と
【
９
・

】
は
同
日
付
で
二
種
類

12

35

10

の
願
文
が
弥
彦
社
・
姉
倉
比
売
社
・
（
愛
宕
社
）
及
び
看
経
所

・
弥
彦
社
に
そ
れ
ぞ
れ
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
【
８
】
の
姉
倉
比
売
社

36

は
越
中
婦
負
郡
に
あ
り

、
謙
信
が
守
護
代
神
保
長
職
の
抵
抗
に
よ
り
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
に
二
度
越
中
へ
進
攻
し
て
い
る
こ

37

と
に
関
係
し
て
い
よ
う
が
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
同
社
に
願
文
が
奉
納
さ
れ
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
謙
信
が

進
攻
地
の
有
力
寺
社
に
対
し
て
願
文
を
捧
げ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
【
７
】
と
【

】
の
よ
う
に
、
越
後
一
宮
の
弥
彦
社
に
も
同
じ
願
文
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
謙
信

10

が
同
社
に
願
文
を
奉
納
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
謙
信
の
同
社
に
対
す
る
崇

敬
心
は
皆
無
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
越
後
国
内
の
寺
社
宛
の
願
文
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
【
４
・
５
・
６
】
、
そ

こ
で
は
越
後
国
内
の
保
全
を
願
っ
て
い
る

。
ま
た
木
村
康
裕
氏
は
、
謙
信
が
国
内
外
の
寺
社
に
出
し
た
安
堵
状
や
寄
進
状
か
ら
謙

38

信
と
寺
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
て
お
り
、
そ
れ
は
寺
社
に
武
運
長
久
等
の
祈
念
を
依
頼
し
、
代
わ
り
に
寺
領
安
堵
・
宛
行
を
行

う
と
い
う
関
係
で
、
願
文
か
ら
窺
え
る
関
係
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る

。
39

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
越
後
国
内
の
領
主
等
は
同
国
内
の
鎮
守
を
介
し
て
相
互
に
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
謙
信
も
そ
れ
ら
の
鎮
守
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を
崇
敬
し
て
い
た
こ
と
は
願
文
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
謙
信
の
起
請
文
に
は
国
鎮
守
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
り
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、
彼
が
国
人
と
国
鎮
守
を
介
し
た
関
係
を
築
こ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
国
鎮
守
を
用
い

な
い
な
ら
ば
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
国
人
と
関
係
を
結
ぼ
う
と
し
た
の
か
。

（
二
）
氏
神
春
日
大
明
神

と
こ
ろ
で
、
同
社
に
限
ら
ず
春
日
大
明
神
と
い
う
神
は
、
藤
原
氏
の
流
れ
を
汲
む
上
杉
氏
の
姓
氏
系
統
上
の
氏
神
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
相
澤
氏
は
、
謙
信
の
起
請
文
へ
の
同
神
の
記
載
を
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
氏
か
越
後
守
護
上
杉
氏
ど
ち
ら
か
を
意
識
し
た
も
の

と
想
定
す
る

。
さ
ら
に
詳
し
く
氏
の
論
を
追
う
と
、
謙
信
は
天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
）
に
越
後
守
護
代
長
尾
家
の
当
主
と
な
り
、

40

同
一
九
年
に
将
軍
足
利
義
輝
か
ら
白
傘
袋
と
毛
氈
鞍
覆
使
用
の
免
許
を
獲
得
し
、
越
後
守
護
上
杉
氏
と
同
格
に
な
る
こ
と
で
事
実
上

越
後
国
主
と
し
て
公
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
山
内
上
杉
氏
と
関
東
管
領
職
を
継
承
し
た
こ
と
で
、
以
後
関

東
支
配
へ
も
乗
り
出
し
て
い
く
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
し
か
し
氏
神
春
日
の
初
見
は
長
尾
政
景
宛
起
請
文
【
表
⑱

】
の
弘
治
二
年

45

（
一
五
五
六
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
内
上
杉
氏
の
氏
神
で
は
な
く
、
越
後
守
護
上
杉
氏
の
氏
神
を
意
識
し
た
も
の
と
判
断
し
て
い

る
。
そ
し
て
氏
神
春
日
は
謙
信
が
越
後
守
護
職
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
、
同
国
の
公
権
的
支
配
を
具
現
化
す
る
た
め
の
不

可
視
的
存
在
で
あ
り
、
関
東
管
領
就
任
後
も
同
様
の
意
識
で
外
部
勢
力
か
ら
越
後
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
と
、
謙
信
の
「
在
地
主
義

的
」
な
政
治
認
識
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
氏
は
、
謙
信
に
よ
る
氏
神
春
日
の
記
載
は
越
後
守
護
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
り
、

氏
神
春
日
に
よ
る
越
後
支
配
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
謙
信
や
先
代
為
景
が
自
身
の
家
格
を
守
護
と
同
格
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
越
後
守
護
上
杉
氏
と
は

異
な
る
も
の
で
、
長
尾
と
い
う
新
た
な
家
の
創
出
が
目
的
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る

。
さ
ら
に
謙
信
の
支
配
意
識
は
越
後
一
国

41

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
願
文
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

【
表
⑲

】
15

42
願
文
之
所

右
意
趣
者
、
賀
州
并
瑞
泉
寺
・
安
養
寺
之
一
揆
、
可
蜂
起
由
申
唱
候
、
依
之
、
当
郡
能
化
衆
六
人
申
付
、
摩
利
支
天
法
一
七
日

修
行
、
并
仁
王
経
・
尊
勝
陀
羅
尼
・
千
手
陀
羅
尼
、
衆
僧
ニ

申
、
為
読
誦
候
条
、
賀
州
・
越
中
之
凶
徒
悉
退
散
、
雑
意
消
失
、

越
中
・
信
州
・
関
東
・
越
後
、
藤
原
謙
信
分
国
、
有
無
事
安
全
長
久
堅
固
、
諸
人
得
歓
喜
、
可
住
安
堵
思
者
也
、
仍
願
文
如
件
、
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元
亀
参
年
壬申

六
月
十
五
日

藤
原
謙
信
（
朱
印
）

御
宝
前

（
傍
線
は
筆
者
）

こ
の
願
文
は
加
賀
・
越
中
の
一
向
一
揆
の
蜂
起
に
よ
り
、
能
化
衆
や
衆
僧
に
修
行
・
読
誦
を
命
じ
、
凶
徒
退
散
を
依
頼
し
た
も
の

で
あ
る
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
謙
信
は
「
越
中
・
信
州
・
関
東
・
越
後
」
を
自
身
の
分
国
と
認
識
し
、
そ
の
安
穏
を
祈
願
し
て

い
る
。
「
分
国
」
意
識
は
【
４
】
以
降
の
願
文
に
度
々
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
【
４
】
で
は
「
分
国
中
、
取
分
越
後
州
豊
饒
」
と
あ

り
、
【

】
で
は
「
分
国
何
も
無
事
長
久
、
就
中
、
越
後
国
・
上
野
・
下
野
・
安
房
何
事
な
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

13

謙
信
の
「
分
国
」
意
識
に
は
永
禄
四
年
の
関
東
管
領
就
任
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
国

々
が
そ
の
ま
ま
実
際
の
支
配
領
域
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
謙
信
の
意
識
が
越
後
国
主
に
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

謙
信
の
起
請
文
に
戻
っ
て
、
こ
こ
で
春
日
社
の
表
記
に
注
目
す
る
と
、
単
に
「
春
日
」
と
あ
る
も
の
と
「
氏
神
春
日
」
と
に
分
か

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
表
記
の
違
い
に
加
え
、
「
春
日
」
は
「
八
幡
―
春
日
」
、
「
氏
神
春
日
」
は
「
八
幡
―
他
神
―
氏
神
春
日
」

と
い
う
順
序
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
春
日
社
自
体
の
表
記
と
他
の
神
と
の
順
序
が
関
連
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
両
神
を
別
神
と
捉
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

両
表
記
に
注
意
し
つ
つ
、
改
め
て
謙
信
の
起
請
文
を
詳
し
く
み
て
い
く
（
【
表
⑱
】
を
参
照
）
。
一
通
目
と
な
る
【

】
は
「
氏

45

神
春
日
」
で
あ
る
。
同
起
請
文
は
、
謙
信
が
突
如
隠
遁
の
意
向
を
示
し
た
際

、
長
尾
政
景
の
諌
言
に
よ
り
隠
遁
を
取
り
や
め
る
と

43

い
う
も
の
で
あ
る

。
政
景
は
謙
信
と
同
じ
く
越
後
長
尾
一
族
で
元
々
繋
が
り
が
あ
っ
た
が
、
為
景
死
後
の
天
文
一
六
年
（
一
五
四

44

七
）
晴
景
・
謙
信
間
の
抗
争
で
政
景
は
晴
景
に
付
い
た
こ
と
で
謙
信
と
は
敵
対
関
係
と
な
り
、
晴
景
が
謙
信
に
家
督
を
譲
っ
た
こ
と

で
そ
の
関
係
は
修
復
さ
れ
た
か
に
み
え
た
が
、
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
、
今
度
は
謙
信
・
政
景
間
で
抗
争
が
起
き
る
。
し
か
し

謙
信
が
自
身
の
姉
を
政
景
に
嫁
が
せ
る
こ
と
で
鎮
静
化
し
、
以
後
政
景
は
謙
信
の
家
臣
と
し
て
行
動
す
る
。

こ
の
春
日
社
に
つ
い
て
相
澤
氏
が
、
越
後
支
配
の
「
正
統
性
」
獲
得
を
狙
う
謙
信
が
越
後
守
護
上
杉
氏
の
氏
神
を
自
身
の
氏
神
と

し
た
と
み
て
い
る
こ
と
は
先
に
示
し
た

。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
の
春
日
社
（
厳
密
に
は
「
氏
神
春
日
」
）
は
越
後
守
護
の
氏
神
で

45

は
な
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
同
神
は
春
日
山
の
東
麓
に
位
置
す
る
春
日
神
社
（
上
越
市
春
日
）
に
比
定
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。
同
社
は
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
奈
良
の
春
日
社
が
鉢
ヶ
峰
（
春
日
山
）
山
上
に
勧
請
さ
れ
、
永
徳
年
間
（
一
三
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八
一
―
八
四
）
に
守
護
代
長
尾
高
景
に
よ
り
現
在
地
に
移
さ
れ
鬼
門
鎮
護
と
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

。
謙
信
の
具
体
的
な
信
仰
を

46

示
す
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
謙
信
を
含
め
歴
代
の
春
日
山
城
主
か
ら
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
社
前
に
は
門
前
町

で
あ
る
「
春
日
」
が
発
達
し
、
そ
こ
が
長
尾
氏
の
拠
点
と
な
る
と
共
に
、
同
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
林
泉
寺
も
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）

に
同
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
春
日
山
城
は
元
々
越
後
守
護
の
拠
点
「
府
中
（
府
内
）
」
の
要
害
と
し
て
築
か
れ
た
が
、
当
初

か
ら
長
尾
家
が
守
り
、
為
景
期
に
は
同
家
の
居
城
と
さ
れ
た

。
こ
の
よ
う
に
長
尾
家
の
居
城
の
鎮
守
で
あ
る
春
日
社
は
長
尾
家
と

47

関
係
が
深
い
神
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
為
景
・
謙
信
が
、
越
後
上
杉
氏
と
は
異
な
る
、
新
た
な
長
尾
家
の
創
出
を
志
向
し
て
い
た
こ
と

は
先
に
触
れ
た
。
そ
の
彼
等
が
越
後
守
護
上
杉
氏
の
氏
神
を
転
用
す
る
と
は
考
え
難
く
、
時
期
的
に
も
山
内
上
杉
氏
の
氏
神
を
意
識

し
た
可
能
性
も
な
い
。
よ
っ
て
彼
等
が
氏
神
と
し
た
春
日
社
は
越
後
上
杉
氏
で
も
山
内
上
杉
氏
で
も
な
い
独
自
の
神
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
に
相
応
し
い
の
は
身
近
に
存
在
す
る
こ
の
春
日
社
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
く
【

・

】
を
み
る
と
、
こ
こ
で
は
「
春
日
」
と
あ
る
の
み
で
、
こ
の
「
春
日
」
は
氏
神
で
は
な
く
全
国
的
な
神
と
し
て
の

48

50

春
日
社
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
【

】
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
謙
信
の
関
東
管
領
就
任
に
伴
い
、
古
河
公
方
の
重
臣
簗

48

田
晴
助
に
「
関
東
管
領
就
任
は
晴
助
の
功
績
が
大
き
い
、
今
後
関
東
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
晴
助
に
相
談
す
る
」
と
誓
約
し
た
も

の
で
あ
る
。
【

】
は
同
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
越
後
国
人
の
色
部
勝
長
に
対
し
、
関
東
の
前
線
基
地
で
あ
る
下
野
国
佐
野
城
へ
の

50

出
兵
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

【

・

】
に
は
再
び
「
氏
神
春
日
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
【

】
と
同
神
と
考
え
る
。
【

】
は
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）

51

52

45

51

に
越
後
国
人
の
中
条
藤
資
が
甲
斐
の
武
田
氏
に
通
じ
た
本
庄
繁
長
か
ら
の
書
状
を
す
ぐ
に
謙
信
に
届
け
、
さ
ら
に
黒
川
家
中
の
石
塚

玄
蕃
允
の
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
忠
勤
を
称
え
て
与
え
ら
れ
た
。
で
は
【

】
は
ど
う
か
。

52

【
表
⑱

】
52

起
請
文

今
度
当
口
江

出
馬
処
、
世
間
不
見
合
則
着
陣
、
先
忠
之
験
弥
感
入
候
、
輝
虎
存
命
之
内
者
忘
失
有
間
敷
候
、
然
者
任
先
約
藤
岡

可
出
置
候
、
併
無
拠
備
ニ

候
者
、
相
当
以
替
地
可
申
合
候
、
若
此
旨
於
偽
者
、

梵
天
・
帝
釈
・
四
大
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
之
大
小
之
神
祇
、
別
而
者
、
日
光
・
月
光
・
摩
利
支
尊
天
、
八
幡
大
菩
薩
・
愛
宕

山
大
権
現
・
氏
神
春
日
大
明
神
・
天
満
大
自
在
天
神
之
可
蒙
御
罰
者
也
、
仍
如
件
、

永
禄
十
三
年
庚午
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正
月
五
日

輝
虎
（
花
押
・
血
判
）

宛
所
は
不
明
だ
が
、
謙
信
は
前
年
末
か
ら
関
東
へ
出
兵
し
、
年
明
け
早
々
に
佐
野
に
向
か
う
。
謙
信
が
そ
の
時
に
馳
せ
参
じ
た
者

の
忠
勤
を
起
請
文
中
で
褒
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
宛
所
は
関
東
の
人
物
と
想
定
さ
れ
る
。

以
上
五
通
に
み
ら
れ
る
「
春
日
」
と
「
氏
神
春
日
」
に
つ
い
て
、
そ
の
表
記
の
違
い
を
検
討
す
る
。
ま
ず
一
通
目
【

】
の
長
尾

45

政
景
は
謙
信
の
家
臣
で
あ
り
、
こ
こ
に
氏
神
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
る
。
逆
に
二
通
目
【

】
の
簗
田
晴
助
は
家
臣
で
は
な
い
た
め
、

48

氏
神
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
三
通
目
【

】
の
色
部
勝
長
と
四
通
目
【

】
の
中
条
藤
資
で
あ
る
。
双
方
と
も
揚
北
衆
に
属
す
国
人
で
あ
る
が
、
氏
神

50

51

が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
中
条
氏
宛
の
起
請
文
の
み
で
あ
る
。
こ
の
差
は
、
謙
信
と
色
部
・
中
条
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
差
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
頃
の
上
杉
家
臣
団
の
構
造
が
読
み
取
れ
る
「
侍
衆
御
太
刀
之
次
第
」

で
は
、

48

勝
長
・
藤
資
ど
ち
ら
も
第
二
グ
ル
ー
プ
の
「
披
露
太
刀
之
衆
」
に
配
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
そ
の
順
序
で
、
勝
長
は
そ
の
衆

の
中
で
は
第
四
位
に
位
置
す
る
一
方
、
藤
資
は
第
一
位
で
あ
り
、
一
門
に
次
い
で
国
人
最
高
位
の
立
場
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
同
史
料
で
は
中
条
氏
に
続
い
て
本
庄
氏
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
氏
は
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
一
度
武
田
信
玄

に
内
通
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
「
上
杉
家
軍
役
帳
」

に
は
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
ず
、
同
氏
に
代
わ
っ
て

49

色
部
氏
の
順
位
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
つ
ま
り
色
部
氏
は
、
あ
く
ま
で
本
庄
氏
に
次
ぐ
立
場
に
あ
っ
た
の

50

で
あ
り
、
対
す
る
中
条
氏
は
こ
こ
で
も
国
人
一
位
の
地
位
に
あ
る
。
ま
た
勝
長
と
謙
信
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
【

】
の
起
請
文
を

50

根
拠
に
、
出
征
を
命
じ
る
者
と
命
じ
ら
れ
る
者
と
い
う
関
係
に
は
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る

。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
国
人
で
あ

51

っ
て
も
、
謙
信
―
中
条
氏
間
と
謙
信
―
色
部
氏
間
で
は
そ
の
関
係
の
距
離
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
自
身
と
の
距
離
が
よ

り
近
い
相
手
の
起
請
文
に
の
み
氏
神
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
五
通
目
を
み
れ
ば
、
受
給
者
は
特
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
政
景
や
藤
資
と
同
じ
側
に
分
類
さ
れ
る
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
受
給
者
が
関
東
の
人
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
謙
信
の
氏
神
は
越
後
国
外
の

人
物
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
氏
神
春
日
は
越
後
支
配
の
た
め
の
神
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
そ
し
て
謙
信
の
支
配
意
識
が
越
後
国
内
に
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
先
に
み
た
通
り
で
あ
り
、
よ
っ
て
謙
信
は

越
後
国
内
外
の
領
主
を
自
身
の
下
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
際
に
用
い
た
起
請
文
に
氏
神
春
日
を
記
載
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
統
合

的
関
係
が
成
立
し
た
と
認
め
ら
れ
る
中
条
氏
宛
の
起
請
文
に
は
氏
神
を
記
載
で
き
た
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
関
係
性
に
至
っ
て
い
な

第二章 上杉謙信の領主統合と氏神春日
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い
色
部
氏
に
対
し
て
は
、
い
ま
だ
氏
神
を
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
領
主
統
合
の
段
階
差
が
起
請
文

の
氏
神
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
明
ら
か
に
し
た
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
謙
信
の
起
請
文
が
国
内
領
主
を
統
合
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

実
際
に
彼
の
起
請
文
を
み
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
全
て
に
春
日
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
越
後
の
国
鎮
守
で
あ
る
「
弥
彦
」

や
「
二
田
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
越
後
国
内
の
起
請
文
に
は
そ
れ
ら
の
国

鎮
守
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
謙
信
特
有
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

第
二
節
で
は
、
謙
信
起
請
文
に
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
国
内
で
発
給
さ
れ
た
起
請
文
を
検

討
し
た
。
そ
こ
で
は
荘
内
の
領
主
間
協
約
で
は
荘
鎮
守
を
、
荘
園
の
枠
を
越
え
て
遠
方
の
領
主
と
関
係
を
結
ぶ
に
は
国
鎮
守
を
用
い

る
と
い
う
よ
う
に
、
国
内
の
鎮
守
を
介
し
た
領
主
間
結
集
が
重
層
的
に
国
内
に
広
が
っ
て
い
た
状
況
を
確
認
し
た
。

そ
し
て
第
三
節
で
は
、
謙
信
の
起
請
文
に
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
謙
信
と
国
鎮
守
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
起
請
文
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
謙
信
が
国
鎮
守
を
崇
敬
し
て
い
た
こ
と
が
願
文
か
ら
確
認
で
き
る
こ

と
か
ら
、
謙
信
が
国
鎮
守
を
崇
敬
し
て
た
か
否
か
に
よ
っ
て
、
起
請
文
に
記
載
さ
れ
る
か
否
か
が
決
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
謙
信
は
、
国
鎮
守
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
領
主
等
の
上
に
新
た
な
権
力
を
確
立
す
る
た
め
、
彼
等
の
関
係
か
ら
抜
け
出

し
、
そ
れ
と
は
異
な
る
方
法
で
彼
等
を
統
合
し
よ
う
と
考
え
た
。
こ
れ
が
謙
信
の
起
請
文
に
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
で

あ
る
。

一
方
で
、
全
て
に
確
認
で
き
る
春
日
社
に
つ
い
て
は
、
「
春
日
」
と
「
氏
神
春
日
」
と
い
う
二
つ
の
表
記
が
み
ら
れ
、
厳
密
に
区

別
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
春
日
」
は
全
国
的
な
神
を
指
す
一
方
、
「
氏
神
春
日
」
は
先
行
研
究
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
越
後
守
護
上
杉
氏
の
氏
神
を
謙
信
が
転
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
長
尾
家
の
氏
神
と
し
て
新
た
に
定
め
た
神
で
あ
り
、

こ
の
「
氏
神
春
日
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
起
請
文
の
受
給
者
は
謙
信
の
家
臣
や
そ
れ
に
近
い
国
人
な
ど
、
自
身
の
下
に
統
合
し
よ
う

と
す
る
領
主
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
越
後
内
外
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
謙
信
は
、
国
鎮
守
で
ま
と
ま
る
領
主

等
を
統
合
す
る
た
め
に
氏
神
春
日
を
記
載
し
た
の
で
あ
る

。
52
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謙
信
は
何
度
か
改
名
し
て
い
る
が
、
本
文
中
で
は
「
謙
信
」
に
統
一
す
る
。

1
池
上
裕
子
『
戦
国
の
群
像
』
（
日
本
の
歴
史
⑩
、
集
英
社
、
一
九
九
二
年
）
。

2
相
澤
秀
生
「
上
杉
謙
信
の
誓
い
と
祈
り
」
（
『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
三
八
、
二
〇
〇
八
年
）
。

3
鶴
巻
薫
「
中
世
戦
国
期
武
家
に
お
け
る
起
請
文
の
機
能
に
つ
い
て
―
越
後
国
と
安
芸
国
を
中
心
に
―
」
（
『
新
潟
史
学
』
五
九
、

4
二
〇
〇
八
年
）
。

竹
田
和
夫
「
謙
信
の
起
請
・
祈
願
・
呪
法
―
戦
国
期
越
後
に
お
け
る
仏
神
の
祈
り
―
」
（
池
享
・
矢
田
俊
文
編
『
定
本
上
杉
謙

5
信
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

前
掲
註
３
相
澤
論
文
。

6
栗
原
修
「
起
請
文
に
み
る
「
地
域
神
」
と
地
域
社
会
―
越
後
国
小
泉
荘
の
場
合
―
」
（
廣
瀬
良
弘
編
『
禅
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘

7
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
。

前
掲
註
３
相
澤
論
文
。

8
宛
所
は
【
⑱

・

】
が
河
田
長
親
、
【

】
が
吉
江
資
堅
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
元
々
近
江
国
出
身
で
、
謙
信
が
上
洛
す
る

9

49

54

53

際
に
召
抱
え
ら
れ
て
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
三
通
と
も
彼
等
を
通
し
て
謙
信
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

池
享
・
矢
田
俊
文
編
『
上
杉
氏
年
表

為
景
・
謙
信
・
景
勝
』
（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
、
『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２
（
以
下
、

10
『
新
潟
県
史
』
）
、
『
上
越
市
史
』
通
史
編
２
（
以
下
、
『
上
越
市
史
』
）
な
ど
。

国
内
の
起
請
文
に
国
鎮
守
と
し
て
記
載
さ
れ
る
神
は
ほ
か
に
「
国
上
大
権
現
」
（
燕
市
国
上
）
が
あ
る
。
「
弥
彦
」
（
西
蒲
原
郡
弥

11
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と
こ
ろ
で
謙
信
の
こ
の
構
想
は
次
代
の
景
勝
に
も
継
承
さ
れ
た
の
か
。
景
勝
起
請
文
で
勧
請
神
の
わ
か
る
二
通
【
⑱

・

】
を

55

56

み
る
限
り
、
彼
は
謙
信
と
は
違
い
越
後
国
鎮
守
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
み
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
謙
信
の
論
理
は
景
勝
へ
は
継

承
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
当
時
の
景
勝
の
状
況
等
を
鑑
み
つ
つ
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
く
。

註



史
料
中
、
貴
船
は
「
貴
舟
」
・
「
木
船
」
、
河
内
は
「
河
内
」
・
「
川
内
」
と
い
っ
た
表
記
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
本
章
で
は
そ

12
れ
ぞ
れ
「
貴
船
」
と
「
河
内
」
に
統
一
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
掲
註
７
栗
原
論
文
に
よ
り
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
若
干
理
解
が
異
な
る
点
も
あ
る
た
め
筆

13
者
自
身
で
も
み
て
い
く
。

小
泉
荘
と
そ
の
領
主
に
つ
い
て
は
『
村
上
市
史
』
通
史
編
一
（
以
下
、
『
村
上
市
史
』
）
な
ど
に
拠
っ
た
。

14
小
河
長
資
は
当
時
ま
だ
三
氏
と
同
格
で
は
な
く
、
内
容
も
鮎
川
・
本
庄
氏
の
も
の
と
は
異
な
り
従
属
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る

15
【
⑱

】
。

22

こ
の
時
の
も
の
を
含
め
彼
等
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
羽
下
徳
彦
「
越
後
に
お
け
る
永
正
～
天
文
年
間
の
戦

16
乱
―
後
上
杉
政
権
成
立
前
史
―
」
（
同
著
『
中
世
日
本
の
政
治
と
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
六
一
年
）
、

佐
藤
博
信
「
戦
国
大
名
制
の
形
成
過
程
―
越
後
国
の
場
合
―
」
（
同
著
『
越
後
中
世
史
の
世
界
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
初

出
一
九
七
三
年
）
、
池
享
「
大
名
領
国
形
成
期
に
お
け
る
国
人
層
の
動
向
―
越
後
阿
賀
北
衆
を
例
と
し
て
―
」
（
同
著
『
大
名
領

国
制
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
が
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
当
該
期
の
荘
内
の
動
向
に

つ
い
て
は
『
新
潟
県
史
』
、
『
村
上
市
史
』
な
ど
に
も
詳
し
い
。
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彦
村
）
と
「
二
田
」
（
柏
崎
市
西
山
町
二
田
）
は
そ
れ
ぞ
れ
越
後
国
の
一
宮
・
二
宮
で
あ
っ
た
が
、
室
町
期
に
越
後
守
護
上
杉
家

の
保
護
を
受
け
て
「
居
多
」
（
上
越
市
五
智
）
が
一
宮
と
さ
れ
、
双
方
が
一
宮
を
主
張
し
た
た
め
、
越
後
に
は
弥
彦
・
居
多
の
二

社
が
一
宮
と
し
て
並
立
す
る
体
制
が
成
立
し
た
。
「
関
三
所
」
は
現
在
の
関
山
神
社
（
妙
高
市
関
山
）
に
比
定
さ
れ
、
妙
高
山
信

仰
を
背
景
に
そ
の
登
山
口
に
成
立
し
、
戦
国
末
に
は
鎮
守
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
ほ
か
、
謙
信
期
に
は
勧
学
・
山
伏
修
験
の
場

と
し
て
栄
え
た
。
「
蔵
王
」
は
現
在
の
金
峰
神
社
（
長
岡
市
西
蔵
王
）
に
比
定
さ
れ
、
平
安
後
期
に
大
和
金
峰
山
か
ら
記
載
さ
れ

た
神
と
さ
れ
る
。
南
北
朝
期
に
は
六
十
六
部
納
経
所
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
に
広
く
知
ら
れ
た
霊
験
所
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
。

「
府
中
六
所
」
（
上
越
市
国
府
）
は
唯
一
謙
信
起
請
文
に
登
場
す
る
在
地
神
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
国
府
に
存
在
し
、
惣

社
が
つ
く
ら
れ
る
前
に
国
内
の
主
要
な
神
を
六
柱
記
載
し
た
も
の
だ
が
、
御
館
の
乱
で
廃
絶
し
、
代
わ
り
に
八
幡
宮
と
し
て
現

在
に
至
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
「
国
上
大
権
現
」
は
国
上
山
の
南
中
腹
に
あ
る
真
言
宗
豊
山
派
の
国
上
寺
を
指
し
、
同
寺
は
弥

彦
社
の
本
地
で
あ
る
（
『
新
潟
県
史
』
、
『
上
越
市
史
』
な
ど
に
拠
る
。
「
府
中
六
所
」
に
つ
い
て
は
金
子
拓
男
「
府
中
八
幡
神
社

と
中
世
の
府
中
六
所
明
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
上
越
市
史
研
究
』
六
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
）
。
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前
掲
註

。

17

16

小
河
長
資
起
請
文
は
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
で
は
「
当
庄
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
栗
原
氏
が
写
真
で
「
両
庄
」
と
確
認

18
し
て
い
る
（
前
掲
註
７
栗
原
論
文
）
。

こ
れ
は
、
実
際
は
為
景
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
彼
等
の
起
請
文
が
な
い

19
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
初
め
て
記
載
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
。

前
掲
註
７
栗
原
論
文
。

20
『
新
潟
県
史
』
、
『
村
上
市
史
』
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系

新
潟
県
の
地
名
』
（
以
下
、
『
新
潟
県
の
地
名
』
）
な
ど
。

21

15

『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
・
二
三
六
一
。
こ
の
史
料
は
二
点
現
存
し
て
、
『
色
部
史
料
集
』
（
井
上
鋭
夫
編
、
新
潟
史
学
会
、
一

22
九
六
八
年
）
収
録
の
米
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
本
と
、
『
越
後
国
人
領
主
色
部
氏
史
料
集
』
（
田
島
光
男
編
、
神
林
村
教
育
委
員
会
、

一
九
七
九
年
）
収
録
の
色
部
正
長
氏
所
蔵
本
が
あ
る
。
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
に
は
、
色
部
正
長
氏
所
蔵
本
を
底
本
に
、
米
沢
私

立
図
書
館
所
蔵
本
と
の
相
違
や
追
加
項
目
を
注
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
両
本
の
成
立
は
一
七
〇
〇
年
代
後
半
と
推
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
慶
長
初
年
以
前
ま
で
の
色
部
領
の
姿
と
さ
れ
る
（
長
谷
川
伸
「
「
色
部
氏
年
中
行
事
」
の
基

礎
的
考
察
―
戦
国
期
在
地
年
中
行
事
伝
写
の
意
義
―
」
『
日
本
史
研
究
』
三
四
九
、
一
九
九
一
年
）
。

同
史
料
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
博
信
「
「
色
部
年
中
行
事
」
に
つ
い
て
」
（
同
著
『
越
後
中
世
史
の
世
界
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六

23
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）
、
藤
木
久
志
「
在
地
領
主
の
勧
農
と
民
俗
」
（
同
著
『
戦
国
の
作
法
―
村
の
紛
争
解
決
―
』
平
凡
社
、

一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）
、
中
野
豈
任
『
祝
儀
・
吉
書
・
呪
符
―
中
世
村
落
の
祈
り
と
呪
術
―
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
八
年
、
な
お
『
新
潟
県
史
』
第
三
章
中
野
氏
執
筆
部
分
も
参
照
）
、
前
掲
註

長
谷
川
論
文
で
詳
細
に
分
析
が
な
さ
れ
、
長

22

谷
川
氏
は
同
史
料
を
「
戦
国
期
社
会
に
存
在
し
て
い
た
普
遍
的
な
主
従
制
的
結
合
と
、
そ
の
確
認
儀
礼
の
た
め
の
恒
常
的
な
貢

納
シ
ス
テ
ム
→
儀
礼
の
執
行
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
全
体
を
核
と
し
て
、
色
部
氏
の
在
地
領
主
と
し
て
の
『
心
意
統
治
の
法
』
を

表
し
た
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
。

牧
目
は
か
つ
て
色
部
惣
領
家
が
住
ん
で
い
た
地
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
牧
目
に
つ
い
て
は
、
田
中
達
也
氏
が
「
戦
国
期
越
後
に

24
お
け
る
集
落
形
成
―
北
越
後
色
部
氏
領
に
お
け
る
牧
目
村
を
事
例
と
し
て
―
」
（
『
人
文
地
理
』
四
八
―
二
、
一
九
九
六
年
）
で

検
証
し
て
い
る
。

前
掲
註
７
栗
原
論
文
。

25
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ま
た
「
当
郡
」
と
「
当
庄
」
と
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
よ
り

26
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

「
上
杉
定
実
書
状
」
（
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
・
一
七
二
）
。

27
前
掲
註

『
上
杉
氏
年
表

為
景
・
謙
信
・
景
勝
』
。

28

10

『
新
潟
県
史
』
、
前
掲
註

『
上
杉
氏
年
表

為
景
・
謙
信
・
景
勝
』
。

29

10

た
だ
し
、
勧
請
神
を
よ
く
み
る
と
「
殊
部
類
眷
属
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
国
人
の
も
の
で
は
「
殊
」
の
後
に
国
鎮
守
が

30
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
盛
重
も
「
殊
」
に
続
い
て
国
鎮
守
を
記
載
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
の
ほ
か
の
黒
川
氏
関
係
の
起
請
文
に
も
国
鎮
守
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
氏
神
の
三
浦
十
二
天
が
み
ら
れ
る
【
⑱

３
～
８
】
。
こ
の
こ
と
か
ら
謙
信
と
同
様
の
志
向
性
を
黒
川
氏
が
有
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
中
条
氏
に
も
同
様

の
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
【
⑱
９
・

】
。

12

願
文
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
、
井
上
鋭
夫
『
謙
信
と
信
玄
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
至
文
堂
一
九
六
四
年
刊
の
再
刊
）
、

31
杉
山
博
『
戦
国
大
名
』
（
日
本
の
歴
史

、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
）
、
脇
田
晴
子
『
大
系
日
本
の
歴
史
７

戦
国
大
名
』

11

（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）
、
山
室
恭
子
『
群
雄
創
世
記
―
信
玄
・
氏
綱
・
元
就
・
家
康
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
、
小

和
田
哲
男
『
呪
術
と
占
星
の
戦
国
史
』
（
新
潮
社
、
一
九
九
八
年
）
、
笹
本
正
治
『
戦
国
大
名
の
日
常
生
活
―
信
虎
・
信
玄
・
勝

頼
―
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
福
原
圭
一
「
上
杉
氏
か
ら
み
た
川
中
島
合
戦
と
飯
山
」
（
笹
本
正
治
監
修
『
川
中
島
合
戦
再

考
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
木
村
康
裕
「
上
杉
謙
信
の
願
文
」
（
同
著
『
戦
国
期
越
後
上
杉
氏
の
研
究
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
多
数
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
木
村
氏
の
論
考
は
願
文
一
八
通
を
詳
細
に
分
析
し
て
お

り
、
本
稿
も
こ
れ
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
相
澤
氏
も
前
掲
註
３
論
文
で
願
文
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

『
日
本
歴
史
地
名
大
系

長
野
県
の
地
名
』
（
以
下
、
『
長
野
県
の
地
名
』
）
。

32

20

前
掲
註

山
室
著
書
。

33

31

『
長
野
県
の
地
名
』
。

34
【
⑲

】
も
【
⑲
７
・
８
】
と
同
文
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
永
禄
八
年
は
七
年
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（
前
掲
註

35

12

31

木
村
論
文
）
。
奉
納
先
の
愛
宕
社
は
上
越
市
の
愛
宕
神
社
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
『
新
潟
県
の
地
名
』
）

こ
れ
は
春
日
山
城
内
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
願
文
以
降
看
経
所
宛
の
願
文
が
多
く
な
り
、

36
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『
日
本
歴
史
地
名
大
系

富
山
県
の
地
名
』
（
以
下
、
『
富
山
県
の
地
名
』
）
。

37

16

「
人
民
帰
安
堵
之
思
（
中
略
）
成
此
檀
祈
除
庶
人
之
愁
、
然
者
、
分
国
中
、
取
分
越
後
州
豊
饒
、
安
全
酬
此
誠
精
」
【
⑲
４
・

38
５
】
、
「
越
後
国
豊
饒
安
全
長
久
」
【
⑲
６
】
な
ど
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
木
村
氏
が
「
領
国
内
の
民
へ
の
思
い
や
り
」
（
前
掲

註

木
村
論
文
）
と
み
る
の
に
対
し
、
相
澤
氏
は
そ
れ
よ
り
も
政
治
色
の
強
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
（
前
掲
註
３
相
澤
論
文
）
。

31
木
村
康
裕
「
上
杉
謙
信
と
寺
社
」
（
同
著
『
戦
国
期
越
後
上
杉
氏
の
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
。

39
前
掲
註
３
相
澤
論
文
。

40
為
景
・
謙
信
の
動
向
と
家
格
上
昇
に
つ
い
て
は
、
『
定
本
上
杉
謙
信
』
（
前
掲
註
５
）
、
馬
場
透
「
戦
国
期
越
後
国
守
護
代
長
尾
氏

41
権
力
の
画
期
と
家
格
秩
序
」
（
『
新
潟
史
学
』
五
一
、
二
〇
〇
四
年
）
、
矢
田
俊
文
『
上
杉
謙
信
―
政
虎
一
世
中
亡
失
す
べ
か
ら
ず

候
―
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
、
『
新
潟
県
史
』
、
『
上
越
市
史
』
な
ど
。

御
宝
前
が
ど
こ
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
文
の
願
文
【

】
が
春
日
山
城
下
に
あ
っ
た
真
言
宗
寺
院
の
大
乗
寺
に
捧

42

16

げ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註

木
村
論
文
）
。

31

守
護
代
長
尾
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
林
泉
寺
の
六
代
目
住
職
天
室
光
育
に
宛
て
た
書
状
（
『
上
越
市
史
』
別
編
Ⅰ
・
一
三
四
）
。
謙

43
信
は
幼
少
期
を
同
寺
で
過
ご
し
て
い
る
。

こ
の
時
の
引
退
表
明
は
、
自
身
へ
の
信
任
を
家
臣
に
迫
る
一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
の
見
方
が
有
力
で
あ
る
（
池

44
享
「
謙
信
の
越
後
支
配
」
（
前
掲
註
５
『
定
本
上
杉
謙
信
』
）
な
ど
）
。
こ
の
表
明
に
対
し
、
長
尾
政
景
を
は
じ
め
と
す
る
諸
将
が

謙
信
を
引
き
止
め
、
家
臣
一
同
忠
節
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う
連
署
の
起
請
文
を
提
出
し
、
中
条
藤
資
以
下
が
人
質
を
差
し
出
し

た
と
さ
れ
て
い
る
（
『
越
佐
史
料
』
四
―
一
三
三
）
。

前
掲
註
３
相
澤
論
文
。

45
『
新
潟
県
の
地
名
』
。

46
春
日
山
城
や
そ
の
周
辺
都
市
に
つ
い
て
は
金
子
拓
男
「
上
杉
氏
に
よ
る
越
後
府
中
の
経
営
と
居
城
春
日
山
城
の
成
立
」
（
日
本
考

47
古
学
協
会
編
『
一
九
九
三
年
度
日
本
考
古
学
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
守
護
所
か
ら
戦
国
城
下
へ
―
地
方
政
治
都
市
論
の

試
み
―
』
名
著
出
版
、
一
九
九
四
年
）
や
、
矢
田
俊
文
「
戦
国
期
越
後
に
お
け
る
守
護
・
守
護
代
と
都
市
」
（
同
前
）
、
水
澤
幸

- 48 -

こ
れ
は
謙
信
が
自
己
の
正
当
性
の
宣
伝
か
ら
自
ら
神
に
向
き
合
う
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
た
め
と
の
指
摘
が
あ
る
（
前
掲
註
31

木
村
論
文
）
。
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「
越
後
侍
衆
・
馬
廻
衆
・
信
濃
・
関
東
大
名
衆
等
祝
儀
太
刀
次
第
写
」
（
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
・
八
三
二
号
）
。

48
「
天
正
三
年
上
杉
家
軍
役
帳
」
（
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
・
八
四
〇
号
）
。

49
山
本
大
・
小
和
田
哲
男
編
『
戦
国
大
名
家
臣
団
事
典

東
国
編
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
。

50
前
掲
註

矢
田
著
書
。

51

41

為
景
も
起
請
文
に
国
鎮
守
を
記
載
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
は
「
氏
神
御
霊
」
と
あ
り
【
⑱

】
、
謙
信
と
同
様
の
論
理
を
為
景
も

52

10

有
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
同
神
は
長
尾
氏
な
ど
関
東
平
氏
の
氏
神
で
、
鎌
倉
に
あ
る
御
霊
神
社
を
指
す
。
為
景
起
請
文
は

こ
の
一
通
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
謙
信
の
論
理
が
為
景
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可

能
性
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
越
後
守
護
で
あ
る
上
杉
定
実
の
起
請
文
に
は
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
て
お
り
【
⑱

】
、
定

33

実
と
為
景
・
謙
信
が
守
護
―
守
護
代
と
い
う
立
場
に
あ
っ
て
も
、
両
者
が
異
な
る
神
仏
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

- 49 -

一
「
謙
信
と
春
日
山
城
」
（
前
掲
註
５
『
定
本
上
杉
謙
信
』
）
、
『
上
越
市
史
』
な
ど
に
詳
し
い
。
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第
三
章

毛
利
氏
と
安
芸
一
宮
厳
島
社

は
じ
め
に

起
請
文
の
国
鎮
守
を
め
ぐ
っ
て
は
、
序
論
に
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
大
名
・
領
主
間
の
支
配
関
係
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
研
究
と
、

起
請
文
発
給
者
の
帰
属
意
識
の
反
映
と
み
る
研
究
と
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

。
本
章
で
は
安
芸
毛
利
氏
と
同
国
一
宮

1

で
あ
る
厳
島
大
明
神
（
以
下
、
厳
島
社
）
に
つ
い
て
、
そ
の
起
請
文
に
厳
島
社
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
。

な
お
、
戦
国
期
に
お
け
る
厳
島
社
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
井
上
寛
司
氏
が
起
請
文
に
お
け
る
国
鎮
守
の
記
載
状
況
を
根
拠
に
、
厳

島
社
が
安
芸
国
の
枠
を
越
え
て
複
数
国
に
跨
る
毛
利
領
国
全
体
の
鎮
守
神
へ
と
性
格
を
転
換
さ
せ
て
い
た
と
み
て
い
る
。
そ
の
根
拠

と
し
て
い
る
の
が
、
元
亀
三
年(

一
五
七
二)

内
藤
隆
春
の
起
請
文
で
、
そ
の
勧
請
神
は
「
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
当
国
厳
島
大
明
神
、

相
合
八
幡
大
菩
薩
、
殊
長
州
一
二
両
社
」
（
【
表
⑰

】
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
氏
は
、
厳
島
社
と
他
国
一
宮
（
こ
こ
で

34

は
長
門
一
宮
）
が
併
記
さ
れ
、
且
つ
厳
島
社
が
他
国
一
宮
の
前
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
一
宮
の
間
に
上
下
関
係
を
想
定

し
て
先
の
よ
う
な
見
解
を
導
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が

、
果
た
し
て
当
時
の
厳
島
社
の
性
格
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
は
可

2

能
で
あ
ろ
う
か
。
併
せ
て
検
討
す
る
。

さ
ら
に
毛
利
氏
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
敗
戦
に
よ
り
安
芸
国
か
ら
長
門
国
に
本
拠
を
移
転
さ
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の

よ
う
に
他
国
に
移
転
し
た
場
合
、
そ
の
起
請
文
の
国
鎮
守
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
の
起
請
文
が
多
数
残

さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
未
だ
に
言
及
し
た
論
考
は
み
ら
れ
な
い
た
め
同
時
に
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節

毛
利
氏
関
連
起
請
文
に
み
る
厳
島
社

本
節
で
は
関
ヶ
原
合
戦
以
前
ま
で
の
毛
利
氏
と
安
芸
国
内
の
領
主
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
を
対
象
と
す
る
。
該
当
す
る
事

例
に
つ
い
て
は
【
表
⑮
～
⑰
】
（
網
掛
け
以
外
）
に
示
し
た
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
厳
島
社
が
確
認
さ

れ
る
。
一
方
、
こ
の
ほ
か
に
安
芸
国
鎮
守
ら
し
き
神
仏
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
安
芸
国
内
に
お
い
て
厳
島
社
が
中
世
を
通
じ
て
一

宮
と
し
て
認
識
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
に
対
応
す
る
二
宮
・
三
宮
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う

。
な
お
国
鎮
守
を
記
載
す
る

3

際
、
他
国
で
は
国
鎮
守
の
前
に
「
当
国
」
な
ど
地
域
を
特
定
す
る
文
言
を
付
し
た
も
の
が
多
数
確
認
さ
れ
る
が
、
厳
島
社
に
つ
い
て

第三章 毛利氏と安芸一宮厳島社
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は
単
に
「
厳
島
」
と
し
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
少
数
で
は
あ
る
も
の
の
「
当
国
」
と
し
て
い
る
も
の
や
、
【
表
⑮

】
で
毛
利
氏
が
「
芸
州
」
で
厳
島
社
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
厳
島
社
は
安
芸
国
鎮
守
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た

34と
み
て
問
題
な
い
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
記
載
状
況
か
ら
、
国
内
領
主
等
が
厳
島
社
を
重
要
な
存
在
と
し
て
認
識
し
て
き
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

以
下
、
安
芸
国
内
で
発
給
さ
れ
た
起
請
文
を
み
て
い
く
が
、
毛
利
氏
は
元
々
安
芸
の
一
国
人
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
立
場

に
は
あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
彼
等
と
は
一
揆
な
ど
に
よ
っ
て
ヨ
コ
の
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
毛

利
氏
が
国
人
間
の
ヨ
コ
の
関
係
か
ら
抜
け
出
し
、
今
度
は
彼
等
と
の
間
に
タ
テ
の
関
係
を
築
い
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
彼
等
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
の
国
鎮
守
に
変
化
は
み
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
毛
利
氏
が
他
の
国
人
等
と
一
揆
を
結
ん
だ
例
と
し
て
以
下
の
史

料
を
挙
げ
る
。

【
表
⑮
１
】

安
芸
国
々
人
同
心
条
々
事
次不
第同

一
、
無
故
至
被
召
放
本
領
者
、
一
同
可
歎
申
事
、

一
、
国
役
等
事
、
依
時
宜
可
有
談
合
事
、

一
、
於
是
非
弓
矢
一
大
事
者
、
不
廻
時
刻
馳
集
、
為
身
々
大
事
可
致
奔
走
事
、

一
、
於
此
衆
中
、
相
論
子
細
出
来
者
、
共
令
談
合
、
就
理
非
可
有
合
力
事
、

一
、
京
都
様
御
事
者
、
此
人
数
相
共
可
仰

上
意
申
事
、

若
違
背
此
条
々
者
、

日
本
国
中
大
小
神
祇
、
別
者

厳
島
大
明
神
御
罰
、
各
々
可
罷
蒙
候
、
仍
連
署
之
状
如
件
、

応
永
十
一
年
九
月
廿
三
日小

河
内

沙
弥
妙
語(

花
押)

（
以
下
三
二
名
省
略
）

こ
れ
は
、
新
た
に
安
芸
国
守
護
に
任
じ
ら
れ
た
山
名
満
氏
が
、
同
国
国
人
等
の
所
領
整
理
を
実
行
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
そ
れ
に

反
対
す
る
国
人
三
三
名
が
団
結
し
て
対
処
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
る
。
署
判
者
は
省
略
し
た
が
、
こ
こ
に
は
当
主
毛
利
光
房

と
、
同
じ
く
毛
利
姓
四
名
の
署
判
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
厳
島
社
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
揆
が
、
彼
等
が
共
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通
し
て
属
す
る
安
芸
国
の
鎮
守
で
あ
る
厳
島
社
を
中
心
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

。
4

こ
こ
で
毛
利
氏
と
厳
島
社
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い

。
厳
島
社
の
安
芸
一
宮
と
し
て
の
歴
史
は
長
く
、
同
社
は
『
延
喜

5

式
』
神
名
帳
の
「
伊
都
伎
島
神
社
」
に
比
定
さ
れ
る
古
社
で
、
平
氏
一
族
の
熱
烈
な
帰
依
を
背
景
に
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
に

は
す
で
に
一
宮
の
地
位
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
毛
利
氏
と
の
関
係
を
示
す
初
見
史
料
は
、
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
毛
利
光
房
が
厳

島
社
領
小
山
を
押
妨
し
た
と
し
て
厳
島
社
か
ら
守
護
に
注
進
さ
れ
た
時
の
も
の
で

、
そ
の
後
も
毛
利
氏
に
よ
る
押
妨
は
続
い
た
が
、

6

両
者
の
関
係
が
常
に
険
悪
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
弘
元
に
よ
る
太
刀
奉
納
や
興
元
に
よ
る
社
参
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

両
者
の
関
係
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
元
就
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
元
就
が
厳
島
を
崇
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
天
文
九

年
（
一
五
四
〇
）
郡
山
合
戦
時
で
、
元
就
は
こ
の
時
、
陶
隆
房
の
仲
介
で
棚
守
房
顕
を
御
師
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
合
戦
の
勝
利
が
厳

島
社
の
加
護
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
た
と
さ
れ
る

。
そ
し
て
彼
の
厳
島
信
仰
を
よ
く
表
す
と
さ
れ
る
の
が
以
下
の
史
料
で
あ
る
。

7

「
毛
利
元
就
自
筆
書
状
」

8

一
、
我
等
事
、
不
思
議
ニ

厳
島
を
大
切
に
存
る
心
底
候
て
、
年
月
信
仰
申
候
、
さ
候
間
、
初
度
ニ
折
敷
は
た
ニ
て
合
戦
之
時

も
、
即
ハ
や
合
戦
に
及
候
時
、
自
厳
島
、
石
田
六
郎
左
衛
門
尉
御
久
米
巻
数
を
捧
ケ
来
候
条
、
さ
て
ハ
神
変
と
存
知
、
合
戦

弥
す
ゝ
め
候
て
勝
利
候
、
其
後
厳
島
要
害
為
普
請
、
我
等
罷
渡
候
処
、
存
知
之
外
な
る
敵
舟
三
艘
、
与
風
来
候
て
、
及
合
戦
、

数
多
討
捕
頸
、
要
害
之
麓
ニ
な
ら
へ
お
き
候
、
其
時
我
等
存
当
候
、
さ
て
ハ
於
当
島
弥
可
得
大
利
寄
瑞
ニ
て
候
哉
、
元
就
罷

渡
候
時
、
如
此
之
仕
合
共
候
間
、
大
明
神
御
加
護
も
候
与
心
中
安
堵
候
ツ
、
然
間
、
厳
島
を
皆
々
御
信
仰
肝
要
本
望
た
る
へ

く
候
／
＼
、

こ
れ
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
元
就
か
ら
そ
の
三
子
（
隆
元
・
元
春
・
隆
景
）
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
教
訓
状
の
う
ち
の
一
条

で
あ
る
。
天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
六
月
の
折
畑
敷
合
戦
に
お
い
て
、
元
就
は
陶
軍
を
破
る
が
、
そ
の
勝
利
が
厳
島
社
の
加
護
に

よ
る
も
の
と
認
識
し
た
元
就
は
、
同
社
を
厚
く
崇
敬
す
る
よ
う
三
子
に
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
元
就
は
こ
れ
以
降
、
出
征
ご
と
に
戦

勝
祈
願
を
依
頼
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
元
就
の
同
社
に
対
す
る
信
仰
心
は
現
世
利
益
面
の
強
い
信
仰
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る

。
9

毛
利
氏
が
安
芸
国
主
と
し
て
同
社
の
造
営
や
修
繕
を
積
極
的
に
行
っ
た
状
況
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
厳
島
社
の
社
殿
復
興
は

当
初
、
周
防
大
内
義
隆
に
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
配
下
に
あ
っ
た
元
就
以
降
の
毛
利
氏
も
社
領
寄
進
や
社
殿
の
修
繕
等

を
多
数
行
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
業
を
通
し
て
安
芸
国
主
と
し
て
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

。
10
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こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
元
就
期
が
毛
利
氏
・
厳
島
社
間
に
と
っ
て
重
要
な
画
期
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
【
表
⑮
１
～
８
】
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
元
就
よ
り
以
前
か
ら
当
主
起
請
文
に
は
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り

、
元

11

就
以
降
も
、
同
社
の
記
載
に
何
ら
か
の
変
化
も
認
め
ら
れ
な
い
。
毛
利
氏
と
厳
島
社
の
関
係
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
同
氏
は
起
請
文
上

に
お
い
て
は
厳
島
社
を
安
芸
国
鎮
守
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
毛
利
氏
と
安
芸
国
内
の
領
主
と
の
関
係
が
ヨ
コ
か
ら
タ
テ
に
変
化
し
て
い
く
事
例
と
し
て
、
国
人
天
野
氏
と
の
間
で
交
わ

さ
れ
た
起
請
文
を
挙
げ
る
。
天
野
氏
は
安
芸
国
志
芳
荘
の
国
人
で
、
毛
利
氏
と
は
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
を
初
見
に
、
天
文
一
二

年
（
一
五
四
三
）
・
同
一
八
年
（
一
五
四
九
）
・
同
二
三
年
（
一
五
五
四
）
の
四
度
に
渡
り
起
請
文
を
交
換
し
て
い
る
。

一
度
目
は
、
芸
備
両
国
に
進
攻
し
て
き
た
周
防
大
内
氏
が
、
ま
ず
毛
利
氏
を
味
方
に
付
け
、
続
い
て
天
野
氏
の
本
拠
米
山
城
を
包

囲
す
る
。
そ
の
際
毛
利
氏
が
仲
介
役
と
な
っ
て
天
野
氏
に
大
内
氏
へ
の
降
伏
を
勧
め
る
と
同
時
に
、
両
者
の
間
で
兄
弟
契
約
を
結
び

起
請
文
を
交
換
し
た
。
同
起
請
文
は
同
日
付
・
内
容
で
作
成
さ
れ
た
「
書
違
」
で
あ
り
、
両
方
の
勧
請
神
も
同
じ
で
あ
る
（
【
表
⑮

】
及
び
【
表
⑰

】
）

。
こ
の
関
係
は
継
続
さ
れ
、
天
文
一
二
・
一
八
年
の
起
請
文
【
⑮

・

】
は
そ
の
関
係
を
確
認
し
合

10

11

12

12

15

っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
四
度
目
と
な
る
天
文
二
三
年
五
月
の
起
請
文
【
⑮

】
は
、
毛
利
氏
が
大
内
・
陶
氏
と
の
断
交
を
決
意
し
た
際
、
天
野
氏

20

が
自
身
に
一
味
す
る
意
を
示
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
称
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

。
こ
の
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
ま

13

で
兄
弟
契
約
関
係
を
示
す
「
奉
公
―
扶
持
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
が
、
こ
こ
で
は
毛
利
氏
か
ら
天
野
氏
へ
の
「
奉
公
」

を
「
申
談
」
に
変
更
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毛
利
氏
の
中
で
天
野
氏
と
の
関
係
を
ヨ
コ
か
ら
タ
テ
に
組
み
替
え
て
い
こ
う
と
す
る
意

識
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
こ
の
時
天
野
氏
か
ら
返
書
と
し
て
送
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
起
請
文
も
残
さ
れ
て

14

い
る
が
【
⑰

】
、
そ
の
文
面
も
以
前
と
比
べ
る
と
毛
利
氏
へ
の
従
属
度
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

22

毛
利
氏
と
天
野
氏
間
の
ヨ
コ
の
関
係
と
タ
テ
の
関
係
を
示
す
起
請
文
を
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
の
関
係
で
あ
っ
て
も
、
双
方
の
起

請
文
に
は
変
わ
ら
ず
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
以
降
の
当
主
発
給
及
び
毛
利
氏
宛
起
請
文
を
み
て
も
変
わ
ら
ず
、

毛
利
一
門
・
家
臣
の
起
請
文
【
表
⑯
】
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

。
な
お
井
上
氏
が
厳
島
社
の
枠
組
み
が
安
芸
国
の
域
を
越
え
て

15

い
る
こ
と
を
示
す
根
拠
と
し
て
【
⑰

】
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
少
し
前
の
永
禄
一
三
年
（
一
五
七
〇
）
に
吉
川
元
春
が
発
給
し

34

た
起
請
文
（
【
⑯

】
）
に
は
「
芸
州
」
で
厳
島
社
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
数
年
後
に
突
然
厳
島
社
の
枠
組
み
が
国
外
に
も
及
ん

19

だ
と
は
捉
え
難
く
、
【
⑰

】
の
厳
島
社
に
つ
い
て
も
安
芸
国
鎮
守
と
し
て
記
載
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

34
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以
上
、
安
芸
国
内
の
起
請
文
に
お
け
る
国
鎮
守
の
記
載
状
況
か
ら
、
毛
利
氏
を
含
む
国
内
領
主
等
が
厳
島
社
を
重
要
な
存
在
と
認

識
し
、
毛
利
氏
・
そ
の
他
領
主
に
関
係
な
く
起
請
文
に
記
載
し
て
い
た
状
況
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
毛
利
氏
が
関
わ
ら
な
い
領
主
間

で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

。
こ
の
よ
う
に
国
内
で
は
厳
島
社
を
記
載
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
。
た

16

だ
し
こ
こ
か
ら
、
厳
島
社
が
大
名
に
よ
る
領
主
支
配
の
た
め
に
起
請
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
彼
等
が
安
芸
国
内
の

住
人
で
あ
っ
た
か
ら
か
、
そ
れ
を
彼
等
の
起
請
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
毛
利
氏
と
安
芸
国
外

の
領
主
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
節
で
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
二
節

安
芸
国
外
領
主
と
の
起
請
文
交
換

（
一
）
毛
利
氏
発
給
起
請
文

毛
利
氏
が
安
芸
国
外
の
領
主
宛
に
発
給
し
た
起
請
文
に
つ
い
て
は
【
表
⑮
】
に
網
掛
け
で
示
し
た
。
そ
の
初
見
と
な
る
【
⑮

】
11

の
出
羽
祐
盛
は
石
見
国
人
で
、
同
氏
の
本
領
を
押
領
し
て
い
た
近
隣
の
有
力
領
主
高
橋
氏
が
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
に
毛
利
氏
に

よ
り
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
し
て
毛
利
氏
は
出
羽
氏
に
本
領
を
返
還
し
、
さ
ら
に
本
城
常
光
の
要
害
を
攻
略
し
た
こ
と
で
、
出
羽
氏
か
ら

与
力
と
し
て
馳
走
す
る
旨
の
起
請
文
が
毛
利
氏
に
送
ら
れ
た
。
な
お
出
羽
氏
が
提
出
し
た
起
請
文
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
【

】
11

に
「
自
今
以
後
当
家
為
与
力
可
有
御
馳
走
由
、
厳
密
之
以
起
請
文
示
給
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
内
容
が
窺
い
知
れ
る
。
【

】
11

は
そ
の
返
書
と
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
国
鎮
守
は
厳
島
社
の
み
で
あ
る
。
出
羽
氏
に
対
し
て
は

【

】
の
起
請
文
も
送
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
厳
島
社
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

29毛
利
氏
は
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
厳
島
合
戦
後
、
周
防
・
長
門
を
は
じ
め
近
隣
諸
国
へ
と
進
出
し
、
そ
の
過
程
で
各
国
領
主
と

起
請
文
を
交
わ
し
、
そ
の
支
配
下
に
組
み
込
ん
で
い
く
。
そ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
開
始
さ
れ
た

周
防
進
攻
に
際
し
、
新
た
に
味
方
に
引
き
入
れ
た
同
国
国
人
椙
杜
氏
【

】
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
か
ら
同
九
年
（
一
五
六
六
）

22

ま
で
続
い
た
出
雲
進
攻
時
に
味
方
に
付
い
た
赤
穴
氏
【

】
や
湯
原
氏
【

】
宛
の
起
請
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
記
載
さ
れ

30

31

た
国
鎮
守
も
厳
島
社
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
毛
利
氏
は
相
手
が
安
芸
国
領
主
で
あ
ろ
う
と
国
外
領
主
で
あ
ろ
う
と
、

自
身
の
起
請
文
に
は
自
国
の
鎮
守
の
み
を
記
載
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
毛
利
当
主
の
起
請
文
の
数
通
に
「
杵
築
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
出
雲
一
宮

の
杵
築
大
明
神
（
以
下
、
杵
築
社
）
で
あ
る
。
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
よ
り
開
始
さ
れ
た
出
雲
進
攻
の
末
、
同
九
年
（
一
五
六
六
）
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一
一
月
に
同
国
の
大
名
尼
子
氏
が
毛
利
氏
に
降
伏
す
る
。
両
者
の
間
で
起
請
文
が
交
わ
さ
れ
、
毛
利
氏
か
ら
送
ら
れ
た
の
が
以
下
の

起
請
文
で
あ
る
。

【
表
⑮

】
34

今
度
和
談
之
儀
、
至
芸
州
以
可
有
御
下
向
之
旨
、
令
入
眼
候
、
殊
更
対
此
方
、
自
今
以
後
不
可
有
御
悪
心
之
由
、
慥
承
知
仕
候
、

然
上
ハ
於
御
身
上
一
切
不
可
有
聊
尓
候
、
向
後
無
疎
意
可
申
談
候
、
若
此
旨
於
相
違
者
、
可
罷
蒙

「
茲
ヨ
リ
牛
王
」

（
貼
紙
）

梵
天
・
帝
釈
・
四
大
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
殊
当
国
杵
築
大
明
神
・
芸
州
厳
島
両
大
明
神
・
八
幡
大
菩
薩
・
氏
神

祇
園
牛
頭
天
王
・
天
満
大
自
在
天
神
御
罰
者
也
、
仍
神
文
如
件
、

永
禄
九
年
十
一
月
廿
一
日

毛
利
右
馬
頭

元
就

御
血
判

（
以
下
発
給
・
受
給
者
省
略
）

こ
こ
に
は
「
当
国
」
で
杵
築
社
が
、
「
芸
州
」
で
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
毛
利
氏
が
他
国
鎮
守
を
記
載
し
た
事
例
は
こ

れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ
る
も
の
か
。
こ
の
ほ
か
杵
築
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
【

・

・

】
に
つ

35

40

51

い
て
も
み
て
い
く
と
、
ま
ず
【

】
は
輝
元
が
元
就
仰
せ
に
従
う
な
ど
三
か
条
に
つ
い
て
、
家
臣
桂
元
忠
を
通
し
て
元
就
に
誓
約
し

35

た
も
の
で
あ
る
。
先
の
尼
子
氏
宛
起
請
文
と
こ
の
【

】
の
共
通
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
毛
利
氏
等
が
出
雲
国
滞
在
中

35

に
発
給
さ
れ
て
い
る
。
【

】
の
佐
波
氏
は
石
見
国
人
で
あ
る
が
、
こ
の
時
も
輝
元
以
下
の
三
氏
は
尼
子
勝
久
討
伐
の
た
め
出
雲
国

40

に
出
征
中
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
の
起
請
文
も
毛
利
氏
が
出
雲
滞
在
中
の
事
例
と
な
る
。
残
る
【

】
は
元
就
の
七
男
元
康
が
、
死

51

去
し
た
兄
元
秋
（
元
就
五
男
）
に
代
わ
り
出
雲
国
の
月
山
富
田
城
の
城
番
を
命
じ
ら
れ
、
元
康
か
ら
馳
走
を
誓
う
起
請
文
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
内
容
は
出
雲
国
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
輝
元
が
こ
の
時
期
に
同
国
に
い
た
と
は

考
え
難
く
、
他
の
事
例
と
は
状
況
を
異
に
す
る
。
こ
の
一
通
を
除
く
と
、
毛
利
氏
が
出
雲
国
滞
在
中
の
場
合
に
同
国
鎮
守
の
杵
築
社

が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
出
雲
国
以
外
の
国
に
出
征
中
に
発
給
さ
れ
た
起
請
文
に
は
そ
の

国
の
鎮
守
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
例
え
ば
【

】
が
発
給
さ
れ
た
当
時
、
毛
利
氏
は
未
だ
周
防
国
に
と
ど
ま
っ
て

22

い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
起
請
文
に
は
周
防
鎮
守
ら
し
き
神
は
確
認
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
一
門
・
家
臣
の
起
請
文
【
表
⑯
】
で
は
、
当
主
起
請
文
に
比
べ
て
他
国
鎮
守
を
記
載
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
そ
れ
は
【
⑯

～

・

・

】
の
杵
築
社
（
【

】
の
「
佐
陀
」
も
出
雲
国
関
係
の
起
請
文
に
多
い
）
、
【

】
の
「
石
州
一
宮
」
、
【

・

】

10

14

19

21

10

26

29

40
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の
「
当
国
一
宮
」
で
あ
る
。

杵
築
社
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
【

】
の
益
田
藤
兼
は
石
見
国
人
で
、
吉
川
元
春
と
兄
弟
契
約
を
結
ん
だ
際
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

10

時
藤
兼
か
ら
元
春
に
送
ら
れ
た
起
請
文
も
あ
り
、
勧
請
神
は
「
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
殊
佐
陀
、
杵
築
両
大
明
神
、
厳
島
大
明
神
、

氏
神
瀧
蔵
大
権
現
、
春
日
大
明
神
、
八
幡
大
菩
薩
」
と
な
っ
て
い
る

。
続
く
【

～

】
は
、
元
就
が
こ
の
頃
一
時
危
篤
状
態
に

17

11

13

ま
で
陥
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
益
田
・
佐
波
・
平
賀
氏
が
状
況
に
よ
ら
ず
従
属
す
る
と
誓
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
元
春
・
隆
景
か

ら
当
主
代
理
の
形
で
返
書
と
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
通
は
内
容
・
勧
請
神
と
も
に
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
【

】
14

は
、
尼
子
氏
の
降
伏
に
よ
り
当
主
発
給
起
請
文
（
【
表
⑮

】
）
と
と
も
に
同
氏
に
提
出
し
た
起
請
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
【
⑯

34

～

】
に
は
立
続
け
に
杵
築
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
起
請
文
発
給
当
時
、
発
給
者
が
出
雲

10

14

国
に
滞
在
中
の
時
期
に
当
た
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
【

】
も
、
こ
の
年
尼
子
再
興
軍
征
伐
の
た
め
元
春
等
は
出
雲
国
に
出
向
い

19

て
お
り
、
同
国
滞
在
中
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
得
る
。
な
お
【

】
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
毛
利
氏
と
備
前
浦
上
氏
と
の
間
で
結

21

ば
れ
た
和
議
に
関
係
す
る
と
推
測
す
る
が
、
受
給
者
の
詳
細
や
当
時
の
毛
利
氏
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
杵
築

社
と
の
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
門
・
家
臣
起
請
文
の
杵
築
社
に
つ
い
て
も
、
当
主
同
様
起
請
文
発
給
時

に
発
給
者
が
出
雲
国
に
滞
在
中
の
事
例
が
多
い
。

そ
の
ほ
か
、
【

】
は
吉
川
元
長
が
石
見
国
人
益
田
氏
宛
の
起
請
文
に
自
身
側
の
国
鎮
守
で
あ
る
厳
島
社
と
氏
神
祇
園
社
（
同
神

26

は
毛
利
氏
神
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
次
章
で
述
べ
る
）
に
続
き
、
益
田
氏
側
の
国
鎮
守
で
あ
る
石
州
一
宮
（
物
部
神
社
）
と
同
氏
の

氏
神
瀧
蔵
大
権
現
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
相
手
側
の
神
仏
を
起
請
文
に
記
載
し
た
事
例
も
み
ら
れ

、
一
概
に
発
給
者
の

18

所
在
地
に
よ
っ
て
国
鎮
守
が
選
択
さ
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
残
る
【

・

】
に
つ
い
て
は
当
時
の
隆
景
の
所

29

40

在
地
が
不
明
で
あ
る
た
め
「
当
国
」
の
比
定
に
つ
い
て
も
保
留
と
す
る
。

以
上
、
毛
利
氏
及
び
一
門
・
家
臣
が
安
芸
国
外
の
領
主
宛
に
送
っ
た
起
請
文
で
は
、
基
本
的
に
彼
等
の
本
拠
安
芸
国
の
厳
島
社
の

み
を
記
載
し
て
い
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
滞
在
中
の
国
の
鎮
守
が
記
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
、
基
本
的
に
は
自
身

の
所
属
意
識
に
基
づ
い
て
国
鎮
守
が
選
択
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
さ
ら
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
毛
利

氏
が
安
芸
国
外
へ
と
領
国
を
拡
大
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
て
も
起
請
文
に
は
厳
島
社
し
か
挙
げ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
の
支

配
領
域
と
国
鎮
守
の
選
択
は
直
接
関
連
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る

。
19
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（
二
）
国
外
領
主
発
給
起
請
文

次
に
安
芸
国
外
の
領
主
か
ら
毛
利
氏
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
の
国
鎮
守
を
み
て
い
く
。
先
行
研
究
で
は
、
大
名
が
自
身
側
の
国
鎮

守
を
相
手
領
主
の
起
請
文
に
記
載
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
領
主
を
自
身
の
支
配
下
に
置
い
た
こ
と
に
な
る
と
の
見
方
が
な
さ
れ
て
い

る

。
こ
れ
に
は
否
定
的
な
意
見
も
出
て
い
る
が

、
実
際
に
領
主
等
が
そ
の
よ
う
な
基
準
で
国
鎮
守
を
選
択
し
て
い
た
の
か
を
明
ら

20

21

か
に
し
て
い
く
。

安
芸
国
外
の
領
主
か
ら
毛
利
氏
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
は
【
表
⑰
】
に
網
掛
け
で
示
し
た
。
一
通
目
と
な
る
【
⑰
３
】
は
「
氏
神
」

と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
大
内
氏
の
氏
神
で
あ
る
妙
見
社
を
指
す
と
推
測
す
る
。
【

】
は
備
後
国
人
と
元
就
に
よ
る
一

10

揆
契
状
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
厳
島
社
に
続
い
て
「
吉
備
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
備
後
一
宮
の
吉
備
津
神
社
を
指
す
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は

安
芸
・
備
後
両
国
の
一
宮
が
同
時
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
安
芸
・
備
後
両
国
の
国
人
が
国
を
跨
い
で
一
揆
を
形

成
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
双
方
の
国
鎮
守
を
中
心
に
こ
の
一
揆
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【

】
の
三
吉
氏
は
備
後
国
人
で
、
こ
の
起
請
文
を
提
出
し
て
以
降
毛
利
配
下
に
あ
る
。
同
氏
に
つ
い
て
は
【

】
も
あ
る
。
両

21

35

方
と
も
「
当
国
一
宮
」
で
吉
備
津
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
、
彼
等
の
本
拠
備
後
国
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
毛
利

氏
宛
の
起
請
文
に
自
国
鎮
守
し
か
記
載
し
な
い
例
は
ほ
か
に
【

】
や
【

】
、
国
鎮
守
で
は
な
い
が
【

】
も
自
身
の
神
の
み
の

38

52

50

事
例
に
該
当
す
る
。

一
方
、
【

】
の
和
智
氏
や
【

】
の
山
内
氏
は
三
吉
氏
と
同
じ
備
後
の
領
主
で
あ
る
。
し
か
し
和
智
氏
の
場
合
は
自
身
の
本
拠

29

45

地
の
神
「
吉
舎
」
及
び
一
宮
で
あ
る
吉
備
津
社
と
厳
島
社
を
、
山
内
氏
も
「
当
国
一
宮
」
（
同
じ
く
吉
備
津
社
）
と
厳
島
社
を
併
記

し
て
い
る
。
和
智
氏
は
こ
の
起
請
文
発
給
時
、
山
内
氏
も
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
に
は
毛
利
氏
に
従
属
し
て
い
る
。
よ
っ
て
三

吉
氏
を
含
め
た
こ
の
三
氏
は
、
毛
利
氏
に
従
う
備
後
国
人
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
国
で
は
、
出
雲
国
人
の
三
澤
氏
が
複
数
の
起
請
文
を
毛
利
氏
に
提
出
し
て
い
る
【

・

・

】
。
三
澤
氏
も
永
禄

39

40

43

五
年
（
一
五
六
二
）
に
は
毛
利
氏
に
従
属
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
起
請
文
と
な
る
。
こ
の
三
通
に
は
出
雲
の
杵
築
社
を
は
じ
め
日

御
碕
や
大
山
な
ど
当
該
地
域
特
有
の
神
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
厳
島
社
も
三
通
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
安
芸
国
外
の
領
主
は
基
本
的
に
自
国
鎮
守
を
記
載
し
、
同
時
に
毛
利
氏
側
の
厳
島
社
を
記
載
す
る
領
主
・
記
載
し

な
い
領
主
が
ど
ち
ら
も
確
認
さ
れ
た
。
双
方
の
領
主
の
間
に
と
く
に
相
違
点
は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
相
手
が
毛
利
氏
以
外
で
あ
っ
て
も
、

相
手
側
の
鎮
守
を
記
載
す
る
領
主
は
そ
の
相
手
の
鎮
守
を
記
載
し
て
い
る

。
よ
っ
て
相
手
側
の
神
を
勧
請
神
に
反
映
す
る
か
否
か

22
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は
個
人
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
厳
島
社
を
記
載
す
る
領
主
は
毛
利
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、
記
載
し
な
い
領
主
は
毛
利

氏
の
支
配
下
に
な
い
と
い
う
構
図
は
成
り
立
た
な
い
。
ま
た
厳
島
社
の
位
置
を
み
る
と
、
国
外
領
主
側
の
神
の
前
に
来
る
場
合
も
あ

れ
ば
後
に
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
鎮
守
間
に
上
下
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
、
毛
利
氏
に
し
て
も
他
国
領
主
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
自
身
が
所
属
す
る
国
の
鎮
守
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
起
請

文
の
国
鎮
守
は
、
基
本
的
に
は
起
請
文
の
発
給
者
が
ど
の
国
に
所
属
す
る
か
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
国
外
の
領
主
が
支
配
者
側
（
こ
こ
で
は
毛
利
氏
）
の
国
鎮
守
を
記
載
す
る
こ
と
が
、
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た

こ
と
を
示
す
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
表
面
上
は
大
名
へ
の
従
属
を
誓
い
つ
つ
も
本
心
は
異
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
、
相
手
大
名
へ
の
起
請
文
に
表
現
し
た
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
国
鎮
守
間
の
序
列
も
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
井

上
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
戦
国
期
厳
島
社
の
性
格
が
安
芸
国
鎮
守
か
ら
毛
利
領
国
全
体
の
鎮
守
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
み
る
の
は

適
切
で
は
な
く
、
当
時
の
厳
島
社
は
あ
く
ま
で
安
芸
一
国
の
枠
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る

。
23

で
は
、
大
名
・
領
主
が
長
年
本
拠
と
し
て
い
た
国
か
ら
他
国
へ
移
っ
た
場
合
、
起
請
文
の
国
鎮
守
は
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
毛
利
氏
の
場
合
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
敗
戦
に
よ
り
安
芸
国
か
ら
防
長
二
国
に
減
封
さ
れ
て
い
る
。
次

章
で
は
こ
の
時
期
に
発
給
さ
れ
た
起
請
文
を
取
り
上
げ
、
安
芸
国
領
主
と
厳
島
社
の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
み
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

第
三
節

防
長
移
転
後
の
毛
利
氏
と
厳
島
社

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
敗
戦
に
よ
り
、
毛
利
氏
は
安
芸
国
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
所
領
を
失
い
周
防
・
長
門
二
国
に

大
き
く
減
封
さ
れ
、
家
臣
と
と
も
に
両
国
へ
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
他
国
移
転
と
な
っ
た
大
名
等
に
つ
い
て
、

彼
等
の
起
請
文
に
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

（
一
）
防
長
移
転
後
の
毛
利
氏
関
連
起
請
文

ま
ず
毛
利
氏
が
安
芸
国
か
ら
防
長
両
国
に
移
る
ま
で
の
過
程
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く

。
慶
長
五
年
一
〇
月
に
周
防
・
長
門
へ

24

の
移
転
が
決
定
す
る
と
輝
元
は
薙
髪
・
隠
居
し
て
嫡
子
秀
就
に
家
督
を
譲
り
、
一
一
月
中
に
は
広
島
城
を
新
領
主
の
福
原
正
則
に
引

渡
し
、
周
防
高
嶺
城
へ
の
仮
移
転
が
決
定
す
る
。
こ
の
間
輝
元
等
は
大
坂
に
滞
在
中
で
、
翌
年
秀
就
も
江
戸
へ
人
質
と
し
て
下
向
す

る
。
同
八
年
輝
元
は
初
め
て
山
口
に
入
り
、
同
九
年
に
は
萩
城
の
築
城
が
決
定
す
る
。
そ
し
て
同
年
一
一
月
に
は
輝
元
が
萩
城
に
移
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り
、
秀
就
も
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
よ
う
や
く
同
城
に
入
る
。

毛
利
氏
の
防
長
移
転
に
伴
い
、
そ
の
一
門
・
家
臣
も
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

。
彼
等
の
移
転
状
況
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は

25

な
い
が
、
知
行
高
は
旧
来
の
五
分
の
一
と
さ
れ
る
も
の
の
、
移
転
後
も
変
わ
ら
ず
毛
利
氏
に
仕
え
る
こ
と
を
誓
っ
た
領
主
の
起
請
文

が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か

、
近
世
萩
藩
内
の
諸
家
が
所
蔵
す
る
古
文
書
・
系
譜
を
編
纂
し
た
『
萩
藩
閥
閲
録
』
に
、
戦
国
期
毛
利
氏

26

か
ら
の
書
状
等
が
多
数
収
録
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
期
に
毛
利
配
下
に
あ
っ
た
多
く
の
領
主
が
萩
に
随
従
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

。
27

な
お
、
そ
の
よ
う
な
領
主
が
多
数
い
る
一
方
、
備
後
三
吉
氏
の
よ
う
に
、
移
転
に
は
従
わ
な
か
っ
た
領
主
も
複
数
存
在
し
た

。
28

当
該
期
に
発
給
さ
れ
た
毛
利
氏
の
起
請
文
は
【
表
⑳
】
に
示
し
た
。
こ
の
う
ち
【
⑳
１
～
３
】
は
、
同
年
の
九
月
二
二
日
付
で
家

康
側
に
提
出
さ
れ
た
も
の
あ
る
。
そ
し
て
広
島
城
の
引
渡
し
も
完
了
し
て
い
る
慶
長
六
年
、
輝
元
は
転
封
後
も
自
身
の
補
佐
を
残
り

少
な
い
一
族
で
あ
る
吉
川
広
家
・
天
野
元
政
・
毛
利
秀
元
の
三
氏
に
求
め
、
そ
れ
ぞ
れ
と
起
請
文
を
交
わ
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
天

野
元
政
宛
の
輝
元
起
請
文
が
残
さ
れ
て
い
る
【
５
】
。
元
政
は
元
就
の
七
男
で
、
安
芸
国
人
天
野
元
定
の
死
後
、
同
家
を
継
承
し
た

人
物
で
あ
る
。
こ
の
起
請
文
を
交
わ
し
た
当
時
、
輝
元
は
未
だ
伏
見
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
す
で
に
広
島
城
を
引
渡
し
た
後
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
起
請
文
に
は
未
だ
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
、
同
一
七
年
（
一
六
一
二
）
、
同
二
〇
年
（
一
六
一
五
）
に
も
厳
島
社
を
記
載
し
た
毛

利
氏
の
起
請
文
が
残
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
毛
利
氏
起
請
文
で
は
最
後
と
な
る
【

】
の
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
の
起
請
文

15

に
も
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
移
転
後
も
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、

こ
れ
ら
の
起
請
文
に
は
移
転
先
の
周
防
・
長
門
の
国
鎮
守
が
一
切
登
場
し
な
い
の
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

同
時
期
に
一
門
・
家
臣
が
発
給
し
た
起
請
文
の
一
覧
は
【
表
㉑
】
で
あ
る
。
初
見
と
な
る
広
通
起
請
文
は
、
防
長
転
封
後
も
毛
利

氏
に
随
従
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
も
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
彼
等
の
起
請
文
に
い
た
っ
て
は
寛

永
二
年
（
一
六
二
五
）
ま
で
厳
島
社
が
確
認
で
き
る
【
㉑

・

】
。
そ
し
て
彼
等
の
起
請
文
も
当
主
同
様
、
移
転
先
の
国
鎮
守
は

71

72

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
毛
利
氏
及
び
一
門
・
家
臣
と
も
に
、
安
芸
国
を
離
れ
て
以
降
も
厳
島
社
を
記
載
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
彼
等
が
戦
国
期
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
安
芸
国
に
所
縁
の
あ
る
領
主
で
あ
り
、
突
然
他
国
へ

の
移
転
が
決
定
し
た
と
は
い
え
、
長
年
本
拠
と
し
て
き
た
安
芸
国
や
、
彼
等
の
中
心
に
あ
っ
た
厳
島
社
と
の
関
係
を
、
移
転
後
直
ち

に
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る

。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
臣
が
毛
利
氏
の
移
転
に
従
う
か
否
か
、
家
臣

29
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に
対
す
る
給
地
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
な
ど
、
彼
等
が
移
転
後
直
ち
に
新
領
地
で
の
生
活
に
切
り
替
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し

ば
ら
く
は
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
影
響
し
て
、
彼
等
が
防
長
移
転
後
も
な

お
安
芸
国
へ
の
帰
属
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
、
当
該
期
起
請
文
に
記
載
さ
れ
た
国
鎮
守
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
芸
国
へ
の
帰
属
意
識
を
持
ち
続
け
る
領
主
が
多
数
み
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
と
は
異
な
る
領
主
が
目
に
付
く
。
そ
れ
が
毛
利
秀
元

で
あ
る
。
彼
は
、
元
就
四
男
元
清
の
長
男
で
、
輝
元
が
実
子
に
中
々
恵
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
一
度
は
彼
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
輝
元
に
嫡
子
松
寿
丸
（
の
ち
の
秀
就
）
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
毛
利
家
の
家
督
相
続
権
を
辞
退
す
る

が
、
そ
れ
に
代
わ
り
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
は
長
門
一
国
を
は
じ
め
と
す
る
領
地
を
得
て
分
家
を
創
設
し
、
防
長
移
転
後
も
長

門
豊
東
な
ど
三
郡
を
得
て
櫛
崎
城
に
入
り
、
長
府
藩
を
設
置
す
る
。

秀
元
が
慶
長
五
年
以
降
に
発
給
し
た
起
請
文
は
【
表
㉑
】
で
は
七
通
【
７
・

・

・

・

・

・

】
、
彼
宛
の
も
の
も
五

19

26

27

41

57

62

通
【

・

・

・

・

】
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
半
数
に
「
当
国
一
二
両
社
」
や
「
当
国
両
社
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

20

30

32

33

35

が
、
こ
れ
は
長
門
一
・
二
宮
（
住
吉
社
・
忌
宮
社
）
を
指
す

。
同
時
期
の
一
門
・
家
臣
の
起
請
文
全
体
を
通
し
て
み
て
も
、
同
神

30

は
秀
元
関
係
の
起
請
文
に
集
中
し
て
い
る
。
な
ぜ
彼
が
長
門
鎮
守
を
記
載
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
彼
が
文
禄
四
年
に
長
門
国
を
与

え
ら
れ
て
以
降
、
同
国
を
拠
点
と
し
て
い
る
こ
と
と
深
く
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
秀
元
が
長
門
国
に
移
る
前
に
発
給
さ
れ
た
、
秀
元
関
係
の
起
請
文
を
み
る
と
、
秀
元
発
給
が
四
通
【
⑰

・

・

・

47

55

58

】
、
秀
元
宛
が
二
通
あ
る
が

、
そ
の
全
て
に
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
長
門
鎮
守
を
記
載
し
た
も
の
は
一
通
も
み
ら

66

31

れ
な
い
。
よ
っ
て
、
本
拠
を
長
門
国
に
移
す
以
前
の
秀
元
は
、
他
の
領
主
等
と
同
じ
く
厳
島
社
を
起
請
文
に
記
載
す
る
領
主
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
秀
元
は
本
拠
の
移
転
後
ま
も
な
く
、
起
請
文
に
記
載
す
る
国
鎮
守
を
移
転
先
の
神
に
変
更
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
や
は
り
、
彼
の
本
拠
地
が
長
門
国
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
、
所
属
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
早
々
に
切
り
替
え
が
な
さ
れ
た
の
は
、
輝
元
等
の
移
転
が
彼
等
の
意
に
反
し
て
強
制
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と

は
異
な
り
、
こ
の
時
の
移
転
は
秀
元
同
意
の
上
で
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
長
門
移
転
後
の
秀
元
起
請
文

の
中
に
も
、
厳
島
社
を
記
載
す
る
一
方
で
長
門
鎮
守
を
記
載
し
な
い
起
請
文
や
、
国
鎮
守
自
体
を
挙
げ
な
い
起
請
文
も
確
認
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
受
取
側
と
の
関
係
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
両
国
鎮
守
を
ど
の
よ
う
に
使

い
分
け
て
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
秀
元
関
係
の
起
請
文
に
長
門
鎮
守
が
集
中
し
て
い
る
の
は
、

秀
元
の
本
拠
移
転
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
移
転
後
ま
も
な
く
移
転
先
の
国
鎮
守
へ
の
切
り
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替
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
秀
元
の
み
で
は
あ
る
が
、
同
様
の
領
主
が
ほ
か
に
存
在
し
た
可
能
性
も
十
分

考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
ほ
か
移
転
先
へ
の
国
鎮
守
の
切
り
替
え
の
兆
し
が
読
み
取
れ
る
も
の
と
し
て
【
表
㉑

】
を
挙
げ
る
。
同
起
請
文
は
次
章
で

18

も
扱
う
が
、
こ
れ
は
毛
利
氏
の
「
家
中
」
内
規
約
を
挙
げ
、
そ
の
構
成
員
に
よ
る
連
署
形
式
で
規
約
遵
守
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
前
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
神
功
皇
后
」
で
あ
る
。
同
神

は
、
神
功
皇
后
を
主
神
と
す
る
長
門
二
宮
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
二
宮
の
み
を
記
載
し
た
明
確
な
根
拠
は
示
し
得
な
い
が
、
長
門

一
・
二
宮
に
つ
い
て
は
、
周
防
大
内
氏
に
よ
り
一
宮
で
は
な
く
二
宮
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
が
毛
利
氏
に
も
継
承
さ
れ
た
こ
と
と
関
係

し
て
い
る
と
考
え
る

。
よ
っ
て
こ
こ
に
は
安
芸
鎮
守
と
長
門
鎮
守
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

32

以
上
、
防
長
転
封
時
期
の
毛
利
氏
及
び
一
族
・
家
臣
の
起
請
文
に
は
、
両
国
へ
の
移
転
後
も
な
お
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
続
け
て
い

る
一
方
、
秀
元
の
よ
う
に
移
転
後
直
ち
に
そ
の
国
の
鎮
守
へ
の
切
り
替
え
が
行
わ
れ
た
領
主
も
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

毛
利
氏
を
含
め
多
く
の
領
主
が
厳
島
社
を
記
載
し
続
け
た
の
は
、
依
然
と
し
て
安
芸
国
へ
の
帰
属
意
識
を
彼
等
が
有
し
て
い
た
こ
と

の
表
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
敗
戦
に
よ
る
強
制
的
な
移
転
と
い
う
特
異
な
状
況
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
秀
元
の
起
請
文
に
み

る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
本
拠
が
変
わ
れ
ば
起
請
文
に
記
載
す
る
国
鎮
守
も
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
厳
島
社
を
記
載
し
続
け
る
状
況
は
、
こ
の
後
も
近
世
を
通
じ
て
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に

後
の
起
請
文
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
は
ど
の
国
の
鎮
守
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
近
世
萩
藩
と
厳
島
社

前
節
に
お
い
て
、
毛
利
氏
や
一
族
・
家
臣
の
起
請
文
に
、
防
長
転
封
後
も
寛
永
年
間
ま
で
は
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

み
て
き
た
。
こ
の
状
況
は
そ
の
後
も
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
該
当
す
る
起
請
文
は
今
の
と
こ
ろ
七
通
確
認
で
き
る
（
【
表
㉒
】
を
参

照
）
。
こ
の
七
通
全
て
に
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
段
階
に
お
い
て
、
寛
永
二
年
吉
見
政
春
・
吉
川
広
正
起
請

文
が
、
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
た
最
後
の
起
請
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
六
通
目
ま
で
は
国
鎮
守
自
体
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
七
通
目
に
「
当
国
一
二
両
社
」
（
長
門
一
・
二
宮
で
あ
ろ
う
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
の
起
請
文
に
は
国
鎮
守
自
体
が
登
場

し
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
正
保
期
以
降
の
起
請
文
に
は
全
く
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
長
門
鎮

守
の
み
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
み
て
、
近
世
萩
藩
で
は
寛
永
期
頃
を
境
に
、
起
請
文
に
厳
島
社
を
記
載
し
な
く
な
っ
て
お
り
、
さ
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ら
に
こ
の
頃
に
長
門
鎮
守
へ
の
切
り
替
え
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
得
る
。

さ
ら
に
、
防
長
転
封
後
の
毛
利
氏
と
厳
島
社
の
関
係
を
探
る
上
で
「
厳
島
文
書
」

に
注
目
す
る
と
、
戦
国
期
を
通
じ
て
多
数
発

33

給
さ
れ
て
い
た
厳
島
社
宛
の
毛
利
氏
の
文
書
が
、
防
長
転
封
と
同
時
に
激
減
し

、
新
領
主
福
島
正
則
に
関
す
る
文
書
に
切
り
替
わ

34

る
。
そ
の
ほ
か
の
記
録
類
に
も
毛
利
氏
と
厳
島
社
の
関
係
を
示
す
よ
う
な
記
述
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
寛
永
期
を
境

に
、
毛
利
氏
と
厳
島
社
の
関
係
は
途
切
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
両
者
の
関
係
が
近
世
初
期
の
段
階
で
途
切
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
毛
利
氏
等
と
厳
島
社
と
の
関
係
は
、
彼
等
が
安
芸
国
に
い
て
こ
そ
続
く
も
の
で
あ
り
、
基
本
的

に
土
地
の
移
転
に
伴
っ
て
彼
等
が
よ
る
べ
き
国
鎮
守
も
変
更
さ
れ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
厳
島
社
は
こ
の
時

期
に
な
っ
て
も
な
お
安
芸
国
鎮
守
と
し
て
の
枠
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
関
ヶ
原
敗
戦
に
よ
り
安
芸
国
を
離
れ
た
毛
利
氏
や
家
臣
等
の
起
請
文
に
は
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
続

け
て
い
た
。
こ
れ
は
、
防
長
転
封
後
も
彼
等
が
安
芸
国
へ
の
帰
属
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
も
近
世
を
通
じ
て
は
続
い
て
お
ら
ず
、
移
転
先
で
の
体
制
整
備
に
伴
い
徐
々
に
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
国
鎮
守
は
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
基
本
的
に
一
国
の
鎮
守
と
し
て
の
性
格
を
保
ち
続
け
て
お
り
、
ま
た
、
領

主
等
と
国
鎮
守
と
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
彼
等
が
そ
の
国
を
本
拠
と
し
て
い
る
間
の
み
で
あ
り
、
基
本
的
に
彼
等
の
本
拠
地
が
変
わ

れ
ば
起
請
文
の
国
鎮
守
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
章
で
は
安
芸
毛
利
氏
を
事
例
に
、
そ
の
起
請
文
に
国
鎮
守
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
戦
国
期
安
芸
国
で
は
毛
利
氏
・
領
主
と
も
に
そ
の
起
請
文
に
同
国
一
宮
で
あ
る
厳
島
社
を
記
載
し
て
お

り
、
国
内
鎮
守
の
中
で
厳
島
社
が
重
要
な
存
在
と
し
て
彼
等
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
第
二
節
で
は
、
毛
利

氏
と
安
芸
国
外
の
領
主
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
に
は
、
双
方
が
自
身
の
属
す
る
国
の
鎮
守
が
そ
れ
ぞ
れ
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
状
況
か
ら
、
起
請
文
の
国
鎮
守
は
、
基
本
的
に
起
請
文
発
給
者
が
ど
の
国
の
住
人
か
と
い
う
所
属
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
支
配
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
、
関
ヶ
原
敗

戦
後
に
安
芸
国
か
ら
防
長
両
国
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
毛
利
氏
等
に
つ
い
て
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
彼
等
の
起
請
文
に
厳
島
社
が

記
載
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
等
が
移
転
後
も
な
お
安
芸
国
へ
の
帰
属
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
論
じ
た
。
ま
た
こ
の
状



宮
島
敬
一
「
戦
国
期
権
力
の
形
成
と
地
方
寺
社
―
肥
前
龍
造
寺
氏
と
河
上
社
―
」
（
本
多
隆
成
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
権
力
と
社

1

会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
、
松
田
博
光
「
戦
国
末
期
の
起
請
文
に
関
す
る
一
考
察
―
「
龍
造
寺
家
文
書
」
の
事
例
を
中

心
に
―
」
（
『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
一
五
、
二
〇
〇
二
年
）
、
堀
本
一
繁
「
戦
国
期
に
お
け
る
肥
前
河
上
社
と
地
域
権
力
」

（
一
宮
研
究
会
編
『
中
世
一
宮
制
の
歴
史
的
展
開

上
：
個
別
研
究
編
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
。

井
上
寛
司
「
中
世
諸
国
一
宮
制
の
解
体
」
（
同
著
『
日
本
中
世
国
家
と
諸
国
一
宮
制
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
。

2
井
上
寛
司
「
中
世
諸
国
一
宮
制
の
成
立
」
（
前
掲
註
２
井
上
著
書
）
。

3
【
表
⑮
７
】
も
同
様
に
安
芸
国
人
間
の
一
揆
契
状
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ

4
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

戦
国
期
厳
島
社
と
毛
利
氏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
岡
久
人
「
戦
国
期
を
中
心
と
す
る
厳
島
社
の
社
領
支
配
機
構
」
（
『
広
島
大

5
学
文
学
部
紀
要
』
一
二
、
一
九
五
七
年
）
、
三
木
正
太
郎
「
厳
島
神
社
と
戦
国
諸
将
」
（
『
神
道
史
研
究
』
一
一
―
六
、
一
九
六
三

年
）
、
河
合
正
治
「
中
世
に
お
け
る
厳
島
神
社
の
性
格
」
（
『
神
道
学
』
四
四
、
一
九
六
五
年
）
、
岸
田
裕
之
「
厳
島
神
社
の
祭
祀
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況
は
、
近
世
を
通
じ
て
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
国
鎮
守
は
近
世
以
降
も
基
本
的
に
は
国
鎮
守
と
し
て
の
性
格
の
域
を
出
る
こ

と
は
な
く
、
基
本
的
に
彼
等
の
本
拠
地
が
変
わ
れ
ば
起
請
文
の
国
鎮
守
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
起
請
文
発
給
者
が
所
属
す
る
国
に
基
づ
い
て
、
記
載
す
る
国
鎮
守
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
規
則
は
戦
国
大
名

の
支
配
が
一
国
の
規
模
を
越
え
て
複
数
国
に
及
ん
だ
と
し
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
国
鎮
守
は
あ
く
ま
で
そ
の
国
の
鎮
守
と
し
て

の
性
格
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
戦
国
大
名
に
よ
る
領
主
統
合
に
お
い
て
、
そ
の
国
内
の
領
主
等
を
統
合
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
国
の
領
主
を
も
同
時
に
統
合
す
る
こ
と
が
、
一
国
の
枠
組
み
に
縛
ら
れ
た
国
鎮
守
に
可
能
で
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

註



「
厳
島
野
坂
文
書
」
（
『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
）
一
七
・
六
二
・
一
七
六
三
。

6
前
掲
註
５
岸
田
論
文
、
「
房
顕
覚
書
」
（
『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
）
。

7
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け

毛
利
家
文
書
』
（
以
下
『
毛
利
家
文
書
』
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
諸
家
文
書
も
同
様
に
記
載
）
四
〇
五
。

8
こ
こ
で
は
厳
島
に
関
す
る
条
文
の
み
を
抜
粋
し
た
。

前
掲
註
５
『
広
島
県
史
』
通
史
編
Ⅱ
中
世
。

9
前
掲
註
５
岸
田
論
文
。
同
論
文
で
は
、
厳
島
社
の
棚
守
房
顕
側
か
ら
毛
利
氏
に
復
興
資
金
の
援
助
を
求
め
て
い
た
事
例
か
ら
、

10
厳
島
社
側
か
ら
も
毛
利
氏
が
安
芸
国
の
公
権
力
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
状
況
を
指
摘
し
て
い
る
。

光
房
の
次
代
熙
元
に
つ
い
て
は
、
そ
の
起
請
文
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
厳
島
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
が
、
熙
元
宛
の
起
請

11
文
に
は
厳
島
が
記
載
さ
れ
て
お
り
（
【
表
⑰
１
】
）
、
彼
の
み
が
記
載
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
難
い
。

こ
の
時
天
野
氏
は
毛
利
氏
以
外
に
も
志
道
広
良
と
も
起
請
文
を
交
わ
し
て
兄
弟
契
約
を
結
び
（
【
表
⑯
１
】
）
、
大
内
氏
に
対
し
て

12
も
従
属
す
る
旨
の
起
請
文
を
差
し
出
し
て
い
る
（
『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
「
天
野
毛
利
文
書
」
一
五
）
。
こ
れ
ら
の

勧
請
神
も
天
野
・
毛
利
間
の
起
請
文
と
同
じ
で
あ
る
。

天
野
氏
宛
の
起
請
文
の
中
で
は
、
こ
の
天
文
二
三
年
の
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
毛
利
氏
の
氏
神
で
あ
る
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
る

13
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
扱
う
。
な
お
天
野
氏
宛
の
起
請
文
は
同
年
発
給
と
推
測
さ
れ
て
い
る
【
表
⑮

】
も
あ
る
が
、

21

同
起
請
文
が
発
給
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

岸
田
裕
之
『
毛
利
元
就
―
武
威
天
下
無
双
、
下
民
憐
愍
の
文
徳
は
未
だ
―
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
。

14
【
表
⑯

・

】
に
「
（
当
国
）
三
島
」
と
あ
る
。
同
神
は
村
上
氏
の
起
請
文
に
多
く
、
「
当
国
」
は
安
芸
国
を
指
す
と
考
え
ら

15

36

37

れ
る
。
な
お
【

】
に
は
厳
島
社
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
（
直
前
の
【
⑯

】
に

37

36

は
確
認
で
き
る
）
。

永
享
三
年
に
上
山
・
大
草
・
和
木
そ
れ
ぞ
れ
と
椋
梨
子
が
交
わ
し
た
起
請
文
な
ど
（
『
小
早
川
家
文
書
』
一
〇
四
・
一
〇
五
・
一

16
〇
六
）
。

『
益
田
家
文
書
』
九
〇
〇
。

17
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と
毛
利
元
就
」
（
同
著
『
大
名
領
国
の
政
治
と
意
識
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
、
『
広
島
県
史
』
（
通
史
編
Ⅱ
中
世
、
広
島

県
、
一
九
八
四
年
）
、
『
新
修
広
島
市
史
』(

第
四
巻
文
化
風
俗
史
編
、
広
島
市
役
所
、
一
九
五
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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相
手
側
の
神
仏
を
記
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
平
野
明
夫
「
徳
川
氏
の
起
請
文
」
（
同
著
『
徳
川
権
力
の
形
成
と
発
展
』
岩
田
書

18
院
、
二
〇
〇
六
年
）
。

毛
利
氏
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
が
、
薩
摩
の
島
津
氏
に
つ
い
て
は
福
島
金
治
『
戦
国
大
名
島
津
氏
の
領
国
形

19
成
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
に
は
領
国
と
す
る
各
国
鎮
守
が
列
記
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
領
国
内
の

国
鎮
守
は
全
て
挙
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
毛
利
氏
が
安
芸
国
以
外
の
分
国
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

前
掲
註
１
松
田
論
文
。

20

前
掲
註
１
堀
本
論
文
。

21

例
え
ば
山
内
氏
は
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
宍
戸
氏
と
の
間
で
盟
約
を
結
び
起
請
文
を
交
わ
し
て
い
る
が
（
『
山
内
須
藤
家
文

22

書
』
二
八
二
・
二
八
四
）
、
こ
こ
で
も
山
内
氏
は
自
国
鎮
守
と
相
手
側
の
鎮
守
を
併
記
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
本
稿
の
目
的
は
戦
国
大
名
に
よ
る
一
国
支
配
に
お
け
る
国
鎮
守
掌
握
の
必
要
性
と
同
国
支
配
に
つ
い
て
ま
で
も
否
定

23
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
起
請
文
の
勧
請
神
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
戦
国
大

名
の
権
力
確
立
と
国
鎮
守
掌
握
の
問
題
と
、
起
請
文
の
国
鎮
守
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
一
度
区
別
し
て
捉

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

光
成
準
治
『
毛
利
輝
元
―
西
国
の
儀
任
せ
置
か
る
の
由
候
―
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
、
『
毛
利
輝
元
卿
伝
』
（
渡

24

辺
世
祐
監
修
、
特
装
限
定
版
、
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）
な
ど
。

毛
利
氏
の
周
防
高
嶺
城
へ
の
移
転
に
際
し
、
一
族
及
び
一
部
重
臣
が
両
国
の
要
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
（
天
野
元
政
が
周
防
三

25
尾
城
へ
、
宍
戸
元
次
が
同
国
右
田
城
へ
、
末
次
元
康
が
長
門
荒
滝
城
へ
）
が
、
全
体
と
し
て
ど
れ
程
の
期
間
を
か
け
て
彼
等
の

移
転
が
進
め
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

【
表
㉑
１
】
な
ど
。

26

前
掲
註

『
毛
利
輝
元
卿
伝
』
に
お
い
て
も
、
多
く
の
領
主
の
知
行
地
が
削
減
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
離
反
す
る
も
の
は
少
な

27

24

か
っ
た
と
あ
る
。

毛
利
氏
の
移
転
に
従
わ
な
か
っ
た
領
主
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

光
成
著
書
で
複
数
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

28

24

彼
等
の
移
転
が
あ
る
程
度
の
期
間
を
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
期
間
に
元
本
拠
地
の
国
鎮
守
を
挙
げ
て
い
た
可

29

第三章 毛利氏と安芸一宮厳島社



【
表
⑰

】
内
藤
隆
春
起
請
文
に
「
長
州
一
二
両
社
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
。
な
お
長
門
一
・
二
宮
は
、
そ
れ

30

34

ぞ
れ
住
吉
神
社
と
忌
宮
神
社
を
指
す
。
そ
の
ほ
か
「
一
二
両
社
」
と
記
載
す
る
者
が
長
門
国
と
関
係
の
あ
る
人
物
に
限
ら
れ
る

こ
と
か
ら
み
て
も
、
当
該
地
域
で
同
様
に
表
記
さ
れ
る
神
は
長
門
一
・
二
宮
と
捉
え
て
問
題
な
い
と
考
え
る
。

『
毛
利
家
文
書
』
一
二
一
四
、
「
毛
利
博
物
館
蔵
文
書
（
庄
原
家
文
書
）
」
五
五
（
『
山
口
県
史
』
史
料
編
中
世
二
）
。

31
井
上
寛
司
「
中
世
長
門
国
一
宮
の
構
造
と
特
質
」
（
一
宮
研
究
会
『
中
世
一
宮
制
の
歴
史
的
展
開

上
：
個
別
研
究
編
』
岩
田
書

32

院
、
二
〇
〇
四
年
）
、
同
「
中
世
諸
国
一
宮
制
の
歴
史
的
構
造
と
特
質
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
四
八
、
二
〇

〇
八
年
）
、
同
「
中
世
諸
国
一
宮
制
の
変
質
」
（
前
掲
註
２
井
上
著
書
）
。

『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
・
Ⅲ
（
一
九
七
六
年
～
一
九
七
八
年
）
。

33
年
未
詳
五
月
一
六
日
毛
利
宗
瑞
（
輝
元
）
巻
数
并
供
米
等
返
事
（
「
新
出
厳
島
文
書
」
一
二
九
、
『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料

34
編
Ⅲ
、
文
書
発
給
時
期
は
一
六
〇
〇
年
～
一
六
二
五
年
）
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
毛
利
元
倶
寄
進
状
（
「
大
願
寺
文
書
」
三

〇
三
～
三
〇
五
、
『
同
上
』
）
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
毛
利
秀
就
官
途
并
一
字
書
出
（
「
厳
島
野
坂
文
書
」
八
三
三
、
『
同

上
』
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
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る
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第
四
章

安
芸
毛
利
氏
の
起
請
文
に
み
る
氏
神
の
機
能

は
じ
め
に

第
二
章
で
は
越
後
上
杉
氏
を
事
例
に
、
同
国
内
の
荘
鎮
守
な
ど
を
中
心
に
結
集
す
る
領
主
等
を
背
景
に
、
そ
の
上
に
立
つ
上
杉
謙

信
は
春
日
社
を
自
身
の
氏
神
と
定
め
、
領
主
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
際
の
起
請
文
に
同
神
を
記
載
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
う
し
た
事
象
が
上
杉
氏
の
み
に
該
当
す
る
特
殊
な
事
例
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
の
社
会
に
お
け
る
一
般
的
事
象
と
し
て

想
定
可
能
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
本
章
で
は
、
西
国
の
事
例
と
し
て
安
芸
毛
利
氏
の
起
請
文
を
取
り
上
げ
、
同
様
の
事
象
が
確
認
さ
れ
る
か
否
か
を
明
ら
か

に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
節
で
毛
利
氏
の
氏
神
名
及
び
氏
神
化
の
時
期
を
確
定
し
、
第
二
節
で
そ
の
神
が
記
載
さ
れ
た
起
請
文

に
つ
い
て
み
て
い
く
。
さ
ら
に
第
三
節
で
は
毛
利
「
家
中
」
の
起
請
文
に
も
氏
神
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
家
中
」
と
氏
神
と
の
関

係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節

毛
利
氏
と
祇
園
牛
頭
天
王

（
一
）
毛
利
氏
の
氏
神

起
請
文
か
ら
み
る
戦
国
期
毛
利
氏
の
氏
神
は
複
数
確
認
で
き
る
。
毛
利
当
主
発
給
起
請
文
【
表
⑮
・
⑳
】
の
う
ち
、
「
氏
神
」
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
神
は
、
「
祇
園
牛
頭
天
王
」
（
以
下
、
祇
園
社
）
が
一
七
通
（
【
表
⑮
・
⑳
】
か
ら
該
当
す
る
起
請
文
を
抜
粋

し
て
改
め
て
一
覧
に
し
た
も
の
が
【
表
㉔
】
。
具
体
的
な
事
例
を
示
す
場
合
は
【
表
⑮
】
の
番
号
を
用
い
る
）
、
「
当
所
七
社
」
（
氏

神
七
社
も
同
神
か
）
が
三
通
【
表
⑮
５
・

・

】
、
「
氏
神
明
」
が
二
通
【
表
⑳

・

】
、
「
大
現
明
王
」
が
一
通
【
表
⑮

】

13

15

13

14

53

に
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
単
に
「
氏
神
」
と
の
み
記
載
し
た
も
の
も
五
通
【
表
⑮

】
【
⑳
９
～

】
あ
り
、
計
二
九
通

49

12

と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
、
最
も
事
例
数
の
多
い
祇
園
社
以
外
の
氏
神
か
ら
先
に
み
る
と
、
「
当
所
七
社
」
は
当
主
が
「
当
所
」

と
し
て
い
る
か
ら
、
毛
利
氏
の
本
拠
か
そ
の
近
辺
に
存
在
し
た
神
社
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
「
氏
神
明
」
は
ど
ち
ら
も
元
和
期
（
一

六
一
五
～
二
四
）
に
入
っ
て
か
ら
の
事
例
で
あ
る
。
「
大
現
明
王
」
が
記
載
さ
れ
た
一
通
は
軍
配
日
取
に
つ
い
て
大
和
晴
完
に
送
っ
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た
も
の
で
、
そ
の
他
の
勧
請
神
と
比
べ
て
も
特
異
な
例
と
と
れ
、
そ
も
そ
も
こ
の
神
が
毛
利
氏
の
氏
神
で
あ
っ
た
か
も
判
断
し
難
い
。

な
お
、
「
氏
神
」
の
み
の
事
例
に
つ
い
て
は
氏
神
が
複
数
存
在
す
る
以
上
、
神
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事

例
数
の
少
な
い
「
当
所
七
社
」
以
下
の
神
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
神
社
を
指
す
か
な
ど
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

こ
れ
ら
の
氏
神
は
、
例
え
ば
「
当
所
七
社
」
が
天
文
年
間
以
降
み
ら
れ
な
く
な
り
、
反
対
に
「
氏
神
明
」
は
元
和
期
の
み
と
い
う

よ
う
に
、
戦
国
期
を
通
じ
て
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
最
も
多
く
の
起
請
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
祇
園
社
は
戦
国
期
を
通
じ
て
確
認
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
毛
利
氏
に
と
っ
て
同
社
が
最
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
祇
園
社
の
氏
神
化

毛
利
氏
が
氏
神
と
定
め
る
祇
園
社
は
現
在
の
清
神
社

に
比
定
さ
れ
、
「
芸
藩
通
志
」
は
同
社
に
つ
い
て
神
代
か
ら
鎮
座
す
る
古

1

社
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る

。
そ
し
て
こ
の
神
社
が
位
置
し
た
、
吉
田
荘
の
本
家
京
都
祇
園
社
が
祇
園
神
を
同
社
に
勧
請
し
て
以
降
、

2

「
祇
園
社
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

。
3

毛
利
氏

は
、
元
々
鎌
倉
幕
府
草
創
期
の
功
臣
大
江
広
元
の
四
子
季
光
を
祖
と
し
、
相
模
国
毛
利
荘
を
本
貫
と
す
る
一
族
で
あ
っ

4

た
。
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
宝
治
合
戦
に
お
け
る
季
光
等
の
敗
死
後
、
毛
利
荘
な
ど
の
所
領
が
没
収
さ
れ
る
が
、
当
時
越
後
国
に

滞
在
中
の
季
光
の
四
子
経
光
は
処
罰
を
免
れ
、
さ
ら
に
越
後
国
佐
橋
荘
南
条
と
安
芸
国
吉
田
荘
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
た
。

吉
田
荘
は
安
芸
国
高
田
郡
に
属
す
荘
園
で
、
本
家
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
京
都
祇
園
社
が
、
領
家
職
は
花
山
院
家
が
有
し
て
い

た
。
経
光
か
ら
同
荘
地
頭
職
を
譲
ら
れ
た
時
親
は
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
に
本
拠
を
吉
田
荘
に
移
し
、
居
城
郡
山
城
を
築
い
て
お

り
、
こ
れ
以
降
毛
利
氏
は
同
城
を
拠
点
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
毛
利
氏
の
居
城
の
あ
っ
た
「
郡
山
」
は
郡
衙
の
所
在
を

示
す
と
の
見
方
が
あ
り
、
毛
利
氏
の
入
部
以
前
か
ら
同
地
が
吉
田
荘
な
ど
の
地
域
の
中
心
地
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い

る

。
祇
園
社
は
同
山
の
麓
に
位
置
し
、
そ
の
位
置
関
係
や
本
家
と
の
関
係
、
由
緒
な
ど
を
考
慮
し
た
時
、
同
社
が
荘
内
諸
社
の
中

5
で
最
も
有
力
な
鎮
守
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

吉
田
荘
入
部
当
時
、
同
荘
の
北
半
分
の
み
を
治
め
て
い
た
毛
利
氏
で
あ
る
が

、
観
応
の
擾
乱
（
一
三
五
〇
～
五
二
）
に
お
い
て

6

同
荘
が
戦
場
と
な
っ
た
こ
と
で
領
家
方
が
同
荘
に
入
部
で
き
ず
、
ま
た
同
荘
か
ら
の
年
貢
が
滞
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
り
執
行
さ

れ
て
い
た
京
都
祇
園
社
の
一
切
経
会
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
以
来
、
同
荘
の
支
配
権
が
本
家
・
領
家
の
手
を
離
れ
、

毛
利
氏
に
よ
る
一
円
支
配
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
地
を
拠
点
に
勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
毛
利
氏
が
、
当
地
の
有
力
鎮
守
で
あ
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っ
た
祇
園
社
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く

、
毛
利
氏
が
郡
山
を
拠
点
に
在
地
領
主
化
す
る
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
近
隣
に

7

位
置
す
る
祇
園
社
へ
の
崇
敬
を
強
め
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
毛
利
氏
が
祇
園
社
を
氏
神
と
み
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
初
見
史
料
は
以
下
の
起
請
文
で
あ
る
。

【
表
⑮

】
34

今
度
和
談
之
儀
、
至
芸
州
以
可
有
御
下
向
之
旨
、
令
入
眼
候
、
殊
更
対
此
方
、
自
今
以
後
不
可
有
御
悪
心
之
由
、
慥
承
知
仕
候
、

然
上
ハ
於
御
身
上
一
切
不
可
有
聊
尓
候
、
向
後
無
疎
意
可
申
談
候
、
若
此
旨
於
相
違
者
、
可
罷
蒙

「
茲
ヨ
リ
牛
王
」

（
貼
紙
）

梵
天
・
帝
釈
・
四
大
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
殊
当
国
杵
築
大
明
神
・
芸
州
厳
島
両
大
明
神
・
八
幡
大
菩
薩
・
氏
神

祇
園
牛
頭
天
王
・
天
満
大
自
在
天
神
御
罰
者
也
、
仍
神
文
如
件
、

永
禄
九
年
十
一
月
廿
一
日

毛
利
右
馬
頭

元
就

御
血
判

（
以
下
省
略
）

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
は
毛
利
氏
が
祇
園
社
を
氏
神
と
し
て
い
る
が
、
同
氏
が
こ
の
時
突
然
氏
神
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
以
前
か
ら
氏
神
化
が
進
ん
で
い
た
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
全
体
的
に
「
氏
神
祇
園
牛
頭
天
王
」

と
記
載
す
る
よ
り
も
単
に
「
祇
園
牛
頭
天
王
」
と
の
み
記
載
し
て
い
た
事
例
が
多
く
、
氏
神
文
言
の
有
無
に
よ
る
差
異
も
確
認
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
先
の
起
請
文
の
祇
園
社
と
そ
の
他
の
起
請
文
で
「
祇
園
牛
頭
天
王
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
祇
園
社
は
基
本
的
に
同

神
と
捉
え
て
問
題
な
い
と
考
え
る
。

さ
ら
に
氏
神
化
の
時
期
を
遡
る
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
神
社
に
伝
わ
る
棟
札
を
取
り
上
げ
る
。
同
社
に
は
正
中
二
年
（
一

三
二
五
）
か
ら
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
か
け
て
、
社
殿
修
造
・
修
繕
時
の
棟
札
一
三
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

年
代
順
に
並
べ
【
表
㉓
】
に
示
し
た
。
【
㉓
１
】
の
「
上
御
本
家
并
信
心
施
主
」
は
京
都
祇
園
社
の
こ
と
で
あ
ろ
う

。
毛
利
氏
が

8

檀
那
と
な
っ
た
際
の
初
見
は
、
「
地
頭
」
と
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
【
２
】
と
な
る
が
、
祈
願
は
み
ら
れ
な
い
。
続
く
【
３
】
に
は

「
四
処
の
沙
汰
人
百
姓
等

万
民
快
楽

無
病
平
安
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
四
処
」
と
は
吉
田
荘
を
構
成
す
る
四
郷
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

、
こ
こ
で
は
吉
田
荘
内
の
安
穏
を
祈
願
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
光
房
は
祇
園
社
を
吉
田
荘
鎮
守
と

9

み
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

次
の
当
主
弘
元
の
棟
札
は
【
５
】
で
、
こ
こ
で
は
自
身
の
息
災
延
命
・
武
運
長
久
な
ど
と
と
も
に
「
一
門
威
勢
」
を
祈
願
し
て
い

第四章 安芸毛利氏の起請文にみる氏神の機能
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る
。
こ
の
一
門
（
家
門
）
繁
栄
を
願
う
文
言
が
こ
れ
以
降
頻
繁
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
【
表
㉓
】
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
変
化
か
ら
、
光
房
か
ら
弘
元
の
間
に
祇
園
社
に
対
す
る
意
識
に
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
こ
の
間
に
祇
園
社
を
氏

神
化
し
た
と
も
考
え
得
る
。
た
だ
し
こ
の
時
、
祇
園
社
の
性
格
が
完
全
に
毛
利
氏
の
氏
神
へ
と
転
換
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
棟
札

に
は
「
当
所
豊
育
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
【
７
】
に
は
「
一
門
繁
昌
」
と
「
当
村
安
穏
」
が
同
時
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

毛
利
氏
が
祇
園
社
に
対
し
て
氏
神
と
し
て
の
性
格
と
吉
田
荘
鎮
守
と
し
て
の
性
格
、
両
方
の
性
格
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
毛
利
氏
が
い
つ
ま
で
も
祇
園
社
を
荘
鎮
守
と
し
て
崇
敬
し
続
け
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
棟
札
の
最
後
と
な
る
【

】
は
、

13

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
に
長
年
本
拠
と
し
て
き
た
郡
山
城
か
ら
広
島
城
に
移
転
後
の
も
の
と
な
る
。
勿
論
、
毛
利
氏
が
吉
田
荘

を
去
っ
て
以
後
も
、
荘
内
で
は
鎮
守
と
し
て
存
在
し
続
け
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
吉
田
荘
領
主
か
ら
安
芸
国
主
、
さ
ら
に
七
ヶ
国
を

有
す
る
大
名
へ
と
成
長
し
て
い
く
毛
利
氏
に
と
っ
て
、
祇
園
社
の
荘
鎮
守
と
し
て
の
性
格
は
必
要
な
く
な
り
、
毛
利
氏
の
領
国
拡
大

に
伴
い
、
祇
園
社
も
氏
神
と
し
て
の
性
格
を
さ
ら
に
強
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

。
10

第
二
節

起
請
文
に
み
る
祇
園
社

毛
利
氏
関
連
起
請
文
の
う
ち
、
「
梵
天
帝
釈
」
「
日
本
神
祇
」
や
「
八
幡
」
「
天
満
」
な
ど
の
全
国
的
な
神
々
を
除
き
、
当
該
地
域

特
有
の
神
の
み
に
注
目
す
る
と
、
最
も
多
く
の
起
請
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
安
芸
国
一
宮
の
厳
島
社
と
な
る
。
同
社
に
つ
い
て

は
第
三
章
で
述
べ
た
通
り
、
起
請
文
発
給
者
の
所
属
意
識
の
反
映
で
あ
り
、
毛
利
氏
等
が
安
芸
国
を
本
拠
に
活
動
し
て
い
る
以
上
、

そ
の
起
請
文
に
厳
島
社
を
記
載
す
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。
一
方
、
祇
園
社
を
記
載
し
た
起
請
文
は
毛
利
当
主
の
一
七
通
と
、
当
主

以
外
で
同
社
を
記
載
し
た
事
例
が
二
〇
通
（
【
表
⑯
・
⑰
・
㉑
】
か
ら
関
係
す
る
起
請
文
の
み
を
抜
粋
し
た
の
が
【
表
㉕
・
㉖
】
）

確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
計
三
七
通

の
み
と
な
る
。
こ
れ
は
厳
島
社
を
記
載
し
た
起
請
文
の
数
に
比
べ
て
も
か
な
り
限
定
さ
れ
て
お

11

り
、
明
ら
か
に
厳
島
社
と
は
異
な
る
基
準
で
祇
園
社
が
選
択
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
、
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
た
起
請
文
に
つ
い
て
、
ま
ず
毛
利
当
主
に
よ
る
同
社
の
記
載
状
況
を
、
続
い
て
当
主
以
外
に
よ
る
記

載
状
況
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
毛
利
氏
発
給
起
請
文

祇
園
社
が
記
載
さ
れ
た
当
主
起
請
文
の
初
見
に
あ
た
る
【
⑮
２
】
に
つ
い
て
は
、
光
房
が
祇
園
社
を
荘
鎮
守
と
認
識
し
て
い
た
こ

第四章 安芸毛利氏の起請文にみる氏神の機能
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と
は
前
節
で
み
た
通
り
で
あ
る
。
祇
園
社
を
氏
神
と
し
て
記
載
し
た
と
と
れ
る
の
は
【
⑮
６
】
以
降
で
あ
る
。
な
お
そ
の
後
、
次
代

興
元
と
そ
の
嫡
子
幸
松
丸
に
よ
る
同
社
の
記
載
は
確
認
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
両
者
が
と
も
に
短
命
で
あ
っ
た
た
め
か
、
彼
等
の
起
請

文
自
体
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
が
祇
園
社
を
記
載
し
て
い
た
か
否
か
は
史
料
上
か
ら
は
判
断
し
難
い
。
そ

し
て
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
家
督
を
相
続
し
た
元
就
以
降
の
四
代
（
元
就
・
隆
元
・
輝
元
・
秀
就
）
に
渡
っ
て
は
祇
園
社
の
記
載

が
確
認
さ
れ
る
。

【
表
㉔
】
の
受
給
者
を
み
て
い
く
と
安
芸
国
内
外
の
国
人
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
毛
利
氏
が
安
芸
国
及
び
周
辺
諸
国

へ
と
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
彼
等
と
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
周
防
進
攻
時
に
は
椙
杜
氏
【
⑮

】
を
、
出
雲
進
攻
時
に
は
赤
穴
氏
【
⑮

】
）
・
湯
原
氏
【
⑮

】
を
新
た
に
傘
下
に
引
き
入
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
起
請
文

22

30

31

の
勧
請
神
を
み
る
と
、
同
じ
出
雲
国
内
で
あ
っ
て
も
湯
原
氏
宛
に
は
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
、
赤
穴
氏
宛
に
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
同
国
内
の
領
主
間
で
差
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
湯
原
氏
宛
の
起
請
文
は
こ
の
ほ
か
【
⑮

】
も
確
認
さ
れ
る
が
、
前

47

者
に
は
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
後
者
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
天
野
氏
・
出
羽
氏
・
吉
川
氏
・
佐
波
氏
・
志
道
氏
・
乃

美
氏
・
平
賀
氏
・
益
田
氏
宛
の
起
請
文
で
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
毛
利
氏
が
祇
園
社
を
記
載
す
る
か
否
か
は
、
そ
の
時
々
の
毛
利
氏
の
状
況
や
立
場
、
相
手
と
の
関
係
な
ど
が
複

雑
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
微
妙
な
状
況
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
手

掛
か
り
と
な
り
そ
う
な
の
が
、
前
章
で
も
取
り
上
げ
た
国
人
天
野
氏
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
で
あ
る
。
同
氏
と
は
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
以
降
数
回
に
渡
り
起
請
文
を
交
わ
し
て
い
る
。
大
永
五
年
、
芸
備
両
国
に
侵
攻
し
て
き
た
周
防
大
内
氏
が
天
野
氏
の

本
拠
米
山
城
を
包
囲
す
る
。
そ
こ
に
、
す
で
に
大
内
氏
下
に
あ
っ
た
毛
利
氏
が
、
仲
介
役
と
し
て
天
野
氏
に
降
伏
を
勧
め
、
そ
れ
に

同
意
し
た
天
野
氏
と
の
間
で
兄
弟
契
約
を
結
ん
だ
【
表
⑮

】
。

10

そ
の
後
も
天
野
氏
と
は
天
文
一
二
年
（
一
五
四
三
）
、
同
一
八
年
（
一
五
四
九
）
に
も
起
請
文
を
交
わ
し
【
⑮

・

】
、
互
い

12

15

の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る

。
そ
し
て
天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
に
毛
利
氏
か
ら
送
ら
れ
た
の
が
以
下
の
起
請
文
で
あ
る
。

12

【
⑮

】
20

今
度
陶
方
我
等
半
之
儀
不
慮
之
引
分
ニ
候
、
就
其
無
二
ニ
我
等
江
可
預
御
届
之
由
、
以
法
印
之
裏
蒙
仰
候
、
誠
御
頼
敷
本
望
此

事
候
、
然
間
我
等
事
も
大
小
事
、
聊
無
疎
意
別
儀
長
久
可
申
談
候
、
若
此
旨
偽
候
者
、
可
罷
蒙

日
本
国
中
大
小
神
祇
・
八
幡
大
菩
薩
・
祇
園
牛
頭
天
王
、
殊
者
厳
島
大
明
神
御
罰
者
也
、
仍
誓
文
如
件
、
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天
文
廿
三

毛
利
備
中
守

五
月
廿
二
日

隆
元

御
判

毛
利
右
馬
頭

元
就

御
判

天
野
六
郎
殿

天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
、
陶
隆
房
が
大
内
義
隆
を
廃
し
、
義
隆
の
甥
義
長
を
擁
立
す
る
。
こ
の
時
毛
利
氏
は
義
長
・
晴
賢
方

に
付
い
た
が
、
同
二
三
年
、
陶
氏
の
処
遇
に
対
す
る
不
満
か
ら
同
氏
と
対
立
し
、
五
月
一
一
日
、
大
内
・
陶
氏
か
ら
の
決
別
を
宣
言

す
る

。
毛
利
氏
は
そ
の
後
陶
氏
の
本
拠
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
、
こ
の
時
毛
利
側
に
付
い
た
天
野
氏
に
対
し
、
先
の
起
請
文
が
送
ら

13

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
野
氏
宛
の
起
請
文
で
は
【
⑮

】
で
初
め
て
祇
園
社
が
確
認
さ
れ
る
。
な
ぜ
こ
こ
で
初
め
て
登
場
す
る
の
か
。
こ

20

の
時
の
毛
利
・
天
野
氏
の
関
係
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
も
触
れ
た
通
り
、
大
永
五
年
以
降
、
両
者
の
関
係
は
「
奉
公
―
扶
持
」
で
表

現
さ
れ
る
相
互
扶
助
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
【
⑮

】
で
は
毛
利
氏
の
天
野
氏
へ
の
「
奉
公
」
が
「
申
談
」
と
い
う
表
現
に
変
え

20

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
両
者
の
関
係
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
言
の
変
更
は
毛
利
氏
の
大
内
・
陶
氏
か
ら
の
決
別
と
対
応

し
て
お
り
、
元
就
は
毛
利
家
と
し
て
の
独
立
を
契
機
に
国
人
と
の
関
係
を
ヨ
コ
の
関
係
か
ら
タ
テ
の
関
係
へ
と
移
行
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
が
文
言
の
変
化
に
表
れ
て
い
る
と
い
う

。
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
祇
園
社
も
毛
利
氏
が
天
野
氏
と
の
関
係
を
ヨ

14

コ
か
ら
タ
テ
に
変
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
に
初
め
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
様
の
視
点
で
【
表
㉔
】
の
起
請
文
を
み
て
い
く
と
、
そ
の
多
く
が
、
す
で
に
毛
利
氏
配
下
に
あ
る
相
手
な
ど
同
氏
へ
の
従
属
性

の
強
い
領
主
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
よ
り
遡
っ
て
【
⑮
６
】
の
志
道
広
良
は
弘
元
の
下
で
執
政
を
つ
と
め
て
い
る
人
物
で
あ

る
。
【
⑮

】
は
こ
の
直
前
に
毛
利
氏
に
降
伏
し
て
い
た
椙
杜
氏
が
近
隣
国
人
の
大
内
氏
へ
の
内
通
を
密
告
し
て
き
た
こ
と
を
称
し

22

て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
【
⑮

】
は
内
藤
隆
春
と
毛
利
氏
と
の
間
で
雑
説
が
生
じ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
否
定
し
た
も
の
で

27

あ
る
が
、
隆
春
の
姉
・
尾
崎
局
が
隆
元
室
と
な
っ
て
お
り
関
係
が
深
い
。
【
⑮

】
の
出
羽
氏
も
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
に
は
毛

29

利
氏
の
与
力
と
な
る
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
【
⑮

】
。
【
⑮

】
も
こ
れ
以
前
か
ら
従
属
し
て
い
た
益
田
氏
が
重
刀
を
差
し
出
し

11

33

て
改
め
て
毛
利
氏
へ
の
忠
節
を
誓
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
【
⑮

】
の
尼
子
氏
も
出
雲
国
大
名
で
あ
り
元
々
は
格
上
の
相
手
で
あ

34

る
が
、
同
起
請
文
は
同
氏
を
制
圧
後
に
交
わ
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
関
係
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
【
⑮

】
も
、
こ
れ
以
前

38
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に
豊
後
大
友
氏
か
ら
毛
利
方
に
寝
返
っ
て
い
た
高
橋
氏
に
対
し
、
大
友
・
毛
利
間
の
和
睦
成
立
後
も
同
氏
を
見
放
さ
な
い
こ
と
を
伝

え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
【
⑮

】
の
湯
原
氏
・
【
⑮

】
の
益
田
氏
宛
の
起
請
文
に
は
先
の
天
野
氏
同
様
、
文
言
に
「
申
談
」

31

33

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
彼
等
と
の
関
係
も
タ
テ
の
関
係
へ
と
変
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
、
そ
れ
と
祇
園
社
の
記

載
が
対
応
し
て
い
る
。

な
お
【
⑮

】
と
【
⑳
８
】
は
同
じ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
輝
元
が
元
就
に
、
後
者
は
秀
就
が
輝
元
に
対
し
、
先
代
か
ら

35

承
っ
た
こ
と
は
他
言
し
な
い
、
お
と
な
衆
・
も
り
衆
・
奉
公
以
下
の
近
習
等
が
申
す
こ
と
は
全
て
先
代
に
伺
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い

る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
起
請
文
が
作
成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
輝
元
起
請
文
は
尼
子
氏
制
圧
終
了
後
で
あ
り
、
本
格
的
な
世

代
交
代
を
意
識
し
て
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
【
⑮

・

】
は
と
も
に
隆
元
室
の
尾
崎
局
が
受
給
者
と
な
っ
て
お
り
、

42

58

こ
れ
ら
は
毛
利
家
の
身
内
で
あ
る
た
め
氏
神
が
記
載
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
は
触
れ
な
か
っ
た
も
の
も
含
め
、
毛
利
氏
が
起
請
文
に
祇
園
社
を
記
載
す
る
相
手
は
毛
利
氏
の
身
内
の
ほ
か
は
、
毛
利
氏

へ
の
従
属
度
が
高
い
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
祇
園
社
が
毛
利
氏
の
氏
神
と
い
う
私
的
な
性
格
上
、
毛
利
氏
も
自
由

に
自
身
の
氏
神
を
記
載
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
部
の
領
主
に
対
し
て
は
そ
れ
が
可
能
な
段
階
に
来
て
い
た
も
の
と
解
釈
で

き
る
。

（
二
）
一
門
・
家
臣
発
給
起
請
文

一
門
・
家
臣
発
給
起
請
文
に
も
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
覧
が
【
表
㉕
】
で
あ
る
。
こ
の
中
の
多
く
が
当
主
代
理
と

し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
。
【
⑯
２
】
の
受
給
者
で
あ
る
長
末
三
郎
左
衛
門
尉
等
六
名
は
堀
越
惣
中
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で

、
彼
等
が

15

毛
利
氏
へ
の
入
魂
を
誓
っ
て
き
た
こ
と
で
毛
利
家
臣
か
ら
起
請
文
が
送
ら
れ
た
。
元
就
か
ら
も
彼
等
の
入
魂
に
同
意
す
る
旨
の
書
状

が
送
ら
れ
て
い
る
が

、
当
主
か
ら
直
に
起
請
文
が
発
給
さ
れ
な
い
の
は
彼
等
と
の
身
分
差
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
【
⑯
４
】
は
、

16

こ
の
年
元
就
は
毛
利
家
臣
の
中
で
強
力
な
力
を
有
し
て
い
た
井
上
一
族
を
粛
正
す
る
が
、
受
給
者
で
あ
る
光
俊
の
み
助
命
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

【
⑯

～

】
は
、
元
就
が
危
篤
状
態
に
陥
っ
た
際
、
益
田
・
佐
波
・
平
賀
氏
か
ら
ど
の
よ
う
な
事
態
で
も
変
わ
ら
ず
忠
誠
を
誓

11

13

っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
元
就
代
理
と
し
て
元
春
・
隆
景
連
名
で
彼
等
の
忠
誠
を
称
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当

主
代
理
で
あ
っ
て
も
毛
利
氏
の
氏
神
を
記
載
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
【
⑯

・

】
も
同
様
の
事
例
に
分
類
さ
れ
る
）
。

18

21
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残
る
【
⑯

・

・

】
は
当
主
代
理
と
し
て
発
給
さ
れ
た
先
の
事
例
と
は
異
な
る
。
【
⑯

・

】
は
元
春
の
嫡
男
元
長
と
福

22

23

26

22

23

原
元
俊
と
の
間
で
兄
弟
契
約
を
結
ん
だ
も
の
で
、
一
応
双
方
と
も
毛
利
氏
の
下
に
あ
り
、
こ
の
契
約
も
同
氏
と
全
く
無
関
係
に
結
ば

れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

。
同
じ
く
【
⑯

】
も
元
長
に
よ
り
発
給
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
毛
利
の
下
で
両
者
の
関
係
を

17

26

確
認
し
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
門
・
家
臣
の
起
請
文
で
は
当
主
代
理
と
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
、
毛
利
氏
の
下
で
兄
弟
契
約
等
の
関
係
を
確

認
し
合
っ
た
も
の
と
確
認
で
き
る
。

（
三
）
毛
利
氏
宛
起
請
文

毛
利
氏
宛
起
請
文
の
う
ち
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
一
覧
に
し
た
【
表
㉖
】
を
み
て
い
く
と
、
こ
の
う
ち
【
⑰
12

・

】
及
び
【
㉑

】
は
所
謂
「
家
中
」
連
署
起
請
文
で
あ
る
が
、
次
節
で
「
家
中
」
と
祇
園
社
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
こ

18

18

こ
で
は
除
外
す
る
。
こ
の
間
に
提
出
さ
れ
た
７
通
の
発
給
者
を
み
る
と
、
元
就
の
二
男
元
春
や
三
男
隆
景
、
五
男
元
秋
・
七
男
元
康
、

元
春
の
嫡
男
元
長
と
、
全
て
元
就
実
子
な
ど
一
門
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
元
春
・
隆
景
が
安
芸
国
人
吉
川
家
と
小
早

川
家
の
家
督
を
相
続
し
て
い
る
ほ
か
、
元
秋
・
元
康
も
そ
れ
ぞ
れ
他
家
を
継
ぐ
か
別
家
を
立
て
て
い
る
。

彼
等
の
勧
請
神
を
さ
ら
に
み
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
祇
園
社
以
外
に
も
氏
神
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
元
春
及

び
元
長
【
⑰

・

】
が
「
宮
崎
八
幡
」
を
挙
げ
、
元
秋
は
「
各
氏
神
」
で
八
幡
と
祇
園
社
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
【
⑰

】
、

27

42

28

元
秋
側
の
氏
神
は
八
幡
と
推
測
さ
れ
る
。
元
康
起
請
文
に
も
「
氏
八
幡
」
が
確
認
さ
れ
る
【
⑰

】
。
な
お
隆
景
に
つ
い
て
は
他
の

44

起
請
文
も
含
め
、
祇
園
社
以
外
の
氏
神
を
挙
げ
て
い
る
例
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
元
春
・
元
長
が
挙
げ
る
宮
崎
八
幡
に
つ
い
て
も
、

同
神
は
毛
利
氏
の
崇
敬
が
厚
い
神
と
し
て
伝
え
ら
れ

、
毛
利
当
主
の
起
請
文
に
も
同
神
が
確
認
さ
れ
る
【
⑮

】
。
一
方
で
吉
川

18

58

氏
と
の
繋
が
り
は
今
の
所
確
認
で
き
な
い

。
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
等
は
別
家
を
継
い
で
か
ら
も
主
家
で
あ
る
毛
利
氏
の
氏
神
を
記

19

載
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
は
彼
等
が
そ
れ
以
降
も
毛
利
家
へ
の
所
属
意
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

残
る
【
㉑

】
に
つ
い
て
は
、
発
給
者
の
山
田
元
縁
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
【
㉑

】
の
署
判
者
に
同
じ
名
前
が
み
ら
れ
、
ま
た

36

18

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
検
地
奉
行
を
つ
と
め
た
山
田
元
宗

と
は
名
前
か
ら
み
て
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
注
目

20

す
べ
き
は
勧
請
神
が
【
㉑

】
と
全
く
同
じ
点
で
あ
り
、
よ
っ
て
【
㉑

】
は
「
家
中
」
の
問
題
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
考

18

36

え
ら
れ
る
。
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以
上
、
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
た
起
請
文
を
み
て
き
た
が
、
毛
利
当
主
の
場
合
は
自
身
へ
の
従
属
度
が
高
い
国
人
宛
に
送
ら
れ
た
も

の
が
多
く
、
一
門
・
家
臣
が
当
主
代
理
と
し
て
起
請
文
を
発
給
す
る
場
合
に
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
反
対
に
毛
利
氏
宛
の
も

の
で
は
、
次
節
で
扱
う
「
家
中
」
連
署
起
請
文
と
一
門
が
提
出
し
た
起
請
文
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
祇
園
社
を
記
載
し

て
い
た
の
は
毛
利
当
主
と
一
門
、
そ
し
て
連
署
起
請
文
を
含
め
れ
ば
「
家
中
」
と
い
う
、
か
な
り
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
三
節

毛
利
「
家
中
」
と
祇
園
社

毛
利
氏
関
連
起
請
文
の
中
に
は
、
毛
利
「
家
中
」
に
属
す
領
主
等
が
「
家
中
」
内
に
お
け
る
規
約
の
遵
守
を
誓
っ
て
署
判
し
た
起

請
文
が
四
通
残
さ
れ
て
い
る
。

享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
七
月
一
三
日

福
原
広
俊
以
下
家
臣
連
署
起
請
文

天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
七
月
二
○
日

福
原
貞
俊
以
下
家
臣
連
署
起
請
文

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
一
二
月
二
日

福
原
貞
俊
以
下
家
臣
連
署
起
請
文

慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
一
二
月
一
四
日

福
原
広
俊
外
八
百
十
九
名
連
署
起
請
文

21

以
下
、
順
に
「
享
禄
起
請
文
」
「
天
文
起
請
文
」
「
弘
治
起
請
文
」
「
慶
長
起
請
文
」
と
称
す
。
こ
の
四
通
の
う
ち
、
弘
治
起
請
文

を
除
い
た
三
通
に
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
起
請
文
は
主
に
戦
国
大
名
権
力
研
究
や
「
家
中
」
研
究
に
お
い
て
度
々

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
勧
請
神
に
つ
い
て
は
未
だ
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
節
で
は
、
こ
の
う
ち
三
通
の
起
請
文
に

祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
た
理
由
及
び
弘
治
起
請
文
に
の
み
同
社
が
み
ら
れ
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
毛
利
「
家
中
」
に
お
け
る

祇
園
社
の
機
能
を
論
じ
る
。

「
家
中
」
と
は
一
言
で
い
え
ば
家
臣
団
の
こ
と
で
あ
る
。
毛
利
「
家
中
」
に
関
す
る
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
連
署
起
請

文
を
取
り
上
げ
た
研
究
を
中
心
に
、
同
起
請
文
か
ら
何
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
点
に
限
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
確

認
す
る
。

「
家
中
」
に
つ
い
て
は
、
享
禄
起
請
文
と
天
文
起
請
文
を
中
心
に
「
家
中
」
の
成
立
や
そ
の
本
質
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

享
禄
起
請
文
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
署
判
者
で
あ
る
譜
代
小
領
主
・
土
豪
層
の
個
々
の
私
的
支
配
権
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
状
況

が
あ
り
、
同
起
請
文
は
そ
れ
に
よ
り
相
互
間
で
発
生
し
た
用
水
・
人
返
問
題
に
対
し
共
同
で
対
処
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
違
反
者
へ
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の
処
罰
を
毛
利
氏
に
委
任
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
同
起
請
文
が
一
揆
契
状
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
「
家
中
」
の

基
本
的
性
格
は
署
判
者
の
一
揆
契
約
に
あ
り
、
毛
利
氏
は
そ
の
保
障
者
と
し
て
彼
等
か
ら
推
戴
さ
れ
た
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
評
価
さ

れ
た
。
続
く
天
文
起
請
文
に
つ
い
て
は
「
家
中
」
の
成
立
を
表
す
と
の
評
価
は
共
通
す
る
も
の
の
、
未
だ
に
一
揆
的
性
格
が
残
さ
れ

て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
毛
利
権
力
に
よ
り
そ
の
性
格
が
克
服
さ
れ
た
か
否
か
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る

。
22

右
の
研
究
の
進
展
と
と
も
に
新
た
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
、
近
年
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
が
国
人
と
大
名
「
家
中
」
の

関
係
で
あ
る
。
国
人
は
元
々
毛
利
氏
と
対
等
な
立
場
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
「
家
中
」
を
形
成
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
国

人
「
家
中
」
が
毛
利
氏
に
よ
り
解
体
さ
れ
、
毛
利
「
家
中
」
に
包
摂
さ
れ
た
と
す
る
従
来
の
評
価
に
対
し
、
近
年
は
、
国
人
「
家
中
」

は
解
体
さ
れ
ず
に
大
名
「
家
中
」
と
併
存
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る

。
23

こ
れ
ら
の
研
究
史
を
整
理
し
た
上
で
、
改
め
て
家
臣
連
署
起
請
文
を
検
討
し
た
長
谷
川
博
史
氏
は
、
「
家
中
」
の
全
容
や
形
成
過

程
を
示
す
と
評
価
さ
れ
て
き
た
享
禄
・
天
文
・
弘
治
起
請
文
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
最
初
の
享
禄
起
請
文
は
、

全
て
元
就
か
周
辺
の
限
ら
れ
た
人
物
に
よ
り
構
想
・
起
案
さ
れ
、
「
家
中
」
の
重
要
な
構
成
員
の
合
意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
「
家
中
」
の
一
揆
的
性
格
を
読
み
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
天
文
起
請
文
の
出
現
が
「
家

中
」
の
一
揆
的
性
格
の
克
服
と
み
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
同
起
請
文
の
成
立
に
よ
り
家
中
統
制
が
実

現
さ
れ
た
と
も
い
い
難
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
弘
治
起
請
文
は
国
衆
間
合
意
の
実
現
に
向
け
て
急
遽
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
「
家
中
」
の
範
囲
の
実
態
的
変
化
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
み
る
。
そ
し
て
一
連
の
起
請
文
は
「
家
中
」
の
一
揆
的
性
格
や
そ

の
変
化
を
反
映
さ
せ
顕
在
化
さ
せ
た
も
の
と
は
必
ず
し
も
い
え
ず
、
権
力
構
造
の
変
化
の
主
要
因
と
も
即
断
で
き
な
い
と
す
る

。
24

以
上
、
従
来
は
「
家
中
」
連
署
起
請
文
か
ら
「
家
中
」
の
成
立
や
、
と
く
に
そ
の
変
遷
を
読
み
解
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
き

た
が
、
長
谷
川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
起
請
文
の
み
か
ら
「
家
中
」
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
起
請
文
が
基
本
的
に
同
形
式
で
作
成
さ
れ
続
け
た
点
は
重
要
で
あ
り
、
「
家
中
」
の
一
貫
し
て

変
化
し
て
い
な
い
部
分
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
本
節
で
は
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
同

神
と
「
家
中
」
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
「
家
中
」
連
署
起
請
文
に
み
る
祇
園
社
の
機
能

こ
こ
で
は
享
禄
起
請
文
・
天
文
起
請
文
・
慶
長
起
請
文
の
三
通
を
取
り
上
げ
、
こ
こ
に
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
意
味
を
考
察
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す
る
。

①
享
禄
起
請
文

【
表
⑰

】
12

謹
言
上
候
、

一
、
御
家
来
井
手
溝
等
、
自
然
依
洪
水
、
年
々
在
所
々
々
相
替
事
多
々
候
、
然
時
者
、
井
手
者
見
合
候
而
、
不
論
自
他
之
分
領
、

せ
か
せ
ら
る
へ
き
事
可
然
候
、
溝
者
改
掘
候
者
、
田
畠
費
候
ハ
て
も
不
可
叶
候
之
条
、
見
そ
料
を
ハ
相
当
可
立
置
事
、

一
、
各
召
仕
候
者
共
、
負
物
に
沈
、
傍
輩
間
へ
罷
却
候
而
居
候
へ
ハ
、
其
負
物
者
す
た
り
果
候
間
、
不
可
然
候
、
他
家
他
門
江

罷
却
候
ハ
ん
事
者
、
無
是
非
候
、
於
御
家
中
如
此
候
ハ
ん
儀
を
ハ
、
互
ニ

無
御
等
閑
申
談
候
而
、
有
様
ニ

可
有
沙
汰
事
、

一
、
忰
被
官
、
小
中
間
、
下
人
ニ

至
而
、
其
主
人
々
々
の
よ
し
ミ
を
相
違
候
而
、
傍
輩
中
江

走
入
々
々
、
構
聊
尓
候
儀
、
口
惜

子
細
候
間
、
如
此
企
之
時
者
、
本
之
主
人
々
々
に
相
届
、
依
其
返
事
、
取
捨
之
両
篇
、
可
有
覚
悟
事
、

右
条
々
、
自
今
已
後
、
於
違
犯
輩
者
、
堅
可
被
成
御
下
知
事
、
対
各
可
忝
候
、
若
偽
候
者
、

梵
天
、
帝
釈
、
四
大
天
王
、
惣
日
本
国
中
六
拾
余
州
大
小
神
祇
、
別
而
厳
島
大
明
神
、
祇
園
牛
頭
天
王
、
八
幡
大
菩
薩
、
天

満
大
自
在
天
神
部
類
眷
属
神
罰
冥
罰
、
於
各
身
上
可
罷
蒙
也
、
仍
起
請
如
件
、

享
禄
五
年
七
月
十
三
日

福
原
左
近
允

広
俊
（
花
押
）

（
以
下
三
一
名
省
略
）

用
水
問
題
や
人
返
に
つ
い
て
規
定
し
た
享
禄
起
請
文
は
、
こ
れ
以
前
に
獲
得
し
た
高
橋
氏
旧
領
を
は
じ
め
と
す
る
所
領
の
拡
大
に

伴
い
、
新
領
内
で
新
た
に
問
題
化
し
た
事
態
へ
の
対
応
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た

。
そ
の
署
判
者
で
あ
る
三
二
名
の
中
に
は
毛
利
庶

25

家
や
譜
代
家
臣
、
近
隣
領
主
に
加
え
、
享
禄
二
年
ま
で
高
橋
氏
に
属
し
て
い
た
北
就
勝
や
佐
々
部
氏
な
ど
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

勧
請
神
は
、
「
梵
天
・
帝
釈
」
な
ど
一
般
的
に
み
ら
れ
る
文
言
を
除
く
と
、
厳
島
・
祇
園
・
八
幡
・
天
満
の
四
神
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
八
幡
・
天
満
は
全
国
の
起
請
文
に
み
ら
れ
る
神
で
、
厳
島
社
は
、
こ
の
「
家
中
」
が
安
芸
国
を
拠
点
に
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
こ
に
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
も
そ
も
「
家
中
」
と
は
、
毛
利
当
主
と
一
族
と
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
血
縁
的
集
団
で
あ
る
「
一
家
中
」
に
、
戦
国
期
以
降
新

た
に
周
辺
領
主
を
取
り
込
み
拡
大
し
た
組
織
で
、
こ
の
よ
う
な
戦
国
期
の
「
家
中
」
は
本
来
の
血
縁
的
集
団
（
「
一
家
中
」
）
に
代
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わ
る
地
縁
的
集
団
と
み
な
さ
れ
て
い
る

。
し
か
し
そ
の
起
請
文
の
勧
請
神
の
中
に
主
家
の
氏
神
で
あ
る
祇
園
社
が
あ
る
と
い
う
こ

26

と
は
、
「
家
中
」
に
お
い
て
「
毛
利
家
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
こ
こ
で
い
う
「
毛
利
家
」
と
は
本

来
の
血
縁
的
集
団
で
は
な
く
擬
制
的
血
縁
的
集
団
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
時
、
同
起
請
文
の
性
格
を
署
判
者
側
の
一
揆

契
約
に
求
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
そ
し
て
「
家
中
」
内
の
誓
約
に
お
い
て
は
そ
の
起
請
文
に
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
祇
園
社
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
同
社
は
「
家
中
」
の
枠
組
み
的
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

②
天
文
起
請
文

続
く
天
文
起
請
文
も
基
本
的
に
享
禄
起
請
文
と
同
形
式
で
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
天

文
起
請
文
作
成
の
直
接
的
な
契
機
は
第
一
条
に
記
さ
れ
た
通
り
、
元
就
に
よ
る
有
力
家
臣
井
上
一
族
の
粛
清
に
求
め
ら
れ
る
。
粛
清

の
理
由
に
つ
い
て
は
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
罪
状
書
に
詳
し
く
、
井
上
氏
の
度
重
な
る
命
令
無
視
や
傍
輩
と
の
喧
嘩
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る

。
そ
し
て
起
請
文
の
第
一
条
で
、
署
判
者
が
こ
の
粛
清
に
同
意
す
る
と
共
に
、
毛
利
氏
に
対
し
表
裏
別
心
が
無
い
こ
と
を

27

誓
い
、
第
二
条
で
、
家
中
へ
の
毛
利
氏
の
成
敗
を
求
め
、
同
氏
の
命
令
に
従
う
こ
と
を
誓
約
す
る
。
そ
し
て
第
三
条
以
降
に
具
体
的

な
規
約
が
一
五
条
に
渡
っ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
が
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
署
判
者
か
ら
毛
利
氏
へ
の
言
上

（
一
～
一
三
条
）
、
毛
利
氏
か
ら
署
判
者
へ
の
命
令
（
一
四
～
一
八
条
）
と
な
っ
て
い
る
。
条
数
の
増
加
に
加
え
、
署
判
者
も
二
三

名
か
ら
二
三
八
名
へ
と
増
加
し
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
高
田
郡
域
全
体
に
及
び
、
一
方
で
国
人
と
そ
の
「
家
中
」
の

名
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
28

勧
請
神
は
享
禄
起
請
文
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
享
禄
起
請
文
以
降
、
さ
ら
に
多
く
の
領
主
等
を
取
り
込
ん
だ
こ
の
段
階
に

お
い
て
も
、
「
家
中
」
の
枠
組
み
と
し
て
祇
園
社
が
機
能
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
慶
長
起
請
文

三
通
目
の
慶
長
起
請
文
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
合
戦
の
五
年
後
に
作
成
さ
れ
た
。
天
文
起
請
文
以
降
、
毛
利
氏
は

中
国
地
方
全
域
を
治
め
る
大
名
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
も
の
の
、
豊
臣
政
権
期
に
は
そ
の
下
に
属
し
、
さ
ら
に
関
ヶ
原
敗
戦
に
よ
り
長

年
本
拠
と
し
て
き
た
安
芸
国
か
ら
防
長
両
国
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
い
状
況
の
変
化
を
経
て
も
な
お
、

慶
長
起
請
文
が
天
文
起
請
文
と
同
形
式
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
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こ
の
起
請
文
の
作
成
理
由
も
、
天
文
起
請
文
同
様
毛
利
氏
に
よ
る
家
臣
粛
清
に
求
め
ら
れ
る

。
条
文
は
、
喧
嘩
に
つ
い
て
の
規

29

定
や
牛
馬
・
山
河
に
関
す
る
権
利
は
天
文
起
請
文
を
凡
そ
継
承
し
て
い
る
が
、
人
沙
汰
に
関
す
る
条
文
の
追
加
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、

大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
天
文
起
請
文
で
二
分
さ
れ
て
い
た
内
容
が
前
者
の
み
に
な
り
、
後
者
は
全
文
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
変
更
は
勿
論
、
当
時
の
「
家
中
」
の
実
態
に
即
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
起
請
文
が
単
な
る
形
式
的
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
い
え
る
。
署
判
者
は
天
文
起
請
文
の
倍
以
上
と
な
る
八
一
九
名
と
な
り
、
こ
の
中
に
は
国
人
と
そ
の
「
家
中
」
、
さ
ら
に

安
芸
国
以
外
の
国
人
や
、
防
長
両
国
の
寺
社
名
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る

。
30

同
起
請
文
の
勧
請
神
は
「
梵
天
、
帝
釈
、
四
大
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
別
而
神
功
皇
后
宮
、
厳
島
両
大
明
神
、
祇
園

牛
頭
天
王
、
愛
宕
、
白
山
、
八
幡
大
菩
薩
、
天
満
大
自
在
天
神
部
類
眷
属
」
で
あ
り
、
享
禄
・
天
文
起
請
文
よ
り
も
神
数
が
増
え
て

い
る
。
具
体
的
に
は
「
神
功
皇
后
宮

・
愛
宕
・
白
山
」
の
三
神
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
享
禄
・
天
文
起
請
文

31

の
「
厳
島
・
祇
園
・
八
幡
・
天
満
」
の
四
神
は
こ
こ
で
も
変
わ
ら
ず
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
起
請
文
の
勧
請
神
を
基
準
に
、

当
時
の
状
況
に
合
わ
せ
て
変
更
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。

天
文
起
請
文
か
ら
慶
長
起
請
文
ま
で
の
間
に
は
か
な
り
の
時
期
的
な
開
き
が
あ
り
、
そ
の
内
実
も
相
当
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
な
お
「
家
中
」
内
の
問
題
解
決
に
一
貫
し
て
同
じ
方
法
が
と
ら
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
祇
園
社
の
機
能
も
継
続
し

て
い
る
。

以
上
、
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
た
三
通
の
起
請
文
か
ら
は
、
毛
利
「
家
中
」
の
枠
組
み
に
は
、
そ
の
成
立
当
初
か
ら
変
わ
ら
ず
毛
利

家
の
氏
神
で
あ
る
祇
園
社
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
家
中
」
が
そ
も
そ
も
血
縁
的
集
団
で
あ
る
毛
利
家
を
核
に
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
と
密
接
に
関
わ
り
、
「
家
中
」
が
そ
う
し
た
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
祇
園
社
が
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で

は
、
こ
の
三
通
同
様
多
く
の
「
家
中
」
メ
ン
バ
ー
が
署
判
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
弘
治
起
請
文
に
の
み
祇
園
社
が
記
載
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
）
弘
治
起
請
文
の
性
格

天
文
起
請
文
か
ら
七
年
後
の
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
、
二
四
一
名
が
署
判
し
た
弘
治
起
請
文
が
作
成
さ
れ
た
。

【
表
⑰

】
23

被
仰
出
趣
、
存
其
旨
、
各
言
上
事
、
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一
、
御
家
中
軍
勢
狼
籍
之
事
、
雖
被
成
御
下
知
、
無
停
止
候
、
然
間
、
於
向
後
者
、
狼
籍
仕
候
者
事
、
誰
々
内
者
候
共
、
則
時

(

藉

以
下
同)

可
被
討
果
事
、

一
、
向
後
陣
払
被
仰
付
間
敷
候
、
於
背
此
旨
輩
者
、
是
又
右
同
前
可
被
仰
付
事
肝
要
候
、
為
自
今
以
後
之
、
以
連
署
言
上
候
、

右
言
上
之
趣
、
八
幡
大
菩
薩
、
厳
島
大
明
神
可
有
御
照
覧
候
、
仍
誓
文
如
件
、

弘
治
三
年
十
二
月
二
日

福
原
左
近
允
（
花
押
）

（
以
下
二
四
〇
名
省
略
）

多
数
の
署
判
者
が
み
ら
れ
る
点
は
先
の
三
通
と
共
通
す
る
も
の
の
様
相
は
か
な
り
異
な
る
。
こ
の
起
請
文
が
作
成
さ
れ
た
弘
治
三

年
四
月
、
大
内
氏
旧
領
周
防
・
長
門
両
国
の
平
定
が
完
了
し
た
。
し
か
し
一
一
月
に
は
そ
の
遺
臣
に
よ
る
反
毛
利
氏
一
揆
が
蜂
起
し
、

毛
利
氏
は
そ
の
鎮
圧
の
た
め
に
周
防
国
へ
と
向
か
う
。
右
の
起
請
文
は
同
国
富
田
在
陣
中
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
「
家
中
」
の
軍
勢

狼
藉
と
陣
払
い
を
禁
止
し
て
い
る
。

署
判
者
に
つ
い
て
は
池
享
・
菊
池
浩
幸
両
氏
の
分
析
に
よ
り
、
天
文
起
請
文
の
二
三
八
名
と
人
数
的
に
は
さ
ほ
ど
変
化
が
な
い
よ

う
に
み
え
て
、
そ
の
内
実
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
氏
は
、
署
判
順
に
規
則
性
を
見
出
し

難
い
、
花
押
は
九
四
名
し
か
確
認
さ
れ
な
い
、
二
四
一
名
の
選
択
基
準
が
曖
昧
等
の
特
徴
を
検
出
し
、
同
起
請
文
が
き
わ
め
て
短
期

間
に
急
遽
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

。
32

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
弘
治
起
請
文
は
様
々
な
点
に
お
い
て
三
通
と
は
異
な
る
。
こ
の
弘
治
起
請
文
は
こ
れ
ま
で
、
「
家

中
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
先
の
三
通
と
同
質
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
様
々
な
点
に
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
を

考
慮
し
た
時
、
弘
治
起
請
文
の
異
質
性
が
際
立
つ
の
で
あ
り
、
こ
の
起
請
文
を
無
条
件
に
ほ
か
の
起
請
文
と
同
様
に
捉
え
る
こ
と
は

適
当
で
は
な
い
。
と
く
に
勧
請
神
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
起
請
文
と
三
通
の
起
請
文
と
で
は
、
神
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
秩

序
も
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
弘
治
起
請
文
と
同
日
・
同
内
容
で
、
元
就
・
隆
元
が
一
〇
名
の
安
芸
国
人
ら
と
共
に
名
を
連
ね
た
傘
連
判
契
状
を
取
り
上

げ
る
。

【
表
⑮

】
26申

合
条
々
事

一
、
軍
勢
狼
籍
之
儀
、
雖
堅
加
制
止
、
更
無
停
止
之
条
、
於
向
後
、
此
申
合
衆
中
家
人
等
、
少
茂

於
有
狼
籍
者
、
則
可
討
果
事
、

(

藉

以
下
同)

一
、
向
後
陳
払
仕
間
敷
候
、
於
背
此
旨
輩
者
、
是
又
右
同
前
可
討
果
事
、

(

陣)
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一
、
依
在
所
、
狼
籍
可
有
不
苦
儀
候
、
其
儀
者
以
衆
儀
可
免
事
、

八
幡
大
菩
薩
、
厳
島
大
明
神
可
有
御
照
覧
候
、
此
旨
不
可
有
相
違
候
、
仍
誓
文
如
件
、

弘
治
三
年
十
二
月
二
日

（
連
判
部
分
省
略

）
33

こ
の
契
約
は
備
後
国
人
等
と
も
同
様
に
交
わ
さ
れ
た
よ
う
で
【
表
⑮

】
、
両
傘
連
判
状
に
は
毛
利
氏
が
署
判
者
の
一
人
と
し
て

24

加
わ
っ
て
い
る
。
傘
連
判
状
は
、
署
判
者
の
対
等
性
・
平
等
性
を
示
す
文
書
様
式
で
あ
る
か
ら
、
毛
利
氏
は
こ
の
時
、
法
的
に
は
安

芸
・
備
後
国
人
と
対
等
な
立
場
で
こ
の
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
弘
治
起
請
文
で
は
署
判
者
等
が
毛
利
氏
に
対

し
て
誓
約
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
傘
連
判
状
と
弘
治
起
請
文
は
、
そ
の
内
容
が
関
連
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
勧
請
神
が
全

く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
作
成
さ
れ
た
一
連
の
流
れ
と
し
て
は
、
直
近
で
問
題
化
し
て
い
た
軍
勢
狼
藉
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、

ま
ず
傘
連
判
状
に
よ
っ
て
毛
利
氏
と
国
人
の
間
で
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
決
定
し
、
次
に
そ
れ
を
弘
治
起
請
文
に
よ
っ
て
自
身
の
「
家

中
」
に
も
誓
約
さ
せ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
の
契
約
は
、
毛
利
「
家
中
」
内
だ
け
で
な
く
安
芸
・
備
後
両
国
の
国
人
等

を
も
巻
き
込
ん
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
先
の
三
通
の
起
請
文
と
は
大
き
く
異
な
る
。
弘
治
起
請
文
の
み
形
式
が
異

な
る
の
も
、
契
約
状
の
形
式
を
他
の
国
人
と
揃
え
た
た
め
で
、
こ
の
よ
う
に
、
弘
治
起
請
文
の
内
容
は
、
毛
利
氏
と
自
身
の
「
家
中
」

内
で
の
み
機
能
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
「
家
中
」
の
枠
組
み
と
し
て
機
能
す
る
祇
園
社
を
こ
こ
に
記
載
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
毛
利
氏
の
「
家
中
」
連
署
起
請
文
四
通
と
祇
園
社
の
関
係
を
み
て
き
た
。
祇
園
社
は
「
家
中
」
の
成
立
か
ら
近
世
に
至
る

ま
で
一
貫
し
て
「
家
中
」
の
枠
組
み
と
し
て
機
能
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
毛
利
氏
と
「
家
中
」
の
間
で
機
能
す
る
享
禄
・
天

文
・
慶
長
起
請
文
に
は
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
他
の
国
人
等
と
共
同
の
取
り
決
め
を
自
身
の
「
家
中
」

に
も
誓
約
さ
せ
た
弘
治
起
請
文
は
、
毛
利
氏
と
「
家
中
」
内
で
の
み
機
能
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
こ
こ
に
は
祇
園
社
が
記

載
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
下
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
点
を
整
理
す
る
。

毛
利
氏
は
複
数
あ
る
氏
神
の
中
で
祇
園
社
を
最
も
重
視
し
て
お
り
、
同
社
は
元
々
安
芸
国
高
田
郡
吉
田
荘
の
有
力
な
鎮
守
で
あ
っ

た
が
、
鎌
倉
末
期
に
同
荘
地
頭
と
し
て
入
部
し
て
き
た
毛
利
氏
が
同
荘
の
一
円
支
配
権
を
得
る
と
と
も
に
在
地
領
主
化
の
過
程
に
お
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い
て
同
社
へ
の
崇
敬
を
強
め
、
氏
神
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
毛
利
氏
が
こ
の
神
を
氏
神
と
し
て
い
る
初
見
史
料
は
永
禄
九
年
（
一
五

六
六
）
の
起
請
文
と
な
る
が
、
そ
の
他
の
起
請
文
や
神
社
の
棟
札
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
遅
く
と
も
弘
元
期
に
は
氏
神
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
た
起
請
文
を
み
て
い
く
と
、
毛
利
当
主
の
も
の
で
は
自
身
に
対
す
る
従
属
度
が
比
較
的
高
い
領
主
宛
の

も
の
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
他
の
国
人
と
の
間
に
差
を
付
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
に
祇
園
社
を
記
載
し
て
る
者

は
毛
利
一
門
及
び
毛
利
「
家
中
」
と
い
う
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
は
つ
ま
り
「
毛
利
家
」
の
範
囲

に
含
ま
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。

ま
た
「
家
中
」
連
署
起
請
文
に
祇
園
社
が
確
認
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
同
神
が
毛
利
家
を
核
に
形
成
さ
れ
た
「
家
中
」
の

枠
組
み
と
し
て
も
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
唯
一
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
弘
治
起
請
文
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
毛
利
氏
と
そ

の
「
家
中
」
と
の
間
で
の
み
機
能
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
同
社
を
記
載
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
毛
利
氏
の
氏
神
で
あ
る
祇
園
社
は
単
な
る
毛
利
家
の
守
護
神
と
い
う
枠
組
み
に
収
ま
ら
ず
、
毛
利
氏
が
領
主
を

自
身
の
下
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
際
に
記
載
さ
れ
る
性
質
を
持
つ
神
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
氏
神
が
持
ち
出
さ
れ
る
範
囲
に
ど
こ
ま
で
が
含
ま
れ
る
か
、
と
く
に
国
人
層
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
国

人
宛
の
毛
利
氏
起
請
文
に
自
身
の
氏
神
を
記
載
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
国
人
側
の
起
請
文
に
大
名
側
の
氏
神
を
記
載
し
た

事
例
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
戦
国
期
段
階
に
お
い
て
は
、
国
人
層
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
は
毛
利
「
家
中
」
に
国
人
層
が
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
先
学
の
見
解
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

。
た
だ
し
毛
利
氏
の
場

34

合
、
慶
長
起
請
文
の
存
在
か
ら
、
そ
の
範
囲
が
最
終
的
に
は
国
人
層
に
ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
大
名
は
領
主
全
体
を

統
合
し
よ
う
と
す
る
際
に
氏
神
を
記
載
し
た
の
で
あ
る
。

註
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広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
。

1
「
芸
藩
通
志
」
巻
六
六
（
『
芸
藩
通
志
』
巻
三
、
頼
杏
坪
ほ
か
編
著
、
広
島
図
書
館
、
一
九
一
二
年
）
。
「
芸
藩
通
志
」
は
一
九
世

2
紀
に
広
島
藩
が
頼
杏
坪
等
に
命
じ
て
編
修
さ
せ
た
地
誌
で
あ
る
が
、
祇
園
社
の
由
緒
に
つ
い
て
知
れ
る
の
は
同
史
料
の
み
で
あ

る
。

前
掲
註
２
「
芸
藩
通
志
」
、
『
高
田
郡
誌
』
（
高
田
郡
役
所
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系

広
島

3

35

県
の
地
名
』
（
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
、
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

広
島
県
』
（
「
角
川

34

日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
、
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
）
。

毛
利
氏
の
出
自
及
び
安
芸
入
部
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
河
合
正
治
『
安
芸
毛
利
一
族
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
初

4
出
一
九
八
四
年
）
、
『
広
島
県
史
』
（
通
史
編
Ⅱ
中
世
、
広
島
県
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

前
川
要
・
千
田
嘉
博
・
小
島
道
裕
「
戦
国
期
城
下
町
研
究
ノ
ー
ト
―
郡
山
城
・
吉
田
、
春
日
山
、
岡
豊
―
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗

5
博
物
館
研
究
報
告
』
三
二
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

領
家
花
山
院
と
の
間
で
下
地
中
分
が
行
わ
れ
、
南
半
の
豊
島
・
竹
原
郷
を
領
家
が
、
北
半
の
吉
田
・
麻
原
郷
を
地
頭
が
有
し
て

6
い
た
（
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け

毛
利
家
文
書
』
（
以
下
『
毛
利
家
文
書
』
、
そ
の
他
同
シ
リ
ー
ズ
の
諸
家
文
書
も
同
様
に
記

載
）
一
三
六
一
）
。

毛
利
氏
の
よ
う
な
西
遷
御
家
人
が
移
転
先
の
鎮
守
を
氏
神
化
す
る
事
象
が
一
般
的
に
み
ら
れ
た
こ
と
は
奥
田
真
啓
『
中
世
武
士

7
団
と
信
仰
』
（
柏
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
や
河
合
正
治
「
中
世
武
士
団
の
氏
神
氏
寺
」
（
小
倉
豊
文
編
『
地
域
社
会
と
宗
教
の
史

的
研
究
』
柳
原
書
店
、
一
九
六
三
年
）
、
杉
本
尚
雄
「
荘
園
勧
請
神
か
ら
武
士
団
の
氏
神
へ
―
肥
後
国
野
原
八
幡
宮
―
」
（
『
日
本

歴
史
』
一
六
七
、
一
九
六
二
年
）
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

【
㉓
４
】
の
棟
札
は
祈
願
文
中
に
「
源
元
成
」
と
あ
る
が
、
他
の
棟
札
か
ら
当
時
の
神
主
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

8
前
掲
註
６
。

9
毛
利
氏
と
祇
園
社
の
関
係
が
近
世
以
降
も
続
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
代
参
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
（
前
掲
註

10
３
）
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

第四章 安芸毛利氏の起請文にみる氏神の機能
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吉
田
荘
の
祇
園
社
以
外
に
王
城
鎮
守
と
し
て
の
祇
園
社
と
豊
後
大
友
氏
側
の
祇
園
社
も
確
認
さ
れ
る
。
前
者
は
近
畿
圏
内
に
本

11
社
を
持
つ
賀
茂
社
・
春
日
社
な
ど
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
京
都
祇
園
社
を
指
し
、
後
者
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
毛
利
氏
と

の
間
で
和
議
を
結
ん
だ
際
に
提
出
さ
れ
た
大
友
氏
の
起
請
文
【
⑰

・

】
に
記
載
さ
れ
た
祇
園
社
で
あ
る
。

25

26

こ
こ
に
は
「
当
所
七
社
」
が
み
ら
れ
る
が
、
同
神
が
挙
げ
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

12
『
平
賀
家
文
書
』
八
七
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
二
―
四
。

13
岸
田
裕
之
『
毛
利
元
就
―
武
威
天
下
無
双
、
下
民
憐
愍
の
文
徳
は
未
だ
―
』
（
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
）
。

14
布
引
敏
雄
「
戦
国
大
名
毛
利
氏
と
地
下
人
一
揆
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
、
一
九
七
三
年
）
。

15
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
四
六
―
二
・
三
。

16
た
だ
し
福
原
元
俊
側
の
起
請
文
に
は
祇
園
社
は
み
ら
れ
な
い
【
表
⑯

】
。
な
ぜ
両
者
間
で
勧
請
神
が
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
は

17

23

今
の
所
不
明
で
あ
る
。

前
掲
註
２
「
芸
藩
通
志
」
で
は
、
毛
利
氏
が
相
模
国
宮
崎
か
ら
勧
請
し
た
神
と
伝
え
る
。

18
た
だ
し
吉
川
氏
が
益
田
氏
宛
に
送
っ
た
起
請
文
に
同
神
が
み
ら
れ
る
【
⑯

】
な
ど
、
吉
川
氏
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。

19

10

【
⑰

～

】
。

20

49

54

順
に
【
⑰

・

・

】
、
【
㉑

】
。

21

12

18

23

18

藤
木
久
志
「
戦
国
法
の
形
成
過
程
―
日
本
中
世
国
家
の
解
体
―
」
（
同
著
『
戦
国
社
会
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、

22
初
出
一
九
六
七
年
）
、
石
母
田
正
「
解
説
」
（
『
日
本
思
想
史
体
系
二
一

中
世
政
治
社
会
思
想

上
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二

年
）
、
勝
俣
鎮
夫
「
戦
国
法
」
（
同
著
『
戦
国
法
成
立
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）
、
朝
尾
直

弘
「
「
将
軍
権
力
」
の
創
出
」
（
『
将
軍
権
力
の
創
出
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
七
一
～
七
四
年
）
、
松
浦
義
則

「
戦
国
期
毛
利
氏
「
家
中
」
の
成
立
」
（
広
島
史
学
研
究
会
編
『
史
学
研
究
五
十
周
年
記
念
論
叢

日
本
編
』
福
武
書
店
、
一
九

八
〇
年
）
、
池
享
「
戦
国
大
名
権
力
構
造
論
の
問
題
点
」
（
『
大
名
領
国
制
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
八
三

年
）
な
ど
。

矢
田
俊
文
『
日
本
中
世
戦
国
期
権
力
構
造
の
研
究
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、
該
当
部
分
初
出
一
九
八
二
・
八
三
年
）
、
菊
池

23
浩
幸
「
戦
国
期
「
家
中
」
の
歴
史
的
性
格
―
毛
利
氏
を
事
例
に
―
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
四
八
、
二
〇
〇
一
年
）
、
村
井
良
介

『
戦
国
大
名
権
力
構
造
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。
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長
谷
川
博
史
「
国
人
一
揆
と
大
名
家
中
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史

第
九
巻
中
世
四
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
。

24
前
掲
註

長
谷
川
論
文
。

25

24

室
町
期
毛
利
氏
の
一
族
結
合
に
つ
い
て
は
、
河
合
正
治
「
戦
国
大
名
と
し
て
の
毛
利
氏
の
性
格
」
（
『
中
世
武
家
社
会
の
研
究
』

26
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
、
前
掲
註

松
浦
論
文
。

22

『
毛
利
家
文
書
』
三
九
八
・
三
九
九
。

27
藤
木
久
志
「
戦
国
大
名
に
つ
い
て
」
（
『
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
六
九
年
）
。

28
『
毛
利
家
文
書
』
一
二
七
九
・
同
一
二
八
〇
。

29
慶
長
起
請
文
の
署
判
者
に
つ
い
て
は
菊
池
氏
が
言
及
し
て
い
る
（
前
掲
註

）
。

30

23

長
門
二
宮
（
現
在
の
忌
宮
神
社
）
か
。
同
神
が
記
載
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
触
れ
た
。

31
前
掲
註

池
論
文
、
前
掲
註

菊
池
論
文
、
前
掲
註

長
谷
川
論
文
。

32

22

23

24

連
判
部
分
は
毛
利
元
就
か
ら
右
回
り
に
吉
川
元
春
、
阿
曽
沼
広
秀
、
毛
利
隆
元
、
宍
戸
隆
家
、
天
野
元
定
、
天
野
隆
誠
、
出
羽

33
元
祐
、
天
野
隆
重
、
小
早
川
隆
景
、
平
賀
広
相
、
熊
谷
信
直
の
順
と
な
っ
て
い
る

前
掲
註

。

34

23

第四章 安芸毛利氏の起請文にみる氏神の機能



- 88 -

第四章 安芸毛利氏の起請文にみる氏神の機能



- 89 -

結
論以

上
四
章
に
わ
た
り
、
戦
国
期
武
家
の
起
請
文
に
は
ど
の
よ
う
な
神
仏
が
記
載
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
取
れ

る
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
各
章
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
ま
ず
、
越
後
上
杉
氏
な
ど
一
五
の
大
名
家
を
対
象
に
、
そ
の
当
主
起
請
文
に
記
載
さ
れ
た
神
仏
の
特
徴
を
検
出
し
た
。

大
名
ご
と
に
、
多
数
の
神
仏
を
記
載
す
る
大
名
・
ほ
と
ん
ど
記
載
し
な
い
大
名
、
自
国
鎮
守
や
氏
神
を
記
載
す
る
大
名
・
記
載
し
な

い
大
名
な
ど
様
々
な
特
徴
が
表
れ
、
さ
ら
に
一
大
名
家
に
絞
っ
て
み
た
場
合
に
も
、
起
請
文
ご
と
に
勧
請
神
が
異
な
り
、
各
状
況
に

応
じ
て
細
か
く
神
仏
を
選
択
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

次
に
そ
れ
ら
の
起
請
文
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
安
芸
毛
利
氏
関
連
の
起
請
文
を
対
象
に
そ
の

発
給
契
機
や
内
容
等
を
整
理
し
た
。
そ
の
多
く
が
大
名
・
領
主
間
の
従
属
誓
約
と
進
退
保
証
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
大
名

・
領
主
と
の
同
盟
や
和
睦
、
兄
弟
契
約
を
結
ん
だ
例
な
ど
、
他
の
大
名
と
同
様
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
ら
が
発
給
さ
れ

た
契
機
や
少
数
事
例
を
含
め
る
と
、
そ
の
用
い
ら
れ
方
は
か
な
り
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
近
年
の
先
行
研

究
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
当
時
の
起
請
文
を
契
約
文
書
と
し
て
捉
え
る
見
方
だ
け
で
は
却
っ
て
偏
っ
た
見
方
と
な
っ
て
し
ま
い
、

改
め
て
当
時
の
起
請
文
の
機
能
に
つ
い
て
再
考
を
要
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
大
名
間
の
同
盟
締
結
に
際
し
て
起
請
文
が
数

回
に
わ
た
っ
て
交
わ
さ
れ
る
理
由
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
起
請
文
の
本
質
で
も
あ
る
、
自
身
に
偽
り
な
し
と
宣
誓
し

て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
や
は
り
当
時
の
起
請
文
を
契
約
文
書
と
す
る
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
ず
、
偽
り
な
し
と
の
宣
誓

こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
と
み
た
。
そ
し
て
起
請
文
の
性
格
自
体
が
変
化
し
た
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
性
格
の
起
請
文

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
違
い
が
表
れ
て
る
の
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か

ら
改
め
て
戦
国
期
の
起
請
文
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
に
お
い
て
は
、
上
杉
謙
信
の
起
請
文
が
国
内
領
主
の
統
合
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ

に
は
越
後
の
国
鎮
守
は
み
ら
れ
ず
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
国
鎮
守
を
介
し
た
領
主
統
合
と
い
う
構
図
が
成
り
立
た
な
い

こ
と
か
ら
、
謙
信
が
ど
の
よ
う
に
起
請
文
を
介
し
て
領
主
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
謙
信
の
起
請
文
に

は
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
な
い
一
方
、
全
て
に
春
日
社
が
記
載
さ
れ
る
と
い
う
、
他
の
国
内
起
請
文
に
は
な
い
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
そ

結論
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の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
越
後
国
内
の
状
況
を
検
証
し
、
国
内
に
お
い
て
は
領
主
等
が
荘
鎮
守
や
国
鎮
守
な
ど
の
国
内
鎮
守

を
介
し
て
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
が
背
景
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
謙
信
が
国
鎮
守
を
記
載
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
鎮
守
と
は
異
な
る
も
の
で
彼
等
と
関
係
を
築
こ
う
と
し
た
こ
と
な
り
、
そ
の
国
鎮
守
に
代
わ
る
も
の
が
氏

神
春
日
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
春
日
社
に
つ
い
て
は
「
春
日
」
と
「
氏
神
春
日
」
と
い
う
表
記
の
相
違
に
注
意
し
な
が
ら

謙
信
と
受
給
者
と
の
関
係
を
検
討
し
、
「
氏
神
春
日
」
を
記
載
し
た
起
請
文
の
受
給
者
は
、
謙
信
の
家
臣
や
そ
れ
に
近
い
国
人
な
ど
、

自
身
の
下
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
領
主
等
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
謙
信
は
、
国
鎮
守
で
ま
と
ま
る
領
主
等
を
起

請
文
で
も
っ
て
統
合
す
る
た
め
に
、
彼
等
が
記
載
す
る
国
鎮
守
を
自
身
は
記
載
し
な
い
こ
と
で
、
彼
等
と
差
別
化
を
図
り
、
新
た
に

自
身
の
氏
神
で
あ
る
春
日
社
を
記
載
す
る
こ
と
で
領
主
統
合
を
果
た
そ
う
と
し
た
と
言
え
る
。

謙
信
の
起
請
文
の
状
況
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
大
名
に
よ
る
国
鎮
守
を
介
し
た
領
主
統
合
で
は
な
く
、
大
名
家
の
氏
神

が
重
要
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
重
要
な
事
例
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
対
象
を
安
芸
毛
利
氏
に
か
え
、
そ
の
起
請
文
に
国
鎮
守
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
ず
毛
利
氏
が
本
拠
と
す
る
安
芸
国
内
に
お
い
て
は
、
毛
利
氏
・
そ
の
他
の
国
内
領
主
が
と
も
に
同
国
一
宮
で
あ
る
厳
島
社

を
起
請
文
に
記
載
し
て
お
り
、
彼
等
が
同
社
を
重
要
な
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
毛
利
氏

に
よ
る
厳
島
社
を
介
し
た
領
主
統
合
の
有
無
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
今
度
は
毛
利
氏
が
安
芸
国
外
の
領
主
と
交
わ
し

た
起
請
文
に
つ
い
て
み
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
毛
利
氏
も
国
外
領
主
も
基
本
的
に
は
自
身
が
所
属
す
る
国
の
鎮
守
を
記
載
し
て
い

た
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
、
よ
っ
て
起
請
文
に
お
け
る
国
鎮
守
の
記
載
は
、
起
請
文
発
給
者
が
ど
の
国
に
属
す
か
と
い
う
所
属
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
発
給
・
受
給
者
間
の
支
配
・
被
支
配
関
係
を
読
み
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
毛
利
氏
の
場
合
、
関
ヶ
原
敗
戦
に
よ
り
本
拠
を
安
芸
国
か
ら
長
門
国
に
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
転
後
に
発
給
さ
れ
た

起
請
文
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
移
転
後
も
し
ば
ら
く
は
厳
島
社
を
記
載
し
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
等
が
移
転
後
も
な
お
安
芸
国

へ
の
帰
属
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
状
況
は
近
世
を
通
じ
て
は
続
か
ず
、
国
鎮
守
は
近
世

以
降
も
基
本
的
に
は
国
鎮
守
と
し
て
の
性
格
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
彼
等
の
本
拠
地
が
変
わ
れ
ば
起
請
文
の
国
鎮
守

も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。

毛
利
氏
の
事
例
か
ら
は
、
起
請
文
の
国
鎮
守
は
発
給
者
が
所
属
す
る
国
に
基
づ
い
て
選
択
さ
れ
、
そ
の
規
則
は
戦
国
大
名
の
支
配

領
域
が
一
国
の
規
模
を
越
え
て
も
変
わ
ら
ず
、
国
鎮
守
は
あ
く
ま
で
そ
の
国
の
鎮
守
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

結論
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結論

た
。
よ
っ
て
戦
国
大
名
に
よ
る
領
主
統
合
に
お
い
て
、
複
数
国
を
支
配
す
る
大
名
が
国
内
外
の
領
主
を
同
時
に
統
合
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
一
国
の
枠
組
み
に
縛
ら
れ
た
国
鎮
守
で
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

続
く
第
四
章
で
も
毛
利
氏
を
事
例
に
、
そ
の
起
請
文
に
記
載
さ
れ
た
氏
神
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
毛
利
氏
は
複
数
あ
る
氏
神
の
中

で
、
居
城
近
く
に
あ
っ
た
祇
園
社
を
最
も
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
た
起
請
文
を
み
て
い
く
と
、
当
主
発
給
の
起

請
文
で
は
、
自
身
に
対
す
る
従
属
度
が
比
較
的
高
い
領
主
宛
の
も
の
が
多
く
、
当
主
以
外
に
同
社
を
記
載
し
て
る
者
は
、
毛
利
一
門

及
び
毛
利
「
家
中
」
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
戦
国
大
名
「
毛
利
家
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
人
々
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
「
家
中
」
連
署
起
請
文
に
祇
園
社
が
記
載
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
同
神
が
毛
利
家
を
核
に

形
成
さ
れ
た
「
家
中
」
の
枠
組
み
と
し
て
も
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
毛
利
氏
の
氏
神
祇
園
社
は
単
な
る
毛
利
家
の
守
護
神
と
い
う
枠
組
み
に
収
ま
ら
ず
、
毛
利
氏
が
領
主
を
自

身
の
下
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
際
に
持
ち
出
さ
れ
た
神
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
氏
神
の
範
囲
に
国

人
層
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
毛
利
氏
が
一
部
の
国
人
宛
の
起
請
文
に
自
身
の
氏
神
を
記
載
す
る
こ
と
で
他
の
国
人
と
は

異
な
る
扱
い
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
国
人
側
の
起
請
文
に
大
名
の
氏
神
が
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
戦
国
期
段
階
に
お

い
て
は
国
人
層
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
国
人
等
も
署
判
し
た
慶
長
起
請
文
に
氏
神
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
範
囲
が
最
終
的
に
は
国
人
層
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
第
二
章
の
上
杉
氏
の
事
例
と
照
合
す
れ
ば
、
東
国
・
西
国
と
も
に
同
時
期
に
同
様
の
事
象
が
み
ら
れ
た
こ
と
と
な
り
、
よ

っ
て
戦
国
大
名
が
領
主
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
国
鎮
守
で
は
な
く
、
大
名
家
の
氏
神
が
重
要

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
両
者
の
相
違
点
を
挙
げ
る
な
ら
、
上
杉
氏
の
起
請
文
に
は
国
鎮
守
が
記
載
さ
れ
ず
、
毛
利
氏

の
起
請
文
に
は
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
上
杉
氏
は
領
主
同
士
の
関
係
か
ら
一
線
を
画
し
、
そ
れ
と
は
異
な
る
方
法
で
彼
等
を

統
合
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
毛
利
氏
は
領
主
等
と
同
じ
関
係
性
を
保
ち
つ
つ
、
同
時
に
彼
等
を
統
合
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
起
請
文
の
勧
請
神
か
ら
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
個
人
の
信
仰
や
地
域
信
仰
圏
の
み
な
ら
ず
、

発
給
者
の
所
属
意
識
や
領
主
統
合
の
意
図
、
受
給
者
と
の
関
係
ま
で
も
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
当
時
の
人
々
の

意
識
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
情
報
量
を
持
つ
勧
請
神
を
抜
き
に
当
時
の
起
請
文
を
捉
え
る
こ
と
は
や
は

り
適
当
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
当
時
の
起
請
文
が
形
骸
化
し
て
い
た
と
の
見
方
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
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結論

な
お
、
勧
請
神
が
ど
れ
ほ
ど
細
か
く
選
択
さ
れ
て
い
た
か
は
、
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
点
及
び
各
章
に
載
せ
た
一
覧
を
み
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
見
不
規
則
に
み
え
る
こ
の
選
択
に
も
、
何
ら
か
の
一
貫
し
た
基
準
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
論
文

で
明
ら
か
に
し
て
き
た
国
鎮
守
や
氏
神
の
記
載
も
、
そ
の
基
準
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
後
必
要
と
な

る
の
は
、
同
様
の
作
業
を
他
の
大
名
及
び
そ
の
他
の
領
主
層
も
含
め
て
網
羅
的
に
行
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
全
体
の
共
通
点

が
明
ら
か
に
な
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
地
域
ご
と
・
出
自
ご
と
の
特
質
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
仏
に
対
す
る
信
仰
度
合
な
ど
に
つ
い
て
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
注
目
す
る
神
仏
も
、
国
鎮
守
や
氏
神
だ
け
で
な
く
、
勧
請
神
全
体
を
そ
の
分
析
範

囲
に
含
め
て
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
し
て
当
時
勧
請
神
を
選
択
す
る
上
で
の
基
準
が
明
ら
か
に
な
り
、

そ
れ
は
当
時
の
人
々
が
誓
約
を
成
す
上
で
神
仏
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
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【表①】　越後上杉（長尾）氏発給起請文一覧
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 勧請神 出典

1
永正
10.8.19

1513 長尾為景 中条藤資 八幡、春日、諏訪、［殊]氏神御霊 新1861

2 弘治2.8.17 1556 上杉謙信 長尾政景 日本神祇、八幡、天満、氏神春日 新869

3
永禄4.閏
3.16

1561 上杉謙信 簗田晴助
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、春日、天満、
[別]伊豆、箱根、三島

上271

4
永禄
10.5.16

1567 上杉謙信 色部勝長
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]摩利、愛宕、八
幡、春日、天満

新1065

5
永禄11.11.
晦

1568 上杉謙信 中条藤資
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、愛宕、氏
神春日、府内六所

新1863

6
永禄
13.1.15

1570 上杉謙信
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]日光、月光、摩利、
八幡、愛宕、氏神春日、天満

新1010

7
天正
10.4.26

1582 上杉景勝 本間泰時
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、日光、月
光、愛宕、飯縄、[殊]当国鎮守関山、蔵王、弥彦、二田、春
日、八幡、天満

新3878

8
天正
10.11.8

1582 上杉景勝 結城晴綱
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[殊]日本神祇、[別]春日、
八幡、天満

新4036

9
(天正
13).7.15

1585 上杉景勝 真田昌幸 神名 新924

【表②】　甲斐武田氏発給起請文一覧
№ 和暦 西暦 発給 受給 勧請神 出典

1
(天文
15).7.5

1546 武田信玄 春日源助 当国一二三、富士、白山、[殊]八幡、諏訪 戦武204

2
永禄
12.11.9

1569 武田信玄 毘沙門、諏訪、飯縄 戦武1471

3 元亀1.12.7 1570 武田信玄 簗田晴助
梵天、帝釈、四大、[殊]八幡、富士、浅間、関東鎮守、伊
豆、箱根、三島、[別]氏神新羅

戦武1630

4 元亀4.4.23 1573 武田勝頼 内藤昌秀
梵天、帝釈、四大、[殊]八幡、富士、浅間、愛宕山、伊豆、
箱根、三島、諏訪、甲州一二三

戦武2122

5 天正6.8.19 1578 武田勝頼 上杉景勝 神名如例 戦武3007

6 天正8.3.13 1580 武田勝頼 上杉景勝 諏訪 戦武4284

「出典」欄の「戦武」は『戦国遺文　武田氏編』の文書番号の略。

【表③】　駿河今川氏発給起請文一覧
№ 和暦 西暦 発給 受給 勧請神 出典

1
(永禄
4?).6.18

1561 今川氏真 奥平貞能 浅間、八幡 静⑦2944

2
(永禄
12).9.12

1569 今川氏真 冷泉殿 日本神祇、住吉、玉津島、富士、当社浅間 静⑦3776

「出典」欄の「新」は『新潟県史』資料編、「上」は『上越市史』 別編Ⅰの文書番号の略。

「出典」欄の「静⑦」は『静岡県史』資料編7の文書番号の略。
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【表④】　三河徳川氏発給起請文一覧
№ 和暦 西暦 発給 受給 勧請神 出典

1 (永禄3).6.6 1560 徳川家康 松井忠次
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島八
幡、天満

愛119

2
永禄4.閏
3.21

1561 徳川家康 簗瀬家弘 外2名 日本神祇、[別]富士、白山 愛97

3 永禄5.4.13 1562 徳川家康 松井忠次 [上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]天満 愛205

4
永禄
6.10.24

1563 徳川家康
松平家忠、松井
忠次

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、天満 愛300

5 永禄7.4.7 1564 徳川家康
小笠原重広、富
田安元

[上]梵天、帝釈、[下]四大、[惣]日本神祇、八幡、富士、白
山、南無天満

愛360

6 永禄7.5.13 1564 徳川家康 戸田重貞
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]富士、白山、八幡、
摩利

静⑦3208

7
(永禄
7?).6.5

1564 徳川家康 西郷清員 神八幡、富士、白山 静⑦3217

8
永禄
7.11.16

1564 徳川家康 戸田忠重
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、天満、八幡、富士、
白山

愛399

9 永禄9.2.10 1566 徳川家康
江馬泰顕、江馬
時成

[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、富
士、白山、天満

静⑦3315

10
永禄
11.12.12

1568 徳川家康
菅沼忠久 外2
名

梵天、帝釈、四大、[別]富士、白山、[惣]日本神祇 静⑦3502

11
永禄
11.12.26

1568 徳川家康
鵜殿氏長 外8
名

梵天、帝釈、四大、日本神祇、[別]富士、白山、八幡 静⑦3539

12 永禄12.4.8 1569 徳川家康 天野藤秀
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]富士、白山、伊豆、
三島、愛宕、天満

静⑦3695

13
永禄
12.4.12

1569 徳川家康
大沢基胤 外2
名

[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]弓矢八幡、摩
利、富士、白山、愛宕、秋葉、天満

静⑦3698

14
(元亀
1).10.8

1570 徳川家康 上杉謙信
[上]梵天、帝釈、[下]四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、
三島、八幡、天満

上910

15 元亀4.8.10 1572 徳川家康
奥平貞能、奥平
信昌

梵天、帝釈、四大、[殊]八幡、熊野、愛宕、[別]氏神、富
士、白山、天満

静⑧659

16
天正
10.6.12

1582 徳川家康 和田定数
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島、
富士、白山、八幡、天満

愛1532

17
(天正
10).9.10

1582 徳川家康 木曽義昌 梵天、帝釈、四大、日本神祇、[殊]浅間、八幡、諏訪 家上371

18
天正
10.10.24

1582 徳川家康 北条氏邦 日本神祇、富士、白山、天満、八幡、愛宕 戦北4492

19
天正
14.3.27

1586 徳川家康 里見義康
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島、
八幡

家上688

20
天正16.4.
吉

1588
徳川家康 外7
名

羽柴秀俊
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]王城鎮守、八幡、春
日、天満、[別]氏神

新家110

21
天正
16.5.21

1588 徳川家康
北条氏政、北条
氏直

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島、
八幡、天満

神9267

22 文禄3.5.3 1594 徳川家康 柳生宗巌 日本神祇、摩利、天道 家中249

23
(文禄
3?).6.3

1594 徳川家康 松岡則方 八幡 新家234

24 文禄4.7 1595
徳川家康 外2
名

（豊臣秀吉） 霊社上巻起請文 家中265

25 慶長3.8.5 1598 徳川家康
前田玄以 外4
名

霊社起請文 家中305

26 慶長3.8.8 1598 徳川家康
前田玄以 外4
名

霊社起請文 家中312

27 慶長3.9.3 1598
徳川家康 外4
名

毛利輝元 外4
名

霊社上巻起請文 毛963

28 慶長3.9.8 1598
徳川家康 外9
名

霊社上巻起請文（神仏多数） 家中334
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29 慶長4.2.5 1599 徳川家康
前田利家 外7
名

霊社上巻起請文 家中383

30
(慶長4).閏
3.21

1599 徳川家康 毛利輝元
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、春日、愛宕、白
山、富士

家中406

31 慶長4.4.2 1599 徳川家康
島津義弘、島津
忠恒

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島、
八幡、天満

島109

32
慶長
5.10.10

1600 徳川家康
毛利輝元、毛利
秀就

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、冨士、箱根、三
島、天満

吉914

「出典」欄の「愛」は『愛知県史』資料編11織豊Ⅰ、「静⑦」・「静⑧」は『静岡県史』資料編7・資料編8、「神」は『神奈川県史』資料編3古代・中世
(3上・下)、「上」は『上越市史』 別編Ⅰ、「戦北」は『戦国遺文　後北条氏編』、「毛」は『大日本古文書　毛利家文書』、「島」は『島津家文書』、

「吉」は『吉川家文書』、文書番号の略、「家上・中」は『徳川家康文書の研究』上巻・中巻、「新家」は『新修徳川家康文書の研究』第一輯の頁
番号の略。

【表⑤】　相模後北条氏発給起請文一覧
№ 和暦 西暦 発給 受給 勧請神 出典

1
(天文
6?).5.22

1537 北条氏綱 東慶寺 八幡、春日、三島 千

2 天文8.8.13 1539 北条氏綱 簗田高助 日本神祇、[別]八幡、伊豆、箱根、三島 千5

3
(天文
10?)7.16

1541 北条氏康 垪和 鶴岡 戦北1537

4
天文
12.11.21

1543 北条氏康 簗田高助
[上]梵天、帝釈、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]武州六所、
伊豆、箱根、八幡

千6

5
天文
20.12.11

1551 北条氏康 簗田晴助
梵天、帝釈、[殊]八幡、天満、三島、伊豆、箱根、[惣]日本
神祇

千9

6 永禄1.4.11 1558 北条氏康 簗田晴助
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島、
八幡、摩利

千16

7
(永禄
3).10.9

1560 北条氏康 太田資正 当国六所、三島、鶴岡 神7341

8 永禄6.2.21 1563 北条氏康 白川晴綱
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]八幡、
摩利、三島

白872

9 永禄9.9.5 1566
北条氏康、北条
氏政

由良成繁、由良
国繁

[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島、八幡 神7515

10
永禄
10.4.18

1567 北条氏政 簗田晴助
梵天、帝釈、四大、[別]伊豆、箱根、三島、八幡、[惣]日本
神祇

千30

11
永禄
10.4.18

1567 北条氏政 簗田持助
梵天、帝釈、四大、[別]伊豆、箱根、三島、八幡、[惣]日本
神祇

千31

12
(永禄
12).4.27

1569 北条氏康 松本景繁 八幡、三島 神7753

13
(元亀
1).2.18

1570
北条氏政、北条
氏康

上杉謙信 日本神祇、[殊]伊豆、箱根、三島、[別]八幡、摩利 神7927

「出典」欄の「千」は『千葉県の歴史』資料編中世４、『神奈川県史』資料編3古代・中世(3上・下)、「白」は『白河市史』資料編、「戦北」は『戦国
遺文　後北条氏編』の文書番号の略。
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【表⑥】　常陸佐竹氏
№ 和暦 西暦 発給 受給 勧請神 出典

1 永正7.12.2 1505 佐竹義舜
江戸通雅、江戸
通泰

[上]梵天、帝釈、四大、（以下神名多数） 茨Ⅳ281

2
天文3.閏
1.13

1534 佐竹義篤
小野崎大蔵太
輔

[上]梵天、帝釈、[下]堅牢、当国守護鹿島、[別]八幡、摩
利、[惣]日本神祇

茨Ⅳ128

3 天文4.7.26 1535 佐竹義篤 大山義景 [上]梵天、帝釈、[下]堅牢、八幡、摩利、[惣]日本神祇 茨Ⅳ227

4
弘治
3.10.12

1557 佐竹義昭 那須資胤
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、春日、日光、当国
鎮守鹿島、八幡、摩利、[惣]日本神祇

栃275

5
年未
詳.11.28

佐竹義昭 那須資胤
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[別]熊野、日光、当国鎮
守鹿島、八幡、[惣]日本神祇

栃276

6 永禄7.8.9 1565 佐竹義重
愛洲美作守、愛
洲修理亮

摩利 茨Ⅴ270

7 永禄9.7.2 1566 佐竹義重
武茂堅綱、武茂
輝綱

[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、日本神祇、[別]熊野、日
光、当国鹿島、当社八幡、摩利、天満

茨Ⅳ256

8
永禄
11.6.21

1568 佐竹義重
沢井左衛門大
夫

梵天、帝釈、四大、堅牢、[別]熊野、日光、鹿島、八幡、摩
利、天満、日本神祇

茨Ⅴ392

9 元亀3.6.21 1572 佐竹義重 那須資胤
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、[別]当国鹿
島、八幡、摩利、[惣]日本神祇

栃276

10 天正4.3.13 1576 佐竹義重 大山義在
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、[別]当国鹿
島、八幡、愛宕、[惣]日本神祇

茨Ⅳ232

11 天正6.8.17 1578 佐竹義重 舟尾昭直
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、愛宕、[惣]日本神祇

茨Ⅳ402

12 天正7.8.5 1579 佐竹義重 白川
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、[別]当国鹿
島、八幡、愛宕、[惣]日本神祇

白941

13
天正
10.6.24

1582 佐竹義重
烏山南、那須
（資晴ｶ）

[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、[別]愛宕、[惣]日本神祇

茨Ⅳ

14
(天正
13).4.13

1585 佐竹義重 白川 当国鹿島、八幡、[別]愛宕 白961

15 天正14.7.8 1586 佐竹義重
大山義景、大山
義則

[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、[別]愛宕、[惣]日本神祇

茨Ⅳ232

16
天正16.閏
5.13

1588 佐竹義重 笠間孫三郎
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、日本神祇

茨Ⅴ236

17
天正
17.6.17

1589 佐竹義宣 白川義親
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、[別]愛宕、飯縄、[惣]日本神祇

白999

18
天正
17.7.24

1589 佐竹義宣 箭田秀行
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、[惣]日本神祇

茨Ⅳ257

19
天正
17.7.28

1589 佐竹義宣 舟尾昭直
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、[別]愛宕、飯縄、[惣]日本神祇

茨Ⅳ404

20
天正
17.11.1

1589 佐竹義宣
舟尾義綱、舟尾
昭直

梵天、帝釈、四大、堅牢、八幡、摩利、愛宕、飯縄、熊野、
鹿島百余社、[惣]日本神祇

茨Ⅳ405

21
天正
18.2.14

1590 佐竹義宣 大山義則
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、熊野、日光、当国鹿島、
八幡、愛宕、飯縄、[惣]日本神祇

茨Ⅳ234

【表⑦】　奥羽伊達氏
№ 和暦 西暦 発給 受給 勧請神 出典

1 永和2.8.28 1376 伊達宗遠 日本神祇、[別]八幡 伊31

2
永和
3.10.10

1377 伊達政宗* 日本神祇、[別]八幡 伊32

3
天正
16.4.12

1588 伊達政宗 大内定綱
[上]梵天帝釈、四大、堅牢、熊野、八幡、[殊]当国鎮守鹽
竈、[惣]日本神祇

伊366

4
天正
17.7.26

1589 伊達政宗 白川義親
梵天、帝釈、四大、堅牢、熊野、春日、[別]愛宕、八幡、摩
利、[惣]日本神祇

白1000

「出典」欄の「茨Ⅳ・Ⅴ」は『茨城県史料』中世編Ⅳ・Ⅴ、「栃」は『栃木県史』史料編中世一、「白」は『白河市史　五』古代・中世のの頁番号の

略。

「出典」欄の「伊」は『大日本古文書　伊達家文書』、「白」は『白河市史』資料編の文書番号の略。



 

【附表】 

 

5 

 

 

【表⑧】　阿波三好氏
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏 出典

1
天文
3.11.21

1534
三好連盛、三好
長慶

梵天、帝釈、四大、三界所有大小神祇、[特]日本国主天
照、八幡、春日、大仏、二月堂執金剛神、[別]連盛・熊法師
之明神

戦三106

2
天文
17.12.10

1548 三好長慶 遊佐長教
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神八幡、春日、天
満

戦三217

【表⑨】　周防大内氏
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏 出典

1 明徳3.8.5 1392 大内義弘 熊野、[殊]氏神妙見、天満、[惣]日本神祇 毛1334

2
永正
3.10.13

1506 大内義興 毛利興元 氏神 毛193

3 天文8.9.13 1539 大内義隆 毛利元就 尊神 毛213

【表⑩】　土佐長宗我部氏
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏 出典

1 天正6.9.12 1578 長宗我部元親 日和佐肥前守 日本神祇、八幡 高334

2 天正9.7.23 1581 長宗我部元親 金子元宅 梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神八幡、天満 高339

3
天正
16.4.15

1586
長宗我部元親
外22名

羽柴秀秋
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]王城鎮守、八幡、春
日、天満、[別]氏神

大3-292

【表⑪】　豊後大友氏
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏 出典

1 永禄7.7.25 1564 大友義鎮
毛利元就 外2
名

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏由原八幡、祇園、
春日、関六所、天満

吉69

2 永禄7.7.25 1564 大友義鎮
竹村越前守、矢
島治部少輔

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]由原八幡、祇園、春
日、関六所、天満

吉70

【表⑫】　肥前龍造寺氏
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏 出典

1 天正2.7.10 1574
龍造寺隆信、龍
造寺政家

後藤貴明
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、当国鎮守千栗、河上、
氏神春日、龍造寺八幡、愛宕、天満

後藤42

2 天正3.8.25 1575 龍造寺隆信 後藤貴明
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]当国鎮守千栗、河
上、与賀、稲荷、祇園、賀茂、春日、八幡、軍神摩利、天満

武雄16

3 天正5.2.3 1577
龍造寺隆信、龍
造寺政家

後藤弥次郎、後
藤貴明

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、稲荷、祇園、賀茂、春
日、[別]当国一宮千栗、河上、与賀、天満、八幡、摩利

後藤40

4 天正5.4.24 1577
龍造寺隆信、龍
造寺政家

後藤貴明
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、稲荷、祇園、賀茂、春
日、当国一宮千栗、河上、与賀、龍造寺八幡、天満、軍神
摩利

後藤41

5
天正
6.12.22

1578
龍造寺隆信、龍
造寺政家

田尻宗達
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、稲荷、祇園、賀茂、春
日、当国一宮千栗、河上、金立、与賀、龍造寺八幡、[別]
軍神摩利

田尻169

「出典」欄の「戦三」は『戦国遺文　三好氏編』の文書番号の略。

「出典」欄の「毛」は『大日本古文書　毛利家文書』の文書番号の略。

「出典」欄の「高」は『高知県史』古代・中世史料編、「大3」は『大分県史料』(33)の頁番号の略。

「出典」欄の「吉」は『大日本古文書 家わけ 吉川家文書』の文書番号の略。
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6 天正7.2.26 1579 龍造寺政家 田尻宗達
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、三島、
賀茂下上、稲荷、祇園、[殊]当国鎮守千栗、河上、与賀、
[殊]氏神龍造寺八幡、天満

田尻172

7 天正7.12.5 1579
龍造寺隆信、龍
造寺政家

田尻鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]伊豆、箱根両所、稲
荷、祇園、賀茂、氏神春日、当国鎮守千栗、河上、龍造寺
八幡、軍神摩利、天満

田尻180

8 天正7.12.9 1579 龍造寺隆信 田尻鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]当国鎮守千栗、河
上、与賀、龍造寺八幡、稲荷、祇園、賀茂、春日、天満、諸
軍神、摩利

田尻182

9
天正
8.12.27

1580
龍造寺隆信、龍
造寺政家

田尻鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、稲荷、祇園、賀茂、春
日、当国一宮千栗、河上、龍造寺八幡、与賀、軍神摩利

田尻190

10 天正9.7.20 1581
龍造寺隆信、龍
造寺政家

田尻鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、伊豆、箱根両所、稲荷、
祇園、賀茂、春日、[別]当国鎮守千栗、河上、龍造寺八
幡、軍神摩利、天満

田尻194

11
天正
10.8.18

1582
龍造寺隆信、龍
造寺政家

田尻鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]当国鎮守千栗、河
上、氏神春日、龍造寺八幡、軍神摩利、天満、愛宕

田尻195

12
天正
11.7.21

1583
龍造寺隆信、龍
造寺政家

田尻鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根両所、稲
荷、祇園、賀茂、氏神春日、[殊]当国宗廟千栗、河上、龍
造寺八幡、軍神摩利、天満

田尻203

13
天正
11.11.27

1583
龍造寺隆信、龍
造寺政家

田尻長松
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根両所、稲
荷、祇園、賀茂、氏神春日、[殊]当国宗廟千栗、河上、龍
造寺八幡、軍神摩利、愛宕、天満

田尻206

14
天正
13.8.17

1585 龍造寺政家 田尻鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根両所、三
島、賀茂下上、[殊]当国鎮守千栗、河上、与賀、春日、龍
造寺大菩薩、天満

田尻224

【表⑬】　肥後相良氏
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏 出典

1
(文亀
2).11.4

1502 相良長毎 菊池能運 阿蘇、市房、青井、妙見、弓矢八幡 相255

2
(永禄
2).5.22

1559 相良頼房 園田帯刀允 市房、青井 相496

3 永禄5.8.吉 1562 相良頼房 北郷時久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、閻魔、[別]熊野、八幡、
王城鎮守、[殊]九州鎮守彦三所、鵜戸、霧島、阿蘇、藤崎
八幡、妙見、市房青井、[惣]日本神祇

宮2-757

4 永禄11.4.4 1568 相良頼房
東郷重綱、祁答
院良重

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]肥後国鎮守阿蘇、
求磨郡内守護市房、青井、八幡、天満

相523

5 天正9.9.8 1581 相良義陽
龍造寺隆信、龍
造寺久家

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、竃門、宝満、
千栗、阿蘇、藤崎、白木社妙見、青井、諏訪、天満

龍155

【表⑭】　薩摩島津氏
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏 出典

1 明徳4.6.□ 1394 (島津元久) (田代清久) 八幡 前2‐500

2 明徳4.6.□ 1394 (島津元久) 正八幡、天満、諏訪 前2‐502

3 応永3.6.17 1369 島津元久 伊作久義 伊勢、八幡、熊野、天満、諏訪、稲荷 前2‐565

4
応永
6.11.30

1399 島津元久 田代清久 正八幡、諏訪 前2‐630

5 応永7.4.8 1400
島津久豊、阿多
時成

伊勢、正八幡、諏訪 前2‐653

6
応永
10.12.13

1403 島津元久 渋谷重頼 正八幡、稲荷、諏訪 前2‐713

「出典」欄の「相」は『大日本古文書　相良家文書』、「龍」は「龍造寺家文書」（『佐賀県史料集成』）の文書番号、「宮2」は『宮崎県史』史料編中

世２の頁番号の略。

「出典」欄の「後」は「後藤家文書」、「田」は「田尻家文書」（ともに『佐賀県史料集成』）の文書番号の略。
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7
応永
12.9.21

1405 島津元久 正八幡、諏訪 前2‐736

8
応永
15.10.8

1408 島津元久 肥後清時 伊勢、正八幡、稲荷、諏訪、天満 前2‐777

9
応永
15.10.19

1408 島津元久 祢寝清平 正八幡、諏訪、稲荷、天満 前2‐779

10
応永18.8.
□

1411 島津久豊 樺山教宗 日本神祇、[殊]伊勢、正八幡、熊野、諏訪、稲荷 宮2-459

11 応永18.9.6 1411 島津久豊 樺山教宗 日本神祇、[殊]伊勢、正八幡、熊野、稲荷、天満 宮2-460

12
応永18.閏
10.11

1411 島津久豊 山田久興 伊勢、正八幡、熊野、諏訪、天満 前2‐848

13
応永
18.12.27

1411 島津久豊 祢寝清平 伊勢、正八幡、熊野、稲荷、諏訪、霧島、天満 前2‐863

14
応永
19.11.24

1412 島津久豊 樺山教宗 日本神祇、熊野、正八幡、稲荷五社、諏訪 宮2-467

15
応永
19.11.24

1412 島津久豊 樺山教宗 伊勢、熊野、正八幡、稲荷、諏訪 前2‐892

16
応永
19.11.30

1412 島津久豊 山田久興 伊勢、正八幡、熊野、諏訪、稲荷 前2‐896

17
応永
21.3.15

1414 島津久豊 比志島久範 伊勢、熊野、正八幡、諏訪 前2‐924

18
応永
21.3.21

1414 島津久豊 比志島久範 伊勢、熊野、天満、八幡 前2‐925

19
応永
30.8.30

1423 島津久豊 清色重清 正八幡、諏訪、鵜戸、霧島、天満、稲荷、祇園 前2‐1021

20
年未
詳.3.23

島津久豊 椛山幸宗 伊勢、八幡 島597

21
年未
詳.11.22

島津久豊 樺山教宗 日本神祇 宮2-473

22 永享4.5.13 1432 島津忠国 廻殿元政 正八幡、諏訪、天満 前2‐1111

23 永享4.5.15 1432 島津忠国 比志島義清 伊勢、諏訪、八幡 前2‐1112

24 永享7.6.12 1435 島津忠国 樺山孝久 日本神祇、[別]伊勢、諏訪、熊野、天満、正八幡 前2-1173

25
永享
7.10.14

1435 島津忠国 面々御中 正八幡、天満 前2-1179

26 文安2.4.3 1445 島津忠国 祢寝重清 伊勢、八幡、霧島、正八幡、天満 前2‐1306

27 文安3.9.29 1446 島津忠国 樺山孝久 伊勢、熊野、正八幡、諏訪、霧島、天満 前2‐1311

28 長禄5.3.12 1461 島津立久 樺山長久 伊勢、霧島、熊野、当国鎮主新田、正八幡、開門 宮2-493

29 文明9.4.21 1477 島津忠昌
島津友久 外6
名

[上]梵天、帝釈、四大、[殊]日本鎮守伊勢、熊野、正八幡、
諏訪、稲荷

島337

30
文明
12.10.20

1480 島津忠昌 御神名 島1412

31
天文
17.6.11

1548 島津貴久 北郷忠相
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[殊]開門、
金峰山、大隅鎮守霧島、正八幡、方(戸ｶ)神、[別]諸軍神

宮1-183

32
天文
21.12.4

1552
島津貴久 外6
名

梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[殊]日本第一熊野、九州彦
三所、薩摩新田、開門并諏訪、当国正八幡、止上、白山并
北辰、守公神、日州鵜戸并霧島、飫肥院八幡、三俣院春
日、[惣]日本神祇、同九万八千軍神摩利

宮1-185

33 永禄5.6.26 1562 島津貴久 樺山幸久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢等九万八千軍神二千八百
師天、[別]当国鎮守霧島、正八幡、当所鎮守止上、白山、
稲荷、天満

宮2-513
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34 永禄5.10.2 1562 島津義久 相良
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]当国鎮守新田、開
門、大隅正八幡、霧島、諏訪、天満

相506

35
永禄
7.11.19

1564 島津義久 北郷時久
梵天、帝釈、四大、日本神祇、[別]当国鎮守霧島、正八
幡、止上、開門、新田、諏訪、天満

宮2-758

36 永禄9.8.8 1566 島津義久 川上経久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]当所
諸神

島1418

37
永禄
10.7.13

1567 島津義久 樺山善久
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]当国鎮守新田、大
隅正八幡、霧島、当所諏訪、天満

宮2-514

38
永禄
11.6.15

1568 島津義久 北郷時久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、日本神祇、[殊]当国鎮守
等、開門、諏訪、[別]隅州惣社正八幡、霧島、稲荷、天満

宮2-759

39 永禄13.7.6 1570 島津義久 相良
日本神祇、[殊]開門、新田、大隅正八幡、霧島、鹿児島諏
訪、[別]求磨市房、青井、天満

相549

40 天正2.9.10 1574 島津義久 北郷時久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]当国
鎮守新田、開門、[殊]当所諏訪并天満

宮2-760

41 天正2.9.11 1574 島津義弘 北郷時久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]当国
擁護新田、開門、[殊]当所諏訪、天満

宮2-760

42
天正
4.10.20

1576 島津義久 伊勢因幡守 春日、八幡 相568

43 天正6.7.20 1578 島津義久 北郷時久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]当国
惣社新田、開門、天満、[殊]鹿児島鎮守諸大明神

宮2-762

44 天正6.8.3 1578 島津義久 北郷忠虎
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]神祇、[別]当国鎮守
新田、[殊]鹿児島諏訪、天満

宮2-771

45
天正
6.11.13

1578 島津義久 北郷忠虎
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]開門、
新田、諏訪、稲荷、天満

宮2-771

46
天正
6.12.12

1578 島津義久 北郷忠虎
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[殊]当国惣廟新田并大隅
国正八幡、日州霧島、[別]当所鎮守諏訪、[惣]日本神祇、
天満

宮2-771

47 天正9.4.3 1582 島津家久 樺山善久 日本神祇、[別]和歌三神 宮2-515

48
天正
11.5.13

1584 島津義久 相良四郎太郎
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]当国
鎮守新田、開門、[取分]鹿児島擁護諏訪、稲荷、祇園、春
日、勧請諸神、天満

相676

49
天正
12.7.10

1585 島津家久 樺山善久 住吉、玉津島、天満 宮2-515

50 天正14.4.6 1586 島津義久 龍造寺政家
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、別当国鎮
守新田、開聞、[取分]鹿児島擁護諏訪、稲荷、祇園并勧請
諸神、九州鎮将彦山、天満

島1435

51 天正16.2.3 1588 島津義弘
北郷忠虎、北郷
時久

[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]日州
擁護妻万、八幡、霧島、白鳥、狗留孫、一二三之宮、天満

宮2-767

52 文禄4.5.11 1595 島津義弘 島津家久
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]薩州
鎮守新田、大隈鎮守正八幡、霧島、白鳥、栗野正若宮、日
州鎮守妻、天満

島1495

53 慶長3.2.□ 1598 島津家久 島津以久
[上]梵天、帝釈、[下]堅牢、[惣]日本神祇、[別]薩州鎮守新
田、開聞、鹿児島擁護諏訪、稲荷、戸柱、若宮、春日、[就
中]帖佐(大隈)擁護新正八幡、諸大明神、天満

島1517

54 (慶長4）.1.3 1599 島津義久
島津家久、島津
義弘

八幡、春日、愛宕 島1462

55 慶長5.2.29 1560
島津忠恒、島津
義久

山口直友
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、冥官、冥衆、[惣]日本神
祇、[別]当国鎮守正八幡、霧嶋、[殊]薩州擁護新田、開
聞、鹿児嶋諏訪、愛宕、大小天狗等天満

島1466

[出典]欄の「前」は『薩藩旧記雑録』前編、「島」は『大日本古文書　島津家文書』、「相」は『相良家文書』の文書番号、「宮1」「宮2」は『宮崎県

史』史料編中世１・２の頁番号の略。
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【表⑮】　毛利当主発給起請文一覧
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 内容 勧請神 出典

1
応永
11.9.23

1404
小河内沙弥妙
語 外32名

国人一揆 日本神祇、[別]厳島 毛24

2
応永
21.5.18

1414 毛利光房
前住東福季宗
和尚侍者

吉田荘内土地寄進 両社八幡祇園 広Ⅴ613

3
応永
25.5.26

1418 毛利光房 毛利庵室 熙元扶持を依頼 日本神祇、八幡、伊勢、熊野、妙見、厳島 閥8-1-2

4
応永
26.6.11

1419 毛利光房 福原 熙元扶持を依頼 日本神祇、[殊]伊勢、八幡、厳島 閥8-1-3

5 寛正6.3.29 1465 毛利豊元 福原広俊 兄弟契約 日本神祇、[取分]厳島、当所七社 閥8-1-5

6 文亀2.8.22 1502 毛利弘元 志道広良 忠節なら遺恨なし 八幡、厳島、祇園 閥16-1

7 永正9.3.3 1512
天野興次 外8
名

衆中で相談・合力 日本神祇、[殊]八幡、摩利 広Ⅴ34

8
永正
9.10.18

1512 毛利興元 小早川興平 山内・毛利・小早川との和与 梵天、帝釈、四大、[殊]八幡、厳島 小263

9
永正
10.3.19

1513 毛利元就 志道広良
広良の意見を求める、協力し
て興元に奉公

梵天、帝釈、四大、[殊]八幡、[別]厳島、天満 山中734

10 大永5.6.26 1525 毛利元就 天野興定 兄弟契約
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、厳島、
天満

閥2-1

11 享禄4.2.12 1531 毛利元就 出羽祐盛
出羽旧領返還、与力として馳
走なら見放さず

梵天、帝釈、四大、堅牢、[別]八幡、厳島、天満 閥43‐1

12 天文12.6.4 1543 毛利元就 天野興定 和讒の族を信用せず 梵天、帝釈、四大、[殊]厳島、八幡 広Ⅴ48

13
天文16.7.
□

1547
毛利元就 外2
名

吉川興経
興経の毛利領居住了承の上
は疑心なし

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、八幡、
天満、(氏神七社、祇園)※（　）内異筆

吉425

14
天文16.閏
7.25

1547
毛利元就 外2
名

吉川経世 外2
名

興経・元春契約時の調法に
感謝

梵天、帝釈、四大、[殊]当国厳島、八幡、天満 吉427

15
天文
18.12.12

1549 毛利隆元 天野隆綱 兄弟契約の確認 日本神祇、当所七社、厳島 閥2-3

16
天文
19.1.12

1550
毛利元就、吉川
元春

吉川経好
元春別儀衆に同心しないなら
表裏別心なし

日本神祇、八幡、祇園、厳島 閥38‐1

17
天文
20.9.28

1551
毛利元就、毛利
隆元

乃美隆興
隆景の小早川家相続に入魂
に感謝

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、八幡、
天満

閥14-7

18
天文
22.2.10

1553
毛利隆元 外2
名

平賀・毛利・小早川三家で一
代盟約

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、[殊]当国
厳島、天満

毛221

19
(天文
23).5.14

1554 毛利元就
毛利(奈古屋)元
堯

周防に下向しないなら契約 日本神祇 閥63‐1

20
天文
23.5.22

1554
毛利元就、毛利
隆元

天野隆綱
陶氏との対立で毛利に一味
の上は申談

日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島 閥2-5

21
(天文
23).8.22

1554
毛利元就、毛利
隆元

天野隆綱
興定同様一具の上は疎略な
し

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、[別]厳島 閥2-6

22
(弘治1).閏
10.18

1555
毛利元就、毛利
隆元

椙杜隆康 外2
名

当国乱入で一味に感謝 日本神祇、八幡、祇園、厳島 閥30-4

23 弘治2.11.4 1556 毛利元就 佐波隆秀
無二の扶助を称す、隆秀に疎
略なし

日本神祇 閥71‐8

24 弘治3.2.2 1557
毛利元就 外17
名

軍中狼藉等の禁止 八幡、厳島 毛225

25
(弘治
3).7.10

1557
毛利元就、毛利
隆元

都野刑部少輔
福屋家中他出について無二
入魂なら疎意なし

日本神祇、八幡、[殊]厳島 閥85‐1

26 弘治3.12.2 1557
毛利元就 外11
名

軍中狼藉等の禁止 八幡、厳島 毛226

27
(永禄1).閏
6.20

1558
毛利元就、毛利
隆元

法泉寺兵部丞 内藤・毛利間の雑説を否定 八幡、祇園、[殊]厳島、[別]氷上妙見
閥99‐1‐
4

28
(永禄
4).12.12

1561 毛利元就 都野刑部少輔 一味の上は長久申談 日本神祇、[殊]厳島、八幡 閥85‐2

29 永禄5.6.8 1562
毛利元就、毛利
隆元

出羽元祐
常光服属了承の上は以後疎
略なし

日本神祇、八幡、祇園、[別]厳島 閥43‐12

30 永禄5.8.27 1562
毛利元就、毛利
隆元

赤穴久清、来嶋
清行

同心なら余儀なく申合せる 日本神祇、八幡、厳島、天満
閥37‐1‐
2
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31 永禄5.9.27 1562
毛利元就、毛利
隆元

湯原春綱
長久一味の上は疎意なく申
談

日本神祇、八幡、[別]厳島、祇園、天満
閥115-
1-2

32 (永禄6).2.5 1563 毛利隆元 宍戸隆家 両家の婚約 神 毛685

33 永禄6.3.25 1563 毛利元就 益田藤兼
無二心底・重刀差出の上は
長久申談

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、祇園、
[別]厳島、天満

益333

34
永禄
9.11.21

1566
毛利元就 外3
名

尼子義久 外2
名

尼子義久等が安芸下向なら
生命を保証す

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]当国杵築、
芸州厳島、八幡、氏神祇園、天満

山中829

35
永禄
10.1.10

1567 毛利輝元 桂元忠
元就の仰せを他言せず、大
人衆などに大小とも伺う

日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島、杵築 毛240

36 永禄10.9.4 1567 毛利輝元 (吉川元春) 隆元同様の馳走を依頼 日本神祇、[殊]厳島、八幡 吉193

37
永禄
11.3.27

1568 毛利輝元 石川種吉 兵法相伝 日本神祇、[別]八幡、摩利 閥110-4

38 永禄12.8.5 1569
毛利元就 外3
名

高橋鑑種 鑑種を見放さず
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、厳島、
氏神祇園、天満

毛242

39
永禄
12.12.10

1569 毛利輝元 吉川元春 元春を頼るなど
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、八幡、
[別]摩利、天満

吉192

40
永禄
13.6.20

1570
毛利輝元 外2
名

佐波隆秀
向後無二御届なら疎意なく申
談

日本神祇、[殊]厳島、八幡、杵築、天満 閥71‐11

41
永禄
13.9.25

1570
毛利元就 外2
名

村上武吉 向後入魂に感謝、相違なし 梵天、帝釈、四大、[殊]厳島、天満
閥22-1-
1

42 年未詳.9.4 毛利元就
おさき御つぼ
ね、よしミ御か

吉見氏に雑説あれば報告を
依頼

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、[殊]厳島、
祇園、天満

閥6-2

43
年未
詳.12.25

毛利隆元、毛利
元就

乃美隆興
大内からの不思議の趣につ
いて、向後等閑なし

八幡、祇園、[別]厳島 閥14-4

44 元亀2.5.20 1571 毛利輝元 吉川元長 元春父子に疎略なし 日本神祇、八幡、春日、[別]厳島、天満 吉1188

45 元亀3.7.25 1572 毛利輝元
山内隆通、山内
元通

元春・熊谷契約に同心の上
は疑心なし

日本神祇、[別]厳島、八幡、天満 山245

46 天正7.9吉 1579 毛利輝元 児玉元房 無二奉公なら疎意なし 日本神祇、[別]厳島、天満 閥19-22

47 (天正8).9.3 1580 毛利輝元 湯原春綱
心底の起請文提出の上は長
久申談

日本神祇、八幡
閥115-
2-70

48
天正
10.1.21

1582 毛利輝元 伊賀家久
境目指出に一味の上は知行
に相違なし

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、天満 閥29-3

49 天正10.6.9 1582
毛利輝元 外2
名

伊賀家久
無二覚悟の上は宇喜多の要
求でも見放さず

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、摩利、[殊]
厳島、氏神、天満

閥29-4

50
天正11.閏
1.12

1583 毛利輝元 伊賀家久
都鄙和睦の是非によらず見
放さず

日本神祇、八幡、天満、摩利、[殊]厳島 閥29-5

51
天正13.12.
吉

1585 毛利輝元 末次元康 馳走なら疎意なし 日本神祇、八幡、[別]厳島、杵築 山中672

52 天正14.9.7 1586 毛利輝元
長野三郎左衛
門尉

進発時の馳走に感謝 日本神祇、八幡、摩利、[殊]厳島、天満 山中753

53
天正
18.10.4

1590 毛利輝元 大和晴完 軍配日取并条々
日本神祇、日光、月光、金輪星王、廿八宿、九曜七
星、梵天、帝釈、摩利、八幡、[殊]氏神大現明王

閥118-1

54 慶長3.6.26 1598 毛利輝元 毛利秀元
神文提出に感謝、一筋覚悟
を忘れず

日本神祇、八幡、[別]厳島、天満 山中764

55 慶長3.7.15 1598 毛利輝元
徳川家康、前田
利家

秀頼への奉公、法度置目に
従うなど

霊社上巻起請文 毛962

56 慶長4.2.12 1599
長束正家 外8
名

（徳川家康） 秀吉置目に相違なしなど 霊社上巻起請文 毛964

57 慶長4.6.28 1599 毛利輝元 毛利元倶
無二覚悟の神文提出の上は
疎意なし

日本神祇、八幡、[別]厳島、天満 閥2-15

58 年未詳.6.4
小早川隆景、毛
利輝元

つほね
宍戸元秀娘と羽柴秀俊婚儀
について

八幡、[別]厳島、[并]祇園、宮崎 兵487

「出典」欄の「毛」は『大日本古文書　毛利家文書』、「吉」は『吉川家文書』、「小」は『小早川家文書』、「益」は『益田家文書』、「山」は『山内首藤家文書』、「閥」は『萩藩

閥閲録』の文書番号の略。「広Ⅴ」は『広島県史』古代中世資料編Ⅴ、「山中」は『山口県史』史料編中世2、「兵」は『兵庫県史』史料編中世1の頁番号の略。

網掛けは安芸国外領主宛に送られた起請文であるが、これについては第三章で扱う。
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【表⑯】　毛利一門・家臣発給起請文
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 内容 勧請神 出典

1 大永5.6.28 1525 志道広良 天野興定 兄弟契約
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、厳島、
天満

広Ⅴ36

2
天文
15.5.10

1546
国司元保 外2
名

長末三郎左衛
門尉　外5名

元就へ入魂なら余儀なし 日本神祇、[別]厳島、吉田之祇園八幡 閥46‐5

3 天文19.3.3 1550 吉川元春 森脇祐有
元春に別心衆に同心なしなら
心疎なし

日本神祇、[別]当国厳島、八幡 広Ⅴ144

4
天文
19.7.15

1550 児玉就忠 井上光俊 光俊助命について 厳島、宮崎八幡、祇園 閥80‐7

5 天文21.3.3 1552 小早川隆景 平賀広相 兄弟契約 日本神祇、[殊]当国厳島 平105

6
(天文
21?).6.28

1552 小早川隆景 杉原隆盛 兄弟契約 日本神祇、[殊]当国厳島 広Ⅴ136

7
天文
22.4.26

1553 吉川元春 平賀広相 毛利・小早川と同様盟約 日本神祇、[別]厳島、八幡 平95

8 弘治3.2.17 1557 小早川隆景 天野元貞 向後互に申承る、心疎なし 梵天、帝釈、四大、[別]厳島、八幡 広Ⅴ55

9 永禄5.7.3 1562 口羽通良
来嶋清行、由来
晴清

同心なら別儀なし、不審な点
は神文で以て申す

日本神祇、[別]厳島、賀茂
閥37‐1‐
3

10
永禄
8.12.28

1565 吉川元春 益田藤兼 兄弟契約
日本神祇、殊佐陁、杵築、厳島、氏神宮崎八幡、
春日

益327

11 永禄9.2.15 1566
小早川隆景、吉
川元春

益田藤兼
元就所労でも変わらず忠誠
の上は堅固に富田を攻める

日本神祇、八幡、杵築、厳島、祇園、天満 益328

12 永禄9.2.15 1566
吉川元春、小早
川隆景

佐波隆秀
元就所労でも変わらず忠誠
の上は堅固に富田を攻める

日本神祇、八幡、杵築、厳島、祇園、天満 閥71‐10

13
(永禄
9).2.15

1566
吉川元春、小早
川隆景

平賀広相
元就所労でも変わらず忠誠
の上は堅固に富田を攻める

日本神祇、八幡、杵築、厳島、祇園、天満
閥124-
1-23

14
永禄
9.11.26

1566
福原貞俊 外2
名

尼子義久 外2
名

尼子義久以下の安芸下向な
ら生命保証

日本神祇、杵築、[別]厳島、天満 山中830

15
永禄
11.4.13

1568 穂田元清 石川種吉 兵法相伝 日本神祇、[別]八幡、摩利、天満 閥110-5

16
永禄
12.7.21

1569
蔵田元貞、香川
光景

安達十兵衛尉
籠城の馳走、雲州牢人の勧
誘に応じなければ疑心なし

日本神祇、八幡、天満、[殊]厳島 山中134

17
永禄
12.8.10

1569 小早川隆景 志道元保
輝元への馳走の上は大小事
申談ず

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、八幡、
天満

山中735

18
永禄
12.8.21

1569 長就連 外2名 安達十兵衛尉 無二覚悟に感謝 日本神祇、八幡、祇園、厳島、天満 山中134

19
永禄
13.11.2

1570 吉川元春 (古志玄蕃助)
毛利に悪心なければ元春も
等閑なし

日本神祇、杵築、[別]芸州厳島、八幡、天満 吉1465

20 元亀3.8.1 1572
吉川元春、吉川
元資

山内元通、山内
隆通

兄弟契約
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、八幡、
天満

山247

21
元亀
3.10.29

1572
小早川隆景、吉
川元春

横井左衛門尉
城破却に同意・毛利への忠
儀を忘れず

日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島、杵築、天満 閥25-17

22 元亀4.9.1 1573 (吉川元長) 福原元俊 兄弟契約 日本神祇、[別]氏神祇園、八幡、天満 吉660

23 元亀4.9.9 1573 福原元俊 吉川元長 兄弟契約 日本神祇、[別]厳島、八幡、天満 吉661

24
(天正2).閏
11.1

1574 小早川隆景
清水宗治、江口
源助

累年馳走につき見放さず 日本神祇、八幡、[殊]厳島、天満 山中185

25 (天正5).2.2 1577
吉川元棟、吉川
元長

吉川広家
佐々木源兵衛尉進退につい
て末代まで許書仕らず

氏之神 吉1246

26 天正6.5.20 1578 吉川元長 益田元祥
輝元への懇意肝要、益田・吉
川間で疎意なし

梵天、帝釈、四大、日本神祇、八幡〈本寺／鎮守〉、
春日、厳島、氏神芸州吉田祇園、石州一宮、瀧
蔵、[殊]大日覚王、金剛、勝軍地蔵、摩利、[別]八
大祖師并以下之諸大徳、先師大和尚

益384

27 天正7.6.26 1579 吉川元春 草苅重継
重継の家督継承を承認、毛
利に無二御届なら見放さず

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、八幡、
春日、天満

閥34-10

28 天正7.6.26 1579 吉川元春
黒岩土佐守 外
8名

重継の家督継承を承認、毛
利に無二御届なら見放さず

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、八幡、
春日、天満

閥34-11

29 天正7.10.6 1579 小早川隆景 草苅重継
無二覚悟を誓った上は向後
引立

日本神祇、八幡、[別]厳島、当国一宮、天満 閥34-12

30 天正8.9.6 1580
宍戸元孝、宍戸
隆家

山内隆通、山内
広通

隔心の疑い、隆通等に疎略
なし

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、厳島、
天満

山284

31 天正9.8.19 1581
小早川隆景 外
4名

伊賀家久
打渡を以て知行に相違なし、
家久を見放さず

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、天満、
愛宕、[別]厳島、氏神

閥29-1
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32
(天正
10).4.14

1582 小早川隆景 村上元吉
通昌に従わず入魂を忘れず、
来島と衝突しても見放さず

日本神祇、八幡、[殊]厳島
閥22-1-
4

33
天正11.閏
1.12

1583
小早川隆景、吉
川元春

伊賀家久 和談の是非によらず見放さず 日本神祇、八幡、天満、摩利、[殊]厳島 閥29-6

34
天正
11.7.23

1583 吉川元長 吉川経景 経言進退について 日本神祇、八幡、厳島 広Ⅴ96

35 天正12.9.9 1584 小早川隆景 伊賀家久
知行に相違なし、宇喜多から
の子細は尋ねる

日本神祇、[殊]八幡、厳島、春日、賀茂、天満、愛
宕、[別]氏神

閥29-8

36
天正
13.2.11

1585 小早川隆景
村上武吉、村上
元吉

来島通昌帰国後に再乱あれ
ば武吉等を引き立てる

日本神祇、[別]厳島、三島、八幡、天満
閥22-1-
2

37
天正
13.11.1

1585 小早川隆景
村上元吉、村上
武吉

城明渡し、最前忠義の報告、
屋代島以下知行について

日本神祇、八幡、[殊]当国三島、天満
閥22-1-
3

38 天正15.7.5 1587 吉川広家 天野元珍
起請文での入魂を忘れず、隆
重同様申談

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、厳島、熊
野、住吉、愛宕、摩利、天満、[別]厳島

閥73‐10

39
(慶長
4).8.18

1599 福原広俊 伊秩采女正
国分の儀について秀元に意
見

日本神祇、[殊]厳島、氏神八幡 毛1198

40
年未
詳.1.40

小早川隆景 外
3名

児玉元良、児玉
就英

忠義の者には本地以下相違
なし

日本神祇、厳島、当国一宮
閥100-
40

「出典」欄の「毛」は『大日本古文書　毛利家文書』、「吉」は『吉川家文書』、「小」は『小早川家文書』、「益」は『益田家文書』、「山」は『山内首藤家文書』、「閥」は『萩藩

閥閲録』の文書番号の略。「広Ⅴ」は『広島県史』古代中世資料編Ⅴ、「山中」は『山口県史』史料編中世2の頁番号の略。

網掛けは安芸国外領主宛に送られた起請文であるが、これについては第三章で扱う。なお、所在地不明の人物は斜体とした。

【表⑰】　毛利氏宛起請文一覧
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 内容 勧請神 出典

1
応永
26.11.24

1419
高橋玄高 外2
名

福原庵室、毛利
熙元

一家中確執が三人の口入に
より和解

厳島、八幡 広Ⅴ197

2 明応8.1.23 1499 井上元兼 国司有相
行永名拝領につき弘元への
奉公を誓う

当国一宮、当所七社 毛165

3
(永正
3).10.13

1506 大内義興 毛利興元
三箇条について承諾の神文
提出の上は疎略なし

氏神 毛193

4
永正
4.12.26

1507 三田元親 毛利興元
長屋村等を子息に安堵に感
謝、疎意等あれば召放して

弓矢八幡、[殊]厳島 毛189

5
永正
8.10.28

1511 光家 毛利興元
興元在京・在山口時の役銭
負担と今後の忠節を誓う

日本神祇、［殊]厳島、八幡 毛195

6
永正
8.10.28

1511 秋山親吉 毛利興元
興元在京・在山口時の役銭
負担と今後の忠節を誓う

日本神祇、[殊]厳島、八幡 毛196

7
永正
8.10.28

1511 親国 毛利興元
興元在京・在山口時の役銭
負担と今後の忠節を誓う

日本神祇、[殊]八幡、摩利 毛198

8
永正
8.10.30

1511 井原元造 毛利興元
興元在京・在山口時の役銭
負担と今後の忠節を誓う

日本神祇、[殊]厳島、八幡 毛201

9
永正
8.10.30

1511 内藤元兼 毛利興元
興元在京・在山口時の役銭
負担と今後の忠節を誓う

日本神祇、[殊]厳島、八幡 毛203

10
(永正
12).4.5

1515
上山実広 外3
名

毛利元就 相互協力 日本神祇、[殊]八幡、厳島、吉備 毛207

11 大永5.6.26 1525 天野興定 毛利元就 兄弟契約
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、厳島、
天満

広Ⅴ35

12 享禄5.7.13 1532
福原広俊 外31
名

粟屋孫次郎 家中内規約の遵守
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、祇園、
八幡、天満

毛396

13 天文8.9.13 1539 大内義隆 毛利元就 不審点を否定 尊神（照覧） 毛213

14 天文12.6.9 1543 天野興定 毛利 兄弟契約確認
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、厳島、
天満

広Ⅴ48

15
天文
16.7.19

1547 吉川興経
毛利元就 外2
名

毛利取成に安堵、向後別儀
なし

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、天満、[別]厳島、
氏八幡、烏子七社、枝宮七社

吉424

16
天文
18.12.7

1549 吉川経好
粟屋藤右衛門
尉

元春に相違の衆に同意せず 日本神祇、[別]当国厳島、八幡 吉435

17
天文
19.4.24

1550 吉川経世
粟屋藤右衛門
尉

毛利に別儀なし、元春に悪心
なし

出雲国杵築、当国厳島、[殊]御氏神八幡、[総]日
本神祇

吉438

18
天文
19.7.20

1550
福原貞俊 外
238名

家中内規約の遵守
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、祇園、
八幡、天満

毛401

19
天文
20.12.7

1551
平賀弘保 外2
名

毛利元就、毛利
隆元

平賀家再興に感謝 日本神祇、[別]厳島、高屋七社 毛220

20
天文
22.2.10

1553 平賀広相 毛利元就 五ヶ村安堵の上は余儀無し
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、天満、[殊]
当国厳島

毛222
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21 天文22.4.3 1553
三吉致高、三吉
隆亮

毛利元就、毛利
隆元

参会を遂げ申談の上は長久
扶助を得、馳走を誓う

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]当国一宮吉
備津、八幡、梅宮

毛223

22
天文
23.5.28

1554 天野隆綱
毛利元就、毛利
隆元

毛利に無二御届、弘中隆兼
に通じない

梵天、帝釈、四大、[惣]安芸一宮厳島、八幡 広Ⅴ52

23 弘治3.12.2 1557
福原貞俊 外
241名

軍中狼藉等の禁止 八幡、厳島 毛402

24 永禄3.5.20 1560
(聖護院門跡道
増)

毛利元就、毛利
隆元

芸雲和談について中立を誓う
日本神祇、[殊]熊野、大峰八大金剛童子、八幡、両
部諸天、当島厳島

毛231

25 永禄7.7.25 1564 大友宗麟(義鎮)
毛利元就 外2
名

大友・毛利間の和睦
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏由原八
幡、祇園、春日、関六所、天満

吉69

26 永禄7.7.25 1564
戸次鑑連 外3
名

毛利元就 外2
名

大友・毛利間の和睦
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神由原八
幡、祇園、関六所、春日、天満

吉71

27 永禄10.9.8 1567 吉川元春 (毛利輝元) 隆元同様無二の奉公を誓う 日本神祇、当国厳島、[殊]氏神宮崎八幡、祇園 毛322

28
永禄
11.6.12

1568 毛利元秋 毛利輝元 輝元に対し無二奉公を誓う
日本神祇、[殊]軍天厳島、各氏神八幡、祇園、荒
神、南無天満

毛323

29
永禄
12.2.16

1569 和智元郷 毛利元就
三戸造意について、父誠春と
は異なり無二覚悟を誓う

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神明、当
国厳島、吉舎両社、[悉]備後国一宮

毛241

30
永禄
12.12.16

1569 小早川隆景 毛利輝元
心中を残らず明かす、進退を
任せる

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神祇園、
[別]厳島、八幡、摩利、天満

毛325

31
永禄12.12.
吉

1569 吉川元春 毛利輝元 心中を明かす
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、八幡、
[別]摩利、天満

毛324

32
永禄
13.9.20

1570 村上武吉
毛利元就・毛利
輝元

無二馳走を誓う
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]三島、八幡、
天満

毛244

33 元亀2.2.吉 1571 吉川元長 (尾崎) 輝元・毛利家に疎意なし
[上]梵天、帝釈、四大、日本神祇、春日、厳島、[別]
当所氏神、祇園、八幡、天満

吉1245

34
元亀
3.10.12

1572 内藤隆春
兼重元宣、児玉
元良

夫人逝去を嘆く、無二覚悟
日本神祇、当国厳島、相合八幡、[殊]長州一二両
社

毛327

35 元亀4.4.10 1573
三吉隆亮、三吉
広高

毛利輝元
元就以来の馳走を忘れずと
の神文拝受、以後無二覚悟

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]一宮吉備
津、八幡、天満

毛328

36 元亀□.8.5 小早川隆景 毛利輝元
元就隆元内証の筋目を忘れ
ず、

日本神祇、[殊]当国厳島、八幡、天満、氏神祇園 毛326

37 天正3.4.24 1575 三刀屋久枎
吉川元春、吉川
元長

所領安堵により忠義を誓う、
輝元を助け、元長に馳走

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、春日、大
山権現、厳島、[別]杵築、天満

吉611

38 天正3.5.28 1575 山名祐豊 吉川駿河守
毛利との和議成立・起請文到
来の上は疎心なし

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]八幡、天満、
但州五社、妙見、愛宕、氏神

吉577

39 天正8.1.27 1580 三澤為虎 粟屋元種 毛利家に別儀なし
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]杵築、大山、
厳島、天満、[別]氏神明

毛344

40 天正8.6.5 1580 三澤為虎
口羽通良、粟屋
元種

秀吉の伯耆乱入、義昭・毛利
の恩を忘れず無二馳走

梵天、帝釈、四大、日本神祇、熊野、愛宕、[別]杵
築、日御崎、厳島、氏八幡、[并]諏訪、天満

毛345

41 天正10.6.4 1582 豊臣秀吉
毛利輝元 外2
名

毛利に疎略なし 日本神祇、[殊]八幡、愛宕、白山、摩利、[別]氏神 山中805

42
天正
11.8.13

1583 吉川元長
小早川隆景 外
2名

種々雑説につき経言身上に
ついて説明

日本神祇、[殊]厳島、氏神当所祇園、宮崎八幡 吉1247

43
天正13.後
8.27

1585 三澤為虎 井原元尚
亀高城守備を依頼、戦時雑
談あればすぐ参上

日本神祇、杵築、大山、厳島、摩利、三澤七社、天
満

毛350

44
天正
13.12.3

1585 末次元康 毛利輝元
富田拝領の上は無二奉公を
誓う

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]氏八幡、祇
園、厳島、杵築、佐渡、天満

毛351

45 天正14.3.8 1586 山内隆通
渡辺石見守 外
2名

山内知行書立
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、当国
一宮、氏神八幡、天満

閥13-1-
57

46
天正
14.3.13

1586 赤穴忠清
赤穴幸清、口羽
通平

赤穴知行書立 日本神祇、八幡、天満、[別]厳島
閥37‐1‐
36

47
天正
20.4.13

1592 毛利秀元
(小早川隆景、
安国寺恵瓊)

輝元実子誕生なら扶助・忠節 梵天、帝釈、四大、日本神祇、[殊]厳島、氏神 毛1035

48
天正
20.4.14

1592
安国寺恵瓊 外
2名

二宮就辰、鵜飼
元辰

秀吉の秀元の輝元後継承認
につき報告

梵天、帝釈、四大、日本神祇、[殊]厳島、釈迦、達
磨

毛1041

49 文禄4.9.5 1595 中嶋元衡
国司元武、山田
元宗

給地付立 日本神祇、[別]厳島 広Ⅴ296

50 文禄4.9.6 1595 富田道場
国司元武、山田
元宗

寺領付立 日本神祇、[殊]寺本尊阿弥陀 山中4

51 文禄4.9.21 1595
平賀元相、平賀
市松

国司元武、山田
元宗

給地付立 日本神祇、[別]厳島、摩利 平127

52 文禄4.9.21 1595 国造千家義広
国司元武、山田
元宗

給地付立 日本神祇、[殊]杵築 島220

53 文禄4.9.24 1595 杉元良
国司元武、山田
元宗

給地付立 日本神祇、[殊]厳島、氏御神明 閥79‐18
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54 文禄4.9.28 1595 山内広通
国司元武、山田
元宗

給地付立 日本神祇、[殊]厳島、氏神八幡、天満 山330

55 慶長2.6.16 1597 毛利秀元 (堅田元慶) 渡海に際し依頼 日本神祇、[殊]厳島 毛357

56
(慶長
2?).10.10

1597 井上景貞 佐世元嘉
兄弟召置に感謝、他家に仕
えず

日本神祇、[別]厳島、八幡 毛1202

57 慶長2.12.6 1597
井上春忠 外6
名

毛利元康
隆景跡目について、数代の
筋目を守る

梵天、帝釈、四大、日本神祇、[別]厳島、八幡、天
満

毛1191

58 慶長3.4.24 1598 毛利秀元 毛利輝元 輝元に別儀なし 日本神祇、[殊]厳島、摩利、八幡 毛1036

59 慶長3.9.3 1598
長束正家 外4
名

毛利輝元 外4
名

衆中内の取決めを守る 霊社上巻起請文 毛963

60 慶長4.2.12 1599 徳川家康
長束正家 外8
名

秀吉置目を守るなど 霊社上巻起請文 毛1015

61
慶長4.閏
3.21

1599 徳川家康 毛利輝元
秀頼に疎略なしなら輝元に表
裏別心なし

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、春日、愛
宕、白山、富士

毛1017

62
慶長4.後
3.29

1599 村上景広 堅田元慶 馳走を誓う 日本神祇、[別]八幡、厳島、愛宕、春日、天満 毛1192

63
(慶長4).後
3.29?

1599 小田元家 堅田元慶
隠密の儀を他言せず、無二
忠義を誓う

日本神祇、春日、天満、[殊]厳島、愛宕、八幡、[并]
吉備津

毛1229

64 慶長4.4.24 1599
村上元吉、村上
武吉

堅田元慶
輝元父子への奉公、世上取
沙汰は奉公など

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、八幡、
天満

毛1193

65 慶長4.4.24 1599 村上景親 堅田元慶
扶持を忘れず、輝元父子に馳
走

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、八幡、
天満

毛1194

66 慶長4.6.4 1599 毛利秀元 安国寺長老 今井宗薫と家康内談を弁明
日本神祇、八幡、春日、愛宕、白山、[殊]氏神、[別]
厳島

毛361

67 慶長4.6.21 1599 益田元祥 佐世元嘉
国分についての直命を他言
せず、知行安堵につき奉公

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]厳島、杵築、
[別]氏八幡、春日、摩利、天満

毛1196

68 慶長4.6.晦 1599
毛利元康 外6
名

井原元尚、粟右
近

御用は相談、法度違反は上
意に任せ対処など

日本神祇、[殊]氏神、[別]厳島、八幡、愛宕、白山、
天満

毛1195

69 慶長4.7.8 1599 乃美景継 堅田元慶 忠節を誓う
日本神祇、熊野、八幡、愛宕、摩利、厳島、日天、
月天、[別]祇神

毛1197

70 慶長5.8.26 1600 吉川広家 堅田元慶
伊勢国津城合戦手負討死注
文

愛宕、厳島、大社、摩利、八幡、天満 吉728

71
年未
詳.1.13

足利義昭 毛利輝元 馳走なら向後相談し見捨てず 日本神祇、[殊]八幡、天満 毛321

72
年未
詳.3.27

天野元政 二宮就辰
奉公を誓う、不調法の時は折
檻を依頼

日本神祇、[別]厳島、八幡、天満 毛1190

73 年未詳.7.4 天野元政 (二宮就辰)
神辺城番命令を受ける、無二
奉公を誓う

日本神祇、当国厳島、八幡、[殊]愛宕、摩利、天満 毛343

74 年未詳.8.7 天野元政 榎本元吉 従属確認 弓矢八幡、厳島、愛宕、白山 毛849

75
年未
詳.8.22

宍戸元続 井原元以
家来衆中に懇談すべき者な
し、毛利へ一遍覚悟

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]両国一二両
社、[并]厳島、氏八幡、愛宕、白山、天満

毛1219

76
年未
詳.12.14

穂田元清 堅田元慶 従属確認
日本神祇、[殊]厳島、愛宕、白山、摩利、天満、八
幡

山中684

「出典」欄の「毛」は『大日本古文書　毛利家文書』、「吉」は『吉川家文書』、「小」は『小早川家文書』、「益」は『益田家文書』、「山」は『山内首藤家文書』、「閥」は『萩藩
閥閲録』の文書番号の略。「広Ⅴ」は『広島県史』古代中世資料編Ⅴ、「山中」は『山口県史』史料編中世2、「兵」は『兵庫県史』史料編中世1の頁番号の略。

網掛けは安芸国外領主宛に送られた起請文であるが、これについては第三章で扱う。



 

【附表】 

 

15 

 

 

【表⑱】　越後国内起請文一覧
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 勧請神 出典

1 正嘉2.7.9 1258 くろかはのあま 日本神祇、[殊]ニ所、熊野、御嶽 新1218

2 宝徳3.4.29 1451
飯沼頼泰、長尾
頼景

長尾備中守 日本神祇、[殊]氏神 新193

3
文明
12.10.5

1480
山之庵喜栄　他
4名

日本神祇、天照、春日、[別]三浦十二天、八幡 新1332

4 文明1210.5 1480
黒川氏実家中
27名

日本神祇、天照、春日、[別]三浦十二天、八幡 新1337

5
文明
12.12.11

1480 黒川治実
熊野、王城鎮守諸大明神、[殊]三浦氏神十二天、
八幡、[惣]日本神祇

新1339

6
文明
12.12.11

1480 浜崎助儀
熊野、王城鎮守諸大明神、[別]十二天、八幡、[惣]
日本神祇

新1340

7
文明
12.12.11

1480 松浦実澄
熊野、王城鎮守諸大明神、[別]十二天、八幡、[惣]
日本神祇

新1839

8
年月日未
詳

（黒川宮福丸
母）

三浦十二天、八幡 新1344

9
永正
9.10.17

1512 中条藤資 築地弥七郎 弓矢八幡、若一王子 新1444

10
永正
10.8.19

1513 長尾為景 中条藤資 八幡、春日、諏方、［殊]氏神御霊 新1861

11
永正
10.8.22

1513 安田実秀 中条藤資
[上]梵天、帝釈、[下]堅牢、[別]八幡、当国鎮守弥
彦、二田、[惣]日本神祇

新1862

12 永正10.9.1 1513 中条藤資 長尾為景
八幡、春日、諏方、当国一宮弥彦、二田、氏神若一
王子

新2330

13 大永6.1.11 1526 新津景資
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]八幡、春
日、天満、諏方、[殊]当国鎮守関山、弥彦、二田

新233

14 大永6.1.11 1526
千田憲次、豊島
資義

[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]八幡、春
日、天満、諏方、[殊]当国鎮守関山、弥彦、二田

新234

15 大永6.1.18 1526
本庄房長、色部
昌長

長尾為景
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、賀茂、八幡、
[并]石清水、春日、天満、諏訪、[殊]当国鎮守関
山、弥彦、二田

新235

16 大永6.1.23 1526 黒川盛重 長尾為景
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、賀茂、八幡、
[并]石清水、春日、天満、諏方、[殊]部類眷属

新236

17 大永6.9.5 1526 中条藤資 長尾為景
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、賀茂、八幡、
石清水、春日、天満、諏訪、[殊]当国鎮守関山、弥
彦、二田

新237

18 大永8.6.12 1528 山吉政久 大熊政秀
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]当国鎮守関
山、弥彦、二田、[殊]八幡、春日

新238

19 享禄3.12.7 1530 本庄房長 色部憲長
八幡、春日、熊野、諏訪、[別]当国弥彦・二田両
社、[惣]日本神祇

新239

20 享禄4.8.10 1531 山吉政久
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、春
日、諏方、当国一宮居多、弥彦、二田、関、国上

新240

21 享禄4.8.20 1531 鮎河清長 色部憲長
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、春日、
熊野、羽黒、天満、[別]当国弥彦、二田、両庄鎮守
貴船、鷲巣、河内

新1072

22 享禄4.8.20 1531 小河長基 色部憲長
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、春日、
熊野、羽黒、天満、[別]当国弥彦、二田[并]両庄鎮
守貴船、鷲巣、河内

新1073

23 享禄4.8.20 1531 本庄房長 色部憲長
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、春日、
熊野、羽黒、天満、[別]当国弥彦、二田[并]両庄鎮
守貴船、鷲巣、河内

新1074

Ⅴ
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24
天文10.2.
□

1541 （鮎川氏ｶ） 神名 新1083

25
天文
10.7.25

1541 鮎川清長 色部勝長
梵天、帝釈、四大、堅牢、閻魔、五道、熊野、三十
番神、天満、[惣]日本神祇、[特]当国弥彦、二田、
[別]当庄鎮守鷲巣、河内

新1106

26
天文
10.7.27

1541
鮎川長憲　他14
名

色部中務少輔
他14名

（以下欠） 新1084

27
※新1084
の続き

梵天、帝釈、四大、堅牢、閻魔、五道、熊野、三十
番神、天満、［惣]日本神祇、[特]当国弥彦、二田、
[別]当庄鎮守鷲巣、河内

新1085

28
(天文10
ｶ).7.27

1541 色部勝長 鮎川清長
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、閻魔、五道、熊
野、三十番神、天満、[別]当国弥彦、二田、[特]当
庄鎮守貴船、若宮八幡、白山、[惣]日本神祇

新1126

29 天文10.8.2 1541 色部勝長 小河長資 神名 新1086

30 天文10.8.5 1541 小河長資 色部勝長
梵天、帝釈、四大、閻魔、五道、熊野、羽黒、三十
番神部類眷属、[惣]日本神祇、当国鎮守弥彦、[別]
当庄河内、鷲巣

新1105

31 天文10.8.6 1541 （鮎川家中） 神名 新1088

32
天文11.2.
□

1542 （鮎川清長） 梵天、帝釈 新1090

33 天文11.4.5 1542 上杉定実 長尾晴景
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]春日、賀茂、
石清水、七千余社、当国一宮居多、府中六所、弥
彦、二田

新241

34
年月日未
詳

（上杉定実） （長尾晴景） ほんてん、たいしゃく、 新242

35
天文
12.3.20

1543 色部家中8名
梵天、大帝、堅老、当国惣社弥彦、二田、羽黒、岩
船、当所大明神

新1089

36
(天文
20).10.20

1551 鮎川元張 色部勝長 神名 新1112

37
(天文
20).10.□

1551 本庄繁長 色部勝長 神名 新1108

38
(天文
20).10.□

1551 色部勝長
鮎川元張、本庄
繁長

神名 新1108

39
(天文
20).10.□

1551 本庄繁長 色部勝長 神名 新1109

40
(天文
20).11.3

1551 鮎川元張 本庄繁長 （記載無し） 新1111

41
天文
20.11.3

1551 鮎川元張 色部勝長
梵天、帝釈、四大、下海之龍神、王城鎮守、[并]諸
菩提、当国守護弥彦、二田、此庄守神鷲巣、河内、
[殊]貴船、[惣]日本神祇

新1107

42
天文
20.11.5

1551 本庄繁長 鮎川元張 神名 新1110

43
(天文
20).11.□

1551 本庄繁長 色部勝長
［　］下海龍神、閻魔、［　］別而者王城之鎮所、賀
茂［　］祇園、当［　］社、弥彦、［　］権現・八幡大［
］殊貴船［　］内惣而日本国中之［　]

新1985

44 天文24.2.3 1555
本庄実乃、直江
実綱、大熊朝秀

安田景元
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、春日、
諏方、天満、[別]当国鎮守居多、弥彦、二田、蔵
王、関山、府中六所

新1571

45
(弘治
2).8.17

1556 上杉謙信 長尾政景 日本神祇、八幡、天満、氏神春日 新869

Ⅳ 46
弘治4.閏
1.14

1558 本庄繁長 色部勝長

梵天、帝釈、四大、閻魔、五道、堅牢、下海竜神、
[別]王場鎮所稲荷、祇園、賀茂、春日、[殊]当国惣
社弥彦并二田、当庄鎮所貴船、鷲巣、河内、諏訪
上下、八幡、天満、[惣]日本神祇

新1119

Ⅱ

Ⅲ
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47 永禄3.5.9 1560 渡辺綱　他6名
本庄玖介、宇野
左馬允

府内六所、弥彦、二田、蔵王、[別]すもん、[惣]日本
神祇

新561

48
永禄4.閏
3.16

1561 上杉謙信 簗田晴助
梵天、帝釈、四大、［惣]日本神祇、[殊]八幡、春
日、天満、[別]伊豆、箱根、三島

越317

49 永禄5.11.9 1562 長尾政景 河田長親
[上]梵天、帝釈、四大、[総]日本神祇、八幡、諏訪、
天満、箱根、府中六所、居多、[別]当国鎮守弥彦、
二田、蔵王

越396

50
永禄
10.5.16

1567 上杉謙信 色部勝長
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]摩利、愛
宕、八幡、春日、天満

新1065

51
永禄11.11.
晦日

1568 上杉謙信 中条藤資
[上]梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、愛
宕、氏神春日、府内六所

新1863

52
永禄
13.1.15

1570 上杉謙信
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別］日光、月
光、摩利、八幡、愛宕、氏神春日、天満

新1010

53 天正4.5.2 1576
安田頼家、三好
慶家

吉江資堅
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、
[殊]日光、月光、摩利、愛宕、飯縄、関三所、蔵王、
弥彦、二田、八幡、春日、府中六所、天満

新1019

54
天正
4.12.24

1576 柳季顕　他5名 （河田長親）
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、
[殊]日光、月光、摩利、愛宕、飯綱、春日、八幡、関
山、弥彦、二田、府中六所、天満

上1315

55
天正
10.4.26

1582 上杉景勝 本間泰時
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[惣]日本神祇、日
光、月光、愛宕、飯縄、[殊]当国鎮守関山、蔵王、
弥彦、二田、春日、八幡、天満

新3878

56
天正
10.11.8

1582 上杉景勝 結城晴綱
[上]梵天、帝釈、四大、[下]堅牢、[殊]日本神祇、
[別]春日、八幡、天満

新4036

57
(天正
13).7.15

1585 上杉景勝 真田昌幸 神名 新924

「出典」欄の「新」は『新潟県史』資料編中世、「上」は『上越市史』別編Ⅰの文書番号、「越」は『越佐史料』４巻の頁番号の略。

【表⑲】　謙信願文一覧

№ 年月日 西暦 署名 宛所 国 祈願内容 出典

1
弘治
3.1.20

1557
長尾弾正少弼平景
虎

八幡宮御宝前（更
級八幡宮）

信濃 社殿の由緒、信玄の悪行、成就の際の報賽 歴248

2
弘治
3.5.10

1557 平景虎 （小菅山元隆寺） 信濃
寺の由緒、信玄との戦い、戦勝祈願、成就
の際の報賽

越148

3
永禄
4.2.27

1561
弾正少弼景虎　在
判

鶴岡八幡宮寺 相模 社殿の由緒、関東掌握、成就の際の報賽 千416

4
永禄
6.7.18

1563 藤原輝虎（花押）
八幡　極楽寺一如
阿闍梨

越後 信玄・氏康調伏、越後豊饒・安全 新2312

5
永禄
6.7.18

1563
藤原輝虎（花押
影）

高名山薬師寺 越後 同上 新2646

6
永禄
7.5.13

1564 朱印（上杉輝虎） （極楽寺カ） 越後
越後豊饒・安全、信玄退治、信玄分国入
手、成就の際の報賽

新2313

7
永禄
7.6.24

1564 輝虎（花押） 弥彦　御宝前 越後
関東、信州、越中への出兵、信玄・氏康調
伏など

新2815

8
永禄
7.6.24

1564 上杉輝虎
姉倉比売神社　御
宝前

越中 同上 富6149

9
永禄
7.6.24

1564 上杉輝虎（花押）
御かんきん所　仏
前

越後 信玄の悪行 新3344

10
永禄
7.6.24

1564 上杉輝虎（花押） 弥彦　御宝前 越後 同上 新4023

11
永禄
7.8.1

1564 藤原輝虎 （更級八幡宮） 信濃
社殿の由緒、信玄の悪行、敵調伏、成就の
際の報賽、武運長久子孫繁栄など

新259

12
永禄
8.6.24

1565
上杉輝虎（花押
影）、御判・御朱印

愛宕　御宝前 越後 №７・８と同内容 歴1565
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13
永禄
9.5.9

1566
上杉藤原輝虎（花
押）

仏神　御宝前 越後
分国無事、武運長久、北条との和談、信玄
父子退治、三好儀継・松永久秀討伐

新866

14
元亀
1.12.13

1570 謙信（花押） 御ほう前 越後
越後・関東無事、越中入手の際は明年一年
必ず看経

新888

15
元亀
3.6.15

1572 藤原謙信（朱印） 御宝前 （越後） 加賀・越中の一向一揆退散、分国無事 新260

16
元亀
3.6.15

1572 藤原謙信（朱印） 御宝前（大乗寺カ） 越後 同上 上1106

17
天正
3.4.24

1575
法印大和尚不識院
謙信

御宝前 （越後） 越相同盟破談、北条氏政退治 新887

18
天正
3.4.24

1575
法印大和尚不識院
謙信

御宝前（普光寺境
内毘沙門堂ｶ）

越後 同上 新2600

「刊本」欄の「歴」は『歴代古案』、「新」は『新潟県史』資料編中世、「富」は『富山県史』史料編Ⅱ中世、「上」は『上越市史』別編Ⅰの文書
番号、「越」は『越佐史料』４巻、「千」は『千葉県の歴史』資料篇編中世３の頁番号の略。

【表⑳】　慶長５年以降・毛利氏発給起請文
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 勧請神 出典

1 慶長5.9.22 1600 （毛利輝元）
井伊直政、本多
忠勝

（霊社上巻起請文）※神文なし 毛1024

2 慶長5.9.22 1600 （毛利輝元）
池田輝政 外2
名

（霊社上巻起請文）※神文なし 毛1025

3 慶長5.9.22 1600 毛利輝元
福島正則、黒田
長政

（霊社上巻起請文）梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]
愛宕、八幡、天満、[別]厳島

吉152

4 慶長5.11.5 1600 毛利輝元 井伊直政
梵天、帝釈、四大、[殊]厳島、杵築、熊野、住吉、賀茂、春
日、八幡、天満

毛1029

5 慶長6.9.10 1601 毛利輝元 毛利元政 日本神祇、八幡、[別]厳島、天満 閥2-14

6 慶長7.6.27 1602 （毛利輝元） 吉見広長 梵天、帝釈、四大、日本神祇、八幡、愛宕、[別]厳島 毛1287

7
慶長
14.6.28

1609 毛利輝元 毛利元鎮 日本、八幡、[別]厳島、天満 閥4-11

8
慶長
17.12.10

1612 毛利秀就 （毛利輝元） 日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島、杵築 毛367

9 慶長19.9.7 1614 毛利秀就
本多正信、酒井
忠世

（霊社上巻起請文）[上]梵天、帝釈、四大、廿八宿、[下]堅
牢、地の三十六离、[別]伊豆、箱根、三島、熊野、稲荷、祇
園、賀茂、松尾、平野、諏訪、熱田、正八幡、天満、愛宕、
[惣]日本神祇、[殊]氏神

毛1158

10 慶長19.9.7 1614 毛利秀就
本多正信、酒井
忠世

（霊社起請文）[上]梵天、帝釈、四大、廿八宿、[下]堅牢、
地の三十六禽、[別]伊豆、箱根、三島、熊野、稲荷、祇園、
賀茂、松尾、平野、諏訪、熱田、正八幡、天満、愛宕、[惣]
日本神祇、[殊]氏神

毛1425

11
慶長
20.4.14

1615
毛利輝元　他11
名

梵天、帝釈、四大、日本神祇、厳島、熊野、愛宕、住吉、
春日、[殊]氏神、八幡、天満

毛1038

12
元和
6.10.26

1620 毛利秀就 [御申之] 日本神祇、[殊]氏神、[別]愛宕、白山、摩利 毛1151

13 元和8 1622 （毛利秀就） 日本神祇、弓矢八幡、愛宕、白山、摩利、[別]氏神明 毛1446

14 元和9.4.15 1623 毛利秀就 [御申之] 日本神祇、愛宕、摩利、[別]氏神明 毛1139

15
(元和
9).9.24?

1623
毛利輝元・毛利
秀就

毛利秀元 日本神祇、[別]厳島 毛1449

「出典」欄の「毛」は『毛利家文書』、「吉」は『吉川家文書』、「閥」は『萩藩閥閲録』の文書番号の略。
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【表㉑】　慶長５年以降・毛利一門家臣等発給起請文
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 勧請神 出典

1
慶長
5.10.16

1600 山内広通 堅田元慶
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、天満、[殊]厳島、
八幡

毛1199

2
慶長
5.11.16

1600
吉川広家 外6
名

黒田孝高、黒田
長政

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]杵築、厳島、
春日、熊野、天満

毛1030

3 慶長6.8.24 1601 吉川広家 堅田元慶 日本神祇、惣祇、八幡、厳島、大社、愛宕、天満 毛364

4 慶長6.9.10 1601 毛利元政 榎本元吉 日本神祇、弓矢八幡、[別]厳島、愛宕、白山、天満 毛1200

5 慶長6.9.10 1601 三輪右衛門尉 三輪八郎兵 日本神祇、八幡、愛宕、白山、[別]厳島、氏神 毛1201

6 慶長6.9.28 1601 国司元蔵
井原四郎右衛
門尉

日本神祇、[別]厳島、愛宕、八幡、摩利、天満 毛1230

7
慶長
6.10.20

1601 毛利秀元 毛利輝元 日本神祇、八幡、摩利、天満、[殊]厳島 毛1037

8 慶長6.11.8 1601 粟屋元貞 井原元尚 梵天、帝釈、日本神祇、愛宕、[別]厳島、氏神八幡 毛1203

9
慶長6.閏
11.15

1601 粟屋元貞
福原広俊 外2
名

梵天、帝釈、日本神祇、愛宕、[別]厳島、氏神八幡 毛1204

10 慶長7.6.19 1602 吉見広長 佐世元嘉
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]氏八幡、愛
宕、白山

毛1286

11 慶長10.2.7 1605 吉見広頼
井原元以 外3
名

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、伊豆、箱根、三
島、八幡、天満、春日

毛1291

12
慶長
10.3.28

1605
益田景祥、益田
元祥

榎本元吉
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神瀧蔵、
八幡、摩利、天満

毛1231

13
(慶長
10).4.8

1605 乃美景継 佐世元嘉 日本、八幡、摩利、日天、月天、厳島、[別]氏神 毛1205

14
慶長
10.6.10

1605 福原広俊 [御申之] 日本神祇、愛宕、白山、八幡、天満 毛1206

15 慶長10.7.4 1605
榎本元吉 外2
名

佐波広忠 日本神祇、厳島、八幡、摩利、天満 閥71‐32

16 慶長10.7.4 1605
井原元以 外2
名

熊谷就真 日本神祇、厳島、八幡、摩利、天満
閥127-
49

17
慶長
10.8.28

1605 天野元珍
佐世元嘉 外2
名

日本神祇、[殊]厳島、愛宕、摩利、氏八幡、天満 毛1283

18
慶長
10.12.14

1605
福原広俊　他
819名

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]神功皇后
宮、厳島、祇園、愛宕、白山、八幡、天満

毛1284

19
慶長
10.12.24

1605 毛利秀元 益田元祥 日本神祇、[殊]当国一二両社、天満 益423

20
慶長
10.12.26

1605 椙元縁 外5名 毛利秀元 日本神祇、[殊]当国一二両社、摩利、天満 毛1255

21
慶長
11.1.26

1606 桂春房 外6名
佐世元嘉 外2
名

日本神祇、厳島、八幡、春日、天満 毛1261

22
年未
詳.8.22

宍戸元続 井原元以
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]両国一二両
社、[并]厳島、氏八幡、愛宕、白山、天満

毛1219

23
慶長
12.5.29

1607 吉川広家 山内広通 祇八幡、住吉、春日、厳島、愛宕、白山 山334

24
慶長
12.5.29

1607 山内広通 熊谷広直 日本神祇、八幡、住吉、春日、厳島、愛宕、白山 山335

25
慶長
12.10.28

1607
井原元歳 外3
名

洞春寺、榎本元
吉

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、愛宕、厳
島、天満、当社大明神、[別]氏神

毛1208
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26 慶長13.2.2 1608 毛利秀元 佐世元嘉 日本神祇、[殊]氏神明、一二両社、八幡 閥24-21

27 慶長13.2.9 1608 毛利秀元 清水景治 日本神祇、[殊]氏神八幡 閥25-4

28 慶長13.5.8 1608 長井元房
洞春寺、榎本元
吉

日本神祇、愛宕、白山、正八幡、厳島、春日、天
満、[別]氏神

毛1209

29
慶長
13.11.2

1608 吉川広家 山内広通
日本神祇、氏神八幡、厳島、愛宕、白山、春日、住
吉、天満

山337

30
慶長
14.6.28

1609 毛利元鎮 毛利秀元 日本神祇、[別]当国両社、氏神、高良 毛1211

31 年未詳.8.7 毛利元政 榎本元吉 弓矢八幡、厳島、愛宕、白山 毛849

32
慶長
14.6.28

1609 毛利元倶 毛利秀元
日本神祇、[殊]厳島、八幡、[別]愛宕、白山、天満、
氏神

毛1210

33 慶長14.7.1 1609 新藤与兵衛尉 毛利秀元 日本神祇、[殊]厳島、愛宕、白山、氏神、天満 毛1216

34 慶長14.7.1 1609 新藤与兵衛尉 西清房 日本神祇、[殊]厳島、愛宕、白山、氏神、天満 毛1217

35 慶長14.7.1 1609 毛利元宣 毛利秀元 日本神祇、[殊]厳島、当国一二両社、氏神、天満 毛1212

36
慶長
14.9.30

1609 山田元縁 榎本元吉
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]神功皇后、
厳島、祇園、愛宕、白山、八幡、天満

毛1232

37
慶長14.10.
吉

1609 桂元綱 洞春寺玄徹 日本神祇、八幡、天満、厳島、愛宕、白山、摩利 毛1220

38
慶長
14.11.27

1609 児玉元若 堅田元慶 日本神祇、厳島、八幡、[殊]氏神 毛1221

39
慶長15.後
2.17

1610 阿曾沼元随 榎本元吉
日本神祇、八幡、[別]厳島、天満、[殊]氏神、愛宕、
白山、奉頼御本尊

毛1233

40
慶長
15.6.26

1610 毛利元倶 榎本元吉
日本神祇、八幡、[殊]厳島、愛宕、白山、春日、氏
神

毛1222

41
慶長
15.10.10

1610 毛利秀元 阿曾沼元理 日本神祇、[殊]氏神八幡、愛宕、白山、天満 閥35-17

42 慶長16.6.9 1611 吉川広家 井原元次
梵天、帝釈、四大、春日、住吉、熊野、厳島、愛
宕、白山、祇神八幡、天満

毛365

43
慶長
17.12.2

1612 宍道元兼 日本神祇、杵築、八幡 毛1234

44
慶長
20.4.26

1615 宍戸元真 山田元宗
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]伊豆、箱根、
三島、八幡、天満

毛1223

45 元和1.5.1 1615 宍道元兼
益田元祥 外2
名

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、厳島、一
二両社、天満、[別]氏神、愛宕、白山、摩利

毛1235

46 元和2.7.16 1616 吉川広家
井原元以、榎本
元吉

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、住吉、
春日、厳島、愛宕、白山、北野天満

毛1183

47 元和3.7.16 1617 桂元澄
益田元祥 外2
名

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神明、八
幡、軍神摩利

毛1236

48 元和3.10.7 1617 福原元茂
宍戸善左衛門
尉

梵天、帝釈、四大、八幡、[別]熊野、愛宕、白山、天
満

毛1237

49 元和3.10.7 1617 木原盛忠
宍戸善左衛門
尉

梵天、帝釈、四大、八幡、[別]熊野、愛宕、白山、天
満

毛1238

50
元和
3.11.10

1617 宍道元兼 児玉景唯
日本神祇、[上]梵天、帝釈、四大、弓矢八幡、愛
宕、白山、[別]氏神明、当所春日

毛1239

51
元和
3.12.14

1617 吉見広長 井原元以
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、伊豆、箱根、天
満、[殊]氏八幡、[別]愛宕、白山、摩利

毛1293
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52
元和4.閏
3.17

1618 浅屋元俊 [御申之] 日本神祇、愛宕、白山、弓矢摩利 毛1240

53
元和4.閏
3.20

1618 宍道元兼 [御申之] 日本神祇、愛宕、白山、弓矢八幡、[別]氏神明 毛1241

54
元和
4.10.12

1618 吉川広家
（桂春房、祖式
長好）

氏神、八幡、愛宕、春日、住吉、厳島、白山、北野
天満

吉672

55
元和
4.10.27

1618 有地元信 内藤元忠 日本神祇、[別]厳島、備後一宮、八幡、[殊]御本尊 毛1225

56
元和
4.10.27

1618 有地元直 内藤元忠 日本神祇、[別]厳島、備後一宮、八幡、[殊]御本尊 毛1226

57 元和5.1.21 1619 毛利秀元 毛利秀就
日本神祇、[殊]春日、八幡、愛宕、一二両社、天
満、[別]氏神明

毛1039

58
元和
5.11.20

1619 清水景治 [御申之]
日本神祇、愛宕、白山、天満、[殊]厳島、八幡、春
日、氏神

毛1227

59 元和6.1.23 1620 村上元重 日本神祇、弓矢八幡、愛宕、白山、三島、氏神明 毛1242

60 元和6.2.6 1620 村上元重
日本神祇、[別]弓矢八幡、愛宕、白山、伊豆、箱
根、三島

毛1243

61 元和6.2.20 1620 村上多兵衛 井原加賀守
日本神祇、[別]弓矢八幡、愛宕、白山、伊豆、箱
根、三島

毛1228

62
(元和
9).10.4

1623 毛利秀元
榎本元吉、宍道
元兼

日本神祇、[別]厳島 毛1450

63
元和
9.11.13

1623
清水景治、宍道
元兼

[御申]
日本神祇、摩利、愛宕、白山、八幡、厳島、[別]氏
神明

毛1245

64
元和
9.11.21

1623 祖式元信 宍道元兼 日本神祇、[別]氏八幡、当所春日、厳島、天満 毛1246

65 寛永1.3.29 1624
宍道元兼 外3
名

益田元祥、清水
景治

日本神祇、[殊]厳島、摩利 毛1247

66 寛永1.7.13 1624 毛利就隆 宍道元兼

[上]梵天、帝釈、四大、廿八宿、[下]堅牢、地の三
十六离、伊豆、箱根、三島、熊野、稲荷、祇園、賀
茂、松尾、平野、諏訪、熱田、正八幡、天満、愛宕、
[惣]日本神祇、氏神

毛1040

67
寛永
1.10.14

1624 毛利就隆 [御申之] 日本神祇、弓矢摩利、愛宕、[別]氏神明 毛1265

68 寛永2.5.5 1625 上山元吉
阿曾沼元理、桂
重澄

日本神祇、愛宕、弓矢摩利、[別]氏神明 毛1248

69 寛永2.7.9 1625 清水景治 [御申之]
日本神祇、弓矢八幡、愛宕、白山、摩利、[別]氏神
明

毛1249

70 寛永2.7.9 1625 宍道元兼 [御申之]
日本神祇、弓矢八幡、愛宕、白山、摩利、[別]氏神
明

毛1250

71 寛永2.9.14 1625 吉見政春
波多野弥兵衛
尉

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]氏神明八
幡、厳島、愛宕、白山、摩利、天満

山近94

72 寛永2.9.14 1625 吉川広正
波多野弥兵衛
尉

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]氏神明八
幡、厳島、愛宕、白山、摩利、天満

山近95

73 寛永9.8.24 1632 阿曾沼就春 清水景治
日本神祇、愛宕、白山、弓矢八幡、[殊]氏神明、春
日

毛1251

「出典」欄の「毛」は『毛利家文書』、「益」は『益田家文書』、「閥」は『萩藩閥閲録』、「山」は『山内家文書』の文書番号、「山近」は『山

口県史　史料編：近世』のページ番号の略。
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【表㉒】　近世萩藩起請文
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 勧請神 出典

1 正保3.8.20 1646 吉川広正 益田元尭 日本国中大小神祇、八幡、春日 吉1338

2 慶安4.4.3 1651 吉川広正
まつ坂、椙森就
幸

日本神祇、摩利、八幡
山近2-
563

3
承応
3.11.12

1654 堅田就政
椙森就幸、児玉
元恒、黒沢丹宮

梵天、帝釈、四大天王、[惣]日本神祇、[殊]伊豆・箱
根、三島、八幡、天満

山近2-
517

4
明暦
3.11.13

1657
岩脇就信、岩脇
権左衛門尉

榎本就時、堅田
就政

梵天、帝釈、四大天王、[惣]日本神祇、愛宕、白
山、八幡、[殊]氏神明

山近2-
882

5 万治4.3.8 1661 山川就次
毛利就信 外4
名

梵天、帝釈、四大天王、[惣]日本神祇、[別]氏神
明、当所春日、八幡、天満

山近2-
955

6 延宝6.7.9 1678 国司忠頼 山内広直
梵天、帝釈、四大天王、[惣]日本神祇、八幡、春
日、摩利、愛宕、白山、天満、[別]氏神明

山450

7 文化7.3.□ 1810 細川宮内 横山孫三郎
梵天、帝釈、四大天王、[惣]日本神祇、[殊]伊豆・箱
根、三島、八幡、天満、[別]当国一二両社、氏神明

山近7-
394

「出典」欄の「吉」は『吉川家文書』、「山」は『山内家文書』の文書番号、「山近」は『山口県史』史料編近世の巻数と頁番号の略。

【表㉓】　清神社棟札一覧
№ 和暦 西暦 檀那 目的 祈願内容 出典

1 正中2 1325
上御本家并信
心施主

社殿棟上 （無し） 広1

2 （康永3） 1344 地頭 社殿修理 （無し） 広3

3 応永7 1400
大江満房（光
房）、源久

社殿修理棟上 四処之沙汰人百姓等満民快楽無病平安 広2

4 文明11 1474 社殿修理
信心檀越　息災延命　祈求円満　重乞願　源元成　所願満
足

広4

5 明応3 1494 大江弘元 社頭造営
天長血久　社頭安穏　当所豊育　大江弘元息災延命　武
運長久　一門威勢　子孫繁昌　諸人快楽　所願成就

広5

6 明応9 1500 大江弘元 拝殿上葺 大江弘元息災延命　一門繁昌　心中所求　成就満足 広6

7 永正7 1510 大江興元
感神院御宝殿
上葺

大江朝臣興元身心堅固　一門繁昌　当村安穏　諸人快楽 広7

8 大永2 1522
大江幸松（幸
松丸）

社頭造工
天長地久　社頭安全　当所豊饒　大江朝臣幸松息災延命
恒受快楽　武運長達　一家繁昌　子孫安栄　城内冨貴　幸
祐自在

広8

9 天文2 1533 （毛利元就） 社殿造工
一天泰平　四海安全　大旦越寿福増長　如意吉祥　女大
施主息災延命　恒受恒楽　所生愛子等　所願成就　社頭
安穏、威光自在　当所豊饒

広9

10 天文17 1548 大江隆元 上葺上棟 武運長久　家門栄昌　社頭安穏 広10

11 永禄11 1568
大江元就　大
江輝元

社殿新造 天長地久　御願円満　社頭安穏　威光自在　家門安寧 広11

12 天正11 1583 大江輝元 社殿上葺
天長地久　御願円満　社頭安全　威光増益　武運繁栄　家
門昌泰

広12

13 文禄5 1596 毛利輝元 社殿上葺 天長地久　社頭安全 広13

「出典」欄の「広」は『広島県史』古代中世資料編Ⅳ（1137～1143頁）の資料番号の略。
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【表㉔】　毛利当主発給祇園社勧請起請文
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 勧請神

⑮-2
応永
21.5.18

1414 毛利光房
前住東福季宗
和尚侍者

両社八幡祇園

⑮-6 文亀2.8.22 1502 毛利弘元 志道広良 八幡、厳島、祇園

⑮-13
天文16.7.
□

1547
毛利元就 外2
名

吉川興経
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、八幡、天満、
(氏神七社、祇園)　※（　）内異筆

⑮-16
天文
19.1.12

1550
毛利元就、吉川
元春

吉川経好 日本神祇、八幡、祇園、厳島

⑮-20
天文
23.5.22

1554
毛利元就、毛利
隆元

天野隆綱 日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島

⑮-22
(弘治1).閏
10.18

1555
毛利元就、毛利
隆元

椙杜隆康 外2
名

日本神祇、八幡、祇園、厳島

⑮-27
(永禄1).閏
6.20

1558
毛利元就、毛利
隆元

法泉寺兵部丞 八幡、祇園、[殊]厳島、[別]氷上妙見

⑮-29 永禄5.6.8 1562
毛利元就、毛利
隆元

出羽元祐 日本神祇、八幡、祇園、[別]厳島

⑮-31 永禄5.9.27 1562
毛利元就、毛利
隆元

湯原春綱 日本神祇、八幡、[別]厳島、祇園、天満

⑮-33 永禄6.3.25 1563 毛利隆元 益田藤兼
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、祇園、[別]厳
島、天満

⑮-34
永禄
9.11.21

1566
毛利元就 外3
名

尼子義久 外2
名

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]当国杵築、芸州厳
島、八幡、氏神祇園、天満

⑮-35
永禄
10.1.10

1567 毛利輝元 桂元忠 日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島、杵築

⑮-38 永禄12.8.5 1569
毛利元就 外3
名

高橋鑑種
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]八幡、厳島、氏神祇
園、天満

⑮-42 年未詳.9.4 毛利元就
おさき御つぼ
ね、よしミ御か

梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、八幡、[殊]厳島、祇園、
天満

⑮-43
年未
詳.12.25

毛利隆元、毛利
元就

乃美隆興 八幡、祇園、[別]厳島

⑮-58 年未詳.6.4
小早川隆景、毛
利輝元

つほね 八幡、[別]厳島、[并]祇園、宮崎

⑳-8
慶長
17.12.10

1612 毛利秀就 (毛利輝元) 日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島、杵築

本表は【表15】・【表20】から祇園社が記載された起請文のみを抽出したものである。No.は【表15】・【表20】と対応させ、「内容」・「出
典」欄は省略した。
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【表㉕】　一門・家臣発給祇園社勧請起請文
№ 年月日 西暦 発給者 受給者 勧請神

⑯-2
天文
15.5.10

1546
国司元保 外2
名

長末三郎左衛
門尉　外5名

日本神祇、[別]厳島、吉田之祇園八幡

⑯-4
天文
19.7.15

1550 児玉就忠 井上光俊 厳島、宮崎八幡、祇園

⑯-11 永禄9.2.15 1566
小早川隆景、吉
川元春

益田藤兼 日本神祇、八幡、杵築、厳島、祇園、天満

⑯-12 永禄9.2.15 1566
吉川元春、小早
川隆景

佐波隆秀 日本神祇、八幡、杵築、厳島、祇園、天満

⑯-13
(永禄
9).2.15

1566
吉川元春、小早
川隆景

平賀広相 日本神祇、八幡、杵築、厳島、祇園、天満

⑯-18
永禄
12.8.21

1569 長就連 外2名 安達十兵衛尉 日本神祇、八幡、祇園、厳島、天満

⑯-21
元亀
3.10.29

1572
小早川隆景、吉
川元春

横井左衛門尉 日本神祇、八幡、祇園、[殊]厳島、天満

⑯-22 元亀4.9.1 1573 (吉川元長) 福原元俊 日本神祇、[別]氏神祇園、八幡、天満

⑯-26 天正6.5.20 1578 吉川元長 益田元祥
梵天、帝釈、四大、日本神祇、八幡、春日、厳島、氏神芸
州吉田祇園、石州一宮、瀧蔵、[殊]大日覚王、金剛、勝軍
地蔵、摩利、[別]八大祖師并以下之諸大徳、先師大和尚

【表㉖】　毛利氏宛祇園社勧請起請文
№ 年月日 西暦 発給 受給 神仏

⑰-12 享禄5.7.13 1532
福原広俊 外31
名

粟屋元国
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、祇園、八幡、
天満

⑰-18
天文
19.7.20

1550
福原貞俊 外
238名

(毛利元就)
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]厳島、祇園、八幡、
天満

⑰-27 永禄10.9.8 1567 吉川元春 (毛利輝元) 日本神祇、当国厳島、[殊]氏神宮崎八幡、祇園

⑰-28
永禄
11.6.12

1568 毛利元秋 毛利輝元
日本神祇、[殊]軍天厳島、各氏神八幡、祇園、荒神、南無
天満

⑰-30
永禄
12.12.16

1569 小早川隆景 毛利輝元
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[殊]氏神祇園、[別]厳
島、八幡、摩利、天満

⑰-33 元亀2.2.吉 1571 吉川元長 (尾崎)
[上]梵天、帝釈、四大、日本神祇、春日、厳島、[別]当所氏
神、祇園、八幡、天満

⑰-36 元亀□.8.5 1573 小早川隆景 毛利輝元 日本神祇、[殊]当国厳島、八幡、天満、氏神祇園

⑰-42
天正
11.8.13

1583 吉川元長
小早川隆景 外
2名

日本神祇、[殊]厳島、氏神当所祇園、宮崎八幡

⑰-44
天正
13.12.3

1585 末次元康 毛利輝元
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]氏八幡、祇園、厳
島、杵築、佐渡、天満

㉑-18
慶長
10.12.14

1605
福原広俊 外
819名

(毛利輝元)
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]神功皇后宮、厳島、
祇園、愛宕、白山、八幡、天満

㉑-36
慶長
14.9.30

1609 山田元縁 榎本元吉
梵天、帝釈、四大、[惣]日本神祇、[別]神功皇后宮、厳島、
祇園、愛宕、白山、八幡、天満

本表は【表16】から祇園社が記載された起請文のみを抽出したものである。No.は【表16】と対応させ、「内容」・「出典」欄は省略した。

本表は【表17】・【表21】から祇園社が記載された起請文のみを抽出したものである。No.は【表17】・【表21】と対応させ、「内容」・「出
典」欄は省略した。
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